
備 考

2 -

3

【基礎となる学部】
工学部材料工学科

2 -

【基礎となる学部】
工学部土木工学科

新
設
学
部
等
の
概
要

（修士課程）

材料工学専攻
(Department of

Materials)

43 86 修士
（工学）

（Master of
Engineering）

令和3年4月
第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 43 0 86

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

大学院工学府
(Graduate School of

Engineering)

（修士課程）

土木工学専攻
(Department of Civil

Engineering)

52

計 52

計 16

入学
定員

編入学
定　員

（博士後期課程）

大学院工学府
(Graduate School of

Engineering)

福岡市西区元岡744

　　年　月
第　年次

所　在　地
収容
定員

人年次
人

104 修士
（工学）

（Master of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

0 104

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

0

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

　研究科の専攻の設置

九州大学 (Kyushu University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人　九州大学

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

　本学府は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、
学際性、国際性の育成を目指す修士課程の教育、及びそこで培われた深い専門知識
と課題探究・課題解決能力、先端的な創造性能力をより高度な水準に鍛え上げる博
士課程の教育を通して、高い倫理感と国際性をもって我が国の工業技術を先導し、
人類社会の課題解決に貢献する工学のプロフェッショナル、及び最先端の技術開発
を担う研究者・技術者を養成することを目的とする。
　土木工学専攻は、構造物の設計・施工・維持管理に関する高度な専門知識と技術
や都市・環境に多大な影響を及ぼす自然現象・社会現象の解明と予測に基づいた防
災技術や社会システムなどを教育研究し、安全・安心で持続性のある社会を実現す
るため、高度専門知識を集積した土木技術と柔軟で創造性豊かな発想力を有する研
究者・技術者を育成することを教育目的とする。

大 学 の 目 的
　九州大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）の精神に則り、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応
用的能力を展開させることを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｷｭｳｼｭｳﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

土木工学専攻
(Department of Civil

Engineering)

16 - 48 博士
（工学）

（Doctor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

【基礎となる学部】
工学部土木工学科

48
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3

【基礎となる学部】
工学部応用化学科

2 -

3

2 -

3

2 -

【基礎となる学部】
工学部電気情報工学科

（博士後期課程） 【基礎となる学部】
工学部化学工学科

化学工学専攻
(Department of

Chemical Engineering)

8 - 24 博士
（工学）

（Doctor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 8 0 24

計 18 0 54

（修士課程）

化学工学専攻
(Department of

Chemical Engineering)

30 60 修士
（工学）

（Master of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 30 0 60

（修士課程）

応用化学専攻
(Department of

Applied Chemistry)

68 136 修士
（工学）

（Master of
Engineering）

令和3年4月
第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 68 0 136

（博士後期課程） 【基礎となる学部】
工学部応用化学科

応用化学専攻
(Department of

Applied Chemistry)

18 - 54 博士
（工学）

（Doctor of
Engineering）

令和3年4月
第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

（博士後期課程） 【基礎となる学部】
工学部材料工学科

材料工学専攻
(Department of

Materials)

10 - 30 博士
（工学）

（Doctor of
Engineering）

令和3年4月
第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 10 0 30

【基礎となる学部】
工学部化学工学科

大学院
システム情報科学府
(Graduate School of
Information Science

and Electrical
Engineering)

（修士課程）

情報理工学専攻
(Department of

Information Science
and Technology)

105 210 修士
（情報科学）
(Master of
Information
Science)
修士（理学）
(Master of
Science)
修士（工学）
(Master of
Engineering)
修士（学術）
（Master of
Philosophy）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 105 - 210
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3

2 -

3

【基礎となる学部】
工学部融合基礎工学科

【基礎となる学部】
工学部融合基礎工学科

（博士後期課程）

総合理工学専攻
(Department of

 Interdisciplinary
 Engineering
Sciences)

3 62 - 186 博士(理学)
博士(工学)
博士(学術)

令和３年４月
第１年次

福岡県春日市
春日公園6丁目1番地

計 234 - 530

総合理工学府
(Interdisciplinary
 Graduate School of

 Engineering
Sciences)

（修士課程）

総合理工学専攻
(Department of

 Interdisciplinary
 Engineering

)

2 172 - 344 修士(理学)
修士(工学)
修士(学術)

令和３年４月
第１年次

福岡県春日市
春日公園6丁目1番地

福岡県福岡市
西区元岡744番地

（博士後期課程） 【基礎となる学部】
工学部電気情報工学科

情報理工学専攻
(Department of

Information Science
and Technology)

29 - 87 博士
（情報科学）
(Doctor of
Information
Science)
博士（理学）
(Doctor of
Science)
博士（工学）
(Doctor of
Engineering)
博士（学術）
（Doctor of
Philosophy）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 29 - 87

（修士課程）

（博士後期課程）

【基礎となる学部】
工学部電気情報工学科

【基礎となる学部】
工学部電気情報工学科

電気電子工学専攻
(Department of
Electrical and

Electronic
Engineering)

65 130 修士
（情報科学）
(Master of
Information
Science)
修士（理学）
(Master of
Science)
修士（工学）
(Master of
Engineering)
修士（学術）
（Master of
Philosophy）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 65 - 130

電気電子工学専攻
(Department of
Electrical and

Electronic
Engineering)

16 - 48 博士
（情報科学）
(Doctor of
Information
Science)
博士（理学）
(Doctor of
Science)
博士（工学）
(Doctor of
Engineering)
博士（学術）
（Doctor of
Philosophy）

令和3年
4月

第1年次

計 16 - 48
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

308 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

建築学科
(Department of
Architecture)

58 -

船舶海洋工学科
(Department of Naval

Architecture and
Ocean Engineering)

34 - 136 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

計 720 20 3152

地球資源システム工学
科

(Department of Earth
Resources

Engineering)

34 - 136 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

土木工学科
(Department of Civil

Engineering)

77 -

融合基礎工学科
(Department of

Interdisciplinary
Engineering)

57 3年次
20

268 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次
令和5年

4月
第3年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

及び
福岡県春日市

春日公園6丁目1番地

機械工学科
(Department of

Mechanical
Engineering)

135 - 540 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

232 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

航空宇宙工学科
(Department of
Aeronautics and
Astronautics)

29 - 116 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

量子物理工学科
(Department of
Applied Quantum

Physics and Nuclear
Engineering)

38 - 152 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

福岡県福岡市
西区元岡744番地

材料工学科
(Department of

Materials)

53 - 212 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

応用化学科
(Department of

Applied Chemistry)

72 - 288 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

化学工学科
(Department of

Chemical Engineering)

38 - 152 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

福岡県福岡市
西区元岡744番地

工学部
(School of

Engineering)

電気情報工学科
(Department of

Electrical
Engineering and

Computer Science)

153 - 612 学士
（工学）

（Bachelor of
Engineering）

令和3年
4月

第1年次

工学府　土木工学専攻-4



　

※令和３年４月学生募集停止

( 153)

( 135)

工学府

（△164）
（△95）
（△145）
（△163）
（△153）
（△58）

工学部

工学部

　　　修士課程 （△33）
（△7）

　　　修士課程 （△35）
（△10）

　　　修士課程

（△8）

※令和３年４月学生募集停止

工学府

　　　修士課程

（△30）

　　　修士課程 （令和2年4月事前伺い）

システム情報科学府

工学府

　化学工学専攻

　建築学科

　電気情報工学科

　化学工学科
　応用化学科
　材料工学科

　土木工学科

　船舶海洋工学科

　機械工学科
　航空宇宙工学科
　量子物理工学科

　融合基礎工学科

　地球資源システム工学科

（△9）
　　　修士課程

（令和2年4月事前伺い）

　応用化学専攻
　　　修士課程 （令和2年4月事前伺い）

航空宇宙工学専攻 博士後期課程〔定員減〕　　　　（△2）（令和3年4月）

工学府

（△14）

機械工学専攻 修士課程〔定員増〕　　　　　　　　（ 11）（令和3年4月）
水素エネルギーシステム専攻 修士課程〔定員増〕　（  5）（令和3年4月）

（△24）
（△8）

　　　修士課程

（△10）
（△38）

（令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）
（令和2年4月事前伺い）
（令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）
（令和2年4月事前伺い）

　 修士課程

( 53)

　材料工学専攻
　　　修士課程 （令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）

            →船舶海洋工学専攻
              船舶海洋工学専攻　修士課程〔定員増〕（ 4）（令和3年4月）

（△28）

（令和2年4月事前伺い）

（△40）

建築学科（廃止）
電気情報工学科（廃止）
物質科学工学科（廃止）
地球環境工学科（廃止）
エネルギー科学科（廃止）

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，名称の変更
等）

機械航空工学科（廃止）

　物質創造工学専攻（廃止）

　　　博士後期課程
　物質プロセス工学専攻（廃止）

　　　博士後期課程
　材料物性工学専攻（廃止）

　　　博士後期課程
　化学システム工学専攻（廃止）

　　　博士後期課程
　建設システム工学専攻（廃止）

　　　博士後期課程
　都市環境システム工学専攻（廃止）

( 72)
( 38)
( 57)

( 29)
( 38)
( 34)
( 34)
( 77)
( 58)

（令和2年4月事前伺い）
（令和2年4月事前伺い）
（令和2年4月事前伺い）

（令和2年4月事前伺い）

　　　博士後期課程

　　　博士後期課程

　　　博士後期課程

　　　博士後期課程

情報学専攻（廃止）

　 博士後期課程

( 68)
( 18)

( 30)
( 8)

( 43)
( 10)

令和3年4月名称変更予定

エネルギー量子工学専攻
            →量子物理工学専攻
              量子物理工学専攻　修士課程〔定員増〕（ 2）（令和3年4月）
海洋システム工学専攻

工学府　土木工学専攻-5



令和2年4月事前伺い

令和2年4月事前伺い

令和2年4月事前伺い

令和2年4月事前伺い

工学府応用化学専攻
14 4 0 0 18 0 4

(16) (4) (0) (0) (20) (0) (4)

工学府応用化学専攻
14 18 0 0 32 0 40

(16) (18) (0) (0) (34) (0) (41)

（博士後期課程）

0

(7) (5) (0) (0) (12) (0) (0)

工学府

（修士課程）

7 5 0 0 12 0 49

(7) (5) (0) (0) (12) (0) (50)

( 172)

( 105)

助手

専任教員等

人 人人

（博士後期課程）

計
卒業要件単位数

兼 任
教 員 等

教
育
課
程

新設学部等の名称
講義

講師

開設する授業科目の総数

学　部　等　の　名　称
教授

教
員
組
織
の
概
要

新

設

分

人 人工学府

計助教

工学府

（修士課程）

工学府材料工学専攻
7 5 0 0 12 0

工学府材料工学専攻

（修士課程）

3 科目 16 科目 20 科目 10 単位

准教授

実験・実習演習

  工学府土木工学専攻 1 科目

  工学府土木工学専攻 45 科目 5 科目 23 科目 73 科目 30 単位

工学府土木工学専攻
12 10 0 0 22 0 52

(13) (10) (0) (0) (23) (0) (53)

（修士課程）

（博士後期課程）

人人

23 0 2

(13) (12) (0) (0) (25) (0) (2)

（博士後期課程）

工学府土木工学専攻
11 12 0 0

※令和３年４月学生募集停止

総合理工学府
総合理工学専攻
　 修士課程 （令和2年7月事前伺い予定）
　 博士後期課程 （令和2年7月事前伺い予定）

　 修士課程 （△45）
（△15）

　 修士課程 （△55）
（△16）

（△11）

（△14）

　 修士課程 （△34）
（△12）

　 修士課程 （△26）
（△9）

　 修士課程 （令和2年7月事前伺い予定）
　 博士後期課程 （令和2年7月事前伺い予定）
電気電子工学専攻

( 65)　 修士課程 （令和2年7月事前伺い予定）
　 博士後期課程

　 修士課程

　 博士後期課程
大気海洋環境システム学専攻（廃止）

　 博士後期課程

（△37）

※令和３年４月学生募集停止

システム情報科学府
情報理工学専攻

（令和2年7月事前伺い予定）

総合理工学府

( 16)

( 62)

（△14）

　 修士課程 （△37）

　 修士課程 （△30）

情報知能工学専攻（廃止）

　 博士後期課程
電気電子工学専攻（廃止）

　 博士後期課程

量子プロセス理工学専攻（廃止）

　 博士後期課程
物質理工学専攻（廃止）

　 博士後期課程
先端エネルギー理工学専攻（廃止）

　 博士後期課程
環境エネルギー工学専攻（廃止）

( 29)
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令和2年4月事前伺い

令和2年4月事前伺い

令和2年7月事前伺い予定

令和2年7月事前伺い予定

令和2年7月事前伺い予定

令和2年7月事前伺い予定

令和2年7月事前伺い予定

令和2年7月事前伺い予定（博士後期課程）

総合理工学専攻
46 43 0 0 89 0 0

(46) (43) (0) (0) (89) (0) (0)

総合理工学府

（修士課程）

総合理工学専攻
47 44 0 24 115 0 0

(47) (44) (0) (24) (115) (0) (0)

計
241 207 0 24 472 0 -

(252) (208) (0) (24) (484) (0) （-）

システム情報科学府電気電子工学専攻
16 10 0 0 26 0 61

(17) (10) (0) (0) (27) (0) (61)

システム情報科学府電気電子工学専攻
15 5 0 0 20 0 2

(16) (5) (0) (0) (21) (0) (3)

（修士課程）

（博士後期課程）

システム情報科学府

（修士課程）

システム情報科学府情報理工学専攻
20 24 0 0 44 0 53

(20) (24) (0) (0) (44) (0) (53)

工学府化学工学専攻
7 1 0 0 8 0 0

(8) (2) (0) (0) (10) (0) (0)

工学府化学工学専攻
7 5 0 0 12 0 37

(8) (5) (0) (0) (13) (0) (40)

（博士後期課程）

工学府

（修士課程）

　人間共生システム専攻　博士後期課程

　行動システム専攻  博士後期課程

　教育システム専攻　博士後期課程

　空間システム専攻　博士後期課程

  都市共生デザイン専攻　博士後期課程

既
 
 
設
 
 
分

人文科学府

5 4 0 3 12 0 1

(5) (4) (0) (3) (12) (0) (1)

　人文基礎専攻　修士課程
7 8 2 0 17 0 11

(7) (8) (2) (0) (17) (0) (11)

　人文基礎専攻　博士後期課程
7 8 2 0 17 0

7 7 1 0 15 0 0

7 7 1 (0) (15) (0) (0)

　人間共生システム専攻　修士課程
4 4 1 0 9 0 6

(4) (4) (1) (0) (9) (0) (6)

5 9 2 0 16 0 1

(5) (9) (2) (0) (16) (0) (1)

　行動システム専攻　修士課程
3 9 3 0 15 0 3

(3) (9) (3) (0) (15) (0) (3)

6 8 2 0 16 0 0

(6) (8) (2) (0) (16) (0) (0)

　教育システム専攻　修士課程
11 9 2 0 22 0 3

(11) (9) (2) (0) (22) (0) (3)

4 8 0 3 15 0 1

(4) (8) (0) (3) (15) (0) (1)

　空間システム専攻　修士課程
4 8 0 3 15 0 10

(4) (8) (0) (3) (15) (0) (10)

0

(7) (8) (2) (0) (17) (0) (0)

　歴史空間論専攻　博士後期課程
8 6 2 0 16 0 0

(8) (6) (2) (0) (16) (0) (0)

　歴史空間論専攻　修士課程
7 6 2 0 15 0 21

(7) (6) (2) (0) (15) (0) (21)

　言語・文学専攻　博士後期課程
10 5 2 0 17 0 0

(10) (5) (2) (0) (17) (0) (0)

　言語・文学専攻　修士課程
10 4 2 0 16 0 19

(10) (4) (2) (0) (16) (0) (19)

　地球社会統合科学専攻 修士課程
28 31 4 3 66 0 8

(28) (31) (4) (3) (66) (0) (8)

地球社会統合科学府

人間環境学府

　地球社会統合科学専攻　博士後期課程
29 32 4 0 65 0 5

(29) (32) (4) (0) (65) (0) (5)

　都市共生デザイン専攻  修士課程
4 4 0 3 11 0 12

(4) (4) (0) (3) (11) (0) (12)

システム情報科学府情報理工学専攻
18 21 0 0 39 0 10

(18) (21) (0) (0) (39) (0) (11)

（博士後期課程）

システム情報科学府
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法学府

　実践臨床心理学専攻　専門職学位課程
5 3 0 0 8 0 4

(5) (3) (0) (0) (8) (0) (4)

34 20 0 0 54 0 5

(34) (20) (0) (0) (54) (0) (5)

　法政理論専攻　修士課程
24 20 0 0 44 0 26

(24) (20) (0) (0) (44) (0) (26)

　法政理論専攻　博士後期課程

13 1 0 0 14 0 60

(13) (1) (0) (0) (14) (0) (60)

法務学府

　実務法学専攻　専門職学位課程

10 6 2 0 18 0 4

(10) (6) (2) (0) (18) (0) (4)

経済学府

　経済工学専攻　修士課程

(0) (24) (0) (3)

　経済工学専攻　博士後期課程
10 6 2 0 18 0 4

(10) (6) (2) (0) (18) (0) (4)

システム生命科学府

　経済システム専攻　博士後期課程
11 11 2 0 24 0 3

(11) (11) (2) (0) (24) (0) (3)

　産業マネジメント専攻　専門職学位課程
6 5 1 2 14 0 9

(6)

医学系学府

　システム生命科学専攻　博士課程
28 23 4 25 80 0 2

(28) (23) (4) (25) (80) (0) (2)

　医科学専攻　修士課程
45 38 9 13 105 0 2

(45) (38) (9) (13) (105) (0) (2)

　医学専攻　博士課程
46 34 9 14 103 0 7

(46) (34) (9) (14) (103) (0) (7)

(5) (1) (2) (14) (0) (9)

　経済システム専攻　修士課程
11 11 2 0 24 0 3

(11) (11) (2)

　物理学専攻　修士課程
15 15 1 11 42 0 12

(15) (15) (1) (11) (42) (0) (12)

理学府

　化学専攻　修士課程
16 17 3 13 49 0 12

(16) (17) (3) (13) (49) (0) (12)

　物理学専攻　博士後期課程
15 15 1 11 42 0 6

(15) (15) (1) (11) (42) (0) (6)

　地球惑星科学専攻　修士課程
10 19 0 6 35 0 5

(10) (19) (0) (6) (35) (0) (5)

　化学専攻　博士後期課程
16 17 3 13 49 0 5

(16) (17) (3) (13) (49) (0) (5)

数理学府

　地球惑星科学専攻　博士後期課程
10 19 0 6 35 0 1

(10) (19) (0) (6) (35) (0) (1)

　数理学専攻　博士後期課程
31 23 0 13 67 0 0

(31) (23) (0) (13) (67) (0) (0)

　数理学専攻　修士課程
31 23 0 13 67 0 14

(31) (23) (0) (13) (67) (0) (14)

　保健学専攻　博士後期課程
14 7 1 2 24 0 0

(14) (7) (1) (2) (24) (0) (0)

　保健学専攻　修士課程
14 6 6 6 32 0 43

(14) (6) (6) (6) (32) (0) (43)

歯学府

　医療経営・管理学専攻　専門職学位課程
9 2 2 3 16 0 5

(9) (2) (2) (3) (16) (0) (5)

薬学府

　歯学専攻　博士課程
19 16 15 44 94 0 31

(19) (16) (15) (44) (94) (0) (31)

　創薬科学専攻　博士後期課程
5 2 1 5 13 0 0

(5) (2) (1) (5) (13) (0) (0)

　創薬科学専攻　修士課程
16 12 2 1 31 0 24

(16) (12) (2) (1) (31) (0) (24)

工学府

　海洋システム工学専攻　博士後期課程
8 3 0 0 11 0 14

(8) (3) (0) (0) (11) (0) (14)

　海洋システム工学専攻　修士課程
8 3 0 0 11 0 15

(8) (3) (0) (0) (11) (0) (15)

0 0

(11) (10) (1) (5) (27) (0) (0)
  臨床薬学専攻　博士課程

11 10 1 5 27
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合　　　　計

計
(955) (884) (105) (421)

1091

(2365)

1196

(2849) (0)(1092)(1207) (445)

421 2365 0 -105955 884

(-)(105)

(-)

0445 -

(0)

2837105

　環境農学専攻　博士後期課程
16 21 0 15 52 0 0

(16) (21) (0) (15) (52) (0) (0)

　地球資源システム工学専攻　博士後期課程
7 7 0 0 14 0 14

(7) (7) (0) (0) (14) (0) (14)

　地球資源システム工学専攻　修士課程
4 5 0 6 15 0 17

(4) (5) (0) (6) (15) (0) (17)

　エネルギー量子工学専攻　修士課程
8 8 0 9 25 0 24

(8) (8) (0) (9) (25) (0) (24)

　共同資源工学専攻　修士課程
3 4 0 0 7 0 16

(3) (4) (0) (0) (7)

　機械工学専攻　修士課程
21 14 0 16 51 0 22

(21) (14) (0) (16) (51) (0) (22)

(0) (16)

　エネルギー量子工学専攻　博士後期課程
7 7 0 0 14 0 16

(7) (7) (0) (0) (14) (0) (16)

(0) (3)

　デザインストラテジー専攻　修士課程
3 10 1 2 16 0 17

(3) (10) (1) (2) (16) (0) (17)

　デザインストラテジー専攻　博士後期課程
4 10 1 0 15 0 3

(4) (10) (1) (0) (15)

　水素エネルギーシステム専攻　修士課程
9 7 0 5 21 0 27

(9) (7) (0) (5) (21) (0) (27)

14 0 16 49 0 14

(19) (14) (0) (16) (49) (0) (14)
　機械工学専攻　博士後期課程

19

　航空宇宙工学専攻　修士課程
9 7 0 5 21 0 23

(9) (7) (0) (5) (21) (0) (23)

　水素エネルギーシステム専攻　博士後期課程
9 7 0 5 21 0 15

(9) (7) (0) (5) (21) (0) (15)

芸術工学府

　航空宇宙工学専攻　博士後期課程
9 5 0 0 14 0 14

(9) (5) (0) (0) (14) (0) (14)

　芸術工学専攻　修士課程
18 31 2 16 67 0 11

(18) (31) (2) (16) (67) (0) (11)

　芸術工学専攻　博士後期課程
18 30 2 10 60 0 1

(18) (30) (2) (10) (60) (0) (1)

生物資源環境科学府

21 0 15 52 0 0

(16) (21) (0) (15) (52) (0) (0)

　資源生物科学専攻　修士課程
17 25 0 17 59 0 0

(17) (25) (0) (17) (59) (0) (0)

　農業資源経済学専攻　修士課程
5 4 0 3 12 0 0

(5) (4) (0) (3) (12) (0) (0)

　資源生物科学専攻　博士後期課程
17 26 0 17 60 0 0

(17) (26) (0) (17) (60) (0) (0)

　環境農学専攻　修士課程
16

　生命機能科学専攻　修士課程
20 14 0 15 49 0 0

(20) (14) (0) (15) (49) (0) (0)

　農業資源経済学専攻　博士後期課程
5 4 0 4 13 0 0

(5) (4) (0) (4) (13) (0) (0)

　生命機能科学専攻　博士後期課程
18 12 0 11 41 0 4

(18) (12) (0) (11) (41) (0) (4)

　ユーザー感性学専攻　修士課程
8 5 1 2 16 0 15

(8) (5) (1) (2) (16) (0) (15)

統合新領域学府

　オートモーティブサイエンス専攻　修士課程
11 6 0 0 17 0 46

(11) (6) (0) (0) (17) (0) (46)

　ユーザー感性学専攻　博士後期課程
5 2 0 0 7 0 0

(5) (2) (0) (0) (7) (0) (0)

(5) (5) (0) (0) (10) (0) (11)

　オートモーティブサイエンス専攻　博士後期課程
11 8 0 0 19 0 4

(11) (8) (0) (0) (19) (0) (4)

　ライブラリーサイエンス専攻　博士後期課程
3 3 0 0 6 0 0

(3) (3) (0) (0) (6) (0) (0)

　ライブラリーサイエンス専攻　修士課程
5 5 0 0 10 0 11

基幹教育院
0 5 0 11 16 0 40

(0) (5) (0) (11) (16) (0) (40)
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大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

平成30年度入学定員減

(△9人)

平成30年度入学定員減

(△4人)

教育学部 4 46 - 188 学士（教育学） 1.06 昭和24年度 福岡県福岡市西区

学士（学術） 元岡744番地

　人文学科 4 151 613 学士（文学） 1.04 平成12年度 元岡744番地

学士（学術）

学士（学術） 0.76 平成30年度 元岡744番地

―　　千円 ―　　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

―

―　　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

年 人

- 福岡県福岡市西区

― ― ―

第３年次

―　　千円

第２年次

―　　千円

第４年次 第５年次

― ― ――

共創学部 - 福岡県福岡市西区

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ――

視聴覚資料

（補助職員3人）

標本

室

室　　　数

共　　用

図書

実験実習室

工学府土木工学専攻

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

63,337〔61,819〕

（補助職員6人）

638,753㎡

4室 １室

校　　　舎

（10,708）

点

（10,708） （73）

7,434,88210,708

教室等

収容
定員

 
 
 
既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

九州大学      (Kyushu University)

所　在　地

大 学 の 名 称

文学部

人

【学部】

　共創学科 4 105 315

職　　　種

事 務 職 員

計専　　任 兼　　任

人

73

2,041

0㎡

(0)

共　　用専　　用

0㎡

(1087)

72,867,018㎡

68

2,041

0㎡2,226,717㎡

(31)

3,227

(1087)

(2041) (0)

(0)

0

(68)

0

31

人

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

0㎡

251,169㎡

小 計

そ の 他 72,867,018㎡

0㎡0㎡

0㎡

図 書 館 専 門 職 員

2,477,886㎡

75,344,904㎡

共用する他の
学校等の専用

0㎡

人

1,087 0

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

120室

0㎡

0㎡

0㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

(3227)
計

区　　　分

合 計

638,753㎡

専　　用

347室

面積

11,139㎡

学術雑誌

（　638,753㎡）

311室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル新設学部等の名称

〔うち外国書〕冊 種

(0)

0

77,353〔34,305〕

機械・器具

区　分 第５年次 第６年次

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

(7,434,882)

点

(2041)

(31)

3227

2,477,886㎡

(3227)

251,169㎡

68

(68)

31

0

(0)

（　638,753㎡）

75,344,904㎡

2,226,717㎡

計

計

0㎡

共用する他の
学校等の専用

点

（　　　　　　0㎡）

講義室

（　　　　　　0㎡）

5,364,002　冊

（4,195,007〔1,810,475〕）

4,195,007〔1,810,475〕

（4,195,007〔1,810,475〕）

63,337〔61,819〕

（63,337〔61,819〕）

77,353〔34,305〕

（77,353〔34,305〕）

3,062　席
図書館

（77,353〔34,305〕）
計

4,195,007〔1,810,475〕

面積

46,365㎡

10,708

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

7,434,882

(7,434,882)

73

（63,337〔61,819〕） （73）

４００㍍トラック１面

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

体育館
野球場１面

語学学習施設

倍

25

情報処理学習施設

年次
人

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 ―　　千円

第１年次 第６年次

1,087
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平成30年度入学定員減

(△11人)

平成30年度入学定員減

(△9人)

(△5人)

平成30年度入学定員減

(△4人)

(△5人)

(△3人)

(△4人)

(△3人)

令和元年度入学定員減

(△1人)

平成30年度入学定員減

(△3人)

平成30年度入学定員減

(△1人)（創薬科学科）

平成30年度入学定員減

(△2人)

(△5人)

(△5人)

(△5人)

(△4人)

(△5人)

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

令和2年より学生募集停止

平成30年度入学定員減

平成26年より学生募集停止

平成26年より学生募集停止

　　　修士課程 2 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 - - -

　国際社会文化専攻 平成12年度

　日本社会文化専攻 平成12年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 - - -

　　　博士後期課程 3 9 27 0.84

比較社会文化学府 - 福岡県福岡市西区

　言語・文学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 20 40 0.90

　　　修士課程 2 20 40 0.47

　　　博士後期課程 3 9 27 0.69

　　　博士後期課程 3 7 21 0.47

　歴史空間論専攻 平成12年度

　人文基礎専攻 博士（文学） 平成12年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 16 32 0.59

【大学院】

人文科学府 - 修士（文学） 福岡県福岡市西区

　生物資源環境学科 4 226 907 学士（農学） 1.05 平成10年度 元岡744番地

学士（学術）

　芸術情報設計学科 4 - - -

農学部 - 福岡県福岡市西区

　画像設計学科 4 - - -

　音響設計学科 4 - - -

　環境設計学科 4 - - -

　工業設計学科 4 - - -

芸術工学部 学士（芸術工学） 福岡県福岡市南区

　芸術工学科 4 187 187 学士（学術） 1.02 令和2年度 塩原4丁目9番1号

　エネルギー科学科 4 95 384 1.01 平成10年度

　機械航空工学科 4 164 661 1.02 平成11年度

　物質科学工学科 4 163 657 1.02 平成9年度

　地球環境工学科 4 145 585 1.03 平成10年度

　建築学科 4 58 234 学士（学術） 1.01 昭和29年度 元岡744番地

　電気情報工学科 4 153 617 1.02 平成8年度

学士（学術）

工学部 - 学士（工学） 1.01 福岡県福岡市西区

　創薬科学科 4 49 197 学士（創薬科学） 1.04 平成18年度 馬出3丁目1番1号

　臨床薬学科 6 30 180 学士（薬学） 1.01 平成18年度

　歯学科 6 53 318 学士（歯学） 0.99 昭和42年度 馬出3丁目1番1号

薬学部 - 1.02 福岡県福岡市東区

学士（学術）

歯学部 - 福岡県福岡市東区

　生命科学科 4 12 48 学士（生命医科学） 1.16 平成19年度

　保健学科 4 134 539 学士（保健学） 1.03 平成14年度

医学部 - 1.05 福岡県福岡市東区

　医学科 6 110 665 学士（医学） 1.00 昭和24年度 馬出3丁目1番1号

　数学科 4 50 5 214 1.06 昭和24年度

　生物学科 4 46 187 1.08 昭和24年度

　化学科 4 62 253 1.03 昭和24年度

　地球惑星科学科 4 45 3年次 183 1.07 平成2年度

理学部 学士（理学） 1.05 福岡県福岡市西区

　物理学科 4 55 224 学士（学術） 1.05 昭和24年度 元岡744番地

3年次

　経済工学科 4 85 10 365 1.05 昭和52年度

経済学部 3年次 学士（経済学） 1.04 福岡県福岡市西区

　経済・経営学科 4 141 10 593 学士（学術） 1.04 平成12年度 元岡744番地

法学部 4 189 - 767 学士（法学） 1.05 昭和24年度 福岡県福岡市西区

学士（学術） 元岡744番地
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　　　博士後期課程 3 20 60 博士（機能数理学） 0.51

　数理学専攻 修士（技術数理学） 平成12年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 54 108 博士（数理学） 1.02

　　　博士後期課程 3 14 42 0.59

数理学府 - 修士（数理学） 福岡県福岡市西区

　地球惑星科学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 41 82 1.01

　　　修士課程 2 62 124 1.02

　　　博士後期課程 3 19 57 0.60

　　　博士後期課程 3 14 42 0.59

　化学専攻 平成20年度

　物理学専攻 博士（理学） 平成20年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 41 82 0.96

　　　専門職学位課程 2 45 90 1.00

理学府 - 修士（理学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 14 42 0.47

　産業マネジメント専攻 平成15年度

　経済システム専攻 平成15年度

　　　修士課程 2 27 54 0.92

　　　修士課程 2 20 40 経営修士（専門職） 0.85

　　　博士後期課程 3 10 30 0.33

経済学府 - 修士（経済学） 福岡県福岡市西区

　経済工学専攻 博士（経済学） 平成12年度 元岡744番地

　実務法学専攻 平成16年度 元岡744番地

　　　専門職学位課程 3 45 135 0.83

　　　博士後期課程 3 17 51 0.27

法務学府 - 法務博士（専門職） 福岡県福岡市西区

　法政理論専攻 博士（法学） 平成22年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 72 134 0.41

　　　専門職学位課程 2 30 60 1.00

法学府 - 修士（法学） 福岡県福岡市西区

　　　博士後期課程 3 7 21 0.47

　実践臨床心理学専攻 平成17年度

　空間システム専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 28 56 1.65

　　　修士課程 2 19 38 0.36

　　　博士後期課程 3 9 27 0.51

　　　博士後期課程 3 10 30 博士（工学） 1.06

　教育システム専攻 平成17年度

　行動システム専攻 博士（教育学） 平成12年度

　　　修士課程 2 17 34 博士（心理学） 0.97

　　　修士課程 2 11 22 博士（人間環境学） 0.67

　　　博士後期課程 3 9 27 博士（文学） 0.96

　　　博士後期課程 3 5 15 修士（心理学） 0.53

　人間共生システム専攻 修士（工学） 平成12年度

　都市共生デザイン専攻 修士（文学） 平成12年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 20 40 修士（教育学） 1.30

博士（理学）

人間環境学府 - 修士（人間環境学） 福岡県福岡市西区

　　　修士課程 2 60 120 修士（理学） 0.58

　　　博士後期課程 3 35 105 博士（学術） 0.69

地球社会統合科学府 - 福岡県福岡市西区

　地球社会統合科学専攻 修士（学術） 平成26年度 元岡744番地
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平成18年より学生募集停止

　　　修士課程 2 10 20 1.60

　　　博士後期課程 3 8 24 1.66

共同資源工学専攻 平成29年度

　地球資源システム工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 20 40 1.27

　　　修士課程 2 21 42 1.35

　　　博士後期課程 3 8 24 0.58

　　　博士後期課程 3 8 24 1.03

　海洋システム工学専攻 平成12年度

　都市環境システム工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 28 56 1.33

　　　修士課程 2 24 48 1.35

　　　博士後期課程 3 8 24 0.95

　　　博士後期課程 3 10 30 0.96

　建設システム工学専攻 平成12年度

　化学システム工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 35 70 1.28

　　　修士課程 2 33 66 0.93

　　　博士後期課程 3 7 21 1.18

　　　博士後期課程 3 9 27 0.77

　材料物性工学専攻 平成12年度

　物質プロセス工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 30 60 1.13

　　　修士課程 2 38 76 1.25

　　　博士後期課程 3 10 30 1.60

工学府 - 修士（工学） 福岡県福岡市西区

　物質創造工学専攻 博士（工学） 平成12年度 元岡744番地

　臨床薬学専攻

　　　博士課程 4 5 20 1.00 平成24年度

　　　修士課程 2 55 110 博士（臨床薬学） 0.82 平成22年度

　　　博士後期課程 3 12 36 1.58 平成24年度

薬学府 - 修士（創薬科学） 福岡県福岡市東区

　創薬科学専攻 博士（創薬科学） 馬出3丁目1番1号

　歯学専攻 博士（臨床歯学） 平成12年度 馬出3丁目1番1号

　　　博士課程 4 43 172 博士（学術） 0.81

　　　専門職学位課程 2 20 40 0.95

歯学府 - 博士（歯学） 福岡県福岡市東区

　　　博士課程 4 - - -

　医療経営・管理学専攻 平成13年度

　　　博士後期課程 3 10 30 0.76 平成21年度

　臓器機能医学専攻

　保健学専攻 博士（保健学）

　　　修士課程 2 27 54
医療経営・管理学修

士（専門職）
1.21 平成19年度

　医科学専攻 博士（医学） 平成15年度

　　　修士課程 2 20 40 博士（看護学） 0.77

　医学専攻 修士（看護学） 平成20年度 馬出3丁目1番1号

　　　博士課程 4 107 428 修士（保健学） 1.16

博士（情報科学）

医学系学府 - 修士（医科学） 福岡県福岡市東区

博士（理学）

博士（工学）

修士（情報科学）

博士（システム生命科学）

　システム生命科学専攻 修士（理学） 平成15年度 元岡744番地

　　　博士課程 5 54 270 修士（工学） 1.41

システム生命科学府 - 修士（システム生命科学） 福岡県福岡市西区
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平成29年度入学定員減

(△2人)(博士後期課程)

平成29年度入学定員減

(△3人)(博士後期課程)

平成22年より学生募集停止

平成30年度入学定員増

(16人)

(7人)

平成30年度入学定員減

(△9人)

(△6人)

　　　博士後期課程 3 5 15 0.93

　農業資源経済学専攻 平成22年度

　　　修士課程 2 13 26 0.72

　　　修士課程 2 66 132 0.92

　　　博士後期課程 3 21 63 0.50

　　　博士後期課程 3 26 78 0.50

　環境農学専攻 平成22年度

　資源生物科学専攻 博士（農学） 平成22年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 66 132 0.99

　　　博士後期課程 3 11 33 0.57

生物資源環境科学府 - 修士（農学） 福岡県福岡市西区

　大気海洋環境システム学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 30 60 1.19

　　　修士課程 2 26 52 1.30

　　　博士後期課程 3 9 27 1.21

　　　博士後期課程 3 12 36 0.52

　環境エネルギー工学専攻 平成12年度

　先端エネルギー理工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 34 68 1.20

　　　修士課程 2 37 74 博士（学術） 1.43

　　　博士後期課程 3 14 42 1.09

　　　博士後期課程 3 14 42 博士（理学） 0.95

　物質理工学専攻 博士（工学） 平成12年度

　量子プロセス理工学専攻 修士（工学） 平成12年度 公園6丁目1番地

　　　修士課程 2 37 74 修士（学術） 1.81

　　　博士後期課程 3 16 48 0.47

総合理工学府 - 修士（理学） 福岡県春日市春日

　電気電子工学専攻 博士（学術） 平成21年度

　　　修士課程 2 55 110 1.45

　　　修士課程 2 45 90 博士（理学） 1.49

　　　博士後期課程 3 15 45 博士（工学） 0.53

　　　博士後期課程 3 14 42 修士（学術） 0.52

　情報知能工学専攻 博士（情報科学） 平成21年度

　情報学専攻 修士（理学） 平成21年度 元岡744番地

　　　修士課程 2 40 80 修士（工学） 1.30

　　　博士後期課程 3 5 15 1.00 平成20年度

システム情報科学府 - 修士（情報科学） 福岡県福岡市西区

　デザインストラテジー専攻

　　　修士課程 2 28 56 1.13 平成18年度

　　　修士課程 2 92 184 博士（芸術工学） 1.26

　　　博士後期課程 3 25 75 博士（工学） 0.61

芸術工学府 - 修士（芸術工学） 福岡県福岡市南区

　芸術工学専攻
修士（デザインスト

ラテジー）
平成15年度 塩原4丁目9番1号

　　　博士後期課程 3 - - -

　　　博士後期課程 3 12 36 0.49

　知能機械システム専攻

　航空宇宙工学専攻 平成12年度

　　　修士課程 2 30 60 1.33

　　　修士課程 2 30 60 1.06

　　　博士後期課程 3 9 27 1.03

　　　博士後期課程 3 16 48 1.10

　水素エネルギーシステム専攻 平成22年度

　機械工学専攻 平成22年度

　　　修士課程 2 62 124 1.40

　　　修士課程 2 28 56 1.15

　　　博士後期課程 3 10 30 0.50

　エネルギー量子工学専攻 平成12年度
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○農場
　名　　称：九州大学農学部附属農場
  目　　的：農学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(農学部附属農場)福岡県糟屋郡粕屋町原町111
　　　　　　(高原農業実験実習場)大分県竹田市久住町久住字4045-4
　設置年月：大正10年4月
　規 模 等：土地面積396,670㎡(高原農業実験実習場を含む。)

○演習林
　名　　称：九州大学農学部附属演習林
  目　　的：林学及び林産学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：(福岡演習林)福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394
　　　　　　(宮崎演習林)宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内949
　　　　　　(北海道演習林)北海道足寄郡足寄町北五条1-85
　　　　　　(早良実習場)福岡県福岡市西区生の松原1-23-2
　設置年月：大正11年5月
　規 模 等：土地面積（全演習林の合計）71,425,335㎡

○薬用植物園
　名　　称：九州大学薬学府附属薬用植物園
  目　　的：薬学に関する教育と研究を行うこと。
  所 在 地：福岡県糟屋郡篠栗町津波黒394(九州大学農学部附属演習林内)
　設置年月：昭和49年4月
　規 模 等：土地面積26,800㎡

博士（ライブラリー
サイエンス）

博士（学術）

　　　修士課程 2 10 20 博士（工学） 0.65 平成23年度

　　　博士後期課程 3 3 9
博士（オートモー

ティブサイエンス）
0.55 平成25年度

　　　博士後期課程 3 7 21 博士（感性学） 0.42

　ライブラリーサイエンス専攻 博士（芸術工学）

　オートモーティブサイエンス専攻
修士（ライブラリー

サイエンス）
平成21年度

　　　修士課程 2 21 42 修士（学術） 0.94

　　　修士課程 2 30 60 修士（工学） 0.63 平成21年度

　　　博士後期課程 3 4 12
修士（オートモー

ティブサイエンス）
0.41 平成23年度

統合新領域学府 - 修士（感性学） 福岡県福岡市西区

　ユーザー感性学専攻 修士（芸術工学） 元岡744番地

　生物産業創成専攻 平成22年度 平成30年より学生募集停
止

　　　博士後期課程 3 - - -

平成30年度入学定員減
(△9人)(修士課程)
平成30年度入学定員増
(13人)(博士後期課程)

　　　修士課程 2 99 198 0.90

　　　博士後期課程 3 25 75 0.56

　生命機能科学専攻 平成22年度

附属施設の概要

○附属病院
　名　　称：九州大学病院
  目　　的：患者の診療を通じて医学､歯学の教育と研究を行うこと｡
  所 在 地：福岡市東区馬出3-1-1
　設置年月：昭和24年5月
　規 模 等：土地面積313,745㎡
　　　　　（病院地区：九州大学病院､医学部､歯学部､薬学部､生体防御医学研究所）
            校舎等敷地88,043㎡（九州大学病院）
            病床数1,275床、診療科37科
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令和2年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

九州大学 九州大学

共創学部 共創学部
　共創学科 105 － 420 　共創学科 105 － 420
文学部 文学部
　人文学科 151 － 604 　人文学科 151 － 604
教育学部 46 － 184 教育学部 46 － 184
法学部 189 756 法学部 189 756
経済学部 3年次 経済学部 3年次

　経済・経営学科 141 10 584 　経済・経営学科 141 10 584
　経済工学科 85 10 360 　経済工学科 85 10 360
理学部 理学部
　物理学科 55 － 220 　物理学科 55 － 220
　化学科 62 － 248 　化学科 62 － 248
　地球惑星科学科 45 3年次 180 　地球惑星科学科 45 3年次 180
　数学科 50 5 210 　数学科 50 5 210
　生物科学科 46 － 184 　生物科学科 46 － 184
医学部 医学部
　医学科 110 － 660 　医学科 110 － 660
　生命科学科 12 － 48 　生命科学科 12 － 48
　保健学科 134 － 536 　保健学科 134 － 536
歯学部 歯学部
　歯学科 53 － 318 　歯学科 53 － 318
薬学部 薬学部
　創薬科学科 49 － 196 　創薬科学科 49 － 196
　臨床薬学科 30 － 180 　臨床薬学科 30 － 180
工学部 工学部
　建築学科 58 － 232 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　電気情報工学科 153 － 612 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　物質科学工学科 163 － 652 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　地球環境工学科 145 － 580 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　エネルギー科学科 95 － 380 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　機械航空工学科 164 － 656 0 － 0 令和3年4月学生募集停止

　電気情報工学科 153 － 612 学科の設置（届出）

　材料工学科 53 － 212 学科の設置（届出）

　応用化学科 72 － 288 学科の設置（届出）

　化学工学科 38 － 152 学科の設置（届出）

　融合基礎工学科 57 20 268 学科の設置（届出）

　機械工学科 135 － 540 学科の設置（届出）

　航空宇宙工学科 29 － 116 学科の設置（届出）

　量子物理工学科 38 － 152 学科の設置（届出）

　船舶海洋工学科 34 － 136 学科の設置（届出）

　地球資源システム工学科 34 － 136 学科の設置（届出）

　土木工学科 77 － 308 学科の設置（届出）

　建築学科 58 － 232 学科の設置（届出）

芸術工学部 芸術工学部
　芸術工学科 187 － 748 　芸術工学科 187 － 748
農学部 農学部
　生物資源環境学科 226 － 904 　生物資源環境学科 226 － 904

国立大学法人九州大学　設置申請等に関わる組織の移行表

計 2,554 10,652 計 2,554 10,69225 45



【大学院】 【大学院】
人文科学府 人文科学府
　人文基礎専攻 　人文基礎専攻
　　　修士課程 16 － 32 　　　修士課程 16 － 32
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　歴史空間論専攻 　歴史空間論専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　言語・文学専攻 　言語・文学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
地球社会統合科学府 地球社会統合科学府
　地球社会統合科学専攻 　地球社会統合科学専攻
　　　修士課程 60 － 120 　　　修士課程 60 － 120
　　　博士後期課程 35 － 105 　　　博士後期課程 35 － 105
人間環境学府 人間環境学府
　都市共生デザイン専攻 　都市共生デザイン専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15
　人間共生システム専攻 　人間共生システム専攻
　　　修士課程 11 － 22 　　　修士課程 11 － 22
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　行動システム専攻 　行動システム専攻
　　　修士課程 17 － 34 　　　修士課程 17 － 34

　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30

　教育システム専攻 　教育システム専攻
　　　修士課程 19 － 38 　　　修士課程 19 － 38
　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　空間システム専攻 　空間システム専攻
　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 28 － 56
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　実践臨床心理学専攻 　実践臨床心理学専攻
　　　専門職学位課程 30 － 60 　　　専門職学位課程 30 － 60
法学府 法学府 －
　法政理論専攻 　法政理論専攻
　　　修士課程 72 － 144 　　　修士課程 72 － 144
　　　博士後期課程 17 － 51 　　　博士後期課程 17 － 51
法務学府 法務学府
　実務法学専攻 　実務法学専攻
　　　専門職学位課程 45 － 135 　　　専門職学位課程 45 － 135
経済学府 経済学府 －
　経済工学専攻 　経済工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　経済システム専攻 　経済システム専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　産業マネジメント専攻 　産業マネジメント専攻
　　　専門職学位課程 45 － 90 　　　専門職学位課程 45 － 90
理学府 理学府
　物理学専攻 　物理学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
　化学専攻 　化学専攻
　　　修士課程 62 － 124 　　　修士課程 62 － 124
　　　博士後期課程 19 － 57 　　　博士後期課程 19 － 57
　地球惑星科学専攻 　地球惑星科学専攻
　　　修士課程 41 － 82 　　　修士課程 41 － 82
　　　博士後期課程 14 － 42 　　　博士後期課程 14 － 42
数理学府 数理学府
　数理学専攻 　数理学専攻
　　　修士課程 54 － 108 　　　修士課程 54 － 108
　　　博士後期課程 20 － 60 　　　博士後期課程 20 － 60
システム生命科学府 システム生命科学府
　システム生命科学専攻 　システム生命科学専攻
　　　博士課程 54 － 270 　　　博士課程 54 － 270
医学系学府 医学系学府
　医学専攻 　医学専攻
　　　博士課程 107 － 428 　　　博士課程 107 － 428



　医科学専攻 　医科学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　保健学専攻 　保健学専攻
　　　修士課程 27 － 54 　　　修士課程 27 － 54
　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　医療経営・管理学専攻 　医療経営・管理学専攻
　　　専門職学位課程 20 － 40 　　　専門職学位課程 20 － 40
歯学府 歯学府
　歯学専攻 　歯学専攻
　　　博士課程 43 － 172 　　　博士課程 43 － 172
薬学府 薬学府
　創薬科学専攻 　創薬科学専攻
　　　修士課程 55 － 110 　　　修士課程 55 － 110
　　　博士後期課程 12 － 36 　　　博士後期課程 12 － 36
　臨床薬学専攻 　臨床薬学専攻
　　　博士課程 5 － 20 　　　博士課程 5 － 20
工学府 工学府
　物質創造工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 38 － 76 0 － 0
　　　博士後期課程 10 － 30 0 － 0
　物質プロセス工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 30 － 60 0 － 0
　　　博士後期課程 9 － 27 0 － 0
　材料物性工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 33 － 66 0 － 0
　　　博士後期課程 7 － 21 0 － 0
　化学システム工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 35 － 70 0 － 0
　　　博士後期課程 10 － 30 0 － 0

　材料工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 43 － 86
　　　博士後期課程 10 － 30
　応用化学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 68 － 136
　　　博士後期課程 18 － 54
　化学工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 8 － 24

　建設システム工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 24 － 48 0 － 0
　　　博士後期課程 8 － 24 0 － 0
　都市環境システム工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 28 － 56 0 － 0
　　　博士後期課程 8 － 24 0 － 0

　土木工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 52 － 104
　　　博士後期課程 16 － 48

　海洋システム工学専攻 　船舶海洋工学専攻 名称変更

　　　修士課程 21 － 42 　　　修士課程 25 － 50 定員変更(4)

　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　地球資源システム工学専攻 　地球資源システム工学専攻
　　　修士課程 20 － 40 　　　修士課程 20 － 40
　　　博士後期課程 8 － 24 　　　博士後期課程 8 － 24
　共同資源工学専攻 　共同資源工学専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　エネルギー量子工学専攻 　量子物理工学専攻 名称変更  

　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 30 － 60 定員変更(2)

　　　博士後期課程 10 － 30 　　　博士後期課程 10 － 30
　機械工学専攻 　機械工学専攻
　　　修士課程 62 － 124 　　　修士課程 73 － 146 定員変更(11)

　　　博士後期課程 16 － 48 　　　博士後期課程 16 － 48
　水素エネルギーシステム専攻 　水素エネルギーシステム専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 35 － 70 定員変更(5)

　　　博士後期課程 9 － 27 　　　博士後期課程 9 － 27
　航空宇宙工学専攻 　航空宇宙工学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 12 － 36 　　　博士後期課程 10 － 30 定員変更(△2)

芸術工学府 芸術工学府
　芸術工学専攻 　芸術工学専攻
　　　修士課程 92 － 184 　　　修士課程 92 － 184
　　　博士後期課程 25 － 75 　　　博士後期課程 25 － 75
　デザインストラテジー専攻 　デザインストラテジー専攻
　　　修士課程 28 － 56 　　　修士課程 28 － 56
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15



システム情報科学府 システム情報科学府
　情報学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 40 － 80 0 － 0
　　　博士後期課程 14 － 42 0 － 0
　情報知能工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 45 － 90 0 － 0
　　　博士後期課程 15 － 45 0 － 0
　電気電子工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 55 － 110 0 － 0
　　　博士後期課程 16 － 48 0 － 0

　情報理工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 105 － 210
　　　博士後期課程 29 － 87
　電気電子工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 65 － 130
　　　博士後期課程 16 － 48

総合理工学府 総合理工学府
　量子プロセス理工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 37 － 74 0 － 0
　　　博士後期課程 14 － 42 0 － 0
　物質理工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 37 － 74 0 － 0
　　　博士後期課程 14 － 42 0 － 0
　先端エネルギー理工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 34 － 68 0 － 0
　　　博士後期課程 12 － 36 0 － 0
　環境エネルギー工学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 26 － 52 0 － 0
　　　博士後期課程 9 － 27 0 － 0
　大気海洋環境システム学専攻 令和3年4月学生募集停止

　　　修士課程 30 － 60 0 － 0
　　　博士後期課程 11 － 33 0 － 0

　総合理工学専攻 専攻の設置（届出）

　　　修士課程 172 － 344
　　　博士後期課程 62 － 186

生物資源環境科学府 生物資源環境科学府
　資源生物科学専攻 　資源生物科学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 26 － 78 　　　博士後期課程 26 － 78
　環境農学専攻 　環境農学専攻
　　　修士課程 66 － 132 　　　修士課程 66 － 132
　　　博士後期課程 21 － 63 　　　博士後期課程 21 － 63
　農業資源経済学専攻 　農業資源経済学専攻
　　　修士課程 13 － 26 　　　修士課程 13 － 26
　　　博士後期課程 5 － 15 　　　博士後期課程 5 － 15

　生命機能科学専攻 　生命機能科学専攻

　　　修士課程 99 － 198 　　　修士課程 99 － 198
　　　博士後期課程 25 － 75 　　　博士後期課程 25 － 75
統合新領域学府 統合新領域学府
　ユーザー感性学専攻 　ユーザー感性学専攻
　　　修士課程 30 － 60 　　　修士課程 30 － 60
　　　博士後期課程 4 － 12 　　　博士後期課程 4 － 12
　オートモーティブサイエンス専攻 　オートモーティブサイエンス専攻
　　　修士課程 21 － 42 　　　修士課程 21 － 42
　　　博士後期課程 7 － 21 　　　博士後期課程 7 － 21
　ライブラリーサイエンス専攻 　ライブラリーサイエンス専攻
　　　修士課程 10 － 20 　　　修士課程 10 － 20
　　　博士後期課程 3 － 9 　　　博士後期課程 3 － 9

2,733 － 6,554計 2,668 － 6,424 計
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手

* 1前① 2 〇 1

* 1前① 2 〇 2

* 1前① 2 〇 12 オムニバス

* 1前① 2 〇 1

* 1前① 2 〇 1

* 2前①～② 2 〇 1

都市工学・経済学 * 2前① 2 〇 1 隔年・集中

－ 0 14 0 12 3 0 0 0

* 2前①～② 2 〇 1 隔年

* 2後③～④ 2 〇 1

* 1前①～② 2 〇 1 1

* 1後③～④ 2 〇 1

* 2前①～② 2 〇 1

* 2後③～④ 2 〇 1

* 1前①～② 2 〇 1

* 1後③～④ 2 〇 1

防災地盤学 * 1後③～④ 2 〇 1 兼1

* 2前② 2 〇 兼1

* 2後③～④ 2 〇 1

* 1後③～④ 2 〇 1 1

* 2前①～② 2 〇 兼1

* 1前①～② 2 〇 兼1 集中

* 1後③～④ 2 〇 1

* 2後③～④ 2 〇 1

* 1前①～② 2 〇 1

* 2後③～④ 2 〇 1

* 1後③～④ 2 〇 5 4

* 1前①～② 2 〇 1

* 2後③～④ 2 〇 1

* 2前①～② 2 〇 1

－ 0 44 0 12 9 0 0 0 兼4

課題解決セミナーA 1後③ 2 〇 4 共同

課題解決セミナーB * 1後④ 2 〇 3 共同

* 1後③ 2 〇 兼1

プレゼンテーションデザイン 1後④ 2 〇 1 兼1

合意形成論演習 1前① 2 〇 兼1

環境学実習 * 2前①～② 2 〇 1 集中

1前①～② 2 〇 1 1

* 2通 2 〇 10 兼4

社会基盤工学特論第一 * 2後④ 2 〇 1 2

社会基盤工学特論第二 * 2後④ 2 〇 2 2

社会基盤工学特論第三 * 2後④ 2 〇 3 1 兼1

社会基盤工学特論第四 * 2後④ 2 〇 1

社会基盤工学演習第一 * 2後④ 2 〇 1 2

社会基盤工学演習第二 * 2後④ 2 〇 2 2

社会基盤工学演習第三 * 2後④ 2 〇 3 1 兼1

社会基盤工学演習第四 * 2後④ 2 〇 1

都市環境工学特論第一 * 2後④ 2 〇 2 兼1

都市環境工学特論第二 * 2後④ 2 〇 兼1

都市環境工学特論第三 * 2後④ 2 〇 1 1 兼1

都市環境工学特論第四 * 2後④ 2 〇 1 2

都市環境工学特論第五 * 2後④ 2 〇 1 2

都市環境工学演習第一 * 2後④ 2 〇 2 兼1

都市環境工学演習第二 * 2後④ 2 〇 兼1

都市環境工学演習第三 * 2後④ 2 〇 1 1 兼1

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学府　土木工学専攻　修士課程）

－

別記様式第２号（その２の１）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

高
等
専
門
科
目

実践データ解析学

野外調査法

研究計画法

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授業科目の名称

水質変換工学

建設基礎対策学

災害リスク学

地盤解析学

備考

社会基盤財政論

廃棄物資源循環学

環境計画論

数値解析学

空間情報学

地震工学特論

小計（7科目）

河川工学特論

環境水理学

沿岸・海洋工学特論

都市総合交通計画

実践景観デザイン論

－

能
力
開
発
特
別
科
目

プレゼンテーション演習

実践維持管理工学

産学連携研究

先
端
科
目

構造解析学特論

免震制振工学

コンクリート工学特論

鋼構造特論

地盤材料力学

国土開発・災害リスクマネジメント

地下水環境システム論

応用生態工学

地盤環境システム工学

小計（22科目）

工学府 土木工学専攻（修士課程）-1
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科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

都市環境工学演習第四 * 2後④ 2 〇 1 2

都市環境工学演習第五 * 2後④ 2 〇 1 2

－ 0 50 0 12 10 0 0 0 兼4

1前①・2
前①

1 ○ 兼1

1前①・2
前①

1 ○ 兼1

1後③・④ 1 ○ 兼7 オムニバス

2後③・④ 1 ○ 兼8 オムニバス

１後③・
④

1 ○ 兼6 オムニバス

２後③・
④

1 ○ 兼5 オムニバス

1後③・④ 1 ○ 兼1

1後③・④ 1 ○ 兼1

1後③・④ 1 ○ 兼1

1後③・④ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼4 オムニバス

1前② 1 ○ 兼5
オムニバ
ス・共同

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼4 オムニバス

1後④ 1 ○ 兼2 オムニバス

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 兼49

－ 0 126 0 13 10 0 0 0 兼53

　　　　　　　　　　　90分

小計（26科目） －

水素エネルギーシステムA

水素エネルギーシステムB

航空宇宙工学A

材料工学A

地球資源システム工学A

修士（工学） 学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

異
分
野
科
目

学位又は称号

－

材料工学B

応用化学A

応用化学B

化学工学A

化学工学B

機械工学A

機械工学B

航空宇宙工学B

量子物理工学A

量子物理工学B

船舶海洋工学A

船舶海洋工学B

小計（18科目）

１学期の授業期間

地球資源システム工学B

１時限の授業時間

修士課程に2年以上在学し、以下の要件を満たす30単位以上を修得し、かつ、必要な研
究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、在学期間
に関しては、優れた研究業績を上げた者については、修士課程に1年以上在学すれば足
りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす30単位以上を修得すること。
　(a)高等専門科目（6単位修得）
　(b)先端科目(6単位修得)
　(c)能力開発特別科目（6単位修得）
　(d)異分野科目（4単位修得）

　なお、4単位を上限として、大学院基幹教育科目及び他学府が開講する科目を異分野
科目の単位として認定する。

【備考】
記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバルコース
（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として英語でも開講
する。
なお、グローバルコースにおいては、異分野科目区分に属する科目は開講しない。

１学年の学期区分

－

合計（73科目）

工学関係

授業期間等

　　　　　　　　　　　4期

　　　　　　　　　　　8週

工学府 土木工学専攻（修士課程）-2



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

* 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1 1

防災地盤工学講究A * 1～3通 4 〇 2

防災地盤工学講究B * 1～3通 4 〇 1 兼1

環境地盤工学講究 * 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1 兼1

* 1～3通 4 〇 1

* 1～3通 4 〇 1

都市環境工学講究B * 1～3通 4 〇 1

環境システム工学講究A * 1～3通 4 〇 1 1

環境水理学講究 * 1～3通 4 〇 1

沿岸海洋工学講究 * 1～3通 4 〇 1 1

土木工学研究企画演習 * 1～3通 4 〇 13 6 兼2

土木工学指導演習 * 1～3通 2 〇 13 6 兼2

土木工学特別演習 * 1～3通 2 〇 13 6 兼2

* 1～3通 4 〇 12 兼2

－ 0 72 0 13 12 0 0 0 兼2

* 1～3通 2 〇 1

－ 2 0 0 1 0 0 0 0

－ 2 72 0 13 12 0 0 0 兼2

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（工学府　土木工学専攻　博士後期課程）

科目
区分

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称

－

博
士
共
通
科
目

工学研究企画

小計（1科目） －

講
究
科
目

建設材料工学講究A

建設材料工学講究B

建設設計工学講究A

建設設計工学講究B

都市システム計画学講究A

都市システム計画学講究B

環境デザイン工学講究A

都市環境工学講究A

小計（19科目）

産学連携実習

合計（20科目） －

工学府 土木工学専攻（博士後期課程）-1



学位又は称号 博士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

博士後期課程に3年以上在学し、以下の要件を満たす10単位以上を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただし、
在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程に1年以
上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
以下の要件を満たす10単位以上を修得すること。
　(a)講究科目（4単位以上修得）
　　　なお、講究科目の選択科目のうち、社会基盤工学コースにおいては、
　　「建設材料工学講究A」、「建設材料工学講究B」、
　　「建設設計工学講究A」、「建設設計工学講究B」、
　　「防災地盤工学講究A」、「防災地盤工学講究B」、
　　「環境地盤工学講究」から4単位を選択必修とし、
　　都市環境工学コースにおいては、
　　「都市システム計画学講究A」、「都市システム計画学講究B」、
　　「環境デザイン工学講究A」、「都市環境工学講究A」、
　　「都市環境工学講究B」、「環境システム工学講究A」、
　　「環境水理学講究」、「沿岸海洋工学講究」から4単位を選択必修とする。
　(b)博士共通科目(2単位修得)
　　＜必修科目＞工学研究企画（2単位）

　なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を関連授業科目として
単位認定することができる。

【備考】
記載する科目のうち、授業科目の名称末尾に「*」を付した科目は、グローバルコー
ス（英語による授業等により学位取得可能な教育課程）の開設科目として英語でも
開講する。

１学年の学期区分 4学期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

工学府 土木工学専攻（博士後期課程）-2



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前② 1 ○ 1 兼34

－ 1 0 0 1 0 0 0 0 兼34

1後③～④ 2.5 ○ 兼12

－ 2.5 0 0 0 0 0 0 0 兼12

1前①～② 1 〇 兼10

1前①～② 1 〇 兼10

1前①～② 1 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼18

1後③～④ 1 〇 兼1
1後③～④

・2前①～②
1 〇 兼1

2前①・②
・後③・④

1 ○ 兼9

2前①・②
・後③・④

1 ○ 兼8

2前①～② 2 ○ 兼9
2後③～④ 1 ○ 兼3
1前①～② 1 ○ 兼5
1後③～④ 1 ○ 兼5

2前①～② 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼1

1前①～② 1 ○ 兼2

1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼1

2前①～② 1 ○ 兼1

1前①～② 1 ○ 兼4
1後③～④ 1 ○ 兼4

2前①～② 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼2

1前①～② 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼1

フランス語プラティクⅡ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅲ

中国語実践Ⅰ

中国語実践Ⅱ

学術英語Ｃ・スキルベース

学術英語Ｃ・集中演習
専門英語
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

基
幹
教
育
科
目

基
幹
教
育
セ
ミ
ナ
ー基幹教育セミナー

小計（1科目） －

課
題
協
学
科
目

課題協学科目

小計（1科目） －

言
語
文
化
科
目

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語Ａ・リセプション

学術英語Ａ・プロダクション

学術英語Ａ・CALL

学術英語Ｂ・インテグレイト

学術英語Ｂ・CALL

学術英語ＡＢ・再履修

学術英語Ｃ・テーマベース

ドイツ語プラクティクムⅠ

ドイツ語プラクティクムⅡ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

フランス語プラティクⅠ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部地球環境工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

（既設）工学部 地球環境工学科-1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前①～② 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼1

1前①～② 1 ○ 兼2
1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼2

1後③～④ 1 ○ 兼2

1前①～② 1 ○ 兼2
1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼2

1後③～④ 1 ○ 兼2

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

2前①～② 1 ○ 兼1

2前①～② 1 ○ 兼1

2前①～② 1 ○ 兼1

－ 6 40 0 0 0 0 0 0 兼50

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼3

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼3

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼5

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼6

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼3

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼1

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼4

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼3

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼6

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼5

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼5

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼3

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼1

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼1

1前①～②
・後③～④

2 ○ 兼2

1後③～④ 2 ○ 兼1

－ 0 30 0 0 0 0 0 0 兼47

日本語Ⅶ

小計（44科目） －

文
系
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
科
目

哲学・思想入門

先史学入門 

歴史学入門

文学・言語学入門

芸術学入門

文化人類学入門

政治学入門

経済学入門

経済史入門

The Law and Politics of International Society　

小計（16科目） －

地理学入門

社会学入門

心理学入門

現代教育学入門

教育基礎学入門

法学入門

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

日本語Ⅴ

日本語Ⅵ

韓国語Ⅲ

韓国語フォーラム

スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅲ

スペイン語フォーラム

ロシア語フォーラム

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

ロシア語Ⅲ

（既設）工学部 地球環境工学科-2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼3

1後③～④ 1.5 ○ 兼3
1前①～② 1.5 〇 兼4
1後③～④ 1.5 〇 兼4
1前①～② 1.5 〇 兼3
1後③～④ 1.5 〇 兼3
2前①～② 1.5 〇 兼3
1前①～② 1.5 ○ 兼3
1前①～② 1.5 〇 兼7
1後③～④ 1.5 〇 兼7

1前①～② 1 ○ 兼2

1後③～④ 1 ○ 兼2

2前①～② 1 ○ 兼4

2前①～②
・後③～④

1.5 ○ 兼8

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼2

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼3

1前①～② 1.5 ○ 兼4

1前①～② 1 ○ 兼2

1後③～④ 1.5 ○ 兼4

1後③～④ 1 ○ 兼2

1前①～② 1.5 ○ 兼27

1前①～② 1 ○ 兼19

1後③～④ 1.5 ○ 4 兼23

1後③～④ 1 ○ 1 3 兼15

1後③～④ 1 ○ 兼3

2前①～② 1.5 ○ 兼1

2前①～② 1.5 ○ 兼4

2前①～② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼2

1前①～②・
後③～④

1.5 ○ 兼12

1前①～②・
後③～④

1.5 ○ 兼12

1前①～②・
後③～④

1.5 ○ 兼5

1前①～②・
後③～④

1.5 ○ 兼8

1後③～④ 1.5 ○ 兼8

2前①～② 1.5 ○ 兼1

2前①～② 1.5 ○ 兼1

2前①～② 1.5 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼7

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼6

1前①～②
・後③～④

1.5 ○ 1 兼1

理
系
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
科
目

社会と数理科学

微分積分学
微分積分学・同演習Ａ　
微分積分学・同演習Ｂ
微分積分学・同演習Ⅰ
微分積分学・同演習Ⅱ
微分積分学・同演習Ⅲ
線形代数
線形代数学・同演習Ａ　

生命の科学Ａ

生命の科学Ｂ

基礎生物学概要

基礎化学結合論

基礎化学熱力学

現代化学

基礎生物有機化学

基礎生化学

機器分析学

電気電子工学入門

原子核物理学

身の回りの化学

基礎化学

無機物質化学

有機物質化学

基幹物理学ⅠＡ演習

基幹物理学ⅠＢ

基幹物理学ⅠＢ演習

力学演習

物理学の進展

基幹物理学Ⅱ

身の回りの物理学Ｂ

物理学概論Ａ

物理学概論Ａ演習

物理学概論Ｂ

物理学概論Ｂ演習

基幹物理学ⅠＡ

線形代数学・同演習Ｂ

数学演習ⅠＡ

数学演習ⅠＢ

数学演習Ⅱ

数理統計学

身の回りの物理学Ａ

（既設）工学部 地球環境工学科-3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前①～②
・後③～④

1.5 ○ 兼10

2前①～② 1.5 ○ 兼6

2前①～② 1.5 ○ 兼6

2前①～② 1.5 ○ 兼1

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼2

1前①・後③ 1 ○ 兼2
2前①～② 1 ○ 兼2

2前①～② 1.5 ○ 兼1

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼1

1前①・② 1.5 ○ 1 3 兼7

1後③～④ 2 ○ 兼7

2前①～② 2 ○ 兼3

2前①・② 2 ○ 兼1

2前①・② 2 ○ 兼1

2後③・④ 2 ○ 兼1

2後③・④ 2 ○ 兼1

1前①～②
・後③～④

1.5 ○ 兼11

1前①～②
・後③～④

1 ○ 1 3 兼22

2後③・④ 1 ○ 兼1

1前①・後③ 1 ○ 1 兼25

1前②・後④ 1 ○ 1 兼25

－ 16 72 0 1 9 0 8 0 兼229

1前① 1 ○ 兼13

－ 1 0 0 0 0 0 0 0 兼13

1前①～② 1 ○ 兼20

1後③～④ 1 ○ 兼17

2前①～② 1 ○ 兼7

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツ科学演習

身体運動科学実習Ⅰ

身体運動科学実習Ⅱ

小計（63科目） －

サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

科
目

サイバーセキュリティ基礎論

小計（1科目） －

デザイン史

情報科学

プログラミング演習

コンピュータープログラミング入門

自然科学総合実験（基礎）

自然科学総合実験（発展）

図形科学

空間表現実習Ⅰ

空間表現実習Ⅱ

世界建築史

日本建築史

近・現代建築史

生態系の科学

地球と宇宙の科学

地球科学
最先端地球科学

宇宙科学概論

デザイン思考

細胞生物学

集団生物学

分子生物学

（既設）工学部 地球環境工学科-4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後③～④ 1 ○ 兼3

2後③～④ 1 ○ 兼3

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

－ 1 8 0 0 0 0 0 0 兼22

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前① 2 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1 集中

1後③・④ 1 ○ 兼1 集中

1後③ 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後③・④ 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前①・② 1 ○ 兼1

1前①・② 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1後③～④ 2 ○ 兼1

1前①・② 1 ○ 兼1 集中

1前①・② 1 ○ 兼1 集中

1後③～④ 1 ○ 兼1 集中

1後③ 2 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1前①～② 2 ○ 兼1 集中

糸島の水と土と緑Ⅱ

命のあり方・尊さと食の連関

医療倫理学Ⅰ

医療倫理学Ⅱ

バイオエシックス入門

科学の進歩と女性科学者Ⅰ

科学の進歩と女性科学者Ⅱ

糸島の水と土と緑Ⅰ

フィールドに学ぶＢ

教育テスト論

現代企業分析

現代経済事情

外国語プレゼンテーション

水の科学

グローバル社会を生きるⅠ

グローバル社会を生きるⅡ

社会参加のための日本語教育Ⅰ

社会参加のための日本語教育Ⅱ

フィールドに学ぶＡ

体験してわかる自然科学

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ

アジア埋蔵文化財学Ａ

アジア埋蔵文化財学Ｂ

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅰ

人と人をつなぐ技法

コミュニケーション入門

日本事情

社会連携活動論：ボランティア

社会連携活動論：インターンシップ

Law in Everyday Life Ａ

Law in Everyday Life Ｂ

バリアフリー支援入門

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅱ

－

総
合
科
目

アカデミック・フロンティアⅠ

アカデミック・フロンティアⅡ

大学とは何かⅠ

大学とは何かⅡ

九州大学の歴史Ⅰ

九州大学の歴史Ⅱ

女性学・男性学Ⅰ

女性学・男性学Ⅱ

身体運動科学実習Ⅲ

身体運動科学実習Ⅳ

健康・スポーツ科学講義ⅠA

健康・スポーツ科学講義ⅠB

健康・スポーツ科学講義Ⅱ

小計（8科目）

ユニバーサルデザイン研究

アクセシビリティ入門

アクセシビリティ支援入門

アクセシビリティ基礎

（既設）工学部 地球環境工学科-5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後③～④ 2 ○ 兼1 集中

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1後③～④ 1 ○ 兼1 集中

1後③ 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1後④ 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後④ 1 〇 兼1

1前①～② 1 ○ 兼2 集中

1前①～② 1 ○ 兼1 集中

1前①～② 1 ○ 兼1 集中

1後③～④ 1 ○ 兼1 集中

1後③～④ 2 ○ 兼1 集中

1後③・④ 1 ○ 兼1 集中

1後④ 1 ○ 兼1

1前② 2 ○ 兼1

1前①・後③ 2 ○ 兼1

1前① 1 ○ 兼1

1前② 1 ○ 兼1

1後③ 1 ○ 兼1

1前①・②
・後③・④

1 ○ 兼1

－ 0 79 0 0 0 0 0 0 兼44

2前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1 隔年

2後③～④ 2 ○ 兼1 隔年

2前①～② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1 隔年

2後③～④ 2 ○ 兼1 隔年

2前①～② 2 ○ 兼1

3前①・② 2 ○ 兼1 隔年

3前①・② 2 ○ 兼1 隔年

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 1

2後③～④ 2 ○ 兼1

環境調和型社会の構築

グリーンケミストリー

技術と産業・企業

グローバル化とアジア経済

金融と経済

サイバー空間デザイン

芸術学概論

音楽・音響論

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編）

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編）

少人数セミナー

小計（71科目） －

高
年
次
基
幹
教
育
科
目

科学の歴史Ａ

科学の歴史Ｂ

科学の基礎（哲学的考察）

脳情報科学入門

現代社会Ⅳ

現代史Ⅰ

現代史Ⅱ

現代史Ⅲ

現代史Ⅳ

EU論基礎―制度と経済―

認知心理学

Brain and Mind 

機械学習と人工知能

現代社会Ⅰ

現代社会Ⅱ

現代社会Ⅲ

デザインと観察

環境問題と自然科学

分子の科学

「留学」考

Japan in Global Society

アイデア・ラボⅠ

アントレプレナーシップ入門

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編）

企業から見たサイバーセキュリティＡ

企業から見たサイバーセキュリティＢ

サイバーセキュリティ演習

セキュリティエンジニアリング演習Ａ

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ

農のための植物-環境系輸送現象論

農のための最適環境制御

食科学の新展開

作物生産とフロンティア研究

持続可能な農業生産・食料流通システム

農業と微生物

食肉加工の理論と実践

先進的植物生産システム概論Ⅰ

先進的植物生産システム概論Ⅱ

体験的農業生産学入門

（既設）工学部 地球環境工学科-6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後③～④ 2 ○ 1

2後③・④ 1 ○ 兼1 隔年

2後③・④ 1 ○ 兼1 隔年

2後③・④ 2 ○ 兼1

2通 1 ○ 兼1

2通 1 ○ 兼1

2通 1 ○ 兼1

2通 1 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1 集中

3前①・② 1 ○ 兼1 集中

3前①・② 2 ○ 兼1 集中

2後③・④ 1 ○ 兼1

3前①・② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1 集中

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1 隔年

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1 隔年

2前①～② 2 ○ 兼1 隔年

2前①～② 2 ○ 兼1 隔年

2前①～② 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1 集中

2前①・② 1 ○ 兼1 集中

2後③・④ 2 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ ※ 兼1 ※演習

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①～② 2 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1 集中

3前①・② 1 ○ 兼1 集中

3前①・② 1 ○ 兼1 集中

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

2前①・② 1 〇 兼1
2前①・② 1 〇 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1

3前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2前①・② 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2後③・④ 1 ○ 兼1

2前①～②
・後③～④

2 ○ 兼2

社会調査法ⅡＡ

社会調査法ⅡＢ

教育学特論

九大生よ、ビジネスとイノベーションを学ぼうA

九大生よ、ビジネスとイノベーションを学ぼうB

社会統計学Ａ

社会統計学Ｂ

社会調査法ⅠＡ

社会調査法ⅠＢ

アントレプレナーシップ・戦略論基礎

アントレプレナーシップ・組織論基礎

アントレプレナーシップ・マーケティング基礎

事業創造デザイン特論Ⅰ

事業創造デザイン特論Ⅱ

リスクマネジメント

医療における倫理

研究と倫理

インフォームドコンセント

薬害

臨床倫理

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス基礎

アジア共同体入門

プレゼンテーション基礎

レトリック基礎

共創発想法

データマイニングと情報可視化

技術と倫理

平和と安全の構築学

文化と社会の理論

東アジアと日本－その歴史と現在－

法文化学入門

法史学入門

ローマ法史

アクセシビリティマネジメント研究

地球の進化と環境

生物多様性と人間文化A

生物多様性と人間文化B

遺伝子組換え生物の利用と制御

バイオテクノロジー詳論

漢方医薬学

チーム医療演習

バイオインフォマティックス

臨床イメージング

社会と健康

国際保健と医療

生態系の構造と機能Ⅱ

男女共同参画

ボランティア活動Ⅰ

ボランティア活動Ⅱ

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

自然災害と防災

生態系の構造と機能Ⅰ

（既設）工学部 地球環境工学科-7



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後③～④ 2 ○ 兼1

3前①・② 2 ○ 兼2

－ 0 120 0 1 1 0 0 0 兼57

－ 27.5 349 0 2 11 0 8 0 兼446

－

小計（286科目） －

教育心理学特論（教育・学校心理学）

日本国憲法

小計（81科目）

（既設）工学部 地球環境工学科-8



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前①～② 1 ○ 3 オムニバス

1後③～④ 1 ○ 3 オムニバス

2後③～④ 2 ○ 兼1

2後③～④ 2 ○ 兼1

3前①～② 2 ○ 兼1

3後③～④ 2 ○ 1

4前①～②
・後③～④

6 〇 18 22 2 兼4

16 0 0 18 22 0 2 0 兼7

3前①～② 2 ○ 兼1

2前①～②
・3前①～②
・4前①～②

2 ○ 兼1

2後③～④
・3後③～④
・4後③～④

2 ○ 兼1

2前①～②
・3前①～②
・4前①～②

2 ○ 兼3

2前①・後③ 2 〇 1

2前①・② 2 ○ 兼3

2前① 2 〇 兼1

2後③ 1 〇 1

2後④ 1 〇 1

2後③ 1 〇 1

2後④ 1 〇 1

2後③ 1 〇 1 兼1

2後④ 1 〇 1 兼1

2前② 2 〇 1 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

2後④ 1 〇 1

2後④ 1 〇 1

3後③ 1 〇 1

3後③ 1 〇 1

3前① 1 〇 1

3前① 1 〇 1

2後③ 1 〇 1

2後④ 1 〇 1

2前① 2 〇 1

2後③～④ 2 〇 3 1

3後③～④ 2 〇 13 兼1

2前② 2 〇 2 1 1

2後③～④ 2 〇 13 9 兼2

3後③～④ 2 〇 13 9 兼2

4前①～② 2 〇 13 9 兼2

3後④ 2 〇 1

必
修
科
目

選
択
科
目

フーリエ解析と偏微分方程式

情報処理概論

地盤力学Ⅰ

環境システム学

構造力学Ⅲ

構造力学Ⅳ

地球環境工学入門Ⅰ

地球環境工学入門Ⅱ

常微分方程式

地球環境工学卒業研究

計画数理Ⅱ

基礎土木工学演習

土木工学総合演習

流体力学第一

機械工学大意第一

地盤力学Ⅱ

固体力学

環境基礎学Ⅰ

環境基礎学Ⅱ

計画数理Ⅰ

－

複素関数論

小計（7科目）

応用複素関数論

社会基盤計画学Ⅰ

社会基盤計画学Ⅱ

確率統計

構造力学Ⅰ

構造力学Ⅱ

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

電気工学基礎

電子情報工学基礎

地盤力学Ⅳ

土木材料学Ⅰ

土木材料学Ⅱ

流体力学基礎

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専
攻
教
育
科
目

土木地理学

土木実践教室１

土木実践教室２

土木実践教室３

構造解析学

水理学Ⅲ

水理学Ⅳ

地盤力学Ⅲ

（既設）工学部 地球環境工学科-9



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前① 2 〇 2

3後③ 1 〇 1

3後③ 1 〇 1

3後④ 1 〇 1

3後④ 1 〇 1

2後③ 1 〇 2

2後④ 1 〇 2

3後③ 1 〇 1

3後③ 1 〇 1

3後④ 1 〇 1

3後④ 1 〇 1

3後③ 1 〇 1 兼1

3後③ 1 〇 1 兼1

4前① 1 〇 1

4前① 1 〇 1

4前① 2 〇 1

3後④ 2 〇 1

3後③ 2 〇 1 1

3後④ 2 〇 1

3前① 1 〇 3 1

3前① 1 〇 3 1

2前①～② 3 〇 ※ 1 兼1 ※実験・実習

2前② 2 〇 2

4前② 2 〇 1

3前① 2 〇 3

4前① 2 〇 1 1

2後③ 1 〇 2
オムニバス・共

同(一部)

2後④ 1 〇 2
オムニバス・共

同(一部)

4前① 2 〇 2

3後③～④
・4前①～②

2 〇 6 共同

3後③～④
・4前①～②

2 〇 1 2 共同

2後③ 2 〇 1

2前①～② 1 〇 2
オムニバス・共

同(一部)

2後③～④ 1 〇 2
オムニバス・共

同(一部)

4前①～② 1 〇 2
オムニバス・共

同(一部)

2後③～④ 2 ○ 1

2前①・後④ 2 〇 1

2後③～④ 4 〇 1

2後③ 2 ○ 1

2後③ 2 ○ 1

3前① 2 ○ 1

3前② 2 ○ 1

3前①～② 2 ○ 1
2前②・3前

②
2 ○ 1

3前① 2 ○ 1 1

3後③ 2 ○ 1

応用地盤工学Ⅱ

環境保全と開発Ⅰ

環境保全と開発Ⅱ

交通計画学

鋼構造工学

地震工学

測量学・実習

環境と防災２

河川工学Ⅱ

景観学

交通施設工学

河川工学Ⅰ

上下水道および水資源工学Ⅰ

上下水道および水資源工学Ⅱ

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ

コンクリート構造工学Ⅰ

プロジェクト・まちづくり

生態工学

土木と社会セミナー１

海岸水理学Ⅰ

海岸水理学Ⅱ

応用地盤工学Ⅰ

土木と社会セミナー２

土木と社会セミナー３

都市計画

水文学Ⅰ

水文学Ⅱ

自動制御工学

船舶海洋流体力学第一

船舶運動論

弾性力学第一

材料加工学

機能設計工学

システム設計工学

力学Ⅰ

材料力学

沿岸域管理工学

プロジェクト・ものづくり

流体力学第二

船舶設計

土木エンジニア史

コンクリート構造工学Ⅱ

合意形成論

維持管理工学

環境と防災１

（既設）工学部 地球環境工学科-10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前①～② 1 ※ ○ 1 ※講義

3後④ 2 ○ 1

3後③ 2 ○ 1

3後③ 2 ○ 1

3後③ 2 ○ 1

3後④ 2 ○ 1 1

3後③ 2 ○ 1

3後③～④ 2 ※ ○ 1 ※講義

2前②・4前
②

2 ○ 1

3後④ 2 ○ 1

3前① 2 ○ 1

4前①～② 2 ○ 兼1

3後④ 2 ○ 1

4前① 2 ○ 1

4前①～② 1 ○ 4 1 2 共同

2後④ 1 ○ ※ 1 ※実験・実習

4前① 1 ○ 6 3 2

4前① 1 ○ 1

4前② 1 ○ 1

4後③ 1 ○ 1

4後④ 1 ○ 1

2前① 2 〇 1

3前① 2 ○ 1

2前① 1.5 〇 ※ 1 ※演習

2後④ 1.5 〇 ※ 1 ※演習

3前①～② 4 〇 1

2後④ 2 〇 1

2後④ 2 〇 1

2後④ 2 〇 1

2後③ 2 〇 1

2後③ 2 〇 1

2後③ 2 〇 1 兼1

3前② 2 〇 1

3後④ 2 〇 1

2後③～④ 1 ※ 〇 1 ※講義

3前① 2 〇 1

3前② 2 〇 1

3前①～② 1 ※ 〇 3 兼1 ※講義

3後③～④ 1 ※ 〇 3 兼1 ※講義

3前① 2 〇 1

3前② 2 〇 1

3前①～② 1 〇 2 1

3後③～④ 1 〇 2 1

3前① 2 〇 兼1

2後③ 1 ○ 1

2後④ 1 ○ 1

2後④ 2 〇 1

2後③～④ 1 〇 1 1 1 兼1

3通 4 〇 5 6 5 兼4

3前① 2 〇 1

3後③ 2 〇 1

3後③ 2 〇 1

3後③ 2 〇 1

3後③ 2 〇 1

2後③ 2 〇 兼1

3前①～② 2 〇 1 兼1

2後④ 1 〇 兼2 集中

環境地球科学

技術者倫理

船舶海洋振動学第二

資源システム工学実験第一

船舶海洋システム工学特別講義第三

海事統計学

新エネルギー工学

資源微生物工学

エネルギー資源工学

工業爆薬学

資源地球科学

環境地球物理学

地熱貯留層工学

地圏開発システム工学

資源流体工学

岩盤工学

資源処理工学

石油工学

海洋機器工学

物理探査学

地熱工学

地球工学実験第一

地球工学実験第二

地下空洞設計法

環境修復工学

海洋環境情報学

船舶海洋システム工学特別講義第一

計算工学演習第一

構造解析演習

船舶算法および同演習

工学基礎力学

船舶海洋システム工学特別講義第二

工業マネージメント

船舶海洋システム工学実験

船舶海洋構造力学

船舶海洋振動学第一

環境設計工学

材料強度学

船舶海洋製図第二

船舶海洋製図第一

運動制御工学

船舶海洋流体力学第二

舶用機関

地球システム学概論

地球環境のイメージング

地球環境化学

地球システム工学実習

地球システム工学インターンシップ

地球熱学

資源システム工学実験第二

地層内物質移動工学

資源工学倫理及びマネージメントⅠ

資源工学倫理及びマネージメントⅡ

フィールド地球科学演習

船舶復原性および同演習

構造力学

計算工学演習第二

（既設）工学部 地球環境工学科-11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前② 1 〇 1 兼1 集中

3前① 1 〇 1 兼1

3後③ 1 〇 1 兼1 集中

3後③ 1 〇 1 兼1 集中

3後③ 1 〇 兼2 集中

石油開発生産工学 3後④ 2 〇 1

3通 4 〇 5 6 5 兼4

3後③～④ 2 〇 兼1

3前①～② 2 〇 兼3

3後③ 2 〇 兼1

4前①～② 2 〇 兼2

2後③～④
・3前②・後
③～④・4前

②

2 〇 兼1

－ 0 247 0 22 22 0 17 0 兼29

4前①～② 1 〇 3

3前①～② 1 〇 3

2・3・4後③
～④

4 〇 兼2

2・3・4後③
～④

4 〇 兼2

国際コラボレーション入門
2・3・4後③

～④
4 〇 兼2

－ 0 0 14 3 0 0 0 0 兼2

－ 16 247 14 22 22 0 17 0 兼33

－ 43.5 596 14 22 22 0 17 0 兼479

スクールオンザムーブ国際インターンシップ

石油・天然ガス資源開発

海外資源・資源経済学

廃棄物資源循環工学

小計（5科目）

地熱発電工学

産業活動実習

国際イノベーション入門

国際オープンマインド入門

課題集約演習

テクノロジー・マーケティング

－

小計（163科目） －

－小計（151科目）

品質管理

機械工学大意第二

無機化学第三

金属材料大意

石灰石資源

参
考
科
目

合計（449科目） －

（既設）工学部 地球環境工学科-12



学位又は称号 学士(工学） 学位又は学科の分野 工学関係

2.専攻教育科目　85単位以上
　(a)必修科目（16単位修得）
　(b)選択科目（69単位以上修得）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基幹教育科目から48.5単位以上、専攻教育科目から85単位以上を修得し、
133.5単位以上修得すること。

1.基幹教育科目　48.5単位以上
　(a)基幹教育セミナー（1単位修得）
　　＜必修科目＞基幹教育セミナー（1単位）
　(b)課題協学科目（2.5単位修得）
　　＜必修科目＞課題協学科目（2.5単位）
　(c)言語文化科目(12単位以上修得)
　　＜必修科目＞学術英語A・リセプション（1単位）
　　　　　　　　学術英語A・プロダクション（1単位）
　　　　　　　　学術英語B・インテグレイト（2単位）
　　　　　　　　学術英語A・CALL（1単位）
　　　　　　　　学術英語B・CALL（1単位）
　(d)文系ディシプリン科目（4単位以上修得）
　(e)理系ディシプリン科目（21.5単位以上修得）
　　＜必修科目＞微分積分学・同演習Ⅰ（1.5単位）
　　　　　　　　微分積分学・同演習Ⅱ（1.5単位）
　　　　　　　　線形代数学・同演習A（1.5単位）
　　　　　　　　線形代数学・同演習B（1.5単位）
　　　　　　　　基幹物理学ⅠA（1.5単位）
　　　　　　　　基幹物理学ⅠA演習（1単位）
　　　　　　　　基幹物理学ⅠB（1.5単位）
　　　　　　　　図形科学（1.5単位）
　　　　　　　　プログラミング演習（1単位）
　　　　　　　　自然科学総合実験（基礎）（1単位）
　　　　　　　　自然科学総合実験（発展）（1単位）
　　なお、理系ディシプリン科目のうち、基幹物理学ⅠB演習、無機物
　　質化学、基礎生物学概要、地球と宇宙の科学、情報科学、数理統
　　計学、基礎化学熱力学、細胞生物学、地球科学、最先端地球科学、
　　空間表現実習Ⅰから5.5単位を選択必修とする。
　(f)サイバーセキュリティ科目（1単位修得）
　　＜必修科目＞サイバーセキュリティ基礎論（1単位）
　(g)健康・スポーツ科目（1単位以上修得）
　　＜必修科目＞健康・スポーツ科学演習（1単位）
　(h)総合科目（1.5単位以上修得）
　(i)高年次基幹教育科目（2単位以上修得）
  (j)その他
　　上記(a)～(i)に定める単位数とは別に、以下により、2単位以上を
　　修得する。
　　・1年次においては、言語文化科目、文系ディシプリン科目、理系
　　　ディシプリン科目、健康・スポーツ科目、総合科目の中から2単
　　　位以上を修得する。
　　・2年次以降においては、上記の科目に加えて、高年次基幹教育科
　　　目から単位を修得できる。

１学年の学期区分 4学期

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

（既設）工学部 地球環境工学科-13



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1後③～④ 2 〇 1

1前① 2 〇 1

2後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後③～④ 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼2

1後③～④ 2 〇 1

1前①～② 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1

1後③～④ 1 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 1 集中

1後③～④ 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 1 1

1前①～② 2 〇 1 隔年

2後③～④ 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 1

2後③～④ 2 〇 1 兼1

1前①～② 2 〇 1

1前①～② 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼1

1前② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 3 2 兼4

環境安全特論

資源生産システム学 

水質変換工学 

コンクリート工学特論

構造解析学特論 

地盤解析学 

建設基礎対策学 

災害リスク学 

防災地盤学 

岩盤工学特論第二 

開発機械システム工学特論 

資源処理・環境修復工学特論第二

資源処理・環境修復工学特論第三 

石油貯留層工学 

物質移動工学特論 

地球システム工学特別講義第一 

地球システム工学特別講義第二 

地球システム工学特別講義第三 

応用リスク解析学 

地球資源システム工学基礎第一 

地球資源システム工学基礎第二 

国際プロジェクトマネジメント 

免震制振工学 

鉱物工学

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学府　建設システム工学専攻 修士課程）

備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

先
端
科
目

破壊管理工学特論

地盤環境システム工学

社会基盤財政論

実践景観デザイン論

数値構造解析学特論

廃棄物資源循環学 

地球情報学第二 

地球情報学第三 

地熱工学特論 

地熱系モデリング 

沿岸・海洋工学特論 

システム適化特論

制御工学特論 

船舶海洋振動学特論 

船舶海洋計測工学 

船舶海洋情報学 

船舶用エンジン工学特論 

荷重評価学 

資源地質学第二 

地盤材料力学 

交通・輸送システム工学 

国土開発・災害リスクマネジメント 

都市総合交通計画 

鋼構造特論 

河川工学特論 

応用生態工学 

環境計画論

地下水環境システム論 

専
攻
授
業
科
目

環境水理学 

（既設）工学府 建設システム工学専攻（修士課程）-1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

－ 0 111 0 8 4 0 0 0 兼35

1前①～② 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 1

1前①～② 2 〇 1

1前① 2 〇 1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 6 兼6 オムニバス

1後④ 2 〇 1 兼1

1前① 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 1

1前① 2 〇 兼2

1後③ 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1 隔年・集中

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1

－ 0 72 0 7 2 0 0 0 兼29

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

プレゼンテーションデザイン

数値解析学

プレゼンテーション演習 

都市工学・経済学

艤装設計工学

都市環境システム工学演習第三 

－

－

資源開発工学特論実験 

船舶抵抗推進特論第一

船舶海洋流体力学特論

小計（43科目）

高
等
専
門
科
目

能
力
開
発
特
別
ス
ク
ー

リ
ン
グ
科
目

地震工学特論

空間情報学

実践データ解析学

岩盤工学特論第一 

岩盤工学特論実験第一 

岩盤工学特論実験第二 

資源処理・環境修復工学特論第一

合意形成論演習

船舶コンピュータ支援設計製図

資源処理・環境修復工学特論実験第一 

野外調査法

船舶運動特論第一 

船舶運動特論第二 

溶接設計第一

溶接設計第二

連続体力学

資源生産システム学実験 

建設システム工学演習第一 

応用数理学

海洋浮体工学特論 

船舶基本設計特論 

船舶抵抗推進特論第二

小計（57科目）

船舶抵抗推進特論第三 

船舶海洋構造力学特論 

海洋構造工学 

資源地質学第一 

鉱物工学実験第一 

鉱物工学実験第二 

地球情報学第一 

地球情報学実験第一 

地球情報学実験第二 

研究計画法 

資源処理・環境修復工学特論実験第二 

エネルギー資源工学特論 

エネルギー資源工学特論実験第一

エネルギー資源工学特論実験第二

地球熱学特論

地熱工学特論実験第一 

資源開発工学特論 

地熱工学特論実験第二 

建設システム工学演習第二 

建設システム工学演習第三 

建設システム工学演習第四 

都市環境システム工学演習第一 

都市環境システム工学演習第二 

（既設）工学府 建設システム工学専攻（修士課程）-2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

1前①～② 2 〇 1 集中

2前①～②・
後③～④

2 〇 1 集中

1後③～④ 2 〇 1 集中

1後③～④ 2 〇 1

－ 0 36 0 8 0 0 0 0 兼20

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

1後③ 2 〇 2 兼2 共同

1後④ 2 〇 兼3 共同

－ 0 32 0 8 2 0 0 0 兼20

1前①～② 2 〇 1 1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1前①～②・
後③～④

1 〇 兼1

1前①～②・
後③～④

1 〇 兼1

－ 0 6 0 1 1 0 0 0 兼2

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1

1・2後③～
④

2 〇 兼1

1～2通 4 〇 1 集中

1～2通 4 〇 1 集中

1・2前①～
②

1 〇 兼1 集中

1・2前①～
②

1 〇 兼1 集中

1・2前①～
②

2 〇 兼1

地球資源システム工学特論第二 

地球資源システム工学演習第一 

地球資源システム工学演習第二 

地球資源システム工学演習第三 

都市環境システム工学演習第四 

海洋システム工学演習第一 

海洋システム工学演習第二 

海洋システム工学特論第三

地球環境工学研究企画 

小計（18科目）

地球資源システム工学特論第三 

地球資源システム工学国際連携演習 

エネルギー資源工学国際連携特論 

地球資源システム工学特論第一 

建設システム工学特論第四 

都市環境システム工学特論第一 

都市環境システム工学特論第三 

都市環境システム工学特論第四 

海洋システム工学特論第一 

海洋システム工学特論第二

地球工学国際連携特論 

都市環境システム工学特論第二 

ものづくり科学：粉末冶金先端加工技術 

ものづくり科学：セラミックス概論 

共
通
科
目

海洋システム工学演習第三 

産
学
連
携
科
目

小計（4科目）

応用数学Ａ 

応用数学Ｂ 

応用数学Ｃ 

応用数学Ｄ

ルベーグ積分 

関数解析 

国際イノベーション特論

国際オープンマインド特論 

ものづくり科学：粉末冶金原論 

－

－

－

小計（16科目）

課題解決セミナー第一

課題解決セミナー第二 

実践維持管理工学 

環境学実習 

海洋システム工学産学連携演習第一 

海洋システム工学産学連携演習第二 

広
域
専
門
科
目

建設システム工学特論第一 

建設システム工学特論第二 

建設システム工学特論第三 

（既設）工学府 建設システム工学専攻（修士課程）-3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

1・2前①～
②

2 〇 兼1

－ 0 26 0 1 0 0 0 0 兼6

－ 0 283 0 8 4 0 0 0 兼43

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 修士（工学）

１学年の学期区分

学位又は学科の分野

合計（150科目）

ものづくり科学：セラミックス解析特論 

小計（12科目） －

工学関係

授業期間等

4学期　　

8週　　

90分　　１時限の授業時間

１学期の授業期間

－

修士課程に２年以上在学し、以下の要件を満たす30単位以上を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただ
し、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、修士課程に1年
以上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位をあわせ
て30単位以上修得しなければならない。
※本専攻修士課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科
目で指導教員が指定する授業科目（交通科目を含む。）を関連授業科目という。
（１）先端科目6単位以上
（２）高等専門科目6単位以上
（３）能力開発特別スクーリング科目、広域専門科目及び産学連携科目2単位以上

（既設）工学府 建設システム工学専攻（修士課程）-4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1～3通 4 〇 1

1～3通 4 〇 1

1～3通 4 〇 1

1～3通 4 〇 1 1

1～3通 4 〇 2

1～3通 4 〇 1 兼1

1～3通 4 〇 1

1～3通 4 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 4 〇 1

－ 0 40 0 8 2 0 0 0 兼1

1～3通 2 〇 1

グローバルリサーチ特論 1～3通 1 〇 1

国際コラボレーション特論 1～3通 4 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

－ 2 13 0 1 0 0 0 0

－ 2 53 0 8 2 0 0 0 兼1

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

工学関係

授業期間等

博士後期課程に3年以上在学し、以下の要件を満たす10単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただ
し、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程
に1年以上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位をあわせ
て10単位以上修得しなければならない。
本専攻博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目と言い、その他の授業
科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授
業科目という。
１．専攻授業科目4単位以上
２．工学研究企画2単位

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

4学期　　

8週　　

90分　　

専
攻
授
業
科
目

建設材料工学講究Ａ

学位又は称号 博士（工学） 学位又は学科の分野

防災地盤工学講究Ａ

防災地盤工学講究Ｂ 

合計（科目） －

地球環境工学指導演習 

地球環境工学特別演習 

産学連携実習 

小計（11科目） －

各
専
攻
共
通
の
授
業
科
目

工学研究企画 

異分野特論Ⅰ 

異分野特論Ⅱ 

キャリア・デザイン

アントレプレナーシップ・セミナー

小計（7科目）

環境地盤工学講究 

地球環境工学研究企画演習 

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学府　建設システム工学専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

建設材料工学講究Ｂ

建設設計工学講究Ａ

建設設計工学講究Ｂ

（既設）工学府 建設システム工学専攻（博士後期課程）-1



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1後③～④ 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼2

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1

1後③～④ 1 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼1 集中

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 兼2

1前①～② 2 〇 兼1 隔年

2後③～④ 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

2後③～④ 2 〇 1

1前② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 1

2前①～② 2 〇 1

専
攻
授
業
科
目

環境水理学 

都市総合交通計画 

鋼構造特論 

河川工学特論 

応用生態工学 

環境計画論

地下水環境システム論 

地盤材料力学 

沿岸・海洋工学特論 

システム適化特論

制御工学特論 

船舶海洋振動学特論 

船舶海洋計測工学 

船舶海洋情報学 

船舶用エンジン工学特論 

荷重評価学 

資源地質学第二 

鉱物工学

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学府　都市環境システム工学専攻 修士課程）

備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

先
端
科
目

破壊管理工学特論

地盤環境システム工学

社会基盤財政論

実践景観デザイン論

数値構造解析学特論

廃棄物資源循環学 

地球情報学第二 

地球情報学第三 

地熱工学特論 

地熱系モデリング 

環境安全特論

資源生産システム学 

水質変換工学 

コンクリート工学特論

構造解析学特論 

地盤解析学 

建設基礎対策学 

災害リスク学 

防災地盤学 

岩盤工学特論第二 

開発機械システム工学特論 

資源処理・環境修復工学特論第二

資源処理・環境修復工学特論第三 

石油貯留層工学 

物質移動工学特論 

地球システム工学特別講義第一 

地球システム工学特別講義第二 

地球システム工学特別講義第三 

応用リスク解析学 

地球資源システム工学基礎第一 

地球資源システム工学基礎第二 

国際プロジェクトマネジメント 

免震制振工学 

（既設）工学府 都市環境システム工学専攻（修士課程）-1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

1前①～② 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 2 兼7

1後③～④ 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 1

2前①～② 2 〇 1

1後③～④ 2 〇 1

－ 0 111 0 4 5 0 0 0 兼38

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1後③～④ 2 〇 兼1

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 兼1

2前①～② 1 〇 兼1 集中

2後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1後③ 2 〇 兼1

1前①～② 1 〇 兼1 集中

1後③～④ 1 〇 兼1 集中

1前① 2 〇 4 兼8 オムニバス

1後④ 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前① 2 〇 1 兼1

1後③ 2 〇 兼1

1前① 2 〇 1 隔年・集中

1後③～④ 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

1前①～② 2 〇 兼1

2前①～② 2 〇 兼1

1前① 2 〇 兼1

－ 0 72 0 4 1 0 0 0 兼33

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

建設システム工学演習第二 

建設システム工学演習第三 

船舶海洋構造力学特論 

海洋構造工学 

資源地質学第一 

鉱物工学実験第一 

鉱物工学実験第二 

地球情報学第一 

地球情報学実験第一 

地球情報学実験第二 

研究計画法 

資源処理・環境修復工学特論実験第二 

エネルギー資源工学特論 

エネルギー資源工学特論実験第一

エネルギー資源工学特論実験第二

地球熱学特論

地熱工学特論実験第一 

資源開発工学特論 

地熱工学特論実験第二 

応用数理学

海洋浮体工学特論 

船舶基本設計特論 

船舶抵抗推進特論第二

小計（57科目）

船舶抵抗推進特論第三 

資源処理・環境修復工学特論実験第一 

野外調査法

船舶運動特論第一 

交通・輸送システム工学 

国土開発・災害リスクマネジメント 

船舶運動特論第二 

溶接設計第一

溶接設計第二

連続体力学

資源生産システム学実験 

建設システム工学演習第一 

船舶コンピュータ支援設計製図

－

資源開発工学特論実験 

船舶抵抗推進特論第一

船舶海洋流体力学特論

小計（43科目）

高
等
専
門
科
目

能
力
開
発
特
別
ス

地震工学特論

空間情報学

実践データ解析学

岩盤工学特論第一 

岩盤工学特論実験第一 

岩盤工学特論実験第二 

資源処理・環境修復工学特論第一

合意形成論演習

－

プレゼンテーションデザイン

数値解析学

プレゼンテーション演習 

都市工学・経済学

艤装設計工学

（既設）工学府 都市環境システム工学専攻（修士課程）-2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 2

2前①～②・
後③～④

2 〇 1 1

2前①～②・
後③～④

2 〇 1 1

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2 集中

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2 集中

2前①～②・
後③～④

2 〇 兼2 集中

1前①～② 2 〇 1 集中

2前①～②・
後③～④

2 〇 1 集中

1後③～④ 2 〇 1 集中

1後③～④ 2 〇 1

－ 0 36 0 6 2 0 0 0 兼20

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 2

2後③～④ 2 〇 1 1

2後③～④ 2 〇 1 1

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

2後③～④ 2 〇 兼2

1後③ 2 〇 2 兼2 共同

1後④ 2 〇 1 兼1 共同

－ 0 32 0 6 5 0 0 0 兼24

1前①～② 2 〇 兼2

2前①～② 2 〇 1 集中

1前①～②・
後③～④

1 〇 兼1

1前①～②・
後③～④

1 〇 兼1

－ 0 6 0 0 1 0 0 0 兼3

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1 隔年

1・2前①～
②

2 〇 兼1

1・2後③～
④

2 〇 兼1

－

－

－

小計（16科目）

課題解決セミナー第一

課題解決セミナー第二 

実践維持管理工学 

環境学実習 

海洋システム工学産学連携演習第一 

海洋システム工学産学連携演習第二 

広
域
専
門
科
目

建設システム工学特論第一 

建設システム工学特論第二 

建設システム工学特論第三 

共
通
科
目

海洋システム工学演習第三 

建設システム工学演習第四 

都市環境システム工学演習第一 

都市環境システム工学演習第二 

産
学
連
携
科
目

小計（4科目）

応用数学Ａ 

応用数学Ｂ 

応用数学Ｃ 

応用数学Ｄ

ルベーグ積分 

関数解析 

地球資源システム工学特論第三 

地球資源システム工学国際連携演習 

エネルギー資源工学国際連携特論 

地球資源システム工学特論第一 

建設システム工学特論第四 

都市環境システム工学特論第一 

都市環境システム工学特論第三 

都市環境システム工学特論第四 

海洋システム工学特論第一 

海洋システム工学特論第二

地球工学国際連携特論 

都市環境システム工学特論第二 

ク
ー

リ
ン
グ
科
目

海洋システム工学特論第三

地球環境工学研究企画 

小計（18科目）

地球資源システム工学特論第二 

地球資源システム工学演習第一 

地球資源システム工学演習第二 

地球資源システム工学演習第三 

都市環境システム工学演習第三 

都市環境システム工学演習第四 

海洋システム工学演習第一 

海洋システム工学演習第二 

（既設）工学府 都市環境システム工学専攻（修士課程）-3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

1～2通 4 〇 兼1 集中

1～2通 4 〇 兼1 集中

1・2前①～
②

1 〇 兼1 集中

1・2前①～
②

1 〇 兼1 集中

1・2前①～
②

2 〇 兼1

1・2前①～
②

2 〇 兼1

－ 0 26 0 0 0 0 0 0 兼7

－ 0 283 0 6 5 0 0 0 兼56

90分　　

－

工学関係

授業期間等

4学期　　

8週　　

１時限の授業時間

１学期の授業期間

－

修士課程に２年以上在学し、以下の要件を満たす30単位以上を修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただ
し、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、修士課程に1年
以上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位をあわせ
て30単位以上修得しなければならない。
※本専攻修士課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科
目で指導教員が指定する授業科目（交通科目を含む。）を関連授業科目という。
（１）先端科目6単位以上
（２）高等専門科目6単位以上
（３）能力開発特別スクーリング科目、広域専門科目及び産学連携科目2単位以上

ものづくり科学：粉末冶金先端加工技術 

ものづくり科学：セラミックス概論 

ものづくり科学：セラミックス解析特論 

小計（12科目）

国際イノベーション特論

国際オープンマインド特論 

ものづくり科学：粉末冶金原論 

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 修士（工学）

１学年の学期区分

学位又は学科の分野

合計（150科目）

（既設）工学府 都市環境システム工学専攻（修士課程）-4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 4 1

1～3通 2 1

1～3通 2 1

1～3通 4 1

－ 0 44 0 6 2 0 0 0

1～3通 2 〇 1

グローバルリサーチ特論 1～3通 1 〇 1

国際コラボレーション特論 1～3通 4 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

1～3通 2 〇 1

－ 2 13 0 1 0 0 0 0

－ 2 57 0 6 2 0 0 0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学府　都市環境システム工学専攻　博士後期課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

備考

専
攻
授
業
科
目

都市システム計画学講究Ａ

都市システム計画学講究Ｂ

環境デザイン工学講究Ａ

環境デザイン工学講究Ｂ

都市環境工学講究Ａ

都市環境工学講究Ｂ 

環境システム工学講究Ａ 

環境システム工学講究Ｂ 

地球環境工学研究企画演習 

地球環境工学指導演習 

地球環境工学特別演習 

産学連携実習 

小計（12科目）

各
専
攻
共
通
の
授
業
科
目

工学研究企画 

異分野特論Ⅰ 

異分野特論Ⅱ 

キャリア・デザイン

アントレプレナーシップ・セミナー

小計（7科目）

工学関係

合計（19科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

博士後期課程に3年以上在学し、以下の要件を満たす10単位以上を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。ただ
し、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程に
1年以上在学すれば足りるものとする。

【履修方法】
専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位をあわせて
10単位以上修得しなければならない。
本専攻博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目と言い、その他の授業科
目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授業科
目という。
１．専攻授業科目4単位以上
２．工学研究企画2単位

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１時限の授業時間

授業期間等

4学期　　

8週　　

90分　　

学位又は称号 博士（工学） 学位又は学科の分野

（既設）工学府 都市環境システム工学専攻（博士後期課程）-1



授業科目の名称 講義等の内容 備考

実践データ解析学

　研究能力に必須である統計解析、可視化、それに伴うプログラム処
理の基本を取得する。
・R言語を使用して水・環境データのデータ解析を実践的に学ぶ。
・データの可視化や解析結果の表現について学ぶ。
・基本地理データの利用方法を学ぶ。
・総合演習課題を与え、統計解析とその結果のプレゼンを行う。
（*グローバルコースでも開講）

野外調査法

　講義の初期に野外調査の基礎知識・安全管理・、応用測量の講義を
行い、その後、水域・地盤・構造物の調査について座学で学ぶ。その
後、野外実習で実際に測定機器を用いた実習を行う。（*グローバル
コースでも開講）

研究計画法

　研究全般（論文、研究費など）、研究倫理などの研究者としての基
礎知識を習得するとともに、土木系の各教授の研究分野の研究方法と
具体的な研究プロジェクトを用いた研究計画の例を学ぶ。

（オムニバス方式・共同（一部）　全１５回）

（9 松田 泰治、8 濵田 秀則／２回）
計測技術の最新の動向や測定の視点などについて考える。

（2 島岡 隆行、10 馬奈木 俊介／３回）
大型研究（異分野融合）：研究の構想、研究の組み立て、研究者の選
択、研究進捗のためのマネジメント、成果のとりまとめ

（13 矢野 真一郎/２回）
野外調査：場所の選定の考え方、データのばらつきと繰り返しデー
ター数、調査の具体的方法など

（5 塚原 健一、10 三谷 泰浩/２回）
社会調査あるいはビッグデーターの取り扱い

（12 安福 敬之、1 久場 隆広/２回）
室内実験：室内実験で考慮すべきこと、相似則、スケール効果、計測
手法、繰り返しなど

（7 橋本 典明、3 園田 佳巨/２回）
数値シミュレーション：なぜ数値シミュレーションを用いるのか？、
物理モデルと概念モデル、精度、検証、実験とのちがい、限界と有効
性など

（6 ハザリカへマンタ/２回）
災害調査：野外調査、観測、ヒアリング、アンケート調査、データ分
析など
（*グローバルコースでも開講）

オムニバス方式

数値解析学

　土木工学に関連する業務において必要となり得る数値解析の基礎を
学ぶ。特に、偏微分方法式を数値解析する際に必要となる解析手法と
関連した計算方法を学び、現在の研究あるいは将来の仕事における理
解を深める。具体的には差分法、有限要素法を学習し、また実際に数
値解析する際に必要となる連立一次方程式の解法、非線形連立方程式
の解法について演習を通して学ぶ。

空間情報学

　近年、地理情報システム(Geographical Information System: GIS)
は、様々な分野で急速にその応用が進められている。建設分野におい
ても、都市計画、交通計画、自然災害の状況把握、防災・減災対策
（洪水、地すべり、斜面崩壊、避難シミュレーション等）、立地選定
（ダム、廃棄物処分場等）、環境アセスメントなどで応用が始まって
おり、今後さらに普及していくものと考えられる。本講義では、GISの
基礎的な原理、基本操作技術を学び、これを応用させるための技術を
習得することを目的とする。 （*グローバルコースでも開講）

地震工学特論

　地震国である我が国においては、都市防災における地震工学の役割
は益々重要になっている。
本講義では、学部で修得した建設振動学の知識を活用して、現代の都
市が直面する地震災害に対する防災システムについて、ハードおよび
ソフトの両面から理解を深め、地震災害に対して取るべきマネジメン
ト能力を養成する。（*グローバルコースでも開講）

授 業 科 目 の 概 要

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（工学府　土木工学専攻　修士課程）
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高
等
専
門
科
目

高
等
専
門
科
目

高
等
専
門
科
目

高
等
専
門
科
目

高
等
専
門
科
目

高
等
専
門
科
目

工学府 土木工学専攻（修士課程）-1



授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

都市工学・経済学

　インフラストラクチャーに代表される物的なものに加え、人的、自
然環境など、多様かつ包括的な社会資本形成のための都市計画や地域
政策においては、工学のみならず経済学の知識の重要性が増しつつあ
る。本講義では、都市や地域が直面する社会課題とその解決のための
方法について検討するための経済学の知識を習得する。（*グローバル
コースでも開講）

隔年

構造解析学特論

　許容応力度設計から限界状態設計への構造設計法の移行、および新
しい耐震設計法の導入などにより、非線形構造解析が設計実務におい
て必須となってきている。この講義では、構造物の弾塑性解析・幾何
学的非線形解析とそれらの設計への応用を修得する。（*グローバル
コースでも開講）

隔年

免震制振工学

　土木構造物は、地震や風といった自然現象による外力で振動するこ
とになる。この振動を上手に制御する、コントロールする方法につい
て学習をする。 （*グローバルコースでも開講）

コンクリート工学特論

　１．サステナブルなコンクリート材料に関する化学的知識に関する
内容
　２．信頼性の理論に立脚したコンクリート構造物の設計法に関する
内容
　３．プレストレストコンクリート構造に関する基礎的知識
　４．鋼材の腐食に関する電気化学的理論に関する基礎的知識および
電気防食の基礎理論
（*グローバルコースでも開講）

鋼構造特論

　鋼構造物の典型的な損傷と維持管理に関する専門知識を学ぶ。 講義
を通じて、腐食や疲労による経時劣化とそのメカニズム、それらの損
傷の補修・補強方法、および様々な溶接継手の疲労寿命の算出方法を
理解することができる。（*グローバルコースでも開講）

地盤材料力学

　地盤は自然に形成された材料であり、未解明な現象が残されてい
る。また、地盤特有の力学特性を有している。本講義では、砂、粘
土、人工材料等の地盤材料の物理的性質や圧密・せん断特性といった
基礎的知識を習得し、地盤構造物に対する設計法の理解を深める。ま
た、講義や演習課題、最終プレゼンテーションを通じて、以下の到達
目標を達成することを目指す。（*グローバルコースでも開講）

建設基礎対策学

　本講義では、構造物基礎の調査・設計・施工で考えるべき事項につ
いて習得する。特に、地盤改良に関する基本的な考え方と評価手法を
理解し、各種地盤改良工法の原理・現象を具体的に利用するための基
礎学力を身につけることを目指す。（*グローバルコースでも開講）

災害リスク学

　リスクマネジメントにおける基礎概念および課題を明らかにし、リ
スクマネジメントのアプローチを学ぶ。定性的なリスクマネジメント
として、１）日常生活におけるリスクマネジメント、２）化学物質に
おけるリスクマネジメント、３）労災に関するリスクアセスメントな
どの方法を学ぶ。また、定量的なリスクマネジメントにおける技法を
習得し、演習を通して定量的なリスクマネジメント手法を習得する。
さらに、地震リスクと対策、地震による二次災害に関する防災減災技
術を把握する。受講者がリスクにおける損害の深刻さと発生の可能性
を評価するための概念や確率統計などの基礎知識、リスクを正確に解
析する技術、リスクを低減する技術、あるいはコントロールする技術
を学べ、実行できることを目的とする。 （*グローバルコースでも開
講）

地盤解析学

　近年のコンピュータの急速な進歩、計算技術の向上は、地盤工学の
分野において、地盤材料を非線型として取り扱う安定解析や変形解析
を可能にした。この種の非線型解析を精度良く行うためには、地盤材
料の変形・強度特性の質の高い理解と適切なモデル化が求められる。
この講義では、連続体の力学の枠組みの中でなされる地盤材料、特に
土のモデル化とその適用方法、例えばモールの円を基礎とした下界法
や土の限界状態モデルのモデル化について学ぶ。また、修得した解析
法を総合的に活用し、地盤の境界値問題に対して適切な解を導くため
の素養を身につける。 （*グローバルコースでも開講）

防災地盤学

　地盤は人間が地球上で生活する場を表現するもので、社会活動その
ものに大きくかかわっている。地盤の振動・変状・移動といった異常
な現象は直ちに人間社会に影響を及ぼし災害につながる。地盤災害を
防止・軽減するためには、地盤に関わる現象に対する技術的成果と人
間社会に対する人文社会科学的施策の相互理解に基づく統合的、総合
的な方策が必須である。本講義では、地盤災害の歴史と現状、地盤災
害の予知・予測と防止及びその対策について学習する。（*グローバル
コースでも開講）

先
端
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

高
等
専
門
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

先
端
科
目

工学府 土木工学専攻（修士課程）-2



授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

河川工学特論

　河川は流域における人間の営みと自然の営力により形成されてきて
いる。本授業では、国内・外の河川についてのトピックスを取り上
げ、学生自らがその内容を調べ、相互に意見を交換し、教員からの解
説を聞きながら深く河川について理解し、あわせて総合的に河川を理
解する能力を獲得する。（*グローバルコースでも開講）

環境水理学

　河川流域から沿岸域までを包括した流域圏における環境流体力学の
基礎事項を学ぶことを目的とする。主に、水・熱、塩分・土砂の輸送
メカニズムの原理と、それらの影響を受ける水質や生態系に関して理
解しておくべき内容を学習する。これにより、固有の河川・湖沼・ダ
ム湖・河口域・沿岸域水域などにおいて発生する水環境問題を考える
上での基礎知識が修得できる。 （*グローバルコースでも開講）

沿岸・海洋工学特論

　海の波は海洋・海岸構造物の設計において第一に取り上げられる自
然外力である。波は色々な性質を示すが、中でもその不規則性は工学
的にも重要な意味を持っている。そこでこの講義では、不規則波の概
念を基本に据え、これに基づく耐波設計法の体系を理解するのに必要
不可欠な、波浪の統計理論・解析理論・予測理論および極値統計解析
理論に関する高度な知識・技術を学ぶ。（*グローバルコースでも開
講）

都市総合交通計画

　本講義は、都市における交通について、現状や問題点及びそれぞれ
の交通機関の特性を学びながら都市交通をのあり方を考えていく。交
通現象に関してはいくつかの工学的・経済学的理論を学び、近年行わ
れている都市交通政策を検討する。 （*グローバルコースでも開講）

実践景観デザイン論

　シビルエンジニアリングの世界における景観設計の方法論につい
て、具体的な事例を訪れ、現場から学ぶことが、本講義の目的であ
る。まずデザイナーからの解説を聴き、次に現場を歩き、デザイン意
図がどのように実現されているかを体験・確認する。（*グローバル
コースでも開講）

社会基盤財政論

　社会基盤整備のための、財政的諸課題の現状およびその解決方法を
身に着ける。具体的には、プロジェクトファイナンス、社会資本整備
への民間資金導入等に際する法律的・財政的知識を習得する。 （*グ
ローバルコースでも開講）

廃棄物資源循環学

　廃棄物問題は、今後益々深刻になるものと思われる。「廃棄物資源
循環学」ではマスフロー、廃棄物の発生、処理の現状及び処理技術と
その原理を理解すると共に、廃棄物問題が地球環境保全にとって如何
に大切かを修得する。廃棄物問題の本質についても解説するととも
に、循環型社会の形成における廃棄物のあり方についても述べる。（*
グローバルコースでも開講）

環境計画論

　公害対策から、循環型社会形成推進、地球温暖化対策といった多様
な環境計画、環境政策について具体例に基づいて学びつつ、環境計画
の理念、目的を理解し、計画的な環境管理の手法を修得する。（*グ
ローバルコースでも開講）

水質変換工学

　先進国においては廃水処理なくして快適な生活環境の維持は考えら
れない。一方、開発途上国においては、廃水処理は生存のための必須
条件の重要な一つとなっている。このような社会的ニーズに対応する
ためには、技術者として実際的な廃水処理技術を修得する必要があ
る。本講義では、水処理に関わる知識、特に、生物学的水質変換や生
物学的廃水処理の基礎的知識、および、Life Scienceや遺伝子工学・
生化学的知識の応用、バイオリアクターのシステム制御について学習
することを目的とする。（*グローバルコースでも開講）

国土開発・災害リスクマネジメント

　本講義では、日本の国土開発・社会基盤整備の歴史を俯瞰的に学ぶ
とともに、地震・台風・土砂災害や洪水などの各種自然災害に対する
防災対策やリスク管理手法について、学内外の講師による最新の知
見・情報を修得する。（*グローバルコースでも開講）

地下水環境システム論

　様々な物質による地下水汚染、沿岸部地域における塩水化地下水問
題、さらには廃棄物（例えば、高レベル核廃棄物）処分問題など、地
下水をめぐる課題はますます増加している。さらに地球温暖化による
異常気象（豪雨、渇水）や海面上昇に伴う地下水への影響を考慮する
必要も出てきている。長期渇水に対する重要な水資源としての地下水
の水量・水質の保全対策も急務な課題となっている。従って、これら
広範囲に及ぶ諸問題を考えるにあたり、地下水環境をシステムでとら
える必要がある。講義では、上記のような視点から、地下水の水質、
地下水土壌汚染全般と各論、災害時の上下水道の水量・水質管理、地
下水中の汚染物質輸送特性、地下水の水質形成機構などについて講義
する。（*グローバルコースでも開講）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

応用生態工学

　生態工学は、生態学と工学が融合した学術分野である。特に、土木
工学では、従来の環境修復や自然再生に加え、水や食料の安全保障、
自然資源の持続可能な利用、地域づくりにおける自然資本の有効活
用、生物多様性条約などの国際的枠組などが重要になっている。座学
に加え、動植物の分類、干潟・砂浜の調査、里山の竹の利用などに関
する実習も行う。大学院では、生態系管理の持続性、社会システムな
どについて、実例にふまえた問題解決の提案までを行う。（*グローバ
ルコースでも開講）

地盤環境システム工学

　世の中で様々な環境問題が顕在化している。これまで、この問題に
対して我々は傍観していたわけではなく、どの問題に対しても対策が
立案され、実行に移されてきた。しかしながら、これらの対策が表面
化した問題に対処療法的に応じるのみで、根本的な解決になっていな
いことが圧倒的に多いことが今大きな問題を引き起こしている。本講
義を通じて、環境問題に対する取組みの多くが表面的・断面的である
ことを理解し、工学の立場から環境問題をどのように取り扱うべきで
あるかを学習するとともに、環境と調和した人間活動のあるべき姿を
考える。そして、環境問題に対する根源的、体系的理解を深め、人間
活動の活発化にともない顕在してきた地球規模にまで及ぶ環境問題を
単なる科学技術としての立場ではなく、自然環境や社会環境の中で改
めて捉え直し、新しい環境への取組みを検討する。（*グローバルコー
スでも開講）

課題解決セミナーA

　特定の課題を与え、その解決案を提案させる方式の実践的な講義と
する。
与えられた課題に対する解決案をまとめたプロジェクト提案書を作成
し、最終プレゼンを行う。作業は各個人の役割を明確にしてグループ
で分担して進める。

共同

課題解決セミナーB

　特定の課題を与え、その解決案を提案させる方式の実践的な講義と
する。
与えられた課題に対する解決案をまとめたプロジェクト提案書を作成
し、最終プレゼンを行う。作業は各個人の役割を明確にしてグループ
で分担して進める。本セミナーは基本的に英語で実施する。（*グロー
バルコースでも開講）

共同

プレゼンテーション演習

　英語でプレゼンテーション、質問、司会ができる初歩的な技術を取
得する。そのうえで，国内外の学会で、研究成果等について、正しく
自分の考えを表現し、活発な議論ができるようなスキルの向上を目指
す。（*グローバルコースでも開講）

プレゼンテーションデザイン

　TEDのプレゼンテーション技術（感情に訴える、目新しさを出す、五
感に残す）を習得することを目標とし、効果的なプレゼンテーション
の方法を取得する。

合意形成論演習

　社会資本整備時の合意形成の基本的な考え方、合意形成の場の設
定、ワークショップ（WS）のデザインなどの方法論を深く学ぶ。座学
において合意形成の基本的な考え方を学んだあと、グループでの演習
を中心とした講義を実施する。

環境学実習

　流域から沿岸の水循環、生態系管理、自然資源の伝統的利用、地域
社会、協働について理解を進める。九大伊都キャンパスを核とし、糸
島半島の砂浜、干潟や河川での地域住民との自然の管理の実習、ビー
チクリーン活動、北部九州の山間地の暮らしの見学などを行う。座学
では、生物の分類作業、標本作成作業を行う。（*グローバルコースで
も開講）

実践維持管理工学

　高速道路の計画・設計・建設・維持管理に伴う土木工学に関する技
術課題を選択し、第一線で活躍中の技術者による講義を受け、現場技
術者と一緒に調査・試験等を行い、最後に自分の選択課題に対する成
果発表を行う。

産学連携研究

　土木工学に関連した国内外の企業等に滞在し、現場・プロジェクト
など、実践的な環境の中での実習を行う。実務を体験することで技術
者・研究者としての必要な素養を身につけさせる。（*グローバルコー
スでも開講）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

社会基盤工学特論第一

　コンクリート工学、鋼構造工学に関する理解を深めるため、関連研
究についての研究ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容に
ついての理解を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グ
ローバルコースでも開講）

社会基盤工学特論第二

　構造工学、地震工学に関する理解を深めるため、関連研究について
の研究ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理
解を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコー
スでも開講）

社会基盤工学特論第三

　地盤防災工学に関する理解を深めるため、関連研究についての研究
ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理解を深
めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコースでも
開講）

社会基盤工学特論第四

　地圏環境工学に関する理解を深めるため、関連研究についての研究
ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理解を深
めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコースでも
開講）

社会基盤工学演習第一

　コンクリート工学、鋼構造工学に関する理解を深めるため、最新の
研究成果に関するプレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の
指導のもとで、自身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとり
まとめおよび研究発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

社会基盤工学演習第二

　構造工学、地震工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に
関するプレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもと
で、自身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよ
び研究発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

社会基盤工学演習第三

　地盤防災工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に関する
プレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもとで、自
身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよび研究
発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

社会基盤工学演習第四

　地圏環境工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に関する
プレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもとで、自
身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよび研究
発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学特論第一

　都市工学、交通工学に関する理解を深めるため、関連研究について
の研究ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理
解を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコー
スでも開講）

都市環境工学特論第二

　景観学に関する理解を深めるため、関連研究についての研究ゼミを
実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理解を深めると
ともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学特論第三

　河川工学、衛生工学に関する理解を深めるため、関連研究について
の研究ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理
解を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコー
スでも開講）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

都市環境工学特論第四

　環境工学に関する理解を深めるため、関連研究についての研究ゼミ
を実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理解を深める
とともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコースでも開
講）

都市環境工学特論第五

　水理学、海岸工学に関する理解を深めるため、関連研究についての
研究ゼミを実施する。他者との議論の中で、研究内容についての理解
を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。（*グローバルコース
でも開講）

都市環境工学演習第一

　都市工学、交通工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に
関するプレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもと
で、自身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよ
び研究発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学演習第二

　景観学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に関するプレゼ
ンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもとで、自身の研
究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよび研究発表な
どを行う。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学演習第三

　河川工学、衛生工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に
関するプレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもと
で、自身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよ
び研究発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学演習第四

　環境工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に関するプレ
ゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもとで、自身の
研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよび研究発表
などを行う。（*グローバルコースでも開講）

都市環境工学演習第五

　水理学、海岸工学に関する理解を深めるため、最新の研究成果に関
するプレゼンテーションを行う。また、授業担当教員の指導のもと
で、自身の研究の計画立案・研究の実施・研究成果のとりまとめおよ
び研究発表などを行う。（*グローバルコースでも開講）

材料工学A

　工学府の他専攻の大学院生を対象とし、材料工学の各種研究分野の
うち、製造プロセスに関する講義を行う。特に鉄鋼材料の精錬・製
鋼・連続鋳造・圧延といった鉄鋼材料の一連の製造プロセスについて
講義を行い、材料工学における基礎的事項を学ぶ。

材料工学B

　工学府の他専攻の大学院生を対象とし、材料工学の各種分野のう
ち、材料物性に関する基礎的事項について解説する。特に結晶系、格
子欠陥、状態図、拡散について解説を行うとともに、エネルギー材料
に関する最新の研究トピックスについても紹介する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

応用化学A

（概要）
　応用化学分野（特に機能物質化学）の最先端の研究について、分野
横断的な視点も取り入れながら、他分野の研究者にも理解しやすいよ
うに、体系的に解説する。

（オムニバス方式　全８回）

（49 林 克郎／２回）
・本講義の概要についての解説。また、セラミックスの特徴を解説し
つつ、元素に関する固定概念を取り払うことで見えてくる、材料研究
の面白さについて紹介する。
（45 田中 敬二／１回）
・界面に着目した高分子材料の設計方針について学ぶ。
（32 加地 範匡／１回）
・最先端の遺伝子レベルから細胞レベルにまで及ぶバイオ分析・診断
技術を解説する。
（27 石原 達己／１回）
・セラミック燃料電池の現状を紹介するとともに、最新の電池の開発
を通して、これからの機能性セラミックの果たすべき役割を紹介す
る。
（61 吉澤 一成／１回）
・量子力学の原理に基づいて分子と固体の電子物性および化学反応を
理解する最先端研究に触れる。
（24 安達 千波矢／１回）
・最先端有機光半導体デバイスについて紹介する。
（58 安田　琢磨／１回）
・革新的な有機エレクトロニクスデバイスへの応用、最新の研究事例
を紹介する。

オムニバス方式

応用化学B

（概要）
　応用化学分野（特に分子システム工学）の最先端の研究について、
分野横断的な視点も取り入れながら、他分野の研究者にも理解しやす
いように、体系的に解説する。

（オムニバス方式　全８回）

（51 藤ヶ谷 剛彦／１回）
・ナノカーボン素材を用いた最近の材料開発について表面化学の基礎
を交えつつ概説する。
（41 後藤 雅宏／１回）
・新しい経皮浸透薬の開発ストーリーを中心に概説し、界面活性剤の
化学を学ぶ。
（36 神谷 典穂／１回）
・アミノ酸やタンパク質についての基礎を学んだ後に、最先端の酵素
工学・タンパク質工学を紹介する。
（31 小江 誠司／１回）
・錯体化学の基礎概念を学んだ後に、未踏の錯体化学の挑戦と最先端
の成果について紹介する。
（40 君塚 信夫／１回）
・超分子化学についての基礎を学んだ後に、、分子集積化学の発展と
最新の研究成果について紹介する。
（34 片山 佳樹／１回）
・基礎生化学のエッセンスを学んだ後に、先端の創薬や細胞診断につ
いての開発状況について学ぶ。
（39 木戸秋 悟／１回）
・細胞分化についての生化学を学んだ後に、細胞工学の発展について
紹介する。
（46 田中 賢／１回）
・医用高分子材料について概説した後に、医療材料における表面設計
の重要さを学修する。

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

化学工学A

（概要）
　環境を、大気、熱、物質、エネルギーといった要素からなる巨大シ
ステムとみなすならば、現在問題となっている地球温暖化も含めた環
境問題についても、そのシステムを考慮することによって解決の道を
見出すことができる。この科目では物理化学、熱工学、プロセス工
学、反応工学などからなる化学工学によって、環境を扱う手法につい
て学ぶ。

（オムニバス方式　全８回）

（47 柘植　義文／２回）
・プロセス設計、システム工学の観点から環境を扱う手法を学ぶ。
（63 岩井　芳夫／１回）
・物理化学の観点から化学工学や環境についての視点を解説する。
（50 深井　潤／１回）
・熱工学の基礎とその手法を通じて、化学工学、環境工学の扱いにつ
いて講義を行う。
（37 岸田教授／１回）
・反応工学、化学工学の観点から、環境化学工学について講義を行
う。
（75 山本　剛／１回）
・熱工学、数値解析の観点から環境化学工学について、解説する。
（68 名嘉山　祥也／２回）
・数値解析などの手法を通じた環境化学工学について、解説する。

オムニバス方式

化学工学B

（概要）
　物理化学、移動現象、反応工学、分離工学などからなる化学工学を
生物や材料の分野に適用して、工学的に展開するための基礎学理を学
ぶ。また、最新の生物化学工学、材料化学工学の概要を学ぶ。

（オムニバス方式　全８回）

（35 上平　正道／２回）
・生物をシステムとみなしたシステムや化学工学についての概要を解
説する
（28 井嶋　博之／１回）
・再生医学などの生物を基礎とした化学工学について解説する
（55 三浦　佳子／２回）
・機能性高分子に基づいた化学工学の展開について解説する
（33 梶原　稔尚／１回）
・材料創製のプロセスについての化学工学を解説する
（73 星野　友／２回）
・生物模倣による材料科学や化学工学の手法を解説する

オムニバス方式

機械工学A

　本科目は、機械工学に関する基礎的な内容について講義を行う。こ
の科目では特に、騒音に対して制御音を干渉させることによって抑制
する能動音響制御について、理解に必要な基礎的な知識と技術につい
て、デジタル信号処理・適応制御の基礎を中心に学習する。

機械工学B

　本科目は、機械工学に関する基礎的な内容について講義を行う。気
体と液体が混ざりあった流れを気液二相流と呼び、工業分野では広く
利用されている。この科目では、気液二相熱流動に関する基礎的な知
識について、学習する。

水素エネルギーシステムA

　水素エネルギーシステムは、製造、貯蔵・輸送、利用（発電）から
構成されるが、いずれも熱・運動量・物質（および電荷）の輸送現象
が内在し、高効率、高性能化、あるいは高耐久化にはその現象を理解
し、外部操作や機器構造の最適化が必要となる。本講義ではいくつか
の課題を取り上げ、要素レベル、あるいはシステムレベルで最適化手
法を学ぶ。

水素エネルギーシステムB

　水素エネルギーシステムを学ぶにあたって、水素をはじめとする各
種高圧ガスや高圧ガス設備を安全に取り扱うために、各種高圧ガスの
性質や高圧ガス設備の設計の基本的な知識について、集中講義形式で
学習する。なお、この科目は英語で開講する。

航空宇宙工学A

（概要）
　航空宇宙工学において重要となる、推進工学、流体力学、極限物理
工学、強度振動学、軽構造システム工学の基礎を習得する。

（オムニバス方式　全８回）

（25 安倍　賢一／２回）流体力学の基礎
（44 高橋　厚史／２回）極限物理工学の基礎
（57 矢代　茂樹／２回）強度振動学・軽構造システム工学の基礎
（62 井上　智博／２回）推進工学の基礎

オムニバス方式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

航空宇宙工学B

（概要）
　航空宇宙工学において重要となる、誘導・制御工学、飛行力学、宇
宙機ダイナミクス、宇宙輸送システム工学の基礎を習得する。

（オムニバス方式・共同（一部）　全８回）

（54 外本　伸治、70 坂東(北野)　麻衣／２回）誘導・制御工学の基
礎
（48 花田　俊也／２回）宇宙機ダイナミクスの基礎
（71 東野　伸一郎／２回）飛行力学の基礎
（65 小川　秀朗／２回）宇宙輸送システム工学の基礎

オムニバス方式
共同（一部）

量子物理工学A

　原子炉の基礎理論とこれまでに開発された主要な原子力システムの
構成について概説する。次に、過去に経験したスリーマイル事故、
チェルノブイリ原発事故、福島第一原子力発電所の事故等について学
ぶ。これらを基に大規模システムの管理、安全性についての知識を習
得する。併せて技術者倫理の実例や原子力・放射線技術と法規制につ
いて概説する。

量子物理工学B

　物質が示す多様な物性現象は、様々な工学分野で応用されている。
その多様な物性の起源は電子が持つ量子性に帰着でき、それが物質内
で様々な形で現れてくる。例えば磁石（強磁性体）は身の回りにあふ
れているが、強磁性発現のメカニズムを説明するには量子力学は不可
欠である。また、リニアモーターカーやMRIで利用される超伝導は、電
子の量子性が巨視的スケールにまで発達したものと捉えることができ
る。更に近年注目を浴びる量子コンピューティングは、量子力学の特
色である波動性を計算に利用しようというものである。このように量
子力学の工学応用は今後益々発展していくと予想され、応用研究・開
発を行っていく上でも物性現象における量子性を意識しておくことは
大切である。本講義では、まず量子性について簡単に理解を深めた
後、物性現象において垣間見える量子性について、磁性体や超伝導体
などいくつかの具体例を交えて解説していく。

船舶海洋工学A

（概要）
　船舶海洋工学に関する基礎的な知識や諸計算法、水上や水中に浮か
ぶ浮体の平衡とその安定性、船舶の種類と船型、船舶の抵抗と推進性
能、船舶の運動性能について講義する。

（オムニバス方式　全８回）

（67 金丸　崇／２回）
・船舶に関する諸定義、排水量および諸係数の定義、浮体の平衡とそ
の安定性

（74 山口　悟／２回）
・船舶の種類と船型、船体構造発達史

（26 安東　潤／２回）
・船体抵抗の成分と力学的相似則、船舶の推進性能のメカニズム

（53 古川　芳孝／２回）
・船舶の動揺、船舶の操縦性能

オムニバス方式

船舶海洋工学B

（概要）
　船舶・海洋構造物に代表される大型鋼構造物の製作に必要な鉄鋼材
料を中心とする構造用金属材料の性質とその加工方法、船舶や海洋構
造物の構造強度設計に関する基本的な考え方や基礎知識について講義
する。

（オムニバス方式　全８回）

（42 後藤(長)　浩二／４回）
構造用金属材料の基礎事項、材料強度試験、溶接技術の基礎事項、溶
接構造物の強度評価

（59 柳原　大輔／４回）
船舶の構造方式と特徴、船舶の構造強度と安全性、船舶の構造設計手
順、船舶に作用する荷重

オムニバス方式

地球資源システム工学A

　他専攻の大学院生を対象として、地球資源システム工学における基
礎的な知識を学ぶ。この科目では、地球資源システム工学の中でも特
に応用地質学、物理探査学、地球熱システム学、エネルギー資源工学
についての基礎的な知識を体系的に習得する。

地球資源システム工学B

　他専攻の大学院生を対象として、地球資源システム工学における基
礎的な知識を学ぶ。地球資源システム工学の中でも特に資源開発工
学、岩盤・開発機械システム工学、資源処理・環境修復工学について
の基礎的な知識を体系的に習得する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

建設材料工学講究A

コンクリート工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるた
め、関連研究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文
の研究計画の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を
行う。 （*グローバルコースでも開講）

建設材料工学講究B

　鋼構造工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連
研究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計
画の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。
（*グローバルコースでも開講）

建設設計工学講究A

　構造工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

建設設計工学講究B

　地震工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

防災地盤工学講究A

　地盤工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。（*グ
ローバルコースでも開講）

防災地盤工学講究B

　防災地盤工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関
連研究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究
計画の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。
（*グローバルコースでも開講）

環境地盤工学講究

　地圏環境工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関
連研究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究
計画の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。
（*グローバルコースでも開講）

都市システム計画学講究A

　都市工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

都市システム計画学講究B

　計画学や交通工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるた
め、関連研究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文
の研究計画の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を
行う。 （*グローバルコースでも開講）

環境デザイン工学講究A

　景観学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研究
についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画の
立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*グ
ローバルコースでも開講）

都市環境工学講究A

　生態工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

都市環境工学講究B

　衛生工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

環境システム工学講究A

　環境工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

環境水理学講究

　水理学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研究
についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画の
立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*グ
ローバルコースでも開講）

沿岸海洋工学講究

　海岸工学等に関連した博士論文の到達度を向上させるため、関連研
究についての研究討論ゼミを実施するとともに、博士論文の研究計画
の立案、研究の実施、研究成果のとりまとめや研究発表を行う。 （*
グローバルコースでも開講）

土木工学研究企画演習

　博士論文に関連する研究について、研究ゼミを実施する。研究内容
についての理解を深めるとともに、新たな研究課題を探求する。ま
た、博士論文に関する研究計画・プロセスについてまとめる。（*グ
ローバルコースでも開講）

土木工学学指導演習

　土木分野で活躍できる技術者・研究者・教育者になるための、土木
工学に関する実践的指導力を養う。プロジェクトを実行するために必
要なマネージメントの能力を身に着ける。（*グローバルコースでも開
講）

土木工学特別演習

　土木業界におけるプロジェクト開発の進め方を学び、土木分野で活
躍できる先導的技術者・研究者に必要な能力を養う。（*グローバル
コースでも開講）

産学連携実習

　土木工学に関連した国内外の企業や研究所等に滞在し、現場やプロ
ジェクトなど、実践的な環境の中で，数週間から数ヶ月の実習を行
う。実務を体験することで，実社会での課題を探求したり，課題の解
決法を学んだりし，技術者・研究者・教育者になるためのさらなる成
長を促す。（*グローバルコースでも開講）

工学研究企画

　工学府博士後期課程の共通科目として年に4回「工学研究セミナー」
を開催し、ゲストスピーカーによる講演や博士後期課程学生によるポ
スター発表・口頭発表を行う。本学府に在籍する全専攻の学生が分野
を超えて行うポスター発表・口頭発表は、自身の研究分野・研究内容
や研究成果がもたらす社会的なインパクトを自身の専門分野以外の学
生に分かり易く説明できるようになることに主眼を置く。このような
分野を超えた協学の機会を設けることにより、自らの研究内容を分か
り易く説明するコミュニケーション能力を涵養する。（*グローバル
コースでも開講）
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案内図 22
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［32分］

地下鉄空港線
［9分］

地下鉄空港線
［5分］

地下鉄空港線
［11分］

地下鉄中洲川端駅 JR博多駅 地下鉄天神駅

［8分］ 地下鉄箱崎線 ［4分］ JR鹿児島本線
［15分］

乗り換え

西鉄福岡（天神）駅

JR九大学研都市駅 地下鉄
箱崎九大前駅

地下鉄
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※所要時間はおおよその時間。
※伊都キャンパスへは，博多，天神からの直行バスも運行。

※その他のアクセス方法は でご確認ください。http://www.kyushu-u.ac.jp/access/index.php
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 交通アクセス

伊都キャンパス

JR九大学研都市駅

地下鉄空港線
JR筑肥線

（姪浜駅接続）
［32分］

昭和バス
［15分］

徒歩
［1分］

地下鉄箱崎線［8分］ ［5分］

徒歩
［2分］

徒歩
［1分］

JR鹿児島本線
［15分］

地下鉄空港線
［5分］

地下鉄空港線
［11分］

地下鉄空港線
［9分］

徒歩［5分］

乗り換え

［7分］

福　岡　空　港

箱崎キャンパス

地下鉄
箱崎九大前駅

地下鉄
馬出九大病院前駅
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西鉄大橋駅

西鉄福岡（天神）駅

地下鉄天神駅

大橋キャンパス

※所要時間はおおよその時間。
※伊都キャンパスへは，博多，天神からの直行バスも運行。
※その他のアクセス方法は http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/campus/access/ito/でご確認ください。

九州大学別府キャンパス九州大学別府キャンパス
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九州大学学則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 １ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第２条の２）

第２章 組織等（第３条～第１７条）

第３章 役員、職員等（第１８条～第２６条）

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議（第２７条～第３０条）

第５章 部局長会議（第３１条～第３７条）

第６章 教授会（第３８条）

第７章 雑則（第３９条）

附則

第１章 総則

（目的等）

第１条 九州大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）の精

神に則り、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知

的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。 【学教法第８３条】

２ 本学は、前項の目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供すること

により、社会の発展に寄与するものとする。

（自己評価等）

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するも

のとする。 【学教法第１０９条】

２ 本学は、前項の自己点検・評価及び第三者評価等多様な評価の結果を本学の目標・計画に反

映させ、不断の改革に努めるものとする。

（教育研究活動状況の公表）

第２条の２ 本学は、教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の

状況を公表するものとする。 【学教法第１１３条】

第２章 組織等

（学部）

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部及び学科を置く。

【学教法第８５条】【大学設置基準第４条】

学 部 学 科

共創学部 共創学科

文学部 人文学科

教育学部

法学部

経済学部 経済・経営学科、経済工学科

理学部 物理学科、化学科、地球惑星科学科、数学科、生物学科
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医学部 医学科、生命科学科、保健学科

歯学部 歯学科

薬学部 創薬科学科、臨床薬学科

工学部 電気情報工学科、材料工学科、応用化学科、化学工学科、融合基礎工学科、機械

工学科、航空宇宙工学科、量子物理工学科、船舶海洋工学科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建築学科

芸術工学部 芸術工学科

農学部 生物資源環境学科

２ 学部又は学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学設置基準第２条】

３ 学部又は学科ごとの卒業認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 各学部の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

５ 学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号）で定める。

（大学院）

第４条 本学に、九州大学大学院（以下「本大学院」という。）を置く。 【学教法第９７条】

２ 本大学院は、本学の目的に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又

は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展

に寄与することを目的とする。 【学教法第９９条】

３ 本大学院のうち、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培うことを目的とするものは、専門職大学院とする。

【学教法第９９条】

第５条 本大学院に、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１００条ただし書に規定する研

究科以外の教育研究上の基本となる組織として、教育上の目的に応じて組織する学府及び研究

上の目的に応じ、かつ、教育上の必要性を考慮して組織する研究院を置く。

【学教法第１００条】

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれぞれ

同表の右欄に掲げる専攻を置く。 【大学院設置基準第６条】

学 府 専 攻

人文科学府 人文基礎専攻、歴史空間論専攻、言語・文学専攻

地球社会統合科学府 地球社会統合科学専攻

人間環境学府 都市共生デザイン専攻、人間共生システム専攻、行動システム専攻、教

育システム専攻、空間システム専攻、実践臨床心理学専攻

法学府 法政理論専攻

法務学府 実務法学専攻
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経済学府 経済工学専攻、経済システム専攻、産業マネジメント専攻

理学府 物理学専攻、化学専攻、地球惑星科学専攻

数理学府 数理学専攻

システム生命科学府 システム生命科学専攻

医学系学府 医学専攻、医科学専攻、保健学専攻、医療経営・管理学専攻

歯学府 歯学専攻

薬学府 創薬科学専攻、臨床薬学専攻

工学府 材料工学専攻、応用化学専攻、化学工学専攻、建設システム工学専攻、

都市環境システム工学専攻、土木工学専攻、船舶海洋工学専攻、地球資

源システム工学専攻、共同資源工学専攻、量子物理工学専攻、機械工学

専攻、水素エネルギーシステム専攻、航空宇宙工学専攻

芸術工学府 芸術工学専攻、デザインストラテジー専攻

システム情報科学府 情報学専攻、情報知能工学専攻、電気電子工学専攻

総合理工学府 量子プロセス理工学専攻、物質理工学専攻、先端エネルギー理工学専攻、

環境エネルギー工学専攻、大気海洋環境システム学専攻

生物資源環境科学府 資源生物科学専攻、環境農学専攻、農業資源経済学専攻、生命機能科学

専攻

統合新領域学府 ユーザー感性学専攻、オートモーティブサイエンス専攻、ライブラリー

サイエンス専攻

備考

各学府は、博士課程とする。ただし、医学系学府医科学専攻は修士課程、人間環境学府実

践臨床心理学専攻、法務学府実務法学専攻、経済学府産業マネジメント専攻及び医学系学府

医療経営・管理学専攻は専門職学位課程（第４条第３項の専門職大学院の課程をいう。以下

同じ。）とし、そのうち法務学府実務法学専攻は法科大学院とする。

２ 学府又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学院設置基準第１条の２】

３ 学府又は専攻ごとの修了認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う

ことを目的とする。 【大学院設置基準第４条第１項】

５ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加

えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。

【大学院設置基準第３条第１項】

６ 専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力
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を培うことを目的とし、そのうち法科大学院にあっては、専ら法曹養成のための教育を行うこ

とをその目的とする。 【専門職大学院設置基準第２条第１項、第１８条】

７ 各学府の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

８ 学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）で定める。

第７条 第５条の本大学院に置く研究院は、次に掲げるとおりとする。

(1) 人文科学研究院

(2) 比較社会文化研究院

(3) 人間環境学研究院

(4) 法学研究院

(5) 経済学研究院

(6) 言語文化研究院

(7) 理学研究院

(8) 数理学研究院

(9) 医学研究院

(10) 歯学研究院

(11) 薬学研究院

(12) 工学研究院

(13) 芸術工学研究院

(14) システム情報科学研究院

(15) 総合理工学研究院

(16) 農学研究院

（基幹教育院）

第７条の２ 本学に、本学の学生として共通に期待される学びの基幹を育成するための全学組織

として、基幹教育院を置く。

２ 基幹教育院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（高等研究院）

第７条の３ 本学に、高度な研究活動を推進するための全学的組織として、高等研究院を置く。

２ 高等研究院は、本学が世界的研究教育拠点として、学界をリードする卓越した研究成果を上

げるために、分野を問わず、本学の誇る優れた研究者のうち、その専門分野において極めて高

い研究業績を有する者、ポスト・プロフェッサー及び本学の次世代を担う若手研究者が実質的

かつ高度な研究活動を展開する場として、全学的な協力体制のもとに設置するとともに、これ

らの活動を通じて人材を育成し、その研究成果を広く社会に還元することを目的とする。

３ 高等研究院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（附置研究所）

第８条 本学に、研究所を附置する。

２ 前項の研究所（以下「附置研究所」という。）は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該

附置研究所の目的は、それぞれ同表の右欄に定めるとおりとする。 【学教法第９６条】

附置研究所 目 的

生体防御医学研究所 生体防御医学に関する学理及びその応用の研究

応用力学研究所 力学に関する学理及びその応用の研究

先導物質化学研究所 物質化学に関する先導的な総合研究

マス・フォア・イン 数学の産業応用及びその学理研究

ダストリ研究所
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３ 各附置研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（国際研究所）

第８条の２ 本学に、カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所を置く。

２ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所は、カーボンニュートラル・エネルギー研究

に関する基礎科学を創出するとともに、環境調和型で持続可能な社会の実現に向けた課題の解

決に貢献することを目的とする。

３ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で

定める。

（病院）

第９条 医学部及び歯学部に、これらに附属する共用の教育研究施設として、医学部・歯学部附

属病院を置き、九州大学病院（以下「病院」という。）と称する。 【大学設置基準第３９条】

２ 病院の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（附属図書館）

第１０条 本学に、附属図書館を置く。 【大学設置基準第３６条】

２ 附属図書館の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

第１１条 削除

（情報基盤研究開発センター）

第１２条 本学に、研究、教育等に係る情報化を推進するための実践的調査研究、基盤となる設

備等の整備及び提供その他専門的業務を行う全国共同利用施設として、情報基盤研究開発セン

ターを置く。

２ 情報基盤研究開発センターは、前項の業務のほか、本学における情報基盤に係るシステム開

発を行う。

３ 情報基盤研究開発センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育関係共同利用拠点）

第１２条の２ 第７条の２に規定する基幹教育院は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令

第１１号。以下「学教法施行規則」という。）第１４３条の２第２項の規定により、文部科学

大臣の認定を受けた教育関係共同利用拠点として他大学の利用に供するものとする。

（共同利用・共同研究拠点）

第１２条の３ 次の表に掲げる附置研究所等は、学教法施行規則第１４３条の３第２項の規定に

より、文部科学大臣の認定を受けた共同利用・共同研究拠点としてそれぞれ学術研究の発展に

資するものとする。

附置研究所等 共同利用・共同研究拠点

生体防御医学研究所 多階層生体防御システム研究拠点

応用力学研究所 応用力学共同研究拠点

先導物質化学研究所 物質・デバイス領域共同研究拠点

マス・フォア・インダストリ研究所 産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点

情報基盤研究開発センター 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

（エネルギー研究教育機構）

第１２条の４ 本学に、エネルギー分野における高度な研究及び教育活動を推進するための全学

的組織として、エネルギー研究教育機構を置く。

２ エネルギー研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。
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（アジア・オセアニア研究教育機構）

第１２条の５ 本学に、アジア・オセアニア地域における社会的課題の解決、課題の発掘及び提

示に向けた研究教育活動を推進するための全学的組織として、アジア・オセアニア研究教育機

構を置く。

２ アジア・オセアニア研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（学内共同教育研究センター）

第１３条 本学に、次に掲げるいずれかの機能を担い、本学の教員その他の者が共同して教育研

究活動を行う組織として、学内共同教育研究センターを置く。 【学教法第９６条】

(1) 主に教育又は研究活動を支援すること。

(2) 主に教育又は研究を推進すること。

(3) その他全学業務を推進すること。

２ 学内共同教育研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、そのうち設置期間を定め

る学内共同教育研究センターの当該設置期間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとす

る。

学内共同教育研究センター 設置期間の満了する日

生物環境利用推進センター

熱帯農学研究センター

アイソトープ統合安全管理センター

中央分析センター

留学生センター

総合研究博物館

システムＬＳＩ研究センター 令和３年３月３１日

国際宇宙天気科学・教育センター 令和４年３月３１日

韓国研究センター

医療系統合教育研究センター

超伝導システム科学研究センター 令和５年３月３１日

未来デザイン学センター

グローバルイノベーションセンター

超顕微解析研究センター

環境安全センター

西部地区自然災害資料センター
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大学文書館

ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター

アドミッションセンター

水素エネルギー国際研究センター

未来化学創造センター 令和７年３月３１日

鉄鋼リサーチセンター 令和７年３月３１日

低温センター

加速器・ビーム応用科学センター

稲盛フロンティア研究センター 令和４年３月３１日

グリーンテクノロジー研究教育センター 令和５年３月３１日

シンクロトロン光利用研究センター

先端医療オープンイノベーションセンター 令和７年３月３１日

極限プラズマ研究連携センター 令和６年３月３１日

有体物管理センター

分子システム科学センター 令和５年３月３１日

日本エジプト科学技術連携センター 令和６年３月３１日

プラズマナノ界面工学センター 令和６年３月３１日

ＥＵセンター 令和３年５月３１日

環境発達医学研究センター 令和３年３月３１日

ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター 令和３年９月３０日

バイオメカニクス研究センター 令和３年３月３１日

次世代燃料電池産学連携研究センター 令和４年３月３１日

科学技術イノベーション政策教育研究センター 令和８年３月３１日

先端素粒子物理研究センター 令和５年３月３１日



- 8 -

分子システムデバイス産学連携教育研究センター 令和６年３月３１日

水素材料先端科学研究センター 令和５年３月３１日

アジア埋蔵文化財研究センター 令和５年３月３１日

キャンパスライフ・健康支援センター

五感応用デバイス研究開発センター 令和５年１０月３１日

持続可能な社会のための決断科学センター

サイバーセキュリティセンター

数理・データサイエンス教育研究センター 令和４年３月３１日

植物フロンティア研究センター 令和５年３月３１日

最先端有機光エレクトロニクス研究センター 令和６年３月３１日

都市研究センター 令和６年３月３１日

次世代接着技術研究センター 令和６年３月３１日

先進電気推進飛行体研究センター 令和１２年３月３１日

３ 各学内共同教育研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（先導的研究センター）

第１３条の２ 本学に、先導的に研究を行う拠点として、先導的研究センターを置く。

２ 先導的研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、各先導的研究センターの設置期

間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとする。

先導的研究センター 設置期間の満了する日

ヒトプロテオーム研究センター 令和５年３月３１日

次世代蓄電デバイス研究センター 令和３年３月３１日

次世代経皮吸収研究センター 令和３年３月３１日

浅海底フロンティア研究センター 令和３年３月３１日

確率解析研究センター 令和３年３月３１日

多重ゼータ研究センター 令和３年３月３１日

がん幹細胞研究センター 令和３年３月３１日

大気物理統合解析センター 令和４年３月３１日
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３ 各先導的研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学部等の附属施設）

第１４条 次の表の左欄に掲げる学部、学府、研究院、附置研究所等に、それぞれ同表の右欄に

掲げる附属の教育施設又は研究施設を置く。 【大学設置基準第３９条】

学 部 等 附 属 施 設

理学部 天草臨海実験所

農学部 農場、演習林

人間環境学府 総合臨床心理センター

工学府 ものづくり工学教育研究センター

システム情報科学府 電気エネルギーシステム教育研究センター

薬学府 薬用植物園

生物資源環境科学府 水産実験所

理学研究院 地震火山観測研究センター

医学研究院 胸部疾患研究施設、心臓血管研究施設、脳神経病研究施設、ヒト疾患

モデル研究センター、総合コホートセンター、プレシジョンメディシ

ン研究センター

歯学研究院 オーラルヘルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センター

薬学研究院 産学官連携創薬育薬センター

工学研究院 環境工学研究教育センター、アジア防災研究センター、国際教育支援

センター、小分子エネルギーセンター

芸術工学研究院 応用知覚科学研究センター、応用生理人類学研究センター、ソーシャ

ルアートラボ、環境設計グローバル・ハブ、ＳＤＧｓデザインユニッ

ト

農学研究院 生物的防除研究施設、遺伝子資源開発研究センター、国際農業教育・

研究推進センター、イノベーティブバイオアーキテクチャーセンター、

昆虫科学・新産業創生研究センター

生体防御医学研究所 トランスオミクス医学研究センター、システム免疫学統合研究センタ

ー

応用力学研究所 大気海洋環境研究センター、高温プラズマ理工学研究センター、自然

エネルギー統合利用センター
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カーボンニュートラ 次世代冷媒物性評価研究センター

ル・エネルギー国際

研究所

情報基盤研究開発セ 汎オミクス計測・計算科学センター

ンター

２ 各附属施設の内部組織その他必要な事項は、当該学部等の長が、別に定める。

（国際交流推進機構）

第１５条 本学に、次に掲げる特定の重要事項に関し、企画、実施又は推進する組織として、国

際交流推進機構を置く。

(1) 学術の国際交流の推進

(2) 学生の海外留学及び外国人留学生受入れ等の推進

(3) アジアの総合研究等の推進

２ 国際交流推進機構の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（情報統括本部）

第１５条の２ 本学に、全学的な情報支援を行うための組織として、情報統括本部を置く。

２ 情報統括本部の目的は、次に掲げるとおりとする。

(1) 全学的な情報基盤の整備

(2) 情報技術を用いた教育研究及び大学運営に関わる業務の総合的な支援

３ 情報統括本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（統合移転推進本部）

第１５条の３ 本学に、統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画を推進するための組織とし

て、統合移転推進本部を置く。

２ 統合移転推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（基金本部）

第１５条の４ 本学に、九州大学基金による支援助成事業及び基金強化事業（以下「基金事業」

という。）を推進するための組織として、基金本部を置く。

２ 基金本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（広報本部）

第１５条の５ 本学に、広報戦略の策定及び広報活動の推進を図るための組織として、広報本部

を置く。

２ 広報本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（グローバル化推進本部）

第１５条の６ 本学に、全学的なグローバル化を推進するための組織として、グローバル化推進

本部を置く。

２ グローバル化推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学術研究・産学官連携本部）

第１５条の７ 本学に、全学の学術研究及び産学官連携を推進するための組織として、学術研究

・産学官連携本部を置く。

２ 学術研究・産学官連携本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（教育改革推進本部）

第１５条の８ 本学に、教育課程及び教育方法等の改善、高大接続・入試改革等の教育改革並び

にキャリア教育の開発等を推進するための組織として、教育改革推進本部を置く。

２ 教育改革推進本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（推進室等）

第１６条 本学に、特定の重要事項を企画、推進又は支援する組織として、推進室等を置く。

２ 前項の推進室等は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該推進室等の目的は、それぞれ同

表の右欄に定めるとおりとする。
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推進室等 目 的

社会連携推進室 社会連携（産学官連携を除く。）の推進を支援すること。

国際交流推進室 国際交流の推進を支援すること。

ＳＨＡＲＥオフィス 全学的なグローバル化の推進を支援すること。

インスティテューショナ 大学運営の基礎となる情報の調査・収集・分析及び提供により、大

ル・リサーチ室 学の意思決定を支援すること。

キャンパス計画室 キャンパス計画の推進を支援すること。

環境安全衛生推進室 安全衛生の推進を支援すること。

ハラスメント対策推進室 ハラスメントの防止及び対策の推進を支援すること。

男女共同参画推進室 男女共同参画の推進を支援すること。

情報環境整備推進室 情報環境整備の推進を支援すること。

統合移転事業推進室 統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画に係る企画・立案を行

うこと。

法務統括室 法務機能の強化に係る企画・立案を行うこと。

基金事業推進室 基金事業の実施に係る企画・立案を行うこと。

同窓生連携推進室 同窓生との連携に関すること。

広報戦略推進室 広報戦略に基づく広報活動の推進を支援すること。

跡地処分統括室 移転跡地処分のリスクマネジメントに係る企画・立案等を行うこと。

３ 前項の各推進室等の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（伊都診療所）

第１６条の２ 本学に、伊都診療所（以下「診療所」という。）を置く。

２ 診療所の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（事務組織）

第１７条 本学に、庶務、会計、施設及び学生の厚生補導等に関する事務を処理させるため事務

局を置く。

２ 本学の学部、学府等に、その事務を処理させるため事務部を置く。ただし、必要がある場合

は、数個の学部等の事務を併せて処理する事務部を置く。

３ 前２項に規定する事務組織のほか、本学に、内部監査を実施させるとともに、監事監査の事

務を補助させるため監査室を置く。

４ 前３項の事務組織の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

【大学設置基準第４１条、第４２条】

（技術部）
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第１７条の２ 本学の学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所等に、教育研究に関する技

術的な支援を行わせるため、技術部を置くことができる。

２ 前項の技術部の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

第３章 役員、職員等

（役員）

第１８条 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号。以下「法人法」という。）第１０条の

規定に基づき、本学に、役員として、学長（「総長」と称する。）、理事８人以内及び監事２人

を置く。 【法人法第１０条】

第１９条 総長は、校務をつかさどり、所属職員を統督するとともに、本学を代表し、その業務

を総理する。 【学教法第９２条】【法人法第１１条】

２ 総長は、この規則その他の総長が定める規則等において理事又は職員に委任する業務につい

て報告を求め、必要な措置を命じ、又はその措置を自ら行うことができる。

第２０条 理事は、総長の定めるところにより、総長を補佐して本学の業務を掌理し、総長に事

故があるときはその職務を代理し、総長が欠員のときはその職務を行う。 【法人法第１１条】

第２１条 監事は、本学の業務を監査する。この場合において、監事は、監査報告を作成しなけ

ればならない。

２ 監事は、いつでも、役員（監事を除く。）及び職員に対して事務及び事業の報告を求め、又

は本学の業務及び財産の状況を調査することができる。 【法人法第１１条】

（職員）

第２２条 本学に、教員、事務職員、技術職員、高度専門職員その他必要な職員を置く。

２ 前項の教員は、教授、准教授、講師、助教、准助教及び助手（「教務助手」と称する。）と

する。

３ 教授、准教授、講師、助教及び教務助手の職務は学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第

９２条の定めるところによるものとし、准助教の職務は教授及び准教授の職務を助けることと

する。 【学教法第９２条】

（副学長）

第２３条 本学に、総長の定めるところにより、総長を助け、命を受けて校務をつかさどるため、

副学長若干人を置く。

２ 副学長は、理事のうちから総長が指名する者が兼ねる。

３ 前項の規定にかかわらず、総長が特に必要と認めた場合は、職員のうちから総長が指名する

者が副学長を兼ねることができるものとする。 【学教法第９２条】

（副理事）

第２４条 本学に、総長の定めるところにより、理事の職務を助けるため、副理事若干人を置く。

２ 副理事は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（総長補佐）

第２４条の２ 本学に、総長の定めるところにより、総長が命ずる特定の事項を担当し、総長を

助けるため、総長補佐若干人を置くことができる。

２ 総長補佐は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（部局長等）

第２５条 学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所、カーボンニュートラル・エネルギー

国際研究所、病院、附属図書館及び情報基盤研究開発センター（以下「部局」という。）に長

（以下「部局長」という。）を置く。

２ 部局長は、当該部局の業務を掌理する。

３ 各部局に、副部局長を置くことができる。

４ 副部局長は、部局長の定めるところにより、部局長を補佐して部局の業務を処理し、部局長

に事故があるときはその職務を代理し、部局長が欠員のときはその職務を行う。

５ 部局長及び副部局長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

６ 学科及び専攻に、それぞれ学科長又は専攻長を置くことができる。

７ 学科長及び専攻長の任命手続その他必要な事項は、別に定めるものとする。
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（センター長等）

第２６条 学内共同教育研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該学内共同教育研究センターの業務を掌理する。

３ 各学内共同教育研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該学内共同教

育研究センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理し、センター

長が欠員のときはその職務を行う。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第２６条の２ 先導的研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該先導的研究センターの業務を掌理する。

３ 各先導的研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該先導的研究

センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理する。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（所長）

第２６条の３ 診療所に、所長を置く。

２ 所長は、診療所の業務を掌理する。

３ 所長は、本学の教員のうちから総長が指名する。

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議

（役員会）

第２７条 本学に、法人法第１１条第３項各号に規定する事項を審議するため、総長及び理事で

構成する役員会を置く。 【法人法第１１条】

２ 役員会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（経営協議会）

第２８条 本学に、法人法第２０条の規定に基づき、本学の経営に関する重要事項を審議する機

関として、経営協議会を置く。 【法人法第２０条】

２ 経営協議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育研究評議会）

第２９条 本学に、法人法第２１条の規定に基づき、本学の教育研究に関する重要事項を審議す

る機関として、教育研究評議会を置く。 【法人法第２１条】

２ 教育研究評議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（総長選考会議）

第３０条 本学に、法人法第１２条第２項から第６項までの規定に基づき、総長選考会議（以下

「選考会議」という。）を置く。 【法人法第１２条】

２ 選考会議の組織に関し必要な事項は、別に規則で定める。

第５章 部局長会議

（部局長会議）

第３１条 本学に、今後の総合計画の企画立案等に関する基本的事項について審議するため、将

来計画委員会を置く。

第３２条 本学に、予算管理に関する重要事項を審議するため、財務委員会を置く。

第３３条 本学に、大学評価に関する重要事項を審議するため、大学評価委員会を置く。

第３４条 本学に、ハラスメントの防止に関する事項を審議するため、ハラスメント委員会を置

く。

第３５条 本学に、男女共同参画の推進に関する事項を審議するために、男女共同参画推進委員

会を置く。

第３６条 本学に、大学運営上の課題に係る総合的な人事制度、人員管理及び人件費計画等に関

する重要事項を審議するために、人事委員会を置く。

第３６条の２ 本学に、基金事業に関する事項を審議するために、基金委員会を置く。

第３６条の３ 本学に、障害者差別の解消の推進に関する事項を審議するために、障害者支援推
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進委員会を置く。

第３７条 第３１条から前条までに規定する委員会（「部局長会議」と総称する。）の組織、議

事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第６章 教授会

第３８条 部局（病院及び附属図書館を除く。）に、教授会を置く。 【学教法第９３条】

２ 教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項は、九州大学教授会通則（平成１６

年度九大規則第８号）で定める。

第７章 雑則

（雑則）

第３９条 この規則に定めるもののほか、本学の目的を達成するために必要な事項は、別に規則

で定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 法人法附則第１６条第１項の規定に基づき本学に置かれる九州大学医療技術短期大学部（以

下「短期大学部」という。）は、平成１６年４月１日に短期大学部に在学する学生が短期大学

部に在学しなくなる日において、廃止する。

３ 前項の短期大学部に在学する学生の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項につ

いては、九州大学医療技術短期大学部学則（昭和４６年４月８日施行）等の規定によるものと

する。

４ 法人法附則第１７条の規定に基づき、平成１５年９月３０日に当該大学に在学する者が在学

しなくなる日までの間存続するものとされた九州芸術工科大学に在学する者（以下「在学者」

という。）の卒業又は大学院の課程修了のため必要となる教育は、九州大学芸術工学部（以下

「芸術工学部」という。）又は九州大学大学院芸術工学府（以下「芸術工学府」という。）に

おいて行うものとする。

５ 前項の在学者の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州芸術工

科大学学則（平成５年４月１日施行）等の規定によるものとする。ただし、これによることが

できない事項については、総長又は芸術工学部若しくは芸術工学府の教授会が定めるところに

よる。

６ 第１２条の３に規定する附置研究所等は、文部科学大臣の認定期間である平成３４年３月

３１日までの間存続するものとする。

７ 第１３条第１項に規定する宙空環境研究センターは、平成２４年３月３１日まで存続するも

のとする。

８ 第１４条第１項に規定する工学研究院附属の環境システム科学研究センターは平成２０年

３月３１日まで、生体防御医学研究所附属の感染防御研究センターは平成２３年３月３１日ま

で、応用力学研究所附属の力学シミュレーション研究センター及び炉心理工学研究センターは

平成１９年３月３１日まで存続するものとする。

９ 法人法等関係法令又はこの学則等に基づき定める諸規則等のほか、承継的、定型的又は簡易

な事項で総長が必要と認めるものについては、当分の間、総長が定めるところにより、廃止前

の国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）に基づき設置された九州大学の諸規則等の規

定を適用又は準用するものとする。

附 則（平成１６年度九大規則第１９３号）

１ この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

２ 人間環境学府発達・社会システム専攻は、改正後の第６条第１項の規定にかかわらず、平成

１７年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第４号）

１ この規則は、平成１７年７月１５日から施行し、平成１７年７月１日から適用する。

２ 改正後の第１３条第１項に規定するデジタルメディシン・イニシアティブ及びアジア総合政

策センターは、平成２２年６月３０日まで存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第２３号）
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この規則は、平成１７年１１月７日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３０号）

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

２ 薬学部総合薬学科は、改正後の第３条第１項の規定にかかわらず、平成１８年３月３１日に

当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１８年度九大規則第２号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第２５号）

この規則は、平成１８年１０月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

２ 改正後の第１４条第１項に規定する応用力学研究所附属の東アジア海洋大気環境研究センタ

ー及び高温プラズマ力学研究センターは、平成２９年３月３１日まで存続するものとする。

３ 改正後の第２２条第２項に規定する准助教の職種は、平成１９年４月１日に当該職に在職す

る者が在職しなくなる日において、廃止する。

附 則（平成１９年度九大規則第２７号）

この規則は、平成１９年１１月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５８号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 理学府基礎粒子系科学専攻、分子科学専攻、凝縮系科学専攻及び生物科学専攻並びに医学系

学府機能制御医学専攻、生殖発達医学専攻、病態医学専攻、臓器機能医学専攻、分子常態医学

専攻及び環境社会医学専攻は、改正後の九州大学学則（以下「新規則」という。）第６条第１

項の規定にかかわらず、平成２０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

３ 新規則第１４条第１項に規定する工学研究院附属の循環型社会システム工学研究センター

は、平成３０年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２０年度九大規則第１号）

この規則は、平成２０年４月１７日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第９号）

この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

２ システム情報科学府情報理学専攻、知能システム学専攻、情報工学専攻、電気電子システム

工学専攻及び電子デバイス工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以下「新学則」

という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２１年３月３１日に当該専攻に在学する者

が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成２１年度九大規則第１号）

この規則は、平成２１年５月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５号）

この規則は、平成２１年６月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２１年８月１日から施行し、第１３条第１項にシンクロトロン光利用研究セ

ンターを加える改正規定は、平成２１年７月１日から適用する。

附 則（平成２１年度九大規則第２０号）

１ この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第３６条の６の規定は、平成２１年９月１日から適用

する。
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附 則（平成２１年度九大規則第３３号）

この規則は、平成２１年１１月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第４９号）

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

２ 法学府基礎法学専攻、公法・社会法学専攻、民刑事法学専攻、国際関係法学専攻及び政治学

専攻並びに薬学府医療薬科学専攻（修士課程）及び創薬科学専攻（修士課程）並びに工学府機

械科学専攻及び知能機械システム専攻並びに生物資源環境科学府生物資源開発管理学専攻、植

物資源科学専攻、生物機能科学専攻、動物資源科学専攻、農業資源経済学専攻、生産環境科学

専攻、森林資源科学専攻及び遺伝子資源工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以

下「新規則」という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２２年３月３１日に当該専攻

に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第６項の規定にかかわらず、生体防御医

学研究所附属の感染防御研究センターは、廃止する。

附 則（平成２２年度九大規則第１号）

この規則は、平成２２年４月２８日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

附 則（平成２２年度九大規則第６号）

この規則は、平成２２年７月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１２号）

１ この規則は、平成２２年８月１日から施行する。ただし、第１３条第１項に応用知覚研究セ

ンターを加える改正規定は同年９月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１３条第１項に規定する応用知覚研究センターは、

平成２４年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２２年度九大規則第３０号）

この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４５号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２３年１月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２３年２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１号）

この規則は、平成２３年５月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第４号）

この規則は、平成２３年６月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８号）

１ この規則は、平成２３年７月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定するシステム情報科学府附属の

高度ＩＣＴ人材教育開発センターは、平成３２年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２３年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２３年８月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第６８号）

この規則は、平成２３年１１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第７２号）
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この規則は、平成２４年１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８０号）

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

２ この規則の施行前に設置された薬学府医療薬科学専攻（博士後期課程）及び創薬科学専攻（博

士後期課程）は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわらず、平

成２４年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとす

る。

附 則（平成２４年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第２９号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。ただし、第２５条に係る改正規定は、平成

２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２５年１月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３７号）

この規則は、平成２５年２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４２号）

この規則は、平成２５年３月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４５号）

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する自然エネルギー統合利用セ

ンターは、平成３５年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２５年度九大規則第２号）

この規則は、平成２５年５月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８号）

この規則は、平成２５年６月３日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。

附 則（平成２５年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２５年７月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第１６号）

この規則は、平成２５年８月１日から施行する。ただし、知的財産本部の名称及び目的に係る

改正規定は、平成２５年９月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４０号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年１２月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表に薬学研究院

の項を加える改正規定は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第５１号）

この規則は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２６年１月２７日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２６年３月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８３号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 比較社会文化学府は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわら

ず、平成２６年３月３１日に当該学府に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するも

のとする。

附 則（平成２６年度九大規則第２号）

この規則は、平成２６年４月３０日から施行し、この規則による改正後の九州大学学則の規定
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は、平成２６年４月１日から適用する。

附 則（平成２６年度九大規則第６号）

この規則は、平成２６年８月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。ただし、第１３条第１項の表に係る改正規

定は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第６０号）

この規則は、平成２６年１２月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７０号）

この規則は、平成２７年１月２２日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７６号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 九州大学高等教育機構規則（平成１８年度九大規則第３号）は、廃止する。

附 則（平成２６年度九大規則第７７号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１２０号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２号）

この規則は、平成２７年６月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第９号）

この規則は、平成２７年１０月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２１号）

この規則は、平成２７年１２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２８年１月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２６号）

この規則は、平成２８年２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成２８年３月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３４号）

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する次世代冷媒物性評価研究セ

ンターは、平成３３年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２８年度九大規則第３号）

この規則は、平成２８年６月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８号）

この規則は、平成２８年７月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２８年７月２９日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第２０号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６５号）

この規則は、平成２８年１２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６９号）

この規則は、平成２９年１月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２９年２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２９年３月１日から施行する。
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附 則（平成２８年度九大規則第８５号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表中のオーラルヘ

ルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センターを加える規定は、平成２８年４月１日から

適用する。

附 則（平成２９年度九大規則第１号）

この規則は、平成２９年５月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第５号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第８号）

この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２９年１１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４０号）

この規則は、平成３０年１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４８号）

この規則は、平成３０年２月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６７号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 生物資源環境科学府生物産業創成専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１

項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

附 則（平成３０年度九大規則第１号）

この規則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１１号）

この規則は、平成３０年７月１日から施行する。ただし、第１３条の２の規定は、平成３０年

４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１８号）

この規則は、平成３０年１１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第２２号）

この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第４９号）

この規則は、平成３１年１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第６０号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２号）

この規則は、令和元年８月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第４号）

この規則は、令和元年１０月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第１９号）

この規則は、令和元年１１月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２４号）

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。

２ 芸術工学部環境設計学科、工業設計学科、画像設計学科、音響設計学科及び芸術情報設計学

科は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項の規定にかかわらず、令和２年３月

３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、
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化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。



 
 

九州大学学則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ３年 ３月  日 

工学部及び工学府を改組することに伴い、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）の一

部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

（学部） 

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部

及び学科を置く。 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

電気情報工学科、材料

工学科、応用化学科、化

学工学科、融合基礎工

学科、機械工学科、航空

宇宙工学科、量子物理

工学科、船舶海洋工学

科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建

築学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表

の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれ

ぞれ同表の右欄に掲げる専攻を置く。 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

材料工学専攻、応用化

学専攻、化学工学専攻、

建設システム工学専

攻、都市環境システム

工学専攻、土木工学専

攻、船舶海洋工学専攻、

地球資源システム工学

専攻、共同資源工学専

攻、量子物理工学専攻、

機械工学専攻、水素エ

ネルギーシステム専

攻、航空宇宙工学専攻 

（略） 

（略） 

（学部） 

第３条 （同左） 

 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

建築学科、電気情報工

学科、物質科学工学科、

地球環境工学科、エネ

ルギー科学科、機械航

空工学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 （同左） 

 

 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

物質創造工学専攻、物

質プロセス工学専攻、

材料物性工学専攻、化

学システム工学専攻、

建設システム工学専攻

、都市環境システム工

学専攻、海洋システム

工学専攻、地球資源シ

ステム工学専攻、共同

資源工学専攻、エネル

ギー量子工学専攻、機

械工学専攻、水素エネ

ルギーシステム専攻、

航空宇宙工学専攻 

（略） 



 
 

２～８ （略） 

（略） 

２～８ （略） 

（略）   

附 則 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、

化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。 
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九州大学大学院通則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ３ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ４年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第８条）

第２章 入学、再入学、転学及び編入学等（第９条～第１７条の３）

第３章 教育方法等（第１７条の４～第２６条）

第４章 修了要件及び学位授与（第２７条～第３２条）

第５章 退学、留学及び休学（第３３条～第３６条）

第６章 表彰、除籍及び懲戒（第３７条～第４０条）

第７章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料（第４１条～第４５条）

第８章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生（第４６条～第５１条）

第９章 専門職大学院の教育方法等（第５２条～第５８条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第６条第７項の規定に基づ

き、学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項を

定めるものとする。

（修業年限等）

第２条 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）

の標準修業年限は、５年とする。

【大学院設置基準第４条】

２ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の標準修業年限は、４年と

する。

【大学院設置基準第３６条】

３ 後期３年の課程のみの博士課程（以下「後期のみの博士課程」という。）の標準修業年限は、

３年とする。 【大学院設置基準第４条】

４ 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）は、

これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程は、修士課程として取り扱うも

のとする。

【大学院設置基準第４条】

５ 前項の規定にかかわらず、システム生命科学府の博士課程にあっては、この区分を設けない

ものとする。

６ 第４項の前期２年及び後期３年の課程並びに前項の課程は、それぞれ「修士課程」及び「博

士後期課程」並びに「一貫制博士課程」という。

７ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。 【大学院設置基準第３条】

８ 前項の規定にかかわらず、修士課程においては、主として実務の経験を有する者に対して教

育を行う場合であって、教育研究上の必要があり、かつ、昼間と併せて夜間その他の特定の時

間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないとき

は、各学府規則の定めるところにより、専攻又は学生の履修上の区分に応じ、標準修業年限を

１年以上２年未満とすることができる。 【大学院設置基準第３条】

第３条 専門職学位課程（法務学府実務法学専攻（以下「法科大学院」という。）を除く。）の

標準修業年限は、２年とする。 【専門職大学院設置基準第２条】

２ 法科大学院の標準修業年限は、３年とする。 【専門職大学院設置基準第１８条】
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（在学期間の限度）

第４条 九州大学大学院（以下「本大学院」という。）における同一学府の在学期間の限度は、

修士課程は４年、博士後期課程及び後期のみの博士課程は６年、一貫制博士課程は１０年とす

る。

２ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程は、８年とする。

第５条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）における在学期間の限度は４年とし、法科大学

院における在学期間の限度は６年とする。

（定員）

第６条 各学府の学生の定員は、別表第１、別表第２及び別表第３のとおりとする。

（学年及び学期）

第７条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 【学教法規則第１６３条】

２ 学期の区分は、各学府規則において定める。

３ 前項に定める各学期は、２つの授業期間に区分することができる。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２３条】

（休業日）

第８条 休業日（授業を行わない日）は、次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

九州大学記念日 ５月１１日

別に定める春季、夏季及び冬季の各休業日

２ 臨時の休業日は、その都度定める。

３ 前２項の休業日において、特に必要がある場合には、授業を行うことがある。

第２章 入学、再入学、転学及び編入学等

（入学の時期）

第９条 学生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特に必要があり、かつ、教育上支障

がないと認めるときは、学期の始めに入学させることができる。

【学教法規則第１６３条】

（修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位課程の入学資格）

第１０条 修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は、次の各

号のいずれかに該当する者とする。

(1) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

(3) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして

文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修

了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修するこ

とにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育

施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士

の学位に相当する学位を授与された者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後
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に修了した者

(8) 文部科学大臣の指定した者

(9) 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学院の学府

において、本大学院の学府における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(10) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、２２歳に達したもの 【学教法第１０２条、学教法規則第１５５条】

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本大学院の学府の定

める単位を優秀な成績で修得したと認めるものを、修士課程、一貫制博士課程及び専門職学位

課程に入学させることができる。

(1) 学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者

(2) 外国において学校教育における１５年の課程を修了した者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１５年の課程を修了した者

(4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１５年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者

【学教法第１０２条、学教法規則第１５９条、第１６０条】

（博士後期課程及び後期のみの博士課程の入学資格）

第１１条 博士後期課程及び後期のみの博士課程に入学することのできる者は、次の各号のいず

れかに該当する者とする。

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者

(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専

門職学位に相当する学位を授与された者

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し、修

士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和

５１年法律第７２号）第１条第２項に規定する１９７２年１２月１１日の国際連合総会決議

に基づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し、修士

の学位に相当する学位を授与された者

(6) 外国の学校、第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、第２

７条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認められた者

(7) 文部科学大臣の指定した者

(8) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有す

る者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達したもの

【学教法第１０２条、学教法規則第１５６条】

（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の入学資格）

第１２条 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に入学することので

きる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 大学の医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

(2) 外国において学校教育における１８年の課程を修了した者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１８年の課程を修了した者

(4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１８年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
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て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者

(5) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして

文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が５年以上である課程を修

了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修するこ

とにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育

施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士

の学位に相当する学位を授与された者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 学校教育法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学院の学府

において、本大学院の学府における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(8) 本大学院の学府において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、２４歳に達したもの 【学教法第１０２条、学教法規則第１５５条】

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本大学院の学府の定

める単位を優秀な成績で修得したと認めるものを、医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨

床薬学専攻の博士課程に入学させることができる。

(1) 大学の医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する課程に４年以上在学した者

(2) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者

(4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者

【学教法第１０２条、学教法規則第１５９条、第１６０条】

（入学資格審査）

第１３条 第１０条第１項第９号、第１１条第８号及び前条第１項第７号の入学資格審査の実施

方法等については、学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。

（入学の出願）

第１３条の２ 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学志願票、所定の入学検定料その他

別に定める書類を添えて願い出なければならない。

（入学者選抜）

第１４条 前条の入学を志願する者については、入学者選抜を行う。

２ 入学者選抜の細部については、学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。

第１４条の２ 本大学院の学府の修士課程を修了し、引き続き博士後期課程及び後期のみの博士

課程へ進学を志願する者については前条の規定を準用するものとする。

（入学の手続及び許可）

第１４条の３ 総長は、第１４条第１項の入学者選抜の結果合格した者で、所定の期日までに入

学料の納付（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては、

当該免除又は徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第１４条の４ 第３３条の規定により退学した後、再び同一学府に入学を志願する者については、

選考の上、再入学を許可することがある。

（転学）

第１５条 次の各号のいずれかに該当する者が、本大学院に転学を願い出たときは、学年の始め

に限り、考査の上、転学を許可することがある。

(1) 他の大学院に在学する者

(2) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
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て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学し

た者（学校教育法第１０２条第１項に規定する者に限る。）及び国際連合大学の課程に在学

した者

２ 前項の転学願は、当該大学長又は所属研究科等の長の紹介状を添えて、志望する本大学院の

学府の長に提出するものとする。

３ 第１項により転学を許可された者が既に履修した授業科目及び修得した単位並びに在学年数

の認否は、学府教授会の議を経て学府長がその都度決定する。

第１６条 本大学院の学府の学生が、他大学の大学院に転学しようとするときは、学府長を経て、

総長に転学願を提出するものとする。

２ 総長は、転学の事由が適当であると認めたときは、その転学を許可する。

（転学府及び専攻の変更）

第１７条 本大学院の学府に在学する者が、本大学院の他の学府に転学府を願い出たときは、当

該他の学府の学府長は、学年の始めに限り、考査の上、許可することがある。

２ 前項の規定により本大学院の学府の学生が、他の学府に転学府しようとするときは、指導教

員を経て、学府長に転学府願を提出し、当該学府長の許可を得るものとする。

３ 第１項により転学府を許可された者が既に履修した授業科目及び修得した単位並びに在学年

数の認否は、学府教授会の議を経て学府長がその都度決定する。

４ 前項の規定は、専攻を変更する場合に準用する。

（編入学）

第１７条の２ 第１１条各号のいずれかに該当する者が、本大学院の一貫制博士課程を置く学府

の第３年次に編入学を願い出たときは、考査の上、許可することがある。

２ 前項の編入学について必要な事項は、当該学府規則において別に定める。

（再入学等の手続及び許可）

第１７条の３ 再入学、転学（第１６条の転学を除く。）及び編入学（以下「再入学等」という。）

に係る手続及び許可については、第１４条の３の規定を準用する。

第３章 教育方法等

（教育課程の編成方針）

第１７条の４ 総長は、本大学院の学府（専門職大学院を除く。）において、当該学府及び専攻

の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作成等に対す

る指導（以下「研究指導」という。）の計画を策定させ、体系的に教育課程を編成するものと

する。

２ 教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させると

ともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮するものとする。

【大学院設置基準第１１条】

（大学院基幹教育）

第１７条の５ 本大学院に、学府ごとに編成する教育課程のほか、学府共通の課程を置く。

２ 前項の課程を大学院基幹教育と称し、当該課程に関し必要な事項は、別に定める。

（授業及び研究指導）

第１８条 本大学院の学府の教育は、授業科目の授業及び研究指導（専門職大学院にあっては、

授業科目の授業。以下同じ。）によって行うものとする。 【大学院設置基準第１２条】

２ 本大学院の学府は、前項の授業科目の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業

を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２５条】

３ 本大学院の学府は、第１項の授業科目の授業を、外国において履修させることができる。前

項の規定により、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修

させる場合についても、同様とする。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２５条】

４ 本大学院の学府の教育に必要な授業科目、単位、研究指導等については、この規則に定める
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もののほか、各学府規則において定める。

（単位の計算方法）

第１８条の２ 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に

必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で、各学府規則に定める時間

の授業をもって１単位とする。

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で、各学府規則に定め

る時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の

授業については、当該学府規則に定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用によ

り行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して、当該学

府規則に定める時間の授業をもって１単位とする。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２１条】

２ 前項の規定にかかわらず、学位論文等の授業科目については、これらの学修の成果を評価し

て単位を授与することが適切と認める場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を

定めることができる。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第２１条】

（成績評価基準等の明示等）

第１８条の３ 学府長は、学生に対して、授業科目の授業及び研究指導の方法及び内容並びに１

年間の授業及び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 学修の成果及び学位論文（専門職大学院にあっては、学修の成果）に係る評価並びに修了の

認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明

示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。

【大学院設置基準第１４条の２】

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第１８条の４ 学府長は、当該学府の授業科目の授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図る

ための組織的な研修及び研究を実施するものとする。 【大学院設置基準第１４条の３】

（授業科目の選定等）

第１９条 履修する授業科目の選定は、指導教員の指示に従うものとする。

２ 各学府規則で定めるところにより、教育上有益と認めるときは、他の専攻若しくは大学院基

幹教育若しくは学府又は学部の課程による授業科目及び単位を指定して、履修させることがで

きる。

３ 前項により修得した単位は、第２７条から第２９条まで、又は第５６条の課程修了の要件と

なる単位に充当することができる。

（試験）

第２０条 履修した各授業科目の合格又は不合格は、試験又は研究報告によって認定する。

２ 前項の試験は、毎学期末又は毎学年末に行うものとする。ただし、病気その他やむを得ない

事由のため、受験できなかった者に対しては、追試験を行うことがある。

（成績）

第２１条 各授業科目の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの４種の評語をもってあらわし、Ａ、Ｂ及び

Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。

２ 前項の規定にかかわらず、教育研究上必要と認めたときは、当該学府規則に定めるとこ

ろにより、各授業科目の成績は、Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの５種の評語をもってあらわし、Ａ＋、

Ａ、Ｂ及びＣを合格とし、Ｄを不合格とすることができるものとする。

３ 合格した授業科目については、所定の単位を与える。

４ 不合格の授業科目については、再試験を受けさせることができる。

（他の大学院における授業科目の履修等）
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第２２条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院において履修した授業科目

について修得した単位を、本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学院に留学する場合、外国の大学院が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修する場合、外国の大学院の教育課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定する

ものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合及び国際連合大学の教育

課程の授業科目を履修する場合について準用する。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】

３ 学府長は、教育上有益と認めるときは、他の大学院等との協議に基づき、学生が他の大学院

等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。ただし、修士課程の学生につ

いて認める場合には、当該研究指導を受けさせる期間は、１年を超えないものとする。

【大学院設置基準第１３条】

（休学期間中の外国の大学院における授業科目の履修）

第２３条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に外国の大学院において履

修した授業科目について修得した単位を、本大学院の学府における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。

（本大学院において修得したものとみなすことのできる単位数の限度）

第２４条 前２条の規定により本大学院の学府において修得したものとみなすことのできる単位

数は、第１５条、第１７条及び第１７条の２に規定する転学等の場合を除き、合わせて１０単

位を超えないものとする。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準２８条】

（入学前の既修得単位の認定）

第２５条 学府長は、教育上有益と認めるときは、学生が本大学院の学府に入学する前に大学院

において履修した授業科目について修得した単位（大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２

８号）第１５条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本大学院の学府

に入学した後本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３０条】

２ 前項の規定により、各学府において、修得したものとみなすことのできる単位数は、第１５

条、第１７条及び第１７条の２に規定する転学等の場合を除き、１０単位を超えないものとす

る。 【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３０条】

（長期にわたる教育課程の履修）

第２６条 学生が、職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を学府長に申し出たときは、学

府教授会の議を経て学府長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準第３０条の２】

第４章 修了要件及び学位授与

（修士課程の修了要件）

第２７条 修士課程の修了要件は、修士課程に２年（２年以外の標準修業年限を定める専攻又は

学生の履修上の区分にあっては、当該標準修業年限）以上在学し、各学府規則で定められた授

業科目を履修し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程の

目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格するこ

ととする。ただし、在学期間に関しては、総長が認めるときは、優れた業績を上げた者につい

ては、修士課程に１年以上在学すれば足りるものとする。

【大学院設置基準第１６条】

第２７条の２ 第２条第４項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の

課程の修了の要件は、当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には、各学

府規則で定めるところにより、前条に規定する修士論文又は特定の課題についての研究の成果
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の審査及び最終試験に合格することに代えて、次に掲げる試験及び審査に合格することとする

ことができる。

(1) 専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的

素養であって当該前期の課程において修得し、又は涵養すべきものについての試験

(2) 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程におい

て修得すべきものについての審査

【大学院設置基準第１６条の２】

（博士課程の修了要件）

第２８条 博士課程（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。

以下本条において同じ。）の修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当該

課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、各学

府規則で定めるところにより、所定の授業科目を履修し、３０単位以上の所定の単位を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただ

し、在学期間に関しては、総長が認めるときは、優れた研究業績を上げた者については、博士

課程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程におけ

る２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。

【大学院設置基準第１７条】

２ 第２条第８項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者及

び第２７条ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了要

件については、前項中「５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年

を加えた期間」と、「３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、

当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間

を含む。）」と読み替えて、同項の規定を適用する。 【大学院設置基準第１７条】

３ 第１項及び第２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）

第１５６条の規定により本大学院の学府への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を

有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が博士後期

課程に入学した場合の博士課程の修了要件は、博士後期課程に３年（法科大学院の課程を修了

した者にあっては、２年）以上在学し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終

試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、学府が認めるときは、優れた研究

業績を上げた者については、博士後期課程に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門職

学位課程を修了した者にあっては、３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上

在学すれば足りるものとする。 【大学院設置基準第１７条】

４ 各学府規則で定めるところにより、前項の修了要件として、更に所定の授業科目を履修し、

所定の単位を修得することを加えることができる。

（医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の修了要件）

第２９条 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程の修了要件は、医学

系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に４年以上在学し、各学府規則で

定めるところにより、所定の授業科目を履修し、３０単位以上の所定の単位を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、総

長が認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、医学系学府

医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程に３年以上在学すれば足りるものとする。

【大学院設置基準３６条】

（後期のみの博士課程の修了要件）

第２９条の２ 後期のみの博士課程の修了要件は、後期のみの博士課程に３年以上在学し、必要

な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、総長が

認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたものについては、後期のみの博
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士課程に１年（第２７条ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者にあっ

ては、当該課程における在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。

２ 各学府規則で定めるところにより、前項の修了要件として、更に所定の授業科目を履修し、

所定の単位を修得することを加えることができる。

（学位論文等及び最終試験）

第３０条 第２７条から前条までの最終試験は、学位論文又は特定の課題についての研究の成果

（以下「学位論文等」という。）を中心とし、これに関連のある授業科目について、行うもの

とする。

第３１条 学位論文等及び最終試験の合格又は不合格は、学府教授会において審査する。

２ 論文審査及び最終試験の細部については、別に定める。

（学位の授与）

第３２条 修士課程、博士課程又は専門職学位課程を修了した者には、九州大学学位規則（平成

１６年度九大規則第８６号）の定めるところにより、学位を授与するものとする。

【学教法第１０４条、学位規則第２条】

２ 前項に規定するもののほか、一貫制博士課程において、第２７条及び第２７条の２に規定す

る修了要件を満たした者にも、修士の学位を授与することができる。

第５章 退学、留学及び休学

（退学）

第３３条 学生が退学しようとするときは、学府長を経て総長に退学許可願を提出し、その許可

を受けなければならない。

（留学）

第３４条 外国の大学院等に留学を志願する学生は、学府長に留学願を提出し、その許可を受け

なければならない。

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第２７条から第２９条まで、又は第５６条の課程修了の

要件としての在学期間に通算することができる。

（休学）

第３５条 疾病又は経済的理由のため２月以上修学できない学生は、学府長の許可を得て、その

学年の終りまで休学することができる。

２ 前項のほか、特別の事情があると認められたときは、学府長は、休学を許可することができ

る。

３ 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては、学府長は、休学を命ずることができ

る。

４ 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学府長の許可を得て、復学することができる。

５ 休学した期間は、在学期間に算入しない。

６ 休学期間は、修士課程においては２年を、博士後期課程及び後期のみの博士課程においては

３年を、一貫制博士課程においては５年を超えることができない。

７ 医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程における休学期間は４年を

超えることができない。

第３６条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）における休学期間は２年を超えることができ

ない。

２ 法科大学院における休学期間は３年を超えることができない。

第６章 表彰、除籍及び懲戒

（表彰）

第３７条 学生に表彰に価する行為があったときは、総長がこれを表彰することがある。

２ 表彰に関し必要な事項は、別に定める。

（除籍）

第３８条 総長は、学府長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、
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当該学生を除籍する。

(1) 欠席が長期にわたるとき。

(2) 成業の見込みがないとき。

(3) 長期間にわたり行方不明のとき。

(4) 第４条又は第５条に規定する在学期間の限度を超えたとき。

(5) 第３５条第６項若しくは第７項又は第３６条に規定する休学期間の限度を超えてなお復学

できないとき。

第３９条 総長は、学生が次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生を除籍する。

(1) 入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予さ

れた者若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が、所定の期日までに入学料を納付しないと

き。

(2) 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。

（懲戒）

第４０条 総長は、学生が九州大学（以下「本学」という。）の規則に違反し、又はその本分に

反する行為があったときは、当該学生を懲戒する。

２ 前項の場合における懲戒は、訓告、停学及び退学とする。

３ 懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は、別に定める。

第７章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料

（検定料）

第４１条 入学及び再入学等を志願する者は、検定料を納付しなければならない。

（入学料）

第４２条 入学及び再入学等に当たっては、入学料を納付しなければならない。

２ 入学料の納付が困難な者に対し、その全部若しくは一部を免除し、又は徴収猶予することが

できる。

３ 前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料）

第４３条 各年度に係る授業料は、次の表に掲げる納付区分ごとに、それぞれ授業料の年額の２

分の１に相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし、当該期の授業料

の免除、徴収猶予又は月割分納を申請した者の納期については、この限りでない。

納 付 区 分 納 期

前期（４月１日から９月３０日まで） ４月３０日まで

後期（１０月１日から３月３１日まで） １０月３１日まで

２ 休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は、その期間分の授業料を免除する。

３ 経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業が優秀と認め

られる者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については、授業料の全部若し

くは一部を免除し、徴収猶予し、又は月割分納を許可することができる。

４ 前項の授業料の免除、徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は、別に定める。

（寄宿料）

第４４条 寄宿舎に入居した者は、所定の期日までに、寄宿料を納付しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められる者については、寄宿料を免除する

ことができる。

（検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額等）

第４５条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額、徴収方法その他の必要な事項については、
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国立大学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成１６年度九大会規第１

２号。以下「費用規程」という。）に定める。

第８章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生

（科目等履修生）

第４６条 本学の学生以外の者で、学府の授業科目のうち一又は複数を履修することを志願する

者があるときは、科目等履修生として入学を許可することがある。

【大学院設置基準第１５条、大学設置基準３１条】

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。

（聴講生）

第４７条 本学において、学府又は第１７条の５第２項に定める大学院基幹教育で開講する特定

の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、教育研究上支障がない場合に限り、選

考の上、聴講生として入学を許可することがある。

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第４８条 他の大学院又は外国の大学院の学生で、本学において、学府の開講する特定の授業科

目を履修することを志願する者があるときは、当該他の大学院又は外国の大学院との協議に基

づき、特別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。

（研究生）

第４９条 学府において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当

該学府の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがあ

る。

２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別研究学生）

第５０条 他の大学院又は外国の大学院の学生で、本学の学府又は研究所等において、研究指導

を受けることを志願する者があるときは、当該他の大学院又は外国の大学院との協議に基づき、

特別研究学生として研究指導を受けることを認めることがある。

２ 特別研究学生に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料等）

第５１条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生の検定料、入学料及

び授業料の額、徴収方法その他の必要な事項については、費用規程に定める。

第９章 専門職大学院の教育方法等

（教育課程）

第５２条 総長は、専門職大学院において、その教育上の目的を達成するために専攻分野に応じ

必要な授業科目を、産業界等と連携しつつ開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。

【専門職大学院設置基準第６条】

（教育課程連携協議会）

第５２条の２ 専門職大学院に、産業界等との連携により、教育課程を編成し、及び円滑かつ効

果的に実施するため、教育課程連携協議会を置く。

２ 教育課程連携協議会の任務、組織その他必要な事項は、別に定める。

（授業の方法等）

第５３条 専門職大学院においては、その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に

応じ事例研究、現地調査又は双方向若しくは多方向に行われる討論若しくは質疑応答その他の

適切な方法により授業を行うものとする。 【専門職大学院設置基準第８条】

２ 第１８条第２項の規定により多様なメディアを高度に利用して授業を行う教室等以外の場所

で履修させることは、これによって十分な教育効果が得られる専攻分野に関して、当該効果が

認められる授業について、行うことができるものとする。 【専門職大学院設置基準第８条】
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（履修科目の登録の上限）

第５４条 専門職大学院は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、学生が１

年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるものとする。

【専門職大学院設置基準第１２条】

（専門職大学院において修得したものとみなすことのできる単位数の限度）

第５５条 第２２条（第３項を除く。）、第２３条及び第２５条第１項の規定により専門職大学

院において修得したものとみなすことのできる単位数は、第２４条及び第２５条第２項の規定

にかかわらず、第１５条及び第１７条の規定の転学等の場合を除き、合わせて専門職大学院が

修了要件として定める３０単位以上の単位数の２分の１を超えないものとする。

【専門職大学院設置基準第１３条、第１４条】

２ 前項の規定にかかわらず、第２２条（第３項を除く。）、第２３条、第２５条第１項及び第

５８条第１項の規定により法科大学院において修得したものとみなすことのできる単位数は、

第２４条及び第２５第２項の規定にかかわらず、第１５条及び第１７条の規定の転学等の場合

を除き、合わせて３３単位を超えないものとする。

【専門職大学院設置基準第２１条、第２２条】

（専門職学位課程の修了要件）

第５６条 専門職学位課程（法科大学院を除く。）の修了の要件は、専門職学位課程に２年以上

在学し、当該学府規則で定められた授業科目を履修し、３０単位以上の修得その他の教育課程

の履修により課程を修了することとする。 【専門職大学院設置基準第１５条】

２ 法科大学院の修了の要件は、法科大学院に３年以上在学し、９６単位以上を修得することと

する。 【専門職大学院設置基準第２３条】

３ 専門職大学院において、必要と認めるときは、前２項の修了要件としての単位数に、更に単

位数を加えることができる。

（専門職学位課程の在学期間の短縮）

第５７条 専門職大学院は、第２５条第１項の規定により、専門職大学院に入学する前に修得し

た単位（学校教育法第１０２条第１項の規定により入学資格を有した後、修得したものに限る。）

を専門職大学院において修得したものとみなす場合であって当該単位の修得により当該専門職

大学院の教育課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その

他を勘案して１年を超えない範囲で専門職大学院が定める期間在学したものとみなすことがで

きる。 【専門職大学院設置基準第１６条】

（法科大学院の法学既修者）

第５８条 法科大学院は、法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を有すると認め

る者（以下「法学既修者」という。）に関しては、第５６条第２項に規定する在学期間につい

ては１年を超えない範囲で法科大学院が認める期間在学し、同項に規定する単位については、

法科大学院が認める単位を修得したものとみなすことができる。

【専門職大学院設置基準第２５条】

２ 前項の規定により法学既修者について在学したものとみなすことのできる期間は、前条の規

定により在学したものとみなす期間と合わせて１年を超えないものとする。

【専門職大学院設置基準第２５条】

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本大学院に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州大学大学院学則（昭和

５０年５月２０日施行）等の規定によるものとする。

附 則（平成１６年度九大規則第１９５号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３２号）
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この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３９号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３３号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第６０号）

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第３９号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５１号）

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８４号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８２号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第１号）

この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。

附 則（平成２４年度九大規則第３０号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４８号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８５号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学大学院通則第５５条第２項の規定は、平成２６年４月１日

に九州大学法務学府実務法学専攻に入学する者から適用し、同年３月３１日に同専攻に在学し、

同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第７９号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３７号）

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第４号）

この規則は、平成２８年６月１日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。

附 則（平成２８年度九大規則第８７号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６９号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第６２号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２６号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

この規則は、令和３年４月１日から施行する。
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別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程）

学生定員

専 攻 名

学 府 名 修士課程 博士後期課程 収 容 定 員

１年次 ２年次 １年次 ２年次 ３年次

人文科学府 人文基礎専攻 16 16 7 7 7 187
うち修士課程

歴史空間論専攻 20 20 9 9 9 112
博士後期課程

言語・文学専攻 20 20 9 9 9 75

計 56 56 25 25 25

地球社会統合 地球社会統合科学専攻 60 60 35 35 35 225
科学府 うち修士課程

120
博士後期課程

105

人間環境学府 都市共生デザイン専攻 20 20 5 5 5 310
うち修士課程

人間共生システム専攻 11 11 9 9 9 190
博士後期課程

行動システム専攻 17 17 10 10 10 120

教育システム専攻 19 19 9 9 9

空間システム専攻 28 28 7 7 7

計 95 95 40 40 40

法学府 法政理論専攻 72 62 17 17 17 185
うち修士課程

134
博士後期課程

51

経済学府 経済工学専攻 20 20 10 10 10 166
うち修士課程

経済システム専攻 27 27 14 14 14 94
博士後期課程

計 47 47 24 24 24 72

理学府 物理学専攻 41 41 14 14 14 429
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うち修士課程

化学専攻 62 62 19 19 19 288
博士後期課程

地球惑星科学専攻 41 41 14 14 14 141

計 144 144 47 47 47

数理学府 数理学専攻 54 54 20 20 20 168
うち修士課程

108
博士後期課程

60

医学系学府 医科学専攻 20 20 － － － 124
うち修士課程

保健学専攻 27 27 10 10 10 94
博士後期課程

計 47 47 10 10 10 30

薬学府 創薬科学専攻 55 55 12 12 12 146
うち修士課程

110
博士後期課程

36

工学府 （物質創造工学専攻） － 38 － 10 10 ※ 1,168
1,148

（物質プロセス工学専 － 30 － 9 9 うち修士課程

攻） ※ 825
805

（材料物性工学専攻） － 33 － 7 7 博士後期課程

343
（化学システム工学専 － 35 － 10 10
攻）

（建設システム工学専 － 24 － 8 8
攻）

（都市環境システム工 － 28 － 8 8
学専攻）

（海洋システム工学専 － 21 － 8 8
攻）

（エネルギー量子工学 － 28 － 10 10
専攻）
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材料工学専攻 43 － 10 － －

応用化学専攻 68 － 18 － －

化学工学専攻 30 － 8 － －

機械工学専攻 73 62 16 16 16

水素エネルギーシステ 35 30 9 9 9
ム専攻

航空宇宙工学専攻 30 30 10 12 12

量子物理工学専攻 30 － 10 － －

船舶海洋工学専攻 25 － 8 － －

地球資源システム工学 20 20 8 8 8
専攻

共同資源工学専攻 ※ 20 ※ 20 － － －

10 10

土木工学専攻 52 － 16 － －

計 ※ 426 ※ 399 113 115 115
416 389

芸術工学府 芸術工学専攻 92 92 25 25 25 330
うち修士課程

デザインストラテジー 28 28 5 5 5 240
専攻 博士後期課程

90
計 120 120 30 30 30

システム情報 情報学専攻 40 40 14 14 14 415
科学府 うち修士課程

情報知能工学専攻 45 45 15 15 15 280
博士後期課程

電気電子工学専攻 55 55 16 16 16 135

計 140 140 45 45 45

総合理工学府 量子プロセス理工学専 37 37 14 14 14 508
攻 うち修士課程

328
物質理工学専攻 37 37 14 14 14 博士後期課程

180
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先端エネルギー理工学 34 34 12 12 12
専攻

環境エネルギー工学専 26 26 9 9 9
攻

大気海洋環境システム 30 30 11 11 11
学専攻

計 164 164 60 60 60

生物資源環境 資源生物科学専攻 66 66 26 26 26 719
科学府 うち修士課程

環境農学専攻 66 66 21 21 21 488
博士後期課程

農業資源経済学専攻 13 13 5 5 5 231

生命機能科学専攻 99 99 25 25 25

計 244 244 77 77 77

統合新領域学 ユーザー感性学専攻 30 30 4 4 4 164
府 うち修士課程

オートモーティブサイ 21 21 7 7 7 122
エンス専攻 博士後期課程

42
ライブラリーサイエン 10 10 3 3 3
ス専攻

計 61 61 14 14 14

※ 1,785 ※ 1,748 569 571 571 ※ 5,244
総 計 1,775 1,738 5,224

うち修士課程

※ 3,533
3,513

博士後期課程

1,711

（備考）

１ （ ）を付した専攻は、学府の改組により、学生募集を停止したものである。

２ 外国人である学生は、定員外とすることができる。

３ 工学府共同資源工学専攻及び総計の※付きの数字は、本学及び北海道大学の合計数であ

る。
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別表第２（第６条関係）

（一貫制博士課程並びに医学系学府医学専攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程）

学生定員

学 府 名 専 攻 名 博士課程 収 容 定 員

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次

システム生命科 システム生命科学専 54 54 54 54 54 270
学府 攻

医学系学府 医学専攻 107 107 107 107 － 428

歯学府 歯学専攻 43 43 43 43 － 172

薬学府 臨床薬学専攻 5 5 5 5 － 20

総 計 209 209 209 209 54 890

（備考） 外国人である学生は、定員外とすることができる。
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別表第３（第６条関係）（専門職学位課程）

学生定員

学 府 名 専 攻 名 専門職学位課程 収 容 定 員

１年次 ２年次 ３年次

人間環境学府 実践臨床心理学専攻 30 30 － 60

法務学府 実務法学専攻 45 45 45 135

経済学府 産業マネジメント専 45 45 － 90
攻

医学系学府 医療経営・管理学専 20 20 － 40
攻

総 計 140 140 45 325

（備考） 外国人である学生は、定員外とすることができる。



九州大学大学院通則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第 号 

制 定：令和 ３年 ３月 日 

 大学院工学府を改組することに伴い、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）

の一部を次のように改正する。 

（新） （旧）

（略）

 （定員）

第６条 各学府の学生の定員は、別表第１、

別表第２及び別表第３のとおりとする。

（略）

別表第１ （別紙のとおり）

別表第２・３ （略）

（略）

 （定員）

第６条 （同左）

（略）

別表第１ （別紙のとおり）

別表第２・３ （略）

  附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 



 
 

（別紙） 

 

  新 

 

別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程） 

学府名 専攻名 

学生定員 

収容定員 

 

修士課程 博士後期課程 

１年次 

 

２年次 １年次 ２年次 ３年次 

（略） 

工学府 （物質創造工学

専攻） 

― 38 ― 10 10 ※1,168 

1,148 

うち修士課程 

※825 

805 

博士後期課程 

343 

 

（物質プロセス

工学専攻） 

― 30 ― 9 9 

（材料物性工学

専攻） 

― 33 ― 7 7 

（化学システム

工学専攻） 

― 35 ― 10 10 

（建設システム

工学専攻） 

― 24 ― 8 8 

（都市環境シス

テム工学専攻） 

― 28 ― 8 8 

（海洋システム

工学専攻） 

― 21 ― 8 8 

（エネルギー量

子工学専攻） 

― 28 ― 10 10 

材料工学専攻 43 ― 10 ― ― 

応用化学専攻 68 ― 18 ― ― 

化学工学専攻 30 ― 8 ― ― 

機械工学専攻 73 62 16 16 16 

水素エネルギー

システム専攻 

35 30 9 9 9 

航空宇宙工学専

攻 

30 30 10 12 12 



 
 

量子物理工学専

攻 

30 ― 10 ― ― 

船舶海洋工学専

攻 

25 ― 8 ― ― 

地球資源システ

ム工学専攻 

20 20 8 8 8 

共同資源工学専

攻 

※ 20 

10 

※ 20 

10 

― ― ― 

土木工学専攻 52 ― 16 ― ― 

   計 ※ 426 

416 

※ 399 

389 

113 115 115 

（略） 

 

総       計 

※1,785 

1,775 

※1,748 

1,738 

569 571 571 ※5,244 

5,224 

うち修士課程 

※3,533 

3,513 

博士後期課程 

1,711 

（備考） 

１ （ ）を付した専攻は、学府の改組により、学生募集を停止したものである。 

２・３ （略） 

  



 
 

   旧 

 

別表第１（第６条関係）（修士課程及び博士後期課程） 

学府名 専攻名 

学生定員 

収容定員 

 

修士課程 博士後期課程 

１年次 

 

２年次 １年次 ２年次 ３年次 

（略） 

工学府 物質創造工学専

攻 

38 38 10 10 10 ※1,143 

1,123 

うち修士課程 

※798 

778 

博士後期課程 

345 

 

物質プロセス工

学専攻 

30 30 9 9 9 

材料物性工学専

攻 

33 33 7 7 7 

化学システム工

学専攻 

35 35 10 10 10 

建設システム工

学専攻 

24 24 8 8 8 

都市環境システ

ム工学専攻 

28 28 8 8 8 

海洋システム工

学専攻 

21 21 8 8 8 

地球資源システ

ム工学専攻 

20 20 8 8 8 

共同資源工学専

攻 

※ 20 

10 

※ 20 

10 

― ― ― 

エネルギー量子

工学専攻 

28 28 10 10 10 

機械工学専攻 62 62 16 16 16 

水素エネルギー

システム専攻 

30 30 9 9 9 

航空宇宙工学専

攻 

30 30 12 12 12 

   計 ※ 399 

389 

※ 399 

389 

115 115 115 

（略） 



 
 

 

総       計 

※1,758 

1,748 

※1,748 

1,738 

571 571 571 ※5,219 

5,199 

うち修士課程 

※3,506 

3,486 

博士後期課程 

1,713 

（備考） 

１・２ （略） 
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九州大学学位規則

平成１６年度九大規則第８６号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ２年 ３月３１日

（令和元年度九大規則第３３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）により定めるように規定されてい

る事項その他九州大学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定める

ものとする。

（学位）

第２条 本学が授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２ 本学が授与する専門職学位は、修士（専門職）及び法務博士（専門職）とする。

（学士の学位授与の要件）

第３条 学士の学位授与は、本学の課程を修了し、卒業を認定された者に対し行うものとする。

（修士の学位授与の要件）

第４条 修士の学位授与は、本学大学院の学府の修士課程を修了した者に対し行うものとする。

２ 前項に定めるもののほか、修士の学位は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３

号。以下「大学院通則」という。）第２条第５項に定める一貫制博士課程（以下「一貫制博士

課程」という。）において、大学院通則第２７条及び第２７条の２に規定する修了要件を満た

した者に対し授与することができる。

（博士の学位授与の要件）

第５条 博士の学位授与は、本学大学院の学府の博士課程を修了した者に対し行うものとする。

（専門職学位の授与の要件）

第６条 専門職学位の授与は、本学大学院の学府の専門職大学院の課程を修了した者に対し行う

ものとする。

（修士の学位授与）

第７条 修士の学位授与に関して必要な事項は、各学府規則で定める。

（博士論文の提出）

第８条 博士論文（以下「論文」という。）は、博士後期課程にあっては２年以上（法科大学院

の課程を修了した者が博士後期課程に入学した場合にあっては１年以上）、医学系学府医学専

攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程（以下「医学系、歯学及び薬学の博士課程」と

いう。）にあっては３年以上、一貫制博士課程にあっては４年以上在学し、各学府規則に定め

る所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けなければ、提出することがで

きない。

２ 前項の規定にかかわらず、優れた研究業績を上げた者については、在学期間が博士後期課程

にあっては２年、医学系、歯学及び薬学の博士課程にあっては３年、一貫制博士課程にあって

は４年に満たなくても論文を提出させることができる。

３ 論文は、在学期間中に提出するものとし、その期日は、各学府規則で定める。ただし、博士

後期課程、医学系、歯学及び薬学の博士課程又は一貫制博士課程に所定の年限在学し、各学府

規則に定める所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた者は、退学の上、

別に定める期間内に論文を提出することができる。

４ 論文は、論文審査願に、論文目録、論文要旨及び履歴書各１通を添え、当該学府長を経て総

長に提出するものとする。

第９条 論文は、１編とし、２通を提出するものとする。ただし、参考として、他の論文を添付

することができる。

２ 総長は、審査のため必要があるときは、論文の副本又は訳文、模型、標本等の提出を求める

ことがある。

３ 受理した論文は、返還しない。

（論文の審査）

第１０条 総長は、論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものとする。

２ 前項の審査は、論文を受理した後１年以内に終了するものとする。
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第１１条 学府教授会は、前条第１項により付託された論文を審査するため、論文調査委員（以

下「調査委員」という。）を定めて、その論文の調査及び最終試験を行わせる。

２ 調査委員は、３名以上とし、必要に応じ、他の大学院又は研究所等の教員等を加えることが

できる。

第１２条 最終試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答に

より行うものとする。

第１３条 調査委員は、論文調査及び最終試験を終了したときは、調査及び最終試験の結果の要

旨を、文書をもって、学府教授会に報告しなければならない。

第１４条 学府教授会は、前条の報告に基づき、学位を授与すべきか否かを審査する。

２ 前項の審査は、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成があることを

必要とする。

（審査結果の報告）

第１５条 学府教授会は、前条の審査の結果を文書をもって、総長に報告しなければならない。

（論文提出による博士）

第１６条 第５条に定めるもののほか、博士の学位授与は、本学大学院の学府の行う論文の審査

に合格し、かつ、本学大学院の学府の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの

確認（以下「学力の確認」という。）をされた者に対し行うことができる。

２ 第８条第３項ただし書に規定する者が、退学の上、同項ただし書に定める期間を経過した後

に論文を提出した場合も、前項の例による。

３ 前２項により博士の学位を請求しようとする者は、学位申請書に、学位論文２通、同目録、

論文要旨及び履歴書各１通並びに総長が定める審査手数料を添え、関係学府を経て、総長に提

出しなければならない。

４ 既納の審査手数料は、返還しない。

５ 第９条の規定は、第３項の規定による学位の請求に準用する。

第１７条 総長は、前条による論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものと

する。

２ 学府教授会は、調査委員を定めて、その論文の調査及び学力の確認を行わせる。

３ 第１０条第２項及び第１１条第２項の規定は、前２項の場合に準用する。

第１８条 論文の調査にあたっては、原則として試験を行う。

２ 試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答により行うも

のとする。

第１９条 学力の確認は、試問による。

２ 試問は、口頭又は筆答によるものとし、専攻分野に関し本学大学院の学府の博士課程を修了

した者と同等以上の学力を有し、かつ、研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の

研究能力を有するか否かについて行う。この場合、外国語を課すものとし、その種類は、各学

府教授会において定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、充分な研究歴と顕著な研究業績を有する者については、試問以

外の方法により学力の確認を行うことができる。

第２０条 前２条の規定による論文の調査及び学力の確認の結果の取扱いについては、第１３条

から第１５条までの規定を準用する。

（専門職学位の授与）

第２１条 専門職学位の授与に関して必要な事項は、専門職大学院の課程を置く学府の各学府規

則で定める。

（学位記の授与）

第２２条 総長は、第１５条（第２０条において準用する場合を含む。）の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、博士の学位を授与すべき者に学位記を授与し、学位を授与でき

ない者にはその旨を通知する。

２ 総長は、卒業並びに修士課程及び専門職大学院の課程修了の審査結果の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、学士若しくは修士の学位又は専門職学位を授与すべき者に学位

記を授与する。

（学位授与の報告等）
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第２３条 総長は、前条第１項により博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から

３月以内に、所定の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するとともに、その論文

の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第２４条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該

博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を授

与される前に既に公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、

学府の承認を得て、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えて、その内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、当該学府は、その論文の全文を求めに応じて

閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、インターネットの利用により

行うものとする。

４ 第１項及び第２項により論文を公表する場合には、本学において審査を受けた学位論文であ

ることを、明記しなければならない。

第２５条 本学の学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、「九州大学」と付記しな

ければならない。ただし、共同教育課程に係る学位にあっては、本学に加え、当該共同教育課

程を編成する他の大学の名称を付記しなければならない。

（学位の名称）

第２６条 第２条の学位（法務博士（専門職）を除く。）を授与するに当たっては、専攻分野の

名称を付記するものとし、学位の名称は、学士にあっては別表第１のとおりとし、修士の学位

及び博士の学位にあっては別表第２のとおりとし、専門職学位にあっては、別表第３のとおり

とする。

（学位授与の取消）

第２７条 本学において学位を授与された者が不正な方法により学位の授与を受けた事実が判明

したとき、又は学位の栄誉を汚辱する行為があったときは、総長は、教育研究評議会の議を経

て、既に与えた学位を取り消し、学位記を返納させ、かつ、その旨を公表するものとする。

２ 教育研究評議会において前項の決定を行うには、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の

４分の３以上の賛成があることを必要とする。

（学位記等の様式）

第２８条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別記様式のとおりとする。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

（２１世紀プログラムの教育を受ける学生を除く。）については、九州大学学位規則（昭和

３２年１１月１９日施行）の規定によるものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第４項に規定する者に授与する学位記に

ついては、第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

(1) 九州芸術工科大学芸術工学部の課程を修めて卒業した者に授与する学位記の様式

学 位 記

学 部 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 芸 術 工 学 部 ○ ○ 学 科 所 定 の 課 程 を 修 め た こ と を 認 め

る

年 月 日
九 州 芸 術 工 科 大 学 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 芸 術 工 学 部 長 印
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本 学 芸 術 工 学 部 長 の 認 定 に よ り 学 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

第 号

(2) 九州芸術工科大学大学院の博士前期課程を修めて修士課程を修了した者に授与する学位

記の様式
学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 前 期 課 程

を 修 め た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 修 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 修 第 号

(3) 九州芸術工科大学大学院の博士課程を修めて博士課程を修了した者に授与する学位記の

様式

学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 課 程 に お

い て 所 定 の 単 位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 博 士 （○○） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 博 甲 第 号

４ ２１世紀プログラムの課程を修了した者に授与する学位の名称は、第２６条の規定にかかわ

らず、学士（学術）とし、学位記については、第２８条の規定にかかわらず、次の様式による

ものとする。
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第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学所定の２１世紀プログラムの

課程を修めたので本学の卒業を認め

学士（学術）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth:○○

the Degree of
Bachelor of Arts and Science

having completed the prescribed program
of the 21st Century Program

(○○)

Date

Name
大学印 President

５ 博士課程（博士課程教育リーディングプログラム）を修了した者に授与する学位の名称は、

第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)

with additional completion of □□□□

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は博士課程教育リーディングプログラム

の名称を記入する。

附 則（平成１６年度九大規則２０３号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第５５号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１９号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１１８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１１号）

１ この規則は、平成２２年６月１５日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

２ 平成２２年３月３１日に九州大学大学院薬学府の修士課程に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者に授与する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規

則別表第２の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２２年度九大規則第１５１号）
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この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１１３号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４号）

この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。

附 則（平成２４年度九大規則第３５号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第９２号）

１ この規則は、平成２５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学位規則（以下「新規則」という。）第２３条の規定は、

施行日以後に博士の学位を授与した場合について適用し、同日前に博士の学位を授与した場

合については、なお従前の例による。

３ 新規則第２４条の規定は、施行日以後に博士の学位を授与された者について適用し、同日

前に博士の学位を授与された者については、なお従前の例による。

４ 新規則別記様式の規定は、施行日以後に授与する学位記について適用し、同日前に授与す

る学位記については、なお従前の例による。

附 則（平成２５年度九大規則第１１６号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 平成２６年３月３１日までに九州大学大学院比較社会文化学府に入学した者に授与する学

位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第２の規定にかかわらず、

なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第１４１号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第５４号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１０６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第１０１号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に授与

する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第１の規定にかか

わらず、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第５３号）

この規則は、平成３１年１月１５日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第８７号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第３３号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。
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別表第１（学士の学位）

学 部 学 位 の 名 称

共創学部 学士（学術）

文学部 学士（文学）

教育学部 学士（教育学）

法学部 学士（法学）

経済学部 学士（経済学）

理学部 学士（理学）

医学部 学士（医学）

学士（生命医科学）

学士（看護学）

学士（保健学）

歯学部 学士（歯学）

薬学部 学士（創薬科学）

学士（薬学）

工学部 学士（工学）

芸術工学部 学士（芸術工学）

農学部 学士（農学）

別表第２（修士の学位及び博士の学位）

学 位 の 名 称

学 府

修 士 博 士

人文科学府 修士（文学） 博士（文学）

地球社会統合科学府 修士（学術） 博士（学術）

修士（理学） 博士（理学）

人間環境学府（臨床実 修士（人間環境学） 博士（人間環境学）

践心理学専攻を除く。） 修士（文学） 博士（文学）

修士（教育学） 博士（教育学）

修士（心理学） 博士（心理学）

修士（工学） 博士（工学）

法学府 修士（法学） 博士（法学）
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経済学府（産業マネジ 修士（経済学） 博士（経済学）

メント専攻を除く。）

理学府 修士（理学） 博士（理学）

数理学府 修士（数理学） 博士（数理学）

修士（技術数理学） 博士（機能数理学）

システム生命科学府 修士（システム生命科学） 博士（システム生命科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（情報科学） 博士（情報科学）

医学系学府（医療経営 修士（医科学） 博士（医学）

・管理学専攻を除く。） 修士（看護学） 博士（看護学）

修士（保健学） 博士（保健学）

歯学府 博士（歯学）

博士（臨床歯学）

博士（学術）

薬学府 修士（創薬科学） 博士（創薬科学）

博士（臨床薬学）

工学府 修士（工学） 博士（工学）

芸術工学府 修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（デザインストラテジー） 博士（工学）

システム情報科学府 修士（情報科学） 博士（情報科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

総合理工学府 修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

生物資源環境科学府 修士（農学） 博士（農学）

統合新領域学府 修士（感性学） 博士（感性学）

修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（オートモーティブサイエンス） 博士（オートモーティブサイエンス）

修士（ライブラリーサイエンス） 博士（ライブラリーサイエンス）

修士（学術） 博士（学術）

別表第３（専門職学位）
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専 門 職 大 学 院 学 位 の 名 称

人間環境学府実践臨床心理学専攻 臨床心理修士（専門職）

経済学府産業マネジメント専攻 経営修士（専門職）

医学系学府医療経営・管理学専攻 医療経営・管理学修士（専門職）

法科大学院 法務博士（専門職）

（法務学府実務法学専攻）

別記様式

(1) 第３条により本学を卒業した者に授与する学位記の様式

第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学◯◯学部◯◯学科所定の課程を修めたことを認める

九州大学◯◯学部長

印

本学◯◯学部長の認定により本学を卒業したことを認め

学士（◯◯）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Bachelor of ◯◯

having completed the prescribed program
of the School of ◯◯

(◯◯)
Date

Name
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大学印 Dean of the School of ◯◯

Name
President

(2) 第４条１項により修士課程（共同教育課程を除く。）を修了した者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の修士課程を修了したので修

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○

(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(3) 第４条１項により修士課程（共同教育課程）を修了した者に授与する学位記の様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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九州大学大学院◯◯学府及び□□大学大学院◇◇研究科の

◎◎専攻の修士課程を修了したので修士（○○）の学位を授

与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

□ □ 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○,Kyushu University

and the Graduate School of △△,□□

(◎◎)
Date

Name
大学印 President of Kyushu University

Name
大学印 President of □□ University

備考１ △印の箇所は学府名の略号を記入する。

２ □印の箇所は共同教育課程を構成する大学（本学を除く。）、◇印の箇所は構成大学の

共同教育課程を編成する研究科の名称を記入する。

３ ◎印の箇所は共同教育課程おける専攻の名称を記入する。

(4) 第４条２項により修士課程の修了に相当する要件を満たした者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻において修士課程の修了に相

当する要件を満たしたので修士（○○）の学位を授与する
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年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the requirement
for a Master's Qualification

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(5) 第５条により博士課程を修了した者に授与する学位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程において所定の単

位を修得し学位論文の審査及び最終試験に合格をしたので博

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY
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hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(6) 第６条により専門職学位課程を修了した者（法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専

門職学位課程を修了した者を除く。）に授与する学位記の様式

△専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の専門職学位課程を修了した

ので修士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Professional Degree Program
in the Graduate School of ◯

(◯◯)
Date
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Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(7) 第６条により法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課程を修了した者に授

与する学位記の様式

法専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課

程を修了したので法務博士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Juris Doctor

having completed the Professional Degree Program
in the Law School
(Legal Practice)

Date

Name
大学印 President

(8) 第１６条により博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの確認をされた者

に授与する学位記の様式

△博乙第 号
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学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合格したの

で博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having submitted a doctoral dissertation and
successfully fulfilled all the requirements

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(9) 学位申請関係書類の様式

ア 第８条第４項による学位論文審査願様式

年 月 日

九州大学総長殿

○○学府○○学専攻

○○年入学

氏名印
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学位論文審査願

このたび博士の学位を受けたいので、九州大学学位規則第８条により、下記のとお

り関係書類を添え、学位論文を提出いたしますから御審査ください。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

イ 第１６条第３項による学位申請書様式

年 月 日

九州大学総長殿

本籍：

氏名： 印

学位申請書

貴学学位規則第１６条により、博士の学位を受けたいので、下記のとおり関係

書類を添え、学位論文を提出いたします。

なお所定の手数料を納入いたします。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

ウ 添付書類の様式

① 論文目録様式

論 文 目 録 区分 甲乙

氏 名

主論文１編○冊

題 名
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（印刷公表の方法及びその時期（未公開の場合は予定を記入））

参考論文 ○編○冊

題 名

１

２ （同上）

３

備考

１ 論文題名が外国語の場合は、訳を付すること。

２ 未公表の論文の場合は、原稿の枚数を記入すること。

３ 参考論文が 2 以上ある場合は、その題名を列記すること。

② 履歴書様式

履 歴 書 区分 甲乙

（ふりがな） 男

氏 名 年 月 日生

生 年 月 日 女

本 籍 都 道

（都道府県名） 府 県

現 住 所 都道 区市 町 番地

府県 郡 村

学 歴

年 月 日

年 月 日

職 歴

年 月 日

年 月 日

研究歴

年 月 日

年 月 日

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏 名 印

備考

１ 学歴は、新制大学卒業以後又は最終学歴を記載すること。
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２ 研究歴には研究した事項とその期間を明記すること。なお、学歴又は職歴に

記載した期間中に研究歴に当たるものがある場合は、それについても記入する

こと。
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   九州大学大学院工学府規則（案） 

平成１６年度九大規則第１３０号 

制  定：平成１６年 ４月 １日 

最終改正：令和 ３年  月  日 

（令和２年度九大規則第  号） 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）及び九州大学学位

規則（平成１６年度九大規則第８６号）により各学府規則において定めるよう規定されてい

る事項及び九州大学大学院工学府（以下「本学府」という。）において必要と認める事項を

定めるものとする。                                                               

 （教育研究上の目的） 

第１条の２ 本学府は、教育研究を通してエネルギー･資源･物質･環境･システムに関する深い

専門知識と探求創造能力を教授育成するとともに､高い倫理感と国際性をもって工学に携わる

研究者・技術者・教育者を組織的に養成する。 

 （入学資格） 

第２条 本学府の修士課程に入学することのできる者は、大学院通則第１０条のとおりとする。 

第３条 本学府の博士後期課程に入学することのできる者は、大学院通則第１１条のとおりと

する。 

第４条 入学を志願する者に対する考査は、学力検査、出身大学の成績証明書その他本学府の

定める資料によって行うものとする。 

２ 学力検査の方法については、本学府教授会の議を経て、工学府長（以下「本学府長」とい 

 う。）が定める。 

 （学期） 

第５条 学年を分けて次の２学期とする。 

前期 ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

２ 前項に定める各学期の授業期間は、別に定める。 

 （授業及び研究指導） 

第６条 本学府の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指

導」という。）によって行うものとする。 

 （授業科目、単位、履修方法、試験等） 

第７条 授業科目、単位及び履修方法は、材料工学専攻にあっては別表第１、応用化学専攻に

あっては別表第２、化学工学専攻にあっては別表第３、機械工学専攻にあっては別表第４、

水素エネルギーシステム専攻にあっては別表第５、航空宇宙工学専攻にあっては別表第６、

量子物理工学専攻にあっては別表第７、船舶海洋工学専攻にあっては別表第８、地球資源シ

ステム工学専攻にあっては別表第９、共同資源工学専攻にあっては別表第１０、土木工学専

攻にあっては別表第１１のとおりとする。 

２ 共同資源工学専攻は、英語の授業等により学位取得可能な教育課程とする。 

第７条の２ 前条に掲げるもののほか、英語による授業等により学位取得可能な教育課程とし

て、次の表の左欄に掲げる課程に、それぞれ同表の右欄に定める国際コースを置き、各コー

スの授業科目、単位及び履修方法は別表第１２のとおりとする。 

課  程 国際コース 

材料工学専攻の修士課程及び博士後期課程 材料工学グローバルコース 

応用化学専攻の修士課程及び博士後期課程 応用化学グローバルコース 
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化学工学専攻の修士課程及び博士後期課程 化学工学グローバルコース 

機械工学専攻の修士課程及び博士後期課程 機械工学グローバルコース 

水素エネルギーシステム専攻の修士課程及び博

士後期課程 
水素エネルギーシステムグローバルコース 

航空宇宙工学専攻の修士課程及び博士後期課程 航空宇宙工学グローバルコース 

量子物理工学専攻の修士課程及び博士後期課程 量子物理工学グローバルコース 

船舶海洋工学専攻の修士課程及び博士後期課程 船舶海洋工学グローバルコース 

地球資源システム工学専攻の修士課程及び博士

後期課程 
地球資源システム工学グローバルコース 

土木工学専攻の修士課程及び博士後期課程 土木工学グローバルコース 

第７条の３ 単位計算の基準は、講義及び演習については１５時間又は３０時間をもって１単

位、実験及び実習については３０時間又は４５時間をもって１単位とする。 

第７条の４ 第７条及び第７条の２に定めるもののほか、本学府教授会の議を経て、臨時に授

業科目を開設することができる。 

第８条 学生は、各学期の始めに、履修しようとする授業科目を、指導教員の指示に従って選

定し、本学府長に届け出なければならない。 

２ 学府において、教育上有益と認めるときは、他の専攻、大学院基幹教育若しくは学府又は

学部の課程による授業科目及び単位を指定して履修させることができる。 

３ 前項により修得した単位は、本学府教授会の議を経て、課程修了の要件となる単位に充当

することができる。 

第９条 試験は、履修した各授業科目につき、その授業科目の授業終了の学期末又は学年末に

行うものとする。 

第１０条 単位修得の認定は、本学府教授会の議を経て、本学府長がこれを行う。 

 （他の大学院における授業科目の履修等） 

第１１条 指導教員が教育上有益と認めるときは、本学府長の承認を得て、本学府が指定する

他の大学院の授業料目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、修士課程及び博士後期課程を通して、１０単位を限度

として課程修了の要件となる単位として取り扱うことができる。 

３ 指導教員が教育上有益と認めるときは、本学府長の承認を得て、本学府が指定する他の大

学院等において必要な研究指導を受けさせることができる。ただし、修士課程の学生につい

て認める場合には、当該研究指導を受けさせる期間は、１年を超えないものとする。 

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第１１条の２ 本学府の学生が、通則第２６条の規定に基づき、標準修業年限を超えて一定の

 期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する旨を本学府長に申し出たと

 きは、本学府教授会の議を経て本学府長が定めるところにより、その計画的な履修を認める

 ことができる。 

 （修士課程の修了要件） 

第１２条 本学府の修士課程の修了要件は、修士課程に２年以上在学し、第７条の規定により
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履修することとされている授業科目について３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けた上、本学府教授会の行う修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただ

し、総長が認めるときは、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、修士課

程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第１３条 本学府の博士課程の修了要件は、博士課程に５年（修士課程に２年以上在学し、当

該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し、

第７条の規定により履修することとされている授業科目について４０単位以上を修得し、か

つ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただ

し、総長が認めるときは、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、博

士課程に３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程に

おける２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 大学院設置基準第３条第３項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課

程を修了した者及び前条ただし書きの規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の

博士課程の修了要件については、前項中「５年（修士課程に２年以上在学し、当該課程を修

了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程

における在学期間に３年を加えた期間」と、「３年（修士課程に２年以上在学し、当該課程

を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年

（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５

６条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同

等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が、博士後期課程に入

学した場合の博士課程の修了要件は、博士後期課程に３年（法科大学院の課程を修了した者

にあっては、２年）以上在学し、第７条の規定により履修することとされている同課程の授

業科目について１０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査

及び最終試験に合格することとする。ただし、総長が認めるときは、在学期間に関しては、

優れた研究業績を上げた者については、博士後期課程に１年（標準修業年限が１年以上２年

未満の専門職学位課程を修了した者にあっては、３年から当該１年以上２年未満の期間を減

じた期間）以上在学すれば足りるものとする。 

 （学位論文及び最終試験） 

第１４条 修士論文は、在学期間中、本学府の定める期日までに、指導教員を経て、本学府長

に提出しなければならない。 

第１５条 博士論文は、博士後期課程に２年以上在学し、第７条及び第７条の２の規定により

履修することとされている同課程の授業科目について４単位以上を修得し、かつ、本学府教

授会の承認を得て提出するものとする。ただし、本学府教授会の議を経て、本学府長が優れ

た研究業績を上げたと認めた者は、博士後期課程における在学期間が２年に満たなくても博

士論文を提出することができる。 

第１６条 最終試験は、学位論文を提出した者について行うものとする。 

 （科目等履修生） 

第１７条 科目等履修生として入学を志願できる者は、九州大学科目等履修生等規則（平成１

６年度九大規則第９１号）第２条第２項に定めるところによる。 

第１８条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の願書に履修しようとする授業科目

名を記載し、履歴書及び検定料を添えて、本学府長に願い出なければならない。 

２ 本学府長は、学生の授業に支障がないときは、前項の願い出があった者について選考の

上、学年又は学期の始めに入学を許可することができる。 

第１９条 科目等履修生の履修した授業科目については、試験により所定の単位を与える。 

２ 前項の単位の授与については、第９条及び第１０条の規定を準用する。 

第２０条 本学府長は、科目等履修生の修得した単位について、所要の証明書を交付すること

ができる。 
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 （雑則） 

第２１条 この規則その他の規則等に定めるもののほか、本学府の校務について必要な事項

は、本学府教授会の議を経て、本学府長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年度九大規則第８３号） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学府規則は、平成１８年度に本学府に入学する者から適用し、平成１

８年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、な

お従前の例による。 

   附 則（平成１８年度九大規則第１５０号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学府規則は、平成１９年度に本学府に入学する者から適用し、平成１

９年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、な

お従前の例による。 

   附 則（平成１９年度九大規則第４８号） 

 この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。 

   附 則（平成１９年度九大規則第９９号） 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学府規則は、平成２０年度に本学府に入学又は進学する者から適用

し、平成２０年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２０年度九大規則第３１号） 

 この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年度九大規則第９８号） 

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学府規則は、平成２１年度に本学部に入学する者から

適用し、平成２１年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者

については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２１年度九大規則第１０１号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学府規則（機械工学専攻グローバルコース、水素エネ

ルギーシステム専攻グローバルコース及び国際環境システム工学特別コースに係る規定を除

く。）は、平成２２年度に本学部に入学する者から適用し、平成２２年３月３１日に本学府

に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２２年度九大規則第１１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２３年度に本学府に入学する

者から適用し、平成２３年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第６３号） 

１ この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２３年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、同年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引き続き

在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第１３３号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２４年度に本学府に入学する

者から適用し、平成２４年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学
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する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１８号） 

１ この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２４年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成２４年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１１５号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則（以下「新規則」という。）は、平成

２５年度に本学府に入学する者から適用し、平成２５年３月３１日に本学府に在学し、同年

４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、新規則のうちグリーンアジア国際戦略コースに係る規定は、平

成２４年度に本学府に入学する者から適用し、平成２４年３月３１日に本学府に在学し、同

年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

      附 則（平成２５年度九大規則第３５号） 

１ この規則は、平成２５年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２５年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成２５年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

      附 則（平成２５年度九大規則第７０号） 

 この規則は、平成２５年１２月２６日から施行し、平成２５年１２月１日から適用する。 

   附 則（平成２５年度九大規則第１４５号） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２６年４月１日に本学府に入

学する者から適用し、平成２６年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続

き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第４８号） 

１ この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２６年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成２６年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第１７１号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則別表第１、別表第２、別表第３、別表

第５、別表１０及び別表第１３の規定は、平成２７年４月１日に本学府に入学する者から適

用し、平成２７年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に

ついては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２７年度九大規則第１５号） 

１ この規則は、平成２７年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２７年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成２７年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２７年度九大規則第７４号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２８年４月１日に本学府に入

学する者から適用し、平成２８年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続

き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年度九大規則第５０号） 

１ この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。 
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２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則別表第１４は、平成２８年１０月１日 

 に本学府に入学する者から適用し、平成２８年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１

 日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年度九大規則第１３７号） 

１ この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則別表第１、別表第２、別表第３、別表

第４、別表第６、別表第１０、別表第１１及び別表第１３の規定は、平成２９年４月１日に

本学 

 府に入学する者から適用し、平成２９年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も

引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

附 則（平成２９年度九大規則第２１号） 

１ この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成２９年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成２９年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

附 則（平成２９年度九大規則第１３０号） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成３０年４月１日に本学府に入

学する者から適用し、平成３０年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続

き在学する者については、なお従前の例による。 

      附 則（平成３０年度九大規則第３９号） 

１ この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成３０年１０月１日に本学府に

入学する者から適用し、平成３０年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成３０年度九大規則第１１５号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、平成３１年４月１日に本学府に入

学する者から適用し、平成３１年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続

き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（令和元年度九大規則第１４号） 

１ この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、令和元年１０月１日に本学府に入

学する者から適用し、令和元年９月３０日に本学府に在学し、同年１０月１日以降も引き続

き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（令和元年度九大規則第６６号） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、令和元２年４月１日に本学府に入

学する者から適用し、令和２年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き

在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（令和２年度九大規則第  号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、令和３年４月１日に本学府に入学

する者から適用し、令和３年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在

学する者については、なお従前の例による。 
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別表第１ 

 材料工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

４ 異分野科目がら４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業

科目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当すること

ができる。 

   １ 講究科目から、「材料工学指導演習」２単位を含む６単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

結晶成長制御学 ２ 

欠陥物理化学 ２ 

応用薄膜工学 ２ 

材料組織解析学 ２ 

結晶塑性学 ２ 

半導体材料制御学 ２ 

融体物理化学 ２ 

電解反応工学 ２ 

構造材料工学 ２ 

高温反応工学 ２ 
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（先   端   科   目） 

金属破壊学 ２ 

表面機能制御学 ２ 

材料反応制御学 ２ 

電子線解析学 ２ 

表面処理工学 ２ 

熱処理論 ２ 

複合材料学 ２ 

高温物性工学 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

材料工学特論Ａ １ 

材料工学特論Ｂ １ 

材料工学情報集約演習Ａ ２ 

材料工学情報集約演習Ｂ ２ 

材料工学情報集約演習Ｃ ２ 

材料工学情報集約演習Ｄ ２ 

材料工学情報集約演習Ｅ ２ 

材料工学情報集約演習Ｆ ２ 

材料工学情報集約演習Ｇ ２ 

材料工学情報集約演習Ｈ ２ 

材料工学情報集約演習Ｉ ２ 

材料工学情報集約演習Ｊ ２ 

産学連携インターンシップ ２ 

産学連携特別講義 ２ 
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（異   分   野   科   目） 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

材料工学講究Ａ ４ 

材料工学講究Ｂ ４ 
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材料工学講究Ｃ ４ 

材料工学講究Ｄ             ４ 

材料工学講究Ｅ ４ 

材料工学講究Ｆ ４ 

材料工学講究Ｇ ４ 

材料工学講究Ｈ ４ 

材料工学講究Ｉ ４ 

材料工学講究Ｊ ４ 

材料工学研究企画演習 ４ 

材料工学指導演習 ２ 

材料工学特別演習 ２ 

材料工学産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第２ 

 応用化学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から８単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

 

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業

科目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当すること

ができる。 

   １ 講究科目から以下を含む４単位以上 

「応用化学研究企画演習」２単位 

機能物質化学コースにおいては「機能物質化学講究Ａ」～「機能物質化学講究

Ｌ」から選択した２単位、分子生命工学コースにおいては「分子生命工学講究Ａ」

～「分子生命工学講究Ｌ」から選択した２単位 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

     

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

無機固体化学 ２ 

セラミック材料物性学 ２ 

有機反応化学 ２ 

有機機能化学 ２ 

有機固体光電子物性 ２ 

有機光エレクトロニクス ２ 

高分子合成反応論 ２ 

分子電子構造論 ２ 
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分子固体物性論 ２ 

高分子物性学 ２ 

材料物性解析学 ２ 

応用表面化学 ２ 

化学反応制御学 ２ 

ナノ・マイクロ科学 ２ 

応用レーザー工学 ２ 

ナノバイオ電気分析化学 ２ 

分子ラジカル化学 ２ 

小分子の化学 ２ 

分子組織化学 ２ 

ナノ構造分子設計論 ２ 

ナノ構造分析学特論 ２ 

生体分子工学 ２ 

分子細胞生物学 ２ 

（先   端   科   目） 

セラミック工学 ２ 

有機構造化学 ２ 

機能分子材料工学 ２ 

量子材料設計学 ２ 

材料物性化学 ２ 

機能物質工学 ２ 

バイオ分析化学 ２ 

生物無機化学 ２ 
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触媒的物質変換化学 ２ 

分子システム化学 ２ 

バイオエンジニアリング特論 ２ 

ナノ物質機能解析学特論 ２ 

細胞操作工学特論 ２ 

再生医工材料学 ２ 

バイオマテリアル工学 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

応用化学情報集約演習 ４ 

応用化学学生セミナー第一 ２ 

応用化学学生セミナー第二 ２ 

応用化学コミュニケーション第一 ２ 

応用化学コミュニケーション第二 ２ 

産学連携特論第一 ２ 

産学連携特論第二 ２ 

産学連携特論第三 ２ 

産学連携特論第四 ２ 

産学連携特論第五 ２ 

産学連携特論第六 ２ 

企業インターンシップ第一 ２ 

企業インターンシップ第二 ２ 

国際連携実習第一 ２ 

国際連携実習第二 ２ 

機能物質化学コロキウムⅠ ２ 
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機能物質化学コロキウムⅡ ２ 

機能物質化学コロキウムⅢ ２ 

機能物質化学コロキウムⅣ ２ 

分子生命工学コロキウムⅠ ２ 

分子生命工学コロキウムⅡ ２ 

分子生命工学コロキウムⅢ ２ 

分子生命工学コロキウムⅣ ２ 

機能物質化学特論第一 ２ 

機能物質化学特論第二 ２ 

機能物質化学特論第三 ２ 

機能物質化学特論第四 ２ 

機能物質化学特論第五 ２ 

機能物質化学特論第六 ２ 

機能物質化学特論第七 ２ 

機能物質化学特論第八 ２ 

機能物質化学特論第九 ２ 

機能物質化学特論第十 ２ 

機能物質化学特論第十一 ２ 

機能物質化学特論第十二 ２ 

機能物質化学演習第一 ２ 

機能物質化学演習第二 ２ 

機能物質化学演習第三 ２ 

機能物質化学演習第四 ２ 

機能物質化学演習第五 ２ 
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機能物質化学演習第六 ２ 

機能物質化学演習第七 ２ 

機能物質化学演習第八 ２ 

機能物質化学演習第九 ２ 

機能物質化学演習第十 ２ 

機能物質化学演習第十一 ２ 

機能物質化学演習第十二 ２ 

分子生命工学特論第一 ２ 

分子生命工学特論第二 ２ 

分子生命工学特論第三 ２ 

分子生命工学特論第四 ２ 

分子生命工学特論第五 ２ 

分子生命工学特論第六 ２ 

分子生命工学特論第七 ２ 

分子生命工学特論第八 ２ 

分子生命工学特論第九 ２ 

分子生命工学特論第十 ２ 

分子生命工学特論第十一 ２ 

分子生命工学特論第十二 ２ 

分子生命工学演習第一 ２ 

分子生命工学演習第二 ２ 

分子生命工学演習第三 ２ 

分子生命工学演習第四 ２ 

分子生命工学演習第五 ２ 



 

- 16 - 

 

分子生命工学演習第六 ２ 

分子生命工学演習第七 ２ 

分子生命工学演習第八 ２ 

分子生命工学演習第九 ２ 

分子生命工学演習第十 ２ 

分子生命工学演習第十一 ２ 

分子生命工学演習第十二 ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 
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土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

   博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

応用化学研究企画演習 ２ 

応用化学指導演習 ２ 

応用化学特別演習第一 ２ 

応用化学特別演習第二 ２ 

産学連携実習第一 ４ 

産学連携実習第二 ４ 

産学連携実習第三 ４ 

機能物質化学講究Ａ ４ 

機能物質化学講究Ｂ ４ 

機能物質化学講究Ｃ ４ 

機能物質化学講究Ｄ ４ 

機能物質化学講究Ｅ ４ 

機能物質化学講究Ｆ ４ 

機能物質化学講究Ｇ ４ 

機能物質化学講究Ｈ ４ 

機能物質化学講究Ｉ ４ 

機能物質化学講究Ｊ ４ 

機能物質化学講究Ｋ ４ 

機能物質化学講究Ｌ ４ 
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分子生命工学講究Ａ ４ 

分子生命工学講究Ｂ ４ 

分子生命工学講究Ｃ ４ 

分子生命工学講究Ｄ ４ 

分子生命工学講究Ｅ ４ 

分子生命工学講究Ｆ ４ 

分子生命工学講究Ｇ ４ 

分子生命工学講究Ｈ ４ 

分子生命工学講究Ｉ ４ 

分子生命工学講究Ｊ ４ 

分子生命工学講究Ｋ ４ 

分子生命工学講究Ｌ ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第３ 

 化学工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を異分野科目の単位として認定することができる。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を関連授業科

目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することが

できる。 

  １ 講究科目から、「化学工学講究Ａ」～「化学工学講究Ｉ」から選択した４単位を含

む８単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

熱移動工学特論 ２ 

物理化学特論 ２ 

生物プロセス工学特論Ａ １ 

生物プロセス工学特論Ｂ １ 

プロセスシステム工学特論  ２ 

レオロジー工学 ２ 

生体模倣機能材料工学 ２ 

反応工学特論 ２ 

化工流体工学特論 ２ 

物質移動工学特論 ２ 
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（先   端   科   目） 

生体由来材料工学 ２ 

高分子プロセス工学 ２ 

環境流体輸送現象論 ２ 

電気化学システム工学 ２ 

燃焼システム工学 ２ 

省エネルギー工学 ２ 

生命材料工学 ２ 

細胞・組織工学Ａ １ 

細胞・組織工学Ｂ １ 

機能表面化学 ２ 

化学工学先端技術特論 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

化学工学コミュニケーションI ２ 

化学工学学生セミナーⅠ ２ 

化学工学コミュニケーションⅡ ２ 

化学工学学生セミナーⅡ ２ 

化学工学情報集約演習 ２ 

化学工学インターンシップ ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 
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機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

化学工学講究Ａ ４ 

化学工学講究Ｂ ４ 

化学工学講究Ｃ ４ 

化学工学講究Ｄ              ４ 

化学工学講究Ｅ ４ 

化学工学講究Ｆ ４ 

化学工学講究Ｇ ４ 
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化学工学講究Ｈ ４ 

化学工学講究Ｉ ４ 

化学工学研究企画演習 ４ 

化学工学特別演習第一 ２ 

化学工学特別演習第二 ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第４ 

 機械工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から、７分野の選択必修科目のうち少なくとも６分野から各１科目ず

つ、１２単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

   １ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】              ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】              ２ 

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】              ２ 

Robotics（ロボット工学）【分野５】              ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】              ２ 

構造材料評価学【分野１】              ２ 

設計工学特論【分野１】              ２ 

二相流動現象学【分野２】              ２ 
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流体物理【分野３】              ２ 

応用流体力学【分野３】              ２ 

流体工学演習              １ 

機械振動学特論【分野４】              ２ 

材料加工学【分野６】              ２ 

精密加工学【分野６】              ２ 

生体機械工学【分野７】              ２ 

構造材料評価学【分野１】  ２ 

（先  端  科  目） 

Theory of Plasticity（塑性変形論）              ２ 

Gas Dynamics（気体力学）             ２ 

材料強度学              ２ 

燃焼工学特論              ２ 

先端熱工学特論              ２ 

エンジンシステム              ２ 

内部流れ学              ２ 

能動音響制御              ２ 

構造動力学特論              ２ 

知的システム工学              ２ 

加工プロセス演習              １ 

生体工学特論              ２ 
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ソフトマター工学 ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学） ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Mechanical Engineering I（機械工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar in Mechanical Engineering II（機械工学セミナーⅡ）              １ 

Mechanical Engineering Internship I 

（機械工学インターンシップⅠ） 
             １ 

Mechanical Engineering Internship II 

（機械工学インターンシップⅡ） 
             １ 

Communication for Mechanical Engineer I 

（機械工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Mechanical Enhineer II 

（機械工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約）             ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 
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量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程                                                                      

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

Advanced Material Strength（材料力学講究）             ４ 

Advanced Design Engineering（設計工学講究）             ４ 

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究）             ４ 

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究）            ４ 

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究）             ４ 

Advanced Control Systems（制御システム講究）              ４ 

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究）             ４ 

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究）             ４ 

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー）             ２ 

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー）             ２ 

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー）             ２ 
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Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー）             ２ 

Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー）             ２ 

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー）             ２ 

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー）             ２ 

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering 

（生体工学セミナー） 
            ２ 

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習）             ２ 

Internship（機械工学インターンシップ）             ４ 

Intenational Internship（機械工学国際インターンシップ）             ４ 

Communication for Mechanical Engineers 

（機械工学コミュニケーション） 
            ２ 

Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習）             １ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第５ 

 水素エネルギーシステム専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から、７分野の選択必修科目のうち少なくとも６分野から各１科目ず

つ、１２単位以上（「水素工学概論」及び「高圧ガス安全工学」を含む。） 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

   １ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

水素工学概論 ２ 

高圧ガス安全工学 ２ 

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学）             ２ 

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論）             ２ 

Tribology（トライボロシー）             ２ 

Heat and Mass Transfer （熱物質移動論）             ２ 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）             ２ 

Mechanical Vibation and Acoustics（振動音響工学）             ２ 

Computational Intelligence（計算知能）             ２ 
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Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２ 

水素工学概論             ２ 

水素製造システム            ２ 

水素貯蔵システム             ２ 

水素利用プロセス             ２ 

水素利用システム             ２ 

水素エネルギー社会システム             ２ 

高圧ガス安全工学             ２ 

流体物理             ２ 

（先  端  科  目） 

Advanced Energy Engineering I（先端エネルギー特論Ⅰ）             ２ 

Advanced Energy Engineering II（先端エネルギー特論Ⅱ）             ２ 

水素エネルギー構造材料学             ２ 

水素エネルギー機能材料学             ２ 

水素エネルギー電気化学            ２ 

燃料電池システム             ２ 

トライボロジー特論             ２ 

先端熱工学特論             ２ 

エネルギー政策論             ２ 

技術マネジメント             ２ 

ソフトマター工学 ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学） ２ 

材料強度学 ２ 
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（能  力  開  発  特  別  科  目） 

Seminar on Hydrogen Engineering I（水素工学セミナーⅠ）             １ 

Seminar on Hydrogen Engineering II（水素工学セミナーⅡ）             １ 

Internship for Hydrogen Engineering I 

（水素工学インターンシップⅠ） 
            １ 

Internship for Hydrogen Engineering II 

（水素工学インターンシップⅡ） 
            ２ 

Communication for Hydrogen Engineer I 

（水素工学コミュニケーションⅠ） 
            １ 

Communication for Hydrogen Engineer II 

（水素工学コミュニケーションⅡ） 
            １ 

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約）             ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 
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地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 
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別表第６ 

 航空宇宙工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目及び先端科目から２０単位以上 

２ 能力開発特別科目から４単位以上 

３ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

推進工学特論Ⅰ         ２ 

推進工学特論Ⅱ ２ 

気体力学特論 ２ 

高速空気力学 ２ 

熱物理学 ２ 

空力弾性学 ２ 

ロケット設計論 ２ 

熱弾性解析 ２ 

数値構造力学 ２ 

複合材料力学 ２ 
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誘導制御特論Ⅰ ２ 

誘導制御特論Ⅱ ２ 

応用飛行力学 ２ 

特殊航空機力学 ２ 

宇宙機動力学 ２ 

軌道摂動論 ２ 

宇宙往還機工学 ２ 

再突入力学 ２ 

航空機設計特論 ２ 

宇宙利用システム工学 ２ 

宇宙環境工学 ２ 

大気流体力学 ２ 

大気境界層気象学 ２ 

材料損傷学 ２ 

ナノ構造解析学 ２ 

機能材料工学 ２ 

電気エネルギー変換工学 ２ 

（先  端  科  目） 

反応性気体力学 ２ 

応用流体力学 ２ 

極限エネルギー工学 ２ 

ミクロ流動物理学 ２ 

非定常空気力学 ２ 

最適構造システム学 ２ 
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機器学特論 ２ 

航空機空力性能特論 ２ 

宇宙機計装工学 ２ 

宇宙ミッションの解析・設計 ２ 

宇宙輸送経済論 ２ 

大気モデリング学 ２ 

耐熱材料強度学 ２ 

衝撃工学 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

航空宇宙工学プロジェクト研究 １ 

航空宇宙工学演習Ⅰ ２ 

航空宇宙工学演習Ⅱ ２ 

航空宇宙工学実験 ２ 

推進工学特別講義 １ 

流体力学特別講義 １ 

熱物理学特別講義 １ 

強度振動学特別講義 １ 

軽構造システム工学特別講義 １ 

誘導制御特別講義 １ 

飛行力学特別講義 １ 

宇宙航行システム工学特別講義 １ 

宇宙輸送システム工学特別講義 １ 

宇宙利用システム工学特別講義 １ 

大気流体工学特別講義 １ 
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複合連続体力学特別講義 １ 

機能材料工学特別講義 １ 

宇宙航空研究開発特別講義 １ 

航空宇宙工学インターンシップⅠ １ 

航空宇宙工学インターンシップⅡ １ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 
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土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講  究  科  目） 

推進工学講究 ４ 

流体力学講究 ４ 

熱物理学講究 ４ 

強度振動学講究 ４ 

軽構造システム工学講究 ４ 

誘導制御講究 ４ 

飛行力学講究 ４ 

宇宙システム工学講究 ４ 

宇宙輸送システム工学講究 ４ 

軌道上システム工学講究 ４ 

大気流体工学講究 ４ 

航空宇宙材料強度学講究 ４ 

航空宇宙構造動力学講究 ４ 

航空宇宙工学プロジェクトＡ ２ 

航空宇宙工学プロジェクトＢ ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 

                                                                                      



 

- 37 - 

 

別表第７ 

 量子物理工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から８単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

     

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

素粒子原子核概論 １ 

放射線情報分析学 ２ 

原子炉システム工学Ⅰ １ 

原子炉システム工学Ⅱ １ 

核融合プラズマ核燃焼学 ２ 

核燃料工学展望Ⅰ １ 

核燃料工学展望Ⅱ １ 

不定比材料工学 ２ 

応用結晶学Ⅰ １ 

応用結晶学Ⅱ １ 
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放射線計測学Ⅰ １ 

放射線計測学Ⅱ １ 

有機物理工学Ⅰ １ 

有機物理工学Ⅱ １ 

固体電子論Ⅰ １ 

固体電子論Ⅱ １ 

量子物理学 ２ 

中性子工学基礎実験 ２ 

放射線数値シミュレーション １ 

原子核エネルギー変換基礎 ２ 

（先  端  科  目） 

原子核反応論 ２ 

加速器工学 ２ 

量子線医学物理学 ２ 

核融合プラズマ科学 ２ 

原子炉物理学特論および実験 ２ 

核燃料サイクル工学 ２ 

量子線材料物性学 ２ 

量子線構造解析学 ２ 

量子線安全工学 ２ 

気液二相流特論 ２ 

混相流計算科学 １ 

複雑系科学 ２ 

超分子科学 ２ 
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統計物理学 ２ 

応用物性論 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

量子ビーム科学 ２ 

原子力安全工学 ２ 

材料科学実験 ２ 

核燃料サイクル実験 １ 

有機物性工学 ２ 

物性実験物理学 ２ 

量子線医療応用 １ 

科学技術コミュニケーション １ 

エネルギー量子工学基礎 １ 

エネルギー量子工学特別演習 ２ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅰ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅱ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅲ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅳ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅰ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅱ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅲ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅳ １ 

応用物理学特別講義Ⅰ １ 

応用物理学特別講義Ⅱ １ 

応用物理学特別講義Ⅲ １ 
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応用物理学特別講義Ⅳ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅰ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅱ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅲ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅳ １ 

原子力数値シミュレーション １ 

原子核・量子線工学研究計画演習Ａ ２ 

原子核・量子線工学研究計画演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ａ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｃ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ａ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ｂ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ｃ ２ 

応用物理学研究計画演習Ａ ２ 

応用物理学研究計画演習Ｂ ２ 

応用物理学研究計画演習Ｃ ２ 

産学連携演習Ⅰ １ 

産学連携演習Ⅱ １ 

産学連携演習Ⅲ １ 

応用科学基礎セミナー １ 

原子核・量子線工学実験Ａ ２ 

原子核・量子線工学実験Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学実験Ａ ２ 
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核エネルギーシステム学実験Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学実験Ｃ ２ 

エネルギー物質科学実験Ａ ２ 

エネルギー物質科学実験Ｂ ２ 

エネルギー物質科学実験Ｃ ２ 

応用物理学実験Ａ ２ 

応用物理学実験Ｂ ２ 

応用物理学実験Ｃ ２ 

原子核・量子線工学発表演習Ａ ２ 

原子核・量子線工学発表演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ａ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ｃ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ａ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ｂ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ｃ ２ 

応用物理学発表演習Ａ ２ 

応用物理学発表演習Ｂ ２ 

応用物理学発表演習Ｃ ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 
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化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

核エネルギーシステム学講究Ａ ４ 

核エネルギーシステム学講究Ｂ ４ 

核エネルギーシステム学講究Ｃ ４ 

エネルギー物質科学講究Ａ ４ 

エネルギー物質科学講究Ｂ ４ 

エネルギー物質科学講究Ｃ ４ 

原子核・量子線工学講究Ａ ４ 
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原子核・量子線工学講究Ｂ ４ 

応用物理学講究Ａ ４ 

応用物理学講究Ｂ ４ 

応用物理学講究Ｃ ４ 

産学連携実習 ４ 

エネルギー量子工学研究企画演習               ２ 

エネルギー量子工学指導演習              ２ 

エネルギー量子工学特論              ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画        ２ 
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別表第８ 

 船舶海洋工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができる 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

  。 

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

溶接設計第一 ２ 

溶接設計第二 ２ 

連続体力学 ２ 

応用数理学 ２ 

海洋浮体工学特論 ２ 

船舶運動特論第一 ２ 

船舶基本設計特論 ２ 

船舶抵抗推進特論第一 ２ 

船舶海洋流体力学特論 ２ 

船舶海洋構造力学特論 ２ 
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海洋構造工学 ２ 

艤装設計工学 ２ 

国際海洋開発連携講義第一 ４ 

（先  端  科  目） 

破壊管理工学特論 ２ 

数値構造解析学特論 ２ 

応用リスク解析学 ２ 

船舶運動特論第二 ２ 

システム最適化特論 ２ 

制御工学特論 ２ 

船舶抵抗推進特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第三 ２ 

船舶コンピュータ支援設計製図 ２ 

船舶海洋振動学特論 ２ 

船舶海洋計測工学 ２ 

船舶海洋情報学 ２ 

荷重評価学 ２ 

船舶用エンジン工学特論 ２ 

国際プロジェクトマネジメント ２ 

交通・輸送システム工学 ２ 

国際海洋開発連携講義第二 ４ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

船舶海洋工学特論第一 ２ 

船舶海洋工学特論第二 ２ 
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船舶海洋工学特論第三 ２ 

船舶海洋工学演習第一 ２ 

船舶海洋工学演習第二 ２ 

船舶海洋工学演習第三 ２ 

地球環境工学研究企画 ２ 

船舶海洋工学産学連携演習第一 １ 

船舶海洋工学産学連携演習第二 １ 

産学連携研究 ２ 

国際海洋開発フィールド演習 ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 
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地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

沿岸海洋工学講究Ａ ４ 

沿岸海洋工学講究Ｂ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ａ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ｂ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ｃ ４ 

船舶海洋構造工学講究Ａ ４ 

船舶海洋構造工学講究Ｂ ４ 

地球環境工学研究企画演習 ４ 

地球環境工学指導演習 ２ 

地球環境工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第９ 

 地球資源システム工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

溶接設計第一 ２ 

溶接設計第二 ２ 

地震工学特論 ２ 

空間情報学 ２ 

連続体力学 ２ 

応用数理学 ２ 

海洋浮体工学特論 ２ 

船舶基本設計特論 ２ 

船舶海洋構造力学特論 ２ 

海洋構造工学 ２ 
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資源地質学第一 ２ 

鉱物工学実験第一 １ 

鉱物工学実験第二 １ 

地球情報学第一 ２ 

地球情報学実験第一 １ 

地球情報学実験第二 １ 

地球熱学特論 ２ 

地熱工学特論実験第一 １ 

地熱工学特論実験第二 １ 

資源開発工学特論 ２ 

資源開発工学特論実験 １ 

資源生産システム学実験 １ 

岩盤工学特論第一 ２ 

岩盤工学特論実験第一 １ 

岩盤工学特論実験第二 １ 

資源処理・環境修復工学特論第一 ２ 

資源処理・環境修復工学特論実験第一 １ 

資源処理・環境修復工学特論実験第二 １ 

エネルギー資源工学特論 ２ 

エネルギー資源工学特論実験第一 １ 

エネルギー資源工学特論実験第二 １ 

研究計画法 ２ 

プレゼンテーションデザイン                ２ 

合意形成論演習 ２ 
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数値解析学 ２ 

野外調査法 ２ 

プレゼンテーション演習 ２ 

都市工学・経済学 ２ 

艤装設計工学 ２ 

船舶運動特論第一 ２ 

船舶抵抗推進特論第一 ２ 

船舶海洋流体力学特論 ２ 

実践データ解析学 ２ 

（先   端   科   目） 

破壊管理工学特論 ２ 

地盤環境システム工学 ２ 

社会基盤財政論 ２ 

実践景観デザイン論 ２ 

数値構造解析学特論 ２ 

廃棄物資源循環学 ２ 

環境水理学 ２ 

沿岸・海洋工学特論 ２ 

システム最適化特論 ２ 

制御工学特論 ２ 

船舶海洋振動学特論 ２ 

船舶海洋計測工学 ２ 

船舶海洋情報学 ２ 

船舶用エンジン工学特論 ２ 
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荷重評価学 ２ 

資源地質学第二 ２ 

鉱物工学 ２ 

地球情報学第二 ２ 

地球情報学第三 ２ 

地熱工学特論 ２ 

地熱系モデリング ２ 

環境安全特論 ２ 

資源生産システム学 ２ 

岩盤工学特論第二 ２ 

開発機械システム工学特論 ２ 

資源処理・環境修復工学特論第二 ２ 

資源処理・環境修復工学特論第三 ２ 

石油貯留層工学 ２ 

物質移動工学特論 ２ 

地球システム工学特別講義第一 １ 

地球システム工学特別講義第二 １ 

地球システム工学特別講義第三 １ 

応用リスク解析学 ２ 

地球資源システム工学基礎第一 ２ 

地球資源システム工学基礎第二 ２ 

国際プロジェクトマネジメント ２ 

免震制振工学 ２ 

水質変換工学 ２ 
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コンクリート工学特論 ２ 

構造解析学特論 ２ 

地盤解析学 ２ 

建設基礎対策学 ２ 

災害リスク学 ２ 

防災地盤学 ２ 

地盤材料力学 ２ 

都市総合交通計画 ２ 

鋼構造特論 ２ 

河川工学特論 ２ 

応用生態工学 ２ 

環境計画論 ２ 

地下水環境システム論 ２ 

交通・輸送システム工学 ２ 

国土開発・災害リスクマネジメント ２ 

船舶運動特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第三 ２ 

船舶コンピュータ支援設計製図 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

建設システム工学演習第一 ２ 

建設システム工学演習第二 ２ 

建設システム工学演習第三 ２ 

建設システム工学演習第四 ２ 
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都市環境システム工学演習第一 ２ 

都市環境システム工学演習第二 ２ 

都市環境システム工学演習第三 ２ 

都市環境システム工学演習第四 ２ 

海洋システム工学演習第一 ２ 

海洋システム工学演習第二 ２ 

海洋システム工学演習第三 ２ 

地球資源システム工学演習第一 ２ 

地球資源システム工学演習第二 ２ 

地球資源システム工学演習第三 ２ 

地球工学国際連携特論 ２ 

エネルギー資源工学国際連携特論 ２ 

地球環境工学研究企画 ２ 

地球資源システム工学国際連携演習 ２ 

建設システム工学特論第一 ２ 

建設システム工学特論第二 ２ 

建設システム工学特論第三 ２ 

建設システム工学特論第四 ２ 

都市環境システム工学特論第一 ２ 

都市環境システム工学特論第二 ２ 

都市環境システム工学特論第三 ２ 

都市環境システム工学特論第四 ２ 

海洋システム工学特論第一 ２ 

海洋システム工学特論第二 ２ 
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海洋システム工学特論第三 ２ 

地球資源システム工学特論第一 ２ 

地球資源システム工学特論第二 ２ 

地球資源システム工学特論第三 ２ 

課題解決セミナー第一 
                 

      ２ 

課題解決セミナー第二 
                 

     ２ 

実践維持管理工学 ２ 

環境学実習 ２ 

産学連携研究 ２ 

海洋システム工学産学連携演習第一 １ 

海洋システム工学産学連携演習第二 １ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 
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量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

   博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講  究  科  目） 

地球システム科学 ４ 

地球情報工学 ４ 

地球熱システム学 ４ 

資源開発システム工学 ４ 

岩盤・開発機械システム工学 ４ 

資源処理・環境修復システム工学 ４ 

エネルギー資源工学 ４ 

地球資源システム工学研究企画 ２ 

地球環境工学指導演習 ２ 

地球環境工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第１０ 

 共同資源工学専攻 

一 履修方法 

次に掲げる単位を合わせて３０単位以上修得しなければならない。当該専攻以外の授業

科目を修得した場合は、専門科目Ｂとして取り扱う。共通科目の選択科目は、専門科目Ｂ

に振り替えることができる。 

   １ 共通科目から６単位以上 

   ２ 九州大学が開講する専門科目Ａ及び専門科目Ｂから１２単位以上 

   ３ 北海道大学が開講する専門科目Ａから１０単位以上 

   ４ 「共同資源工学特別演習」２単位 

 

二 授業科目 

授 業 科 目 単  位 

（
共 

通 

科 

目
） 

資源マネージメントⅠ ２ 

資源マネージメントⅡ １ 

国際人材交流セミナー ２ 

国際フィールド調査 ２ 

共同資源工学特別講義Ⅰ １ 

共同資源工学特別講義Ⅱ １ 

共同資源工学特別講義Ⅲ １ 

（ 

専 

門 

科 

目 

Ａ 

） 

環境地質学Ⅱ ２ 

金属製錬工学 ２ 

選鉱・リサイクル工学 ２ 

資源サステナビリティ ２ 

資源生物工学 ２ 

地下水保全工学 ２ 

資源システム特別講義Ⅰ ２ 

鉱床学 ２ 

地球熱学概論 ２ 

資源開発工学 ２ 
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資源採掘システム工学 ２ 

地球環境修復工学 ２ 

石油貯留層工学 ２ 

資源システム特別講義II ２ 

資源生産システム ２ 

海洋探査工学 ２ 

（ 

専 

門 

科 

目 

Ｂ 
） 

資源情報処理 ２ 

地圏計測工学 ２ 

環境地質学Ⅰ                ２ 

環境プロセス鉱物学 ２ 

連続体・不連続体力学 ２ 

岩盤力学 ２ 

資源地質学 ２ 

地熱システム学 ２ 

エンジニアリング経済学              ２ 

固体資源採掘法              ２ 

資源分離精製工学              ２ 

地熱生産工学               ２ 

物理探査工学 ２ 

 共同資源工学特別演習             ２ 
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別表第１１ 

 土木工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から６単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を関連授業科目として

単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができる。 

   １ 講究科目から、以下を含む４単位以上 

社会基盤工学コースにおいては「建設材料工学講究Ａ」、「建設材料工学講究

Ｂ」、「建設設計工学講究Ａ」、「建設設計工学講究Ｂ」、「防災地盤工学講究

Ａ」、「防災地盤工学講究Ｂ」、及び「環境地盤工学講究」から選択した４単

位、都市環境工学コースにおいては「都市システム計画学講究Ａ」、「都市シス

テム計画学講究Ｂ」、「環境デザイン工学講究Ａ」、「都市環境工学講究Ａ」、

「都市環境工学講究Ｂ」、「環境システム工学講究Ａ」、「環境水理学講究」、

及び「沿岸海洋工学講究」から選択した４単位 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

実践データ解析学 ２ 

野外調査法 ２ 

研究計画法 ２ 

数値解析学 ２ 

空間情報学 ２ 

地震工学特論 ２ 

都市工学・経済学 ２ 
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（先  端  科  目） 

構造解析学特論 ２ 

免震制振工学 ２ 

コンクリート工学特論 ２ 

鋼構造特論 ２ 

地盤材料力学 ２ 

建設基礎対策学 ２ 

災害リスク学 ２ 

地盤解析学 ２ 

防災地盤学 ２ 

河川工学特論 ２ 

環境水理学 ２ 

沿岸・海洋工学特論 ２ 

都市総合交通計画 ２ 

実践景観デザイン論 ２ 

社会基盤財政論 ２ 

廃棄物資源循環学 ２ 

環境計画論 ２ 

水質変換工学 ２ 

国土開発・災害リスクマネジメント ２ 

地下水環境システム論 ２ 

応用生態工学 ２ 

地盤環境システム工学 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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課題解決セミナーＡ ２ 

課題解決セミナーＢ ２ 

プレゼンテーション演習 ２ 

プレゼンテーションデザイン ２ 

合意形成論演習 ２ 

環境学実習 ２ 

実践維持管理工学 ２ 

産学連携研究 ２ 

社会基盤工学特論第一 ２ 

社会基盤工学特論第二 ２ 

社会基盤工学特論第三 ２ 

社会基盤工学特論第四 ２ 

社会基盤工学演習第一 ２ 

社会基盤工学演習第二 ２ 

社会基盤工学演習第三 ２ 

社会基盤工学演習第四 ２ 

都市環境工学特論第一 ２ 

都市環境工学特論第二 ２ 

都市環境工学特論第三 ２ 

都市環境工学特論第四 ２ 

都市環境工学特論第五 ２ 

都市環境工学演習第一 ２ 

都市環境工学演習第二 ２ 

都市環境工学演習第三 ２ 
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都市環境工学演習第四 ２ 

都市環境工学演習第五 ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 
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建設材料工学講究Ａ ４ 

建設材料工学講究Ｂ ４ 

建設設計工学講究Ａ ４ 

建設設計工学講究Ｂ ４ 

防災地盤工学講究Ａ ４ 

防災地盤工学講究Ｂ ４ 

環境地盤工学講究 ４ 

都市システム計画学講究Ａ ４ 

都市システム計画学講究Ｂ ４ 

環境デザイン工学講究Ａ ４ 

都市環境工学講究Ａ ４ 

都市環境工学講究Ｂ ４ 

環境システム工学講究Ａ ４ 

環境水理学講究 ４ 

沿岸海洋工学講究 ４ 

土木工学研究企画演習 ４ 

土木工学指導演習 ２ 

土木工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第１２ 

 一 履修方法 

  修士課程 

コースごとに、次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及びその他の関

連授業科目から、下表に定める条件を満たして３０単位以上修得しなければならない。 

各コースが属する修士課程において英語で開講する授業科目をコース授業科目といい、

その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（外国人留学生に共通の授業科目を含

む。）を関連授業科目という。 

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位 

材料工学グローバルコース 

 

１ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

   

応用化学グローバルコース 

 

１ 高等専門科目の「Exercises in Reference Sea

rch（物質科学情報集約演習）」、「Communicati

on Training in Materials Science Ⅰ（物質科

学コミュニケーション第一）」及び「Student Se

minar in Materials Science Ⅰ（物質科学セミ

ナー第一）」のうちから選択した４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

   

化学工学グローバルコース １ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

 

機械工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目の７分野のうち少な

くとも５分野から各１科目ずつ、１０単位以上 

２ 能力開発特別科目から６単位以上 

水素エネルギーシステムグローバルコ

ース 

１ 高等専門科目から１０単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 外国人留学生に共通の授業科目の「Advanced 

Japanese Industries（日本産業特論）」、 

「Advanced Engineering Analysis and Measurement

 I（工学解析・計測特論第一）」及び「Advanced 

Engineering Analysis and Measurement II（工学

解析・計測特論第二）」のうちから選択した２単

位以上 

 

航空宇宙工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目から１６単位以上 

２ 能力開発特別科目から４単位以上 
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量子物理工学グローバルコース １ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

 

船舶海洋工学グローバルコース 

土木工学グローバルコース 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

 

地球資源システム工学グローバルコー

ス 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

 

   

博士後期課程 

コースごとに、博士後期課程に３年以上在籍し、コース授業科目及び関連授業科目から

合わせて１０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び

最終審査に合格しなければならない。また、修得する１０単位は、下表に定める条件を満

たさなければならない。 

各コースが属する博士後期課程において英語で開講する授業科目をコース授業科目とい

い、その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目を関連授業科目という。この場合に

おいて、コース授業科目のうち、指導教員が開講するものを主分野科目という。 

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位 

材料工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

応用化学グローバルコース １ 講究科目から、「Materials Science, Researc

h Planning Exercise（物質科学研究企画演習）

」２単位を含む４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

化学工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

機械工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研企

画）」２単位 
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水素エネルギーシステム工学グローバル

コース 

１ 「Advanced Hydrogen Energy Engineering（

水素エネルギー工学特論）」２単位 

２ 「Project Analysis（プロジェクト演習）」

２単位 

３ 「International Internship I（国際連携イ

ンターンシップⅠ）」、「International Inter

nship II（国際連携インターンシップⅡ）」及

び「Internship（産学連携インターンシップ）

」のうちから２単位 

４ 「Training as Supervisor（水素エネルギー

システム指導演習）」２単位 

５ 「Engineering Research Planning（工学研究企

画）」２単位 

 

航空宇宙工学グローバルコース １ 主分野科目のうち講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

量子物理工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

船舶海洋工学グローバルコース 

土木工学グローバルコース 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

地球資源システム工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

 

 二 授業科目 

  修士課程 

   材料工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Fracture of Materials（金属破壊学）               ２ 

Control of Materials（材料制御学）               ２ 

Deformation and Manufacturing（材料変形および加工学）               ２ 

Engineering of Structural Materials（構造材料工学）               ２ 

Electronic Devices（電子デバイス材料特論）               ２ 
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Reaction Control in Metallurgical Processing（材料反応制御学）               ２ 

Electrolytic Reactions（電解反応工学）               ２ 

Physical Chemistry of High Temperature Melts（融体物理化学）               ２ 

（先  端  科  目） 

Semiconductor Devices（半導体デバイス）        ２ 

Theory of Heat Treatments （熱処理論）               ２ 

Materials Characterization（材料解析学）               ２ 

Control of Crystal Growth（結晶成長制御学）               ２ 

High-Temperature Reactions（高温反応工学）               ２ 

Physico-chemical Properties of High Temperature Melts 

（高温融体物性） 
          ２ 

Advanced Materials Science（機能材料学）               ２ 

Thin Film Processing (薄膜工学)               ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Material Science A（材料工学セミナーＡ）               ２ 

Seminar in Material Science B（材料工学セミナーＢ）               ２ 

Seminar in Material Science C（材料工学セミナーＣ）              ２ 

Seminar in Material Science D（材料工学セミナーＤ）              ２ 

Communication for Material Science A 

（材料工学コミュニケーションＡ） 
             ２ 

Communication for Material Science B 

（材料工学コミュニケーションＢ） 
            ２ 

Communication for Material Science C 

（材料工学コミュニケーションＣ） 
              ２ 

Communication for Material Science D 

（材料工学コミュニケーションＤ） 
              ２ 

Integration of information in Materials Science  

（物質科学工学情報集約演習） 
              ４ 

Material Science Research Planning A 

（物質科学工学研究企画演習Ａ） 
              ２ 

Material Science Research Planning B 

（物質科学工学研究企画演習Ｂ） 
              ２ 
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Material Science Research Planning C 

（物質科学工学研究企画演習Ｃ） 
              ２ 

Material Science Research Planning D 

（物質科学工学研究企画演習Ｄ） 
              ２ 

Industry-University Internship I（産学連携インターンシップⅠ）               ２ 

Industry-University Internship II（産学連携インターンシップⅡ）               ２ 

 

   応用化学グローバルコース 

授  業  科  目 単 位 

（高 等 専 門 科 目） 

Inorganic Solid State Chemistry(無機固体化学) ２ 

Materials Properties of Ceramics（セラミック材料物性学） ２ 

Organic Reaction Chemistry（有機反応化学 ） ２ 

Organic Functional Chemistry（有機機能化学） ２ 

Organic Solid State Photophysics（有機固体光電子物性） ２ 

Organic Electronics and Photonics（有機光エレクトロニクス） ２ 

Chemistry of Molecular Assemblies（分子集合論） ２ 

Polymer Synthesis and Reaction（高分子合成反応論） ２ 

Molecular Electronics（分子電子構造論） ２ 

Molecular Solid State Theory（分子固体物性論） ２ 

Physical Chemistry of Polymers（高分子物性学） ２ 

Analytical Physical Chemistry of Polymers（材料物性解析学） ２ 

Applied Surface Chemistry（応用表面化学） ２ 

Chemical Reaction Control（化学反応制御学） ２ 

Nano-Micro Science（ナノ・マイクロ科学） ２ 

Applied Laser Engineering(応用レーザー工学) ２ 

Electroanalytical Chemistry（電気分析化学） ２ 
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Theory of Ionic Equilibria（イオン平衡論） ２ 

Organocatalytic Chemistry（有機触媒化学） ２ 

Structural Coordination Chemistry（金属錯体構造論） ２ 

Bio & Molecular Systems Chemistry（生命分子素子化学） ２ 

Molecular Organization Chemistry（分子組織化学） ２ 

Chemistry of Small Molecules（小分子の化学） ２ 

Chemistry of Catalytic Materials Transformations 

（触媒的物質変換化学） 
２ 

Molecular Cell Biology I（分子細胞生物学Ⅰ） ２ 

Biomolecular Physical Chemistry（生命分子物理化学） ２ 

Chemistry for Medicine I（医用化学第一） １ 

Chemistry for Medicine II（医用化学第二） １ 

Applied Photochemistry（応用光化学） ２ 

Applied Magnetic Chemistry（応用磁気化学） ２ 

Design of Biomolecular Systems（バイオシステム設計論） ２ 

Protein Engineering（プロテインエンジニアリング） ２ 

Chemical Information System in Biological Process 

（物質情報システム論） 
２ 

Nanostructure Analysis（ナノ構造分析学特論） ２ 

Design of Surface Nanostructure（ナノ構造設計論） ２ 

Application of Molecular System I（分子システム応用学Ⅰ） ２ 

Biomaterials Design（医療材料設計学） ２ 

Biomaterials Science（バイオマテリアルサイエンス） ２ 

（先 端 科 目） 

Ceramic Engineering（セラミック工学） ２ 

Organic Structural Chemistry（有機構造化学） ２ 
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Functional Molecular Materials Engineering（機能分子材料工学） ２ 

Supramolecular Conjugate Chemistry（超分子複合材料学） ２ 

Material Design of Supramolecules（超分子材料設計学） ２ 

Advanced Physical Chemistry of Materials（材料物性化学） ２ 

Functional Materials Engineering（機能物質工学） ２ 

Bioanalytical Chemistry（バイオ分析化学） ２ 

Chemical Sensor Engineering（化学センサー工学） ２ 

Bioinorganic Chemistry（生物無機化学）  ２ 

Bio & Molecular Integration Chemistry（生命分子集積化学） ２ 

Organometallic Chemistry（有機金属化学） ２ 

Molecular Cell Biology II（分子細胞生物学Ⅱ） ２ 

Fundamentals of Chemistry for Medicine（医用化学基礎） １ 

Bioengineering（バイオエンジニアリング特論） ２ 

Nanomaterials Chemical Analysis（ナノ物質機能解析学特論） ２ 

Molecular System Science（分子システム学） ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Exercises in Reference Search（物質科学情報集約演習） 
２ 

Communication Training in Materials Science I 

（物質科学コミュニケーション第一） 
２ 

Student Seminar in Materials Science I（物質科学セミナー第一） 
２ 

Communication Training in Materials Science I 

（物質科学コミュニケーション第二） 
２ 

Student Seminar in Materials Science II（物質科学セミナー第二） 
２ 

Internship Program（企業インターンシップ） 
２ 

Scientific English（科学英語） 
２ 

Topics in Science and Technology（科学技術論）  

２ 
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Industry Academia Collaborations in Research and Development 

（産学連携特論第一） 
２ 

Advanced Chemistry for Functional Materials（機能物質化学特論） 
２ 

Advanced Chemistry for Molecular Systems 

（分子システム化学特論） 
２ 

 

   化学工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Advanced Chemical Reaction Engineering（反応工学特論）            ２ 

Engineering Rheology（レオロジー工学）              ２ 

Phase Equilibria（相平衡論）              ２ 

Cell & Tissue Engineering（細胞・組織工学）              ２ 

Engineering of Biomimetic Functional Materials  

（生体模倣機能材料工学） 
             ２ 

Thermal System Engineering（システム熱工学）              ２ 

Advanced Process Control Engineering（プロセスシステム制御学）              ２ 

Electrochemical Systems Engineering（電気化学システム工学）            ２ 

（先  端  科  目） 

Functional Surface Chemistry（機能表面化学）       ２ 

Introduction to Soft Matter Processing（高分子プロセス工学）              ２ 

Biomaterials Engineering（生命材料工学）              ２ 

Biological Systems Engineering（生物・生体システム工学）              ２ 

Environmental Fluid Transport Phenomena（環境流体輸送現象論）              ２ 

Combustion System Engineering（燃焼システム工学）              ２ 

Advanced Process Design Engineering（プロセスシステム設計学）              ２ 

Bio-resource Materials Engineering（生体由来材料工学）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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Communication in Chemical Engineering I 

（化学工学コミュニケーションⅠ） 
             ２ 

Communication in Chemical Engineering II 

（化学工学コミュニケーションⅡ） 
             ２ 

Student Seminar in Chemical Engineering I 

（化学工学学生セミナーⅠ） 
             ２ 

Student Seminar in Chemical Engineering II 

（化学工学学生セミナーⅡ） 
             ２ 

Chemical Engineering Research Planning（化学工学情報集約演習）              ２ 

Internship（化学工学インターンシップ）             ２ 

Material Science and Engineering I（物質科学工学Ⅰ）            ２ 

Material Science and Engineering II（物質科学工学Ⅱ）             ２ 

 

   機械工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】            ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】            ２ 

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】            ２ 

Robotics（ロボット工学）【分野５】         ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】             ２ 

（先  端  科  目） 

Theory of Plasticity（塑性変形論）【分野６】              ２ 

Gas Dynamics（気体力学）【分野３】              ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学）【分野１】              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Mechanical Engineering I（機械工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar in Mechanical Engineering II（機械工学セミナーⅡ）              １ 



 

- 72 - 

 

Mechanical Engineering Internship I（機械工学インターンシップⅠ）              １ 

Mechanical Engineering Internship II（機械工学インターンシップⅡ）              １ 

Communication for Mechanical Engineer I 

（機械工学コミュニケーションⅠ） 
           １ 

Communication for Mechanical Engineer II 

（機械工学コミュニケーションⅡ） 
           １ 

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約）             ２ 

 

   水素エネルギーシステムグローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学）              ２ 

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論）              ２ 

Tribology（トライボロジー）              ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）             ２ 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）             ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）             ２ 

Computational Intelligence（計算知能）              ２ 

High Pressure Gas Safety Engineering（高圧ガス安全工学） ２ 

Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２ 

Hydrogen Production and Storage（水素製造・貯蔵） ２ 

（先  端  科  目） 

Advanced Energy Engineering I（先端エネルギー特論Ⅰ）              ２ 

Advanced Energy Engineering II（先端エネルギー特論Ⅱ）              ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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Seminar on Hydrogen Engineering I（水素工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar on Hydrogen Engineering II（水素工学セミナーⅡ）              １ 

Internship for Hydrogen Engineering I 

（水素工学インターンシップⅠ） 
             １ 

Internship for Hydrogen Engineering II 

（水素工学インターンシップⅡ） 
             ２ 

Communication for Hydrogen Engineer I 

（水素工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Hydrogen Engineer II 

（水素工学コミュニケーションⅡ） 
            １ 

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約）             ２ 

 

   航空宇宙工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Internal Flow（内部流れ）       ２ 

Aeroelasticity（空力弾性学）             ２ 

Mechanics of Composite Laminates（複合材料力学）             ２ 

Advanced Guidance and Control I（誘導制御特論Ⅰ）              ２ 

Flight Dynamics and Control（応用飛行力学）              ２ 

Spacecraft Dynamics（宇宙機動力学）              ２ 

Reusable Launch Vehicle Engineering（宇宙往還機工学）              ２ 

Re-Entry Dynamics（再突入力学）              ２ 

Advanced Aircraft Design（航空機設計特論）              ２ 

Space Utilization（宇宙利用システム工学）              ２ 

Wind Engineering（大気流体力学）              ２ 

Strength and Fracture of Composite Materials（複合材料強度学）              ２ 

Analysis of Nanostructural Materials （ナノ構造解析学）              ２ 

Functional Material Engineering（機能材料工学）              ２ 
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Computational Structural Mechanics（数値構造力学）       ２ 

Power Electronics（電気エネルギー変換工学）              ２ 

（先  端  科  目） 

Applied Fluid Dynamics（応用流体力学）              ２ 

Applied Thermophysical Engineering （応用熱物理学）              ２ 

Instrumentation （機器学特論）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Aeronautics and Astronautics I（航空宇宙工学演習Ⅰ）              ２ 

Seminar in Aeronautics and Astronautics II（航空宇宙工学演習Ⅱ）              ２ 

Laboratory Experiments on Aeronautics and Astronautics 

（航空宇宙工学研究実験） 
            ２ 

Internship in Aerospace Engineering I 

（航空宇宙工学インターンシップⅠ） 
            １ 

Internship in Aerospace Engineering II 

（航空宇宙工学インターンシップⅡ） 
            １ 

Communication for Aerospace Engineers I 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Aerospace Engineers II 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Aerospace Engineering Project I（航空宇宙工学プロジェクトⅠ）              ２ 

Aerospace Engineering Project II（航空宇宙工学プロジェクトⅡ）             ２ 

 

   量子物理工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

High-Energy Nuclear Reaction（高エネルギー核反応論）       ２ 

Nuclear Fuel Engineering（核燃料工学）        ２ 

Environmental Sciences and Engineering (環境科学・工学)            ２ 

Nuclear Physics and Measurement（原子核物理計測学）        ２ 
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Radiation Physics and Measurement（放射線物理計測学）      ２ 

Sciences and Engineering of Organic Materials Property  

（有機物性工学）  
       ２ 

Experimental Practice on Nuclear Engineering（原子力工学基礎実験）        ２ 

Numerical Simulation for Radiation Engineering 

（放射線数値シミュレーション） 
２ 

（先  端  科  目） 

Nuclear Reaction and Accelerator（原子核反応及び加速器学）    ２ 

Lattice Defects in Materials（格子欠陥学）        ２ 

Environment-Improving Material Engineering（環境機能材料工学）        ２ 

Fusion Plasma Science（核融合プラズマ科学）        ２ 

Thin Film and Surface Physics（薄膜表面物理学）        ２ 

Radiation Effects in Nuclear Materials（原子力材料物性学）        ２ 

Fudamental Aspects of Nuclear Fuel Cycle（核燃料サイクル工学）        ２ 

Multiphase Flow Science in Energy Engineering 

（エネルギー混相流体工学） 
      ２ 

Nuclear Reactor System Engineering（原子炉システム工学）        ２ 

Applied Low Temperature Physics（応用低温物理学）        ２ 

Solid State Physics（物性物理学）        ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory I 

（原子核・量子線工学実験Ⅰ） 
       ２ 

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory II 

（原子核・量子線工学実験Ⅱ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory I 

（エネルギー物質科学実験Ⅰ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory II 

（エネルギー物質科学実験Ⅱ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory III 

（エネルギー物質科学実験Ⅲ） 
   ２ 
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Nuclear Energy Systems Laboratory I 

（核エネルギーシステム学実験Ⅰ） 
      ２ 

Nuclear Energy Systems Laboratory II 

（核エネルギーシステム学実験Ⅱ） 
２ 

Nuclear Energy Systems  Laboratory III 

（核エネルギーシステム学実験Ⅲ） 
２ 

Applied Physics Laboratory I（応用物理学実験Ⅰ）       ２ 

Applied Physics Laboratory II（応用物理学実験Ⅱ）        ２ 

Applied Physics LaboratoryIII（応用物理学実験Ⅲ）        ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering I 

（原子核・量子線工学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering II 

（原子核・量子線工学発表演習Ⅱ) 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems I 

（エネルギー物質科学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems II 

（エネルギー物質科学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems III

（エネルギー物質科学発表演習Ⅲ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems I 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems II 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems III 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅲ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics I 

（応用物理学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics II 

（応用物理学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics III 

（応用物理学発表演習Ⅲ） 
２ 

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering I 

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering II 

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems I 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems II 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems III 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅲ） 
       ２ 
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Research Project in Nuclear Energy Systems I 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear Energy Systems II 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear Energy Systems III 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅲ） 
２ 

Research Project in Applied Physics I（応用物理学計画演習Ⅰ）        ２ 

Research Project in Applied Physics II（応用物理学計画演習Ⅱ）        ２ 

Research Project in Applied Physics III（応用物理学計画演習Ⅲ）        ２ 

Scientific Presentation and Communication（科学技術コミュニケーション）        １ 

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle I（核燃料サイクル実験Ⅰ）        １ 

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle II（核燃料サイクル実験Ⅱ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields I（産学連携演習Ⅰ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields II（産学連携演習Ⅱ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields III（産学連携演習Ⅲ）        １ 

Seminar in Quantum Physics（量子物理特別講義）        １ 

 

   船舶海洋工学グローバルコース 

   土木工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Advanced Earthquake Engineering（地震工学特論） ２ 

Biological Water Quality Control Engineering（水質変換工学）    ２ 

Advanced Ecological Engineering（応用生態工学）   ２ 

Environmental Planning（環境計画論）       ２ 

Groundwater Environmental Systems（地下水環境システム論） ２ 
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Introduction of Marine Systems Engineering I 

（海洋システム工学概論第一） 
             ２ 

Introduction of Marine Systems Engineering II 

（海洋システム工学概論第二） 
         ２ 

Advanced Theory of Resistance for Ship and Marine Structures 

（船舶海洋抵抗特論） 
      ２ 

Applied Risk Analysis（応用リスク解析学）     ２ 

Introduction to Industrial and Applied Mathematics（応用数理学）      ２ 

Advanced Course of Ship Preliminary Design（船舶基本設計特論）    ２ 

Geo-Spatial Information Science（空間情報学）      ２ 

Research Planning（研究計画法）       ２ 

Numerical Analysis（数値解析学）    ２ 

Field Survey Method（野外調査法）       ２ 

Presentation Exercise（プレゼンテーション演習） ２ 

Urban Engineering & Economics（都市工学・経済学）              ２ 

Advanced Data Analysis（実践データ解析学） ２ 

（先  端  科  目） 

Land Development and Disaster Risk Management in Japan 

（国土開発・災害リスクマネジメント） 
             ２ 

Advanced Structural Analysis（構造解析学特論）              ２ 

Geoenvironmental System Engineering（地盤環境システム工学）              ２ 

Practical Application of Aestetic Design in Civil Engineering 

（実践景観デザイン論） 
             ２ 

Material Cycles and Waste Management（廃棄物資源循環学）            ２ 

Environmental Fluid Mechanics（環境流体力学）            ２ 

Advanced Ocean and Coastal Engineering（沿岸・海洋工学特論）             ２ 

Urban Development Project （都市開発プロジェクト論）              ２ 
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Advanced Course in Fracture Control Design（破壊管理工学特論）          ２ 

Structural Stability（構造安定論）              ２ 

Advanced Course of Dynamics of Ships（船舶運動特論）              ２ 

Advanced Course of Control Engineering（制御工学特論）              ２ 

Application of Energy from the Ocean（海洋エネルギー利用計画）              ２ 

Advanced Theory of Vibration for Ship and Marine Structures 

（船舶海洋振動学特論） 
             ２ 

Advanced Course of Systems Design（システム設計特論）              ２ 

Advanced Concrete Engineering （コンクリート工学特論）              ２ 

Advanced Geotechnical Modelling and its Application（地盤解析学） ２ 

Advanced Geomechanics and Design（建設デザイン構造学）              ２ 

Risk Management in Natural Disaster Prevention（災害リスク学）              ２ 

Mechanics of Geomaterials（地盤材料力学）              ２ 

Urban Transportation Planning（都市総合交通計画）              ２ 

Advanced Steel Structure（鋼構造特論）              ２ 

River Engineering（河川工学特論）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Advanced Civil and Environmental Engineering（地球環境工学特論）              ２ 

Practice in Civil and Environmental  Engineering 

（地球環境工学演習） 
             ２ 

Practice in Environmental Studies（環境学実習）              ２ 

Seminar in Marine Systems Engineering（海洋システム工学演習）         ２ 

Problem-Solution Seminar（課題解決セミナー）             ２ 

Internship Program（インターンシップ・プログラム）             ２ 
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   地球資源システム工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Resource Geology I（資源地質学第一）         ２ 

Mineral Engineering, Experiments I（鉱物工学実験第一）          １ 

Mineral Engineering, Experiments II（鉱物工学実験第二）          １ 

Engineering Geophysics I（地球情報学第一）          ２ 

Engineering Geophysics, Experiments I（地球情報学実験第一）          １ 

Engineering Geophysics, Experiments II（地球情報学実験第二）          １ 

Geothermics (Advanced)（地球熱学特論）         ２ 

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments I  

（地熱工学特論実験第一） 
         １ 

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments II 

（地熱工学特論実験第二） 
         １ 

Resources Development Engineering (Advanced)(資源開発工学特論）          ２ 

Resources Development Engineering (Advanced), Experiments 

（資源開発工学特論実験) 
         １ 

Mineral Resources Production System, Experiments  

（資源生産システム学実験） 
         １ 

Rock Engineering (Advanced) I（岩盤工学特論第一）          ２ 

Rock Engineering (Advanced), Experiments I（岩盤工学特論実験第一）          １ 

Rock Engineering (Advanced), Experiments II 

（岩盤工学特論実験第二） 
         １ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering  

（Advanced） I（資源処理・環境修復工学特論第一） 
         ２ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering 

（Advanced),  Experiments I（資源処理・環境修復工学特論実験第一） 
         １ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering 

（Advanced),  Experiments II（資源処理・環境修復工学特論実験第二） 
         １ 

Energy Resources Engineering (Advanced)（エネルギー資源工学特論）         ２ 
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Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments I 

（エネルギー資源工学特論実験第一） 
     １ 

Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments II 

（エネルギー資源工学特論実験第二） 
      １ 

（先  端  科  目） 

Fundamentals of Earth Resources Engineering I 

（地球資源システム工学基礎第一） 
２ 

Fundamentals of Earth Resources Engineering II 

（地球資源システム工学基礎第二） 
２ 

International Project Management（国際プロジェクトマネジメント） ２ 

Resource Geology II（資源地質学第二）    ２ 

Mineral Engineering（鉱物工学）          ２ 

Engineering Geophysics II（地球情報学第二）          ２ 

Engineering Geophysics III（地球情報学第三）          ２ 

Geothermal Engineering (Advanced)（地熱工学特論）          ２ 

Geothermal System Modeling（地熱系モデリング）          ２ 

Environment and Safety (Advanced)（環境安全特論）          ２ 

Mineral Resources Production Engineering (資源生産システム学)          ２ 

Rock Engineering (Advanced) II（岩盤工学特論第二）          ２ 

Mining Machinery System (Advanced)（開発機械システム工学特論）          ２ 

Resources Processing (Advanced) II（資源処理工学特論第二）          ２ 

Resources Processing (Advanced) III（資源処理工学特論第三）          ２ 

Petroleum Reervoir Engineering（石油貯留層工学）          ２ 

Subsurface Mass Transport Engineering (Advanced)（物質移動工学特論）          ２ 

Special Lecture on Earth Resources Engineering I 

（地球資源システム工学特別講義第一） 
２ 

Special Lecture on Earth Resources Engineering II 

（地球資源システム工学特別講義第二） 
２ 
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Special Lecture on Earth Resources Engineering III 

(地球資源システム工学特別講義第三） 
２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Earth Resources Engineering, Seminar I (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第一） 
       ２ 

Earth Resources Engineering, Seminar II (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第二） 
     ２ 

Earth Resources Engineering, Seminar III (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第三） 
        ２ 

International Cooperative Study on Earth System Engineering (Advanced) 

（地球工学国際連携特論） 
      ２ 

International Cooperative Study on Mining Engineering (Advanced) 

（資源システム工学国際連携特論） 
    ２ 

International Cooperative Study on Energy Resources Engineering 

 (Advanced)（エネルギー資源工学国際連携特論） 
       ２ 

Research Planning on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学研究企画） 
    ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) I 

（地球資源システム工学特論第一） 
      ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) II 

（地球資源システム工学特論第二） 
       ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) III 

（地球資源システム工学特論第三） 
     ２ 

Academic and Industrial Liaison Research（産学連携研究）        ２ 

 

   外国人留学生に共通の授業科目 

授   業   科   目 単   位 

Applied IT I（IT応用第一）  ２ 

Applied IT II（IT応用第二） ２ 

Advanced Japanese Industries （日本産業特論）      ２ 

Advanced Engineering Analysis and Measurement I 

（工学解析・計測特論第一） 
    ２ 

Advanced Engineering Analysis and Measurement II 

（工学解析・計測特論第二） 
      ２ 

Business Japanese A（ビジネス日本語Ａ）              １ 

Business Japanese B（ビジネス日本語Ｂ）                １ 



 

- 83 - 

 

Business Japanese C（ビジネス日本語Ｃ）         １ 

Survival Japanese（サバイバル・ジャパニーズ）     １ 

Active Japanese I（アクティブ日本語Ⅰ）         １ 

Active Japanese II（アクティブ日本語Ⅱ）     １ 

Progressive Japanese I（プログレッシブ日本語Ⅰ）         １ 

Progressive Japanese II（プログレッシブ日本語Ⅱ）        １ 

 

  博士後期課程 

   材料工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Reaction Engineering for Materials A 

（材料反応プロセス工学講究Ａ） 
４ 

Advanced Reaction Engineering for Materials B 

（材料反応プロセス工学講究Ｂ） 
            ４ 

Advanced Reaction Engineering for Materials C 

（材料反応プロセス工学講究Ｃ） 
              ４ 

Advanced Materials Processing A（材料加工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Materials Processing B（材料加工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Materials Processing C（材料加工学講究Ｃ）               ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials A 

（材料組織学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials B 

（材料組織学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials C 

（材料組織学講究Ｃ） 
              ４ 

Advanced Functional Material A（機能材料工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Functional Material B（機能材料工学講究Ｂ）               ４ 

Seminars in Reaction Engineering for Materials 

（材料反応プロセス工学セミナー） 
              ２ 

Seminars in Materials Processing（材料加工学セミナー）                ２ 
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Seminars in Microstructural Engineering of Materials 

（材料組織学セミナー） 
             ２ 

Seminars in Functional Materials（機能材料工学セミナー）               ２ 

Research Proposals in Materials Science and Engineering 

（物質科学工学研究企画演習） 
              ２ 

Teaching Practices on Materials Science and Engineering 

（物質科学工学指導演習） 
             ２ 

Communications for Materials Science and Engineering 

（物質科学工学コミュニケーション） 
       ２ 

Integrations of Information on Materials Science and Engineering 

（物質科学工学情報集約演習） 
   ２ 

Industry-University Internship I（産学連携インターンシップⅠ）    ４ 

Industry-University Internship （産学連携インターンシップⅡ）              ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）      ２ 

 

   応用化学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Applied Chemistry A（応用化学講究Ａ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry B（応用化学講究Ｂ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry C（応用化学講究Ｃ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry D（応用化学講究Ｄ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry E（応用化学講究Ｅ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry F（応用化学講究Ｆ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry G（応用化学講究Ｇ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry H（応用化学講究Ｈ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry I（応用化学講究Ｉ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry J（応用化学講究Ｊ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry K（応用化学講究Ｋ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry L（応用化学講究Ｌ）              ４ 
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Advanced Applied Chemistry M（応用化学講究Ｍ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry N（応用化学講究Ｎ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry O（応用化学講究Ｏ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry P（応用化学講究Ｐ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry Q（応用化学講究Ｑ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry R（応用化学講究Ｒ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry S（応用化学講究Ｓ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry T（応用化学講究Ｔ）              ４ 

Materials Science, Research Planning Exercise 

（物質科学研究企画演習） 
             ４ 

Materials Science, Advanced Instructing Practice 

（物質科学指導演習） 
             ２ 

Materials Science, Advanced Exercise I（物質科学特別演習第一）              ２ 

Materials Science, Advanced Exercise II（物質科学特別演習第二）              ２ 

Materials Science, Internship I（産学連携実習第一）              ４ 

Materials Science, Internship II （産学連携実習第二）             ４ 

Materials Science, Internship III （産学連携実習第三）             ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   化学工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Material Chemical Engineering A（材料化学工学講究Ａ）              ４ 

Advanced Material Chemical Engineering B（材料化学工学講究Ｂ）              ４ 

Advanced Material Chemical Engineering C（材料化学工学講究Ｃ）              ４ 

Advanced Molecular System Chemistry（分子システム化学講究）              ４ 

Advanced Biochemical Engineering（生物化学工学講究）              ４ 
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Advanced Biological Interface Engineering（生体界面工学講究）              ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic A 

（環境調和システム工学講究Ａ） 
           ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic B 

（環境調和システム工学講究Ｂ） 
           ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic C 

（環境調和システム工学講究Ｃ） 
            ４ 

Chemical Engineering Research Planning（化学工学研究企画演習）             ４ 

Advanced Communication in Chemical Engineering 

（化学工学コミュニケーション） 
             ２ 

Internship in Chemical Engineering（化学工学インターンシップ）              ２ 

Research Planning in Material Science（物質科学研究企画演習）              ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

    

機械工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Material Strength（材料力学講究）              ４ 

Advanced Design Engineering（設計工学講究）              ４ 

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究）              ４ 

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究）              ４ 

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究）              ４ 

Advanced Control Systems（制御システム講究）               ４ 

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究）              ４ 

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究）              ４ 

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー）              ２ 

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー）              ２ 

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー）              ２ 

Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー）              ２ 
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Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー）              ２ 

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー）             ２ 

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー）             ２ 

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering 

（生体工学セミナー） 
           ２ 

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習）              ２ 

Internship（機械工学インターンシップ）              ４ 

International Internship（機械工学国際インターンシップ）              ４ 

Communication for Mechanical Engineers 

（機械工学コミュニケーション） 
            ２ 

Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習）             １ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   水素エネルギーシステムグローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Tutorials on Hydrogen System A（水素システム講究Ａ）              ４ 

Tutorials on Hydrogen System B（水素システム講究Ｂ）              ４ 

Tutorials on Hydrogen System C（水素システム講究Ｃ）              ４ 

Tutorials on Material and Design A（水素材料・設計学講究Ａ）              ４ 

Tutorials on Material and Design B（水素材料・設計学講究Ｂ）              ４ 

Tutorials on Material and Design C（水素材料・設計学講究Ｃ）              ４ 

Tutorials on Material and Design D（水素材料・設計学講究Ｄ）              ４ 

Tutorials on Thermofluid Engineering（水素熱流体工学講究）              ４ 

Advanced Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学特論）              ２ 

Advanced Energy Technologies（先端エネルギー技術論）              ２ 

Seminar in Hydrogen System A（水素システムセミナーＡ）              ２ 
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Seminar in Hydrogen System B（水素システムセミナーＢ）             ２ 

Seminar in Hydrogen System C（水素システムセミナーＣ）            ２ 

Seminar in Material and Design A（水素材料・設計学セミナーＡ）             ２ 

Seminar in Material and Design B（水素材料・設計学セミナーＢ）             ２ 

Seminar in Material and Design C（水素材料・設計学セミナーＣ）              ２ 

Seminar in Material and Design D（水素材料・設計学セミナーＤ）              ２ 

Seminar in Thermofluid Engineering（水素熱流体工学セミナー）              ２ 

Project Analysis（プロジェクト演習）              ２ 

International Internship I（国際連携インターンシップⅠ）              ２ 

International Internship II（国際連携インターンシップⅡ）              ２ 

Internship（産学連携インターンシップ）              ２ 

Research Planning（水素エネルギーシステム研究企画演習）             ２ 

Training as Supervisor（水素エネルギーシステム指導演習）             ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   航空宇宙工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Aerospace Propulsion（推進工学講究）              ４ 

Advanced Fluid Dynamics（流体力学講究）              ４ 

Advanced Thermophysical Engineering（熱物理学講究）              ４ 

Advanced Strength and Vibration（強度振動学講究）              ４ 

Advanced Aerospace Structural Systems Engineering 

（軽構造システム工学講究） 
             ４ 

Advanced Guidance and Control（誘導制御講究）              ４ 

Advanced Flight Dynamics（飛行力学講究）              ４ 
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Advanced Space Systems Engineering（宇宙システム工学講究）             ４ 

Advanced Space Transportation Systems Engineering 

（宇宙輸送システム工学講究） 
            ４ 

Advanced Orbital Systems Engineering（軌道上システム工学講究）             ４ 

Advanced Atmospheric Flow Engineering（大気流体工学講究）             ４ 

Advanced Materials Strength for Aeronautics and Space 

（航空宇宙材料強度学講究） 
             ４ 

Advanced Aerospace Structural Dynamics（航空宇宙構造動力学講究）              ４ 

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅰ 

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅰ） 
             ２ 

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅱ 

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅱ） 
             ２ 

Aerospace Engineering Research Planning（航空宇宙工学研究企画演習）              ２ 

Internship in Aerospace Engineering（航空宇宙工学インターンシップ）              ２ 

International Internship in Aerospace Engineering 

（航空宇宙工学国際インターンシップ） 
             ２ 

Communication for Aerospace Engineers I 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Aerospace Engineers II 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Aeronautics and Astronautics Project A 

（航空宇宙工学プロジェクトＡ） 
             ２ 

Aeronautics and Astronautics Project B 

（航空宇宙工学プロジェクトＢ） 
            ２ 

Teaching Practice on Aeronautics and Astronautics Engineering 

（航空宇宙工学指導演習） 
            ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   量子物理工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering A 

（原子核・量子線工学講究Ａ） 

           

４ 

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering B 

（原子核・量子線工学講究Ｂ） 
   ４ 

Colloquium on Nuclear Energy Systems A 

（核エネルギーシステム学講究Ａ） 
４ 
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Colloquium on Nuclear Energy Systems B 

（核エネルギーシステム学講究Ｂ） 
          ４ 

Colloquium on Nuclear Energy Systems C 

（核エネルギーシステム学講究Ｃ） 
      ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems A 

（エネルギー物質科学講究Ａ） 
        ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems B 

（エネルギー物質科学講究Ｂ） 
    ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems C 

（エネルギー物質科学講究Ｃ） 
４ 

Colloquium on Applied Physics A（応用物理学講究Ａ）       ４ 

Colloquium on Applied Physics B（応用物理学講究Ｂ）     ４ 

Colloquium on Applied Physics C（応用物理学講究Ｃ）       ４ 

Research Study in Industrial Fields（産学連携実習）      ４ 

Research Planning on Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学研究企画演習） 
     ２ 

Teaching Practice in Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学指導演習） 
  ２ 

Advanced Topics of Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学特論） 
      ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）        ２ 

 

  船舶海洋工学グローバルコース 

  土木工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Civil Engineering Materials A（建設材料工学講究Ａ）         ４ 

Welding and Fracture Mechanics（Seminar）（建設材料工学講究Ｂ）         ４ 

Advanced Civil Engineering Design A（建設設計工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Civil Engineering Design B（建設設計工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Geotechnical Disaster Preventation A 

（防災地盤工学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Geotechnical Disaster Preventation B 

（防災地盤工学講究Ｂ） 
              ４ 
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Advanced Environmental Geotechnology（環境地盤工学講究）               ４ 

Advanced City Planning A（都市システム計画学講究Ａ）               ４ 

Advanced City Planning B（都市システム計画学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Environmental Design A（環境デザイン工学講究Ａ）               ４ 

Functional Design of Artificial Environment （Seminar） 

（環境デザイン工学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Urban Environmental Engineering A（都市環境工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Urban Environmental Engineering B（都市環境工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Environmental System Engineering A 

（環境システム工学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Environmental System Engineering B 

（環境システム工学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Costal Engineering A（沿岸海洋工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Costal Engineering B（沿岸海洋工学講究Ｂ）               ４ 

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures B 

（船舶海洋性能工学講究Ｂ） 
              ４ 

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures C 

（船舶海洋性能工学講究Ｃ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures A 

（船舶海洋構造工学講究Ａ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures B 

（船舶海洋構造工学講究Ｂ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures C 

（船舶海洋構造工学講究Ｃ） 
              ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures D 

（船舶海洋構造工学講究Ｄ） 
              ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures E 

（船舶海洋構造工学講究Ｅ） 
              ４ 

Research Planning on Civil Engineering（地球環境工学研究企画演習）               ４ 

Teaching Practice on Civil Engineering（地球環境工学指導演習）               ２ 

Special Practice on Civil Engineering（地球環境工学特別演習）               ２ 

Internship（産学連携実習）               ４ 
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Seminar in Performance of Ships and Marine Structures B 

（船舶海洋性能工学演習Ｂ） 
              ２ 

Seminar in Performance of Ships and Marine Structures C 

（船舶海洋性能工学演習Ｃ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures A 

（船舶海洋構造工学演習Ａ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures B 

（船舶海洋構造工学演習Ｂ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures C 

（船舶海洋構造工学演習Ｃ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures D 

（船舶海洋構造工学演習Ｄ） 
             ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures E 

（船舶海洋構造工学演習Ｅ） 
             ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）              ２ 

 

   地球資源システム工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Earth System Science（地球システム科学）        ４ 

Environmental Geophysics（地球情報工学）    ４ 

Geothermal Science and Engineering（地球熱システム学）         ４ 

Mining Technology（資源開発システム工学）   ４ 

Rock Engineering and Mining Machinery 

（岩盤・開発機械システム工学） 
       ４ 

Resources Processing and Environmental Remediation System Engineering 

（資源処理・環境修復システム工学） 
   ４ 

Energy Resources Engineering（エネルギー資源工学）      ４ 

Individual Work on Research Planning on Earth Resources Engineering

（地球資源システム工学研究企画演習） 
    ２ 

Supervised Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学指導演習） 
      ２ 

Special Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学特別演習） 
          ２ 

Academic and Industrial Liaison Seminar（産学連携演習）        ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）         ２ 
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九州大学大学院工学府規則の一部を改正する規則（案） 

令和２年度九大規則第  号 

制 定：令和 ３年  月  日 

 大学院工学府を改組することに伴い、九州大学大学院工学府規則（平成１６年度九大規則第１

３０号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

（授業科目、単位、履修方法、試験等） 

第７条 授業科目、単位及び履修方法は、材

料工学専攻にあっては別表第１、応用化学

専攻にあっては別表第２、化学工学専攻に

あっては別表第３、機械工学専攻にあって

は別表第４、水素エネルギーシステム専攻

にあっては別表第５、航空宇宙工学専攻に

あっては別表第６、量子物理工学専攻にあ

っては別表第７、船舶海洋工学専攻にあっ

ては別表第８、地球資源システム工学専攻

にあっては別表第９、共同資源工学専攻に

あっては別表第１０、土木工学専攻にあっ

ては別表第１１のとおりとする。 
 
２ 共同資源工学専攻は、英語の授業等によ

り学位取得可能な教育課程とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（略） 

（授業科目、単位、履修方法、試験等） 

第７条 授業科目、単位及び履修方法は、物

質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、

材料物性工学専攻及び化学システム工学

専攻にあっては別表第１、建設システム工

学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋

システム工学専攻、地球資源システム工学

専攻及びエネルギー量子工学専攻にあっ

ては別表第２、機械工学専攻、水素エネル

ギーシステム専攻及び航空宇宙工学専攻

にあっては別表第３、英語による授業等に

より学位取得可能な教育課程である共同

資源工学専攻にあっては別表第４のとお

りとする。 

２ 物質創造工学専攻、物質プロセス工学専

攻、材料物性工学専攻及び化学システム工

学専攻の博士後期課程に、高度の専門知識

と視野の広い分子操作技術を有する研究

者及び専門技術者の育成を行うため、それ

ぞれ分子システム化学国際コースを置き、

その授業科目、単位及び履修方法は、別表

第５のとおりとする。  

３ 本学府各専攻の修士課程及び博士後期

課程に、高度な専門知識とビジネス素養を

備えた産業人材の育成を行うため、外国人

留学生を対象に産業工学コースを置き、そ

の授業科目、単位及び履修方法は、別表第

６のとおりとする。 

４ 物質創造工学専攻及び材料物性工学専

攻の博士後期課程に、ナノ材料分野におい

て社会の要請や科学技術の進歩に対応で

きる俯瞰力、総合力を持つ研究者の育成を

行うため、それぞれ先端ナノ材料工学コー

スを置き、その授業科目、単位及び履修方

法は、別表第７のとおりとする。 

５ 建設システム工学専攻、都市環境システ

ム工学専攻及び海洋システム工学専攻の

博士後期課程に、生命科学・工学・情報科

学を融合したアジア保全生態学の教育を

通じて、国内外（特にアジア地域）での生

物多様性観測、持続可能な生態系管理、生

物多様性保全事業、自然再生事業を担う専

門家を養成するため、それぞれにアジア保

全生態学コースを置き、その授業科目、単
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第７条の２ 前条に掲げるもののほか、英語

による授業等により学位取得可能な教育

課程として、次の表の左欄に掲げる課程

に、それぞれ同表の右欄に定める国際コー

スを置き、各コースの授業科目、単位及び

履修方法は別表第１２のとおりとする。 
 
 
 
 

課  程 国際コース 

材料工学専攻の修士

課程及び博士後期課

程 

材料工学グローバ

ルコース 

応用化学専攻の修士

課程及び博士後期課

応用化学グローバ

ルコース 

位及び履修方法は、別表第８及び別表第９

のとおりとする。 

６ 地球資源システム工学専攻に、経済成長

と資源効率向上を両立したアジアの実現

に資する理工系リーダーの養成を行うた

め、グリーンアジア国際戦略コースを置き

、その授業科目、単位及び履修方法は、別

表第１０のとおりとする。この場合におい

て、グリーンアジア国際戦略コースは、修

士課程から博士後期課程までの一貫した

学位プログラムとする。 

７ 物質創造工学専攻、物質プロセス工学専

攻、材料物性工学専攻、化学システム工学

専攻、機械工学専攻及び水素エネルギーシ

ステム専攻に、高度な最先端分子系材料科

学の研究を自ら推進でき、さらに、幅広い

科学技術に対する俯瞰力を兼ね備え、国際

社会で活躍できるリーダーの養成を行う

ため、分子システムデバイス ダ・ヴィンチ

コースを置き、その授業科目、単位及び履

修方法は、別表第１１のとおりとする。こ

の場合において、分子システムデバイス 

ダ・ヴィンチコースは、修士課程から博士

後期課程までの一貫した学位プログラム

とする。 

８ 海洋システム工学専攻、建設システム工

学専攻及び都市環境システム工学専攻の

修士課程に、海洋エネルギーの利用技術、

海底下資源の探査・開発技術に関する高度

な専門知識と総合計画能力を持つ技術者

と研究者を育成するため、それぞれ海洋開

発人材育成コースを置き、その授業科目、

単位及び履修方法は、別表第１２のとおり

とする。 

第７条の２ 前条に掲げるもののほか、国際

コース（英語による授業等により学位取得

可能な教育課程をいう。）として、次の表

の左欄に掲げる課程に、それぞれ同表の右

欄に定めるコースを置き、各コース（国際

環境システム工学特別コースを除く。）の

授業科目、単位及び履修方法は別表第１３

のとおりとし、国際環境システム工学特別

コースの授業科目、単位及び履修方法は別

表第１４のとおりとする。 

課  程 コース 
物質創造工学専攻、物

質プロセス工学専攻、

材料物性工学専攻及

び化学システム工学

専攻の修士課程及び

博士後期課程 

応用化学グローバ

ルコース、材料工学

グローバルコース

及び化学工学グロ

ーバルコース 
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程 

化学工学専攻の修士

課程及び博士後期課

程 

化学工学グローバ

ルコース 

機械工学専攻の修士

課程及び博士後期課

程 

機械工学グローバ

ルコース 

水素エネルギーシス

テム専攻の修士課程

及び博士後期課程 

水素エネルギーシ

ステムグローバル

コース 

航空宇宙工学専攻の

修士課程及び博士後

期課程 

航空宇宙工学グロ

ーバルコース 

量子物理工学専攻の

修士課程及び博士後

期課程 

量子物理工学グロ

ーバルコース 

船舶海洋工学専攻の

修士課程及び博士後

期課程 

船舶海洋工学グロ

ーバルコース 

地球資源システム工

学専攻の修士課程及

び博士後期課程 

地球資源システム

工学グローバルコ

ース 

土木工学専攻の修士

課程及び博士後期課

程 

土木工学グローバ

ルコース 

 
 
 

（略） 
 （修士課程の修了要件） 
第１２条 本学府の修士課程の修了要件は、

修士課程に２年以上在学し、第７条の規定

により履修することとされている授業科

目について３０単位以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、本学府教授会

の行う修士論文の審査及び最終試験に合

格することとする。ただし、総長が認める

ときは、在学期間に関しては、優れた業績

を上げた者については、修士課程に１年以

上在学すれば足りるものとする。 
 
 
 （博士課程の修了要件） 
第１３条 本学府の博士課程の修了要件は、

博士課程に５年（修士課程に２年以上在学

し、当該課程を修了した者にあっては、当

該課程における２年の在学期間を含む。）

以上在学し、第７条の規定により履修する

建設システム工学専

攻、都市環境システム

工学専攻及び海洋シス

テム工学専攻の修士課

程及び博士後期課程 

建設システム工学

グローバルコース、

都市環境システム

工学グローバルコ

ース及び海洋シス

テム工学グローバ

ルコース 
地球資源システム工学

専攻の修士課程及び博

士後期課程 

地球資源システム

工学グローバルコ

ース 
 

エネルギー量子工学専

攻の修士課程及び博士

後期課程 

エネルギー量子工

学グローバルコー

ス 
機械工学専攻の修士課

程及び博士後期課程 
機械工学グローバ

ルコース 
水素エネルギーシステ

ム専攻の修士課程及び

博士後期課程 

水素エネルギーシ

ステムグローバル

コース 
 

航空宇宙工学専攻の修

士課程及び博士後期課

程 

航空宇宙工学グロ

ーバルコース 

建設システム工学専

攻、都市環境システム

工学専攻、海洋システ

ム工学専攻、地球資源

システム工学専攻及び

エネルギー量子工学専

攻の博士後期課程 

国際環境システム

工学特別コース 
 
 
 
 

（略） 

（修士課程の修了要件） 
第１２条 本学府の修士課程の修了要件は、

修士課程に２年以上在学し、第７条の規定

により履修することとされている授業科

目について３０単位（第７条第７項に規定

するグリーンアジア国際戦略コースにあ

っては４０単位）以上を修得し、かつ、必

要な研究指導を受けた上、本学府教授会の

行う修士論文の審査及び最終試験に合格

することとする。ただし、総長が認めると

きは、在学期間に関しては、優れた業績を

上げた者については、修士課程に１年以上

在学すれば足りるものとする。 
（博士課程の修了要件） 

 第１３条 本学府の博士課程の修了要件は、

博士課程に５年（修士課程に２年以上在学

し、当該課程を修了した者にあっては、当

該課程における２年の在学期間を含む。）

以上在学し、第７条の規定により履修する
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こととされている授業科目について４０

単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けた上、博士論文の審査及び最終試験

に合格することとする。ただし、総長が認

めるときは、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者については、博士課程

に３年（修士課程に２年以上在学し、当該

課程を修了した者にあっては、当該課程に

おける２年の在学期間を含む。）以上在学

すれば足りるものとする。 
 
 
 

２～３ （略） 

（略） 

別表第１～１２ （別紙のとおり） 

 

こととされている授業科目について４０

単位（第７条第３項に規定する産業工学コ

ースにあっては４４単位、第７条第７項に

規定するグリーンアジア国際戦略コース

にあっては７７単位）以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、博士論文の審

査及び最終試験に合格することとする。た

だし、総長が認めるときは、在学期間に関

しては、優れた研究業績を上げた者につい

ては、博士課程に３年（修士課程に２年以

上在学し、当該課程を修了した者にあって

は、当該課程における２年の在学期間を含

む。）以上在学すれば足りるものとする。 
２・３ （略） 

（略） 

別表第１～１２ （別紙のとおり） 

別表第１３ （別紙のとおり） 

 

附 則 
１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ この規則による改正後の九州大学大学院工学府規則は、令和３年４月１日に本学府に入学

する者から適用し、令和３年３月３１日に本学府に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 
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（別紙） 

※改正部分の下線省略 

 

 新  

別表第１ 

 材料工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

４ 異分野科目がら４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業

科目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当すること

ができる。 

   １ 講究科目から、「材料工学指導演習」２単位を含む６単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

結晶成長制御学 ２ 

欠陥物理化学 ２ 

応用薄膜工学 ２ 

材料組織解析学 ２ 

結晶塑性学 ２ 

半導体材料制御学 ２ 

融体物理化学 ２ 

電解反応工学 ２ 
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構造材料工学 ２ 

高温反応工学 ２ 

（先   端   科   目） 

金属破壊学 ２ 

表面機能制御学 ２ 

材料反応制御学 ２ 

電子線解析学 ２ 

表面処理工学 ２ 

熱処理論 ２ 

複合材料学 ２ 

高温物性工学 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

材料工学特論Ａ １ 

材料工学特論Ｂ １ 

材料工学情報集約演習Ａ ２ 

材料工学情報集約演習Ｂ ２ 

材料工学情報集約演習Ｃ ２ 

材料工学情報集約演習Ｄ ２ 

材料工学情報集約演習Ｅ ２ 

材料工学情報集約演習Ｆ ２ 

材料工学情報集約演習Ｇ ２ 

材料工学情報集約演習Ｈ ２ 

材料工学情報集約演習Ｉ ２ 

材料工学情報集約演習Ｊ ２ 
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産学連携インターンシップ ２ 

産学連携特別講義 ２ 

（異   分   野   科   目） 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 
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材料工学講究Ａ ４ 

材料工学講究Ｂ ４ 

材料工学講究Ｃ ４ 

材料工学講究Ｄ             ４ 

材料工学講究Ｅ ４ 

材料工学講究Ｆ ４ 

材料工学講究Ｇ ４ 

材料工学講究Ｈ ４ 

材料工学講究Ｉ ４ 

材料工学講究Ｊ ４ 

材料工学研究企画演習 ４ 

材料工学指導演習 ２ 

材料工学特別演習 ２ 

材料工学産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 

 



 

- 9 - 

 

別表第２ 

 応用化学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から８単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

 

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業

科目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当すること

ができる。 

   １ 講究科目から以下を含む４単位以上 

「応用化学研究企画演習」２単位 

機能物質化学コースにおいては「機能物質化学講究Ａ」～「機能物質化学講究

Ｌ」から選択した２単位、分子生命工学コースにおいては「分子生命工学講究Ａ」

～「分子生命工学講究Ｌ」から選択した２単位 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

     

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

無機固体化学 ２ 

セラミック材料物性学 ２ 

有機反応化学 ２ 

有機機能化学 ２ 

有機固体光電子物性 ２ 

有機光エレクトロニクス ２ 

高分子合成反応論 ２ 

分子電子構造論 ２ 
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分子固体物性論 ２ 

高分子物性学 ２ 

材料物性解析学 ２ 

応用表面化学 ２ 

化学反応制御学 ２ 

ナノ・マイクロ科学 ２ 

応用レーザー工学 ２ 

ナノバイオ電気分析化学 ２ 

分子ラジカル化学 ２ 

小分子の化学 ２ 

分子組織化学 ２ 

ナノ構造分子設計論 ２ 

ナノ構造分析学特論 ２ 

生体分子工学 ２ 

分子細胞生物学 ２ 

（先   端   科   目） 

セラミック工学 ２ 

有機構造化学 ２ 

機能分子材料工学 ２ 

量子材料設計学 ２ 

材料物性化学 ２ 

機能物質工学 ２ 

バイオ分析化学 ２ 

生物無機化学 ２ 
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触媒的物質変換化学 ２ 

分子システム化学 ２ 

バイオエンジニアリング特論 ２ 

ナノ物質機能解析学特論 ２ 

細胞操作工学特論 ２ 

再生医工材料学 ２ 

バイオマテリアル工学 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

応用化学情報集約演習 ４ 

応用化学学生セミナー第一 ２ 

応用化学学生セミナー第二 ２ 

応用化学コミュニケーション第一 ２ 

応用化学コミュニケーション第二 ２ 

産学連携特論第一 ２ 

産学連携特論第二 ２ 

産学連携特論第三 ２ 

産学連携特論第四 ２ 

産学連携特論第五 ２ 

産学連携特論第六 ２ 

企業インターンシップ第一 ２ 

企業インターンシップ第二 ２ 

国際連携実習第一 ２ 

国際連携実習第二 ２ 

機能物質化学コロキウムⅠ ２ 
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機能物質化学コロキウムⅡ ２ 

機能物質化学コロキウムⅢ ２ 

機能物質化学コロキウムⅣ ２ 

分子生命工学コロキウムⅠ ２ 

分子生命工学コロキウムⅡ ２ 

分子生命工学コロキウムⅢ ２ 

分子生命工学コロキウムⅣ ２ 

機能物質化学特論第一 ２ 

機能物質化学特論第二 ２ 

機能物質化学特論第三 ２ 

機能物質化学特論第四 ２ 

機能物質化学特論第五 ２ 

機能物質化学特論第六 ２ 

機能物質化学特論第七 ２ 

機能物質化学特論第八 ２ 

機能物質化学特論第九 ２ 

機能物質化学特論第十 ２ 

機能物質化学特論第十一 ２ 

機能物質化学特論第十二 ２ 

機能物質化学演習第一 ２ 

機能物質化学演習第二 ２ 

機能物質化学演習第三 ２ 

機能物質化学演習第四 ２ 

機能物質化学演習第五 ２ 
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機能物質化学演習第六 ２ 

機能物質化学演習第七 ２ 

機能物質化学演習第八 ２ 

機能物質化学演習第九 ２ 

機能物質化学演習第十 ２ 

機能物質化学演習第十一 ２ 

機能物質化学演習第十二 ２ 

分子生命工学特論第一 ２ 

分子生命工学特論第二 ２ 

分子生命工学特論第三 ２ 

分子生命工学特論第四 ２ 

分子生命工学特論第五 ２ 

分子生命工学特論第六 ２ 

分子生命工学特論第七 ２ 

分子生命工学特論第八 ２ 

分子生命工学特論第九 ２ 

分子生命工学特論第十 ２ 

分子生命工学特論第十一 ２ 

分子生命工学特論第十二 ２ 

分子生命工学演習第一 ２ 

分子生命工学演習第二 ２ 

分子生命工学演習第三 ２ 

分子生命工学演習第四 ２ 

分子生命工学演習第五 ２ 
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分子生命工学演習第六 ２ 

分子生命工学演習第七 ２ 

分子生命工学演習第八 ２ 

分子生命工学演習第九 ２ 

分子生命工学演習第十 ２ 

分子生命工学演習第十一 ２ 

分子生命工学演習第十二 ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 
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土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

   博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

応用化学研究企画演習 ２ 

応用化学指導演習 ２ 

応用化学特別演習第一 ２ 

応用化学特別演習第二 ２ 

産学連携実習第一 ４ 

産学連携実習第二 ４ 

産学連携実習第三 ４ 

機能物質化学講究Ａ ４ 

機能物質化学講究Ｂ ４ 

機能物質化学講究Ｃ ４ 

機能物質化学講究Ｄ ４ 

機能物質化学講究Ｅ ４ 

機能物質化学講究Ｆ ４ 

機能物質化学講究Ｇ ４ 

機能物質化学講究Ｈ ４ 

機能物質化学講究Ｉ ４ 

機能物質化学講究Ｊ ４ 

機能物質化学講究Ｋ ４ 

機能物質化学講究Ｌ ４ 
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分子生命工学講究Ａ ４ 

分子生命工学講究Ｂ ４ 

分子生命工学講究Ｃ ４ 

分子生命工学講究Ｄ ４ 

分子生命工学講究Ｅ ４ 

分子生命工学講究Ｆ ４ 

分子生命工学講究Ｇ ４ 

分子生命工学講究Ｈ ４ 

分子生命工学講究Ｉ ４ 

分子生命工学講究Ｊ ４ 

分子生命工学講究Ｋ ４ 

分子生命工学講究Ｌ ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第３ 

 化学工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を異分野科目の単位として認定することができる。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

博士後期課程 

次に掲げる講究科目及び博士共通科目についての単位を合わせて１０単位以上修得しな

ければならない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を関連授業科

目として単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することが

できる。 

  １ 講究科目から、「化学工学講究Ａ」～「化学工学講究Ｉ」から選択した４単位を含

む８単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程    

授   業   科   目 単   位 

（高   等   専   門   科   目） 

熱移動工学特論 ２ 

物理化学特論 ２ 

生物プロセス工学特論Ａ １ 

生物プロセス工学特論Ｂ １ 

プロセスシステム工学特論  ２ 

レオロジー工学 ２ 

生体模倣機能材料工学 ２ 

反応工学特論 ２ 

化工流体工学特論 ２ 

物質移動工学特論 ２ 
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（先   端   科   目） 

生体由来材料工学 ２ 

高分子プロセス工学 ２ 

環境流体輸送現象論 ２ 

電気化学システム工学 ２ 

燃焼システム工学 ２ 

省エネルギー工学 ２ 

生命材料工学 ２ 

細胞・組織工学Ａ １ 

細胞・組織工学Ｂ １ 

機能表面化学 ２ 

化学工学先端技術特論 ２ 

（能  力  開  発  特  別  科  目） 

化学工学コミュニケーションI ２ 

化学工学学生セミナーⅠ ２ 

化学工学コミュニケーションⅡ ２ 

化学工学学生セミナーⅡ ２ 

化学工学情報集約演習 ２ 

化学工学インターンシップ ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 
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機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

化学工学講究Ａ ４ 

化学工学講究Ｂ ４ 

化学工学講究Ｃ ４ 

化学工学講究Ｄ              ４ 

化学工学講究Ｅ ４ 

化学工学講究Ｆ ４ 

化学工学講究Ｇ ４ 
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化学工学講究Ｈ ４ 

化学工学講究Ｉ ４ 

化学工学研究企画演習 ４ 

化学工学特別演習第一 ２ 

化学工学特別演習第二 ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第４ 

 機械工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から、７分野の選択必修科目のうち少なくとも６分野から各１科目ず

つ、１２単位以上 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

   １ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】              ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】              ２ 

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】              ２ 

Robotics（ロボット工学）【分野５】              ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】              ２ 

構造材料評価学【分野１】              ２ 

設計工学特論【分野１】              ２ 

二相流動現象学【分野２】              ２ 
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流体物理【分野３】              ２ 

応用流体力学【分野３】              ２ 

流体工学演習              １ 

機械振動学特論【分野４】              ２ 

材料加工学【分野６】              ２ 

精密加工学【分野６】              ２ 

生体機械工学【分野７】              ２ 

構造材料評価学【分野１】  ２ 

（先  端  科  目） 

Theory of Plasticity（塑性変形論）              ２ 

Gas Dynamics（気体力学）             ２ 

材料強度学              ２ 

燃焼工学特論              ２ 

先端熱工学特論              ２ 

エンジンシステム              ２ 

内部流れ学              ２ 

能動音響制御              ２ 

構造動力学特論              ２ 

知的システム工学              ２ 

加工プロセス演習              １ 

生体工学特論              ２ 
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ソフトマター工学 ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学） ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Mechanical Engineering I（機械工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar in Mechanical Engineering II（機械工学セミナーⅡ）              １ 

Mechanical Engineering Internship I 

（機械工学インターンシップⅠ） 
             １ 

Mechanical Engineering Internship II 

（機械工学インターンシップⅡ） 
             １ 

Communication for Mechanical Engineer I 

（機械工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Mechanical Enhineer II 

（機械工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約）             ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 
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量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程                                                                      

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

Advanced Material Strength（材料力学講究）             ４ 

Advanced Design Engineering（設計工学講究）             ４ 

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究）             ４ 

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究）            ４ 

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究）             ４ 

Advanced Control Systems（制御システム講究）              ４ 

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究）             ４ 

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究）             ４ 

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー）             ２ 

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー）             ２ 

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー）             ２ 
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Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー）             ２ 

Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー）             ２ 

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー）             ２ 

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー）             ２ 

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering 

（生体工学セミナー） 
            ２ 

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習）             ２ 

Internship（機械工学インターンシップ）             ４ 

Intenational Internship（機械工学国際インターンシップ）             ４ 

Communication for Mechanical Engineers 

（機械工学コミュニケーション） 
            ２ 

Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習）             １ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第５ 

 水素エネルギーシステム専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から、７分野の選択必修科目のうち少なくとも６分野から各１科目ず

つ、１２単位以上（「水素工学概論」及び「高圧ガス安全工学」を含む。） 

２ 先端科目から４単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

   １ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

水素工学概論 ２ 

高圧ガス安全工学 ２ 

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学）             ２ 

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論）             ２ 

Tribology（トライボロシー）             ２ 

Heat and Mass Transfer （熱物質移動論）             ２ 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）             ２ 

Mechanical Vibation and Acoustics（振動音響工学）             ２ 

Computational Intelligence（計算知能）             ２ 
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Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２ 

水素工学概論             ２ 

水素製造システム            ２ 

水素貯蔵システム             ２ 

水素利用プロセス             ２ 

水素利用システム             ２ 

水素エネルギー社会システム             ２ 

高圧ガス安全工学             ２ 

流体物理             ２ 

（先  端  科  目） 

Advanced Energy Engineering I（先端エネルギー特論Ⅰ）             ２ 

Advanced Energy Engineering II（先端エネルギー特論Ⅱ）             ２ 

水素エネルギー構造材料学             ２ 

水素エネルギー機能材料学             ２ 

水素エネルギー電気化学            ２ 

燃料電池システム             ２ 

トライボロジー特論             ２ 

先端熱工学特論             ２ 

エネルギー政策論             ２ 

技術マネジメント             ２ 

ソフトマター工学 ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学） ２ 

材料強度学 ２ 
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（能  力  開  発  特  別  科  目） 

Seminar on Hydrogen Engineering I（水素工学セミナーⅠ）             １ 

Seminar on Hydrogen Engineering II（水素工学セミナーⅡ）             １ 

Internship for Hydrogen Engineering I 

（水素工学インターンシップⅠ） 
            １ 

Internship for Hydrogen Engineering II 

（水素工学インターンシップⅡ） 
            ２ 

Communication for Hydrogen Engineer I 

（水素工学コミュニケーションⅠ） 
            １ 

Communication for Hydrogen Engineer II 

（水素工学コミュニケーションⅡ） 
            １ 

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約）             ２ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 
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地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 
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別表第６ 

 航空宇宙工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目及び先端科目から２０単位以上 

２ 能力開発特別科目から４単位以上 

３ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高 等 専 門 科 目） 

推進工学特論Ⅰ         ２ 

推進工学特論Ⅱ ２ 

気体力学特論 ２ 

高速空気力学 ２ 

熱物理学 ２ 

空力弾性学 ２ 

ロケット設計論 ２ 

熱弾性解析 ２ 

数値構造力学 ２ 

複合材料力学 ２ 
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誘導制御特論Ⅰ ２ 

誘導制御特論Ⅱ ２ 

応用飛行力学 ２ 

特殊航空機力学 ２ 

宇宙機動力学 ２ 

軌道摂動論 ２ 

宇宙往還機工学 ２ 

再突入力学 ２ 

航空機設計特論 ２ 

宇宙利用システム工学 ２ 

宇宙環境工学 ２ 

大気流体力学 ２ 

大気境界層気象学 ２ 

材料損傷学 ２ 

ナノ構造解析学 ２ 

機能材料工学 ２ 

電気エネルギー変換工学 ２ 

（先  端  科  目） 

反応性気体力学 ２ 

応用流体力学 ２ 

極限エネルギー工学 ２ 

ミクロ流動物理学 ２ 

非定常空気力学 ２ 

最適構造システム学 ２ 
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機器学特論 ２ 

航空機空力性能特論 ２ 

宇宙機計装工学 ２ 

宇宙ミッションの解析・設計 ２ 

宇宙輸送経済論 ２ 

大気モデリング学 ２ 

耐熱材料強度学 ２ 

衝撃工学 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

航空宇宙工学プロジェクト研究 １ 

航空宇宙工学演習Ⅰ ２ 

航空宇宙工学演習Ⅱ ２ 

航空宇宙工学実験 ２ 

推進工学特別講義 １ 

流体力学特別講義 １ 

熱物理学特別講義 １ 

強度振動学特別講義 １ 

軽構造システム工学特別講義 １ 

誘導制御特別講義 １ 

飛行力学特別講義 １ 

宇宙航行システム工学特別講義 １ 

宇宙輸送システム工学特別講義 １ 

宇宙利用システム工学特別講義 １ 

大気流体工学特別講義 １ 



 

- 33 - 

 

複合連続体力学特別講義 １ 

機能材料工学特別講義 １ 

宇宙航空研究開発特別講義 １ 

航空宇宙工学インターンシップⅠ １ 

航空宇宙工学インターンシップⅡ １ 

（異   分   野   科   目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 
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土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講  究  科  目） 

推進工学講究 ４ 

流体力学講究 ４ 

熱物理学講究 ４ 

強度振動学講究 ４ 

軽構造システム工学講究 ４ 

誘導制御講究 ４ 

飛行力学講究 ４ 

宇宙システム工学講究 ４ 

宇宙輸送システム工学講究 ４ 

軌道上システム工学講究 ４ 

大気流体工学講究 ４ 

航空宇宙材料強度学講究 ４ 

航空宇宙構造動力学講究 ４ 

航空宇宙工学プロジェクトＡ ２ 

航空宇宙工学プロジェクトＢ ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第７ 

 量子物理工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から８単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

     

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

素粒子原子核概論 １ 

放射線情報分析学 ２ 

原子炉システム工学Ⅰ １ 

原子炉システム工学Ⅱ １ 

核融合プラズマ核燃焼学 ２ 

核燃料工学展望Ⅰ １ 

核燃料工学展望Ⅱ １ 

不定比材料工学 ２ 

応用結晶学Ⅰ １ 

応用結晶学Ⅱ １ 



 

- 36 - 

 

放射線計測学Ⅰ １ 

放射線計測学Ⅱ １ 

有機物理工学Ⅰ １ 

有機物理工学Ⅱ １ 

固体電子論Ⅰ １ 

固体電子論Ⅱ １ 

量子物理学 ２ 

中性子工学基礎実験 ２ 

放射線数値シミュレーション １ 

原子核エネルギー変換基礎 ２ 

（先  端  科  目） 

原子核反応論 ２ 

加速器工学 ２ 

量子線医学物理学 ２ 

核融合プラズマ科学 ２ 

原子炉物理学特論および実験 ２ 

核燃料サイクル工学 ２ 

量子線材料物性学 ２ 

量子線構造解析学 ２ 

量子線安全工学 ２ 

気液二相流特論 ２ 

混相流計算科学 １ 

複雑系科学 ２ 

超分子科学 ２ 
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統計物理学 ２ 

応用物性論 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

量子ビーム科学 ２ 

原子力安全工学 ２ 

材料科学実験 ２ 

核燃料サイクル実験 １ 

有機物性工学 ２ 

物性実験物理学 ２ 

量子線医療応用 １ 

科学技術コミュニケーション １ 

エネルギー量子工学基礎 １ 

エネルギー量子工学特別演習 ２ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅰ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅱ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅲ １ 

原子核・量子線工学特別講義Ⅳ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅰ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅱ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅲ １ 

核エネルギーシステム学特別講義Ⅳ １ 

応用物理学特別講義Ⅰ １ 

応用物理学特別講義Ⅱ １ 

応用物理学特別講義Ⅲ １ 
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応用物理学特別講義Ⅳ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅰ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅱ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅲ １ 

エネルギー物質科学特別講義Ⅳ １ 

原子力数値シミュレーション １ 

原子核・量子線工学研究計画演習Ａ ２ 

原子核・量子線工学研究計画演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ａ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｃ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ａ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ｂ ２ 

エネルギー物質科学研究計画演習Ｃ ２ 

応用物理学研究計画演習Ａ ２ 

応用物理学研究計画演習Ｂ ２ 

応用物理学研究計画演習Ｃ ２ 

産学連携演習Ⅰ １ 

産学連携演習Ⅱ １ 

産学連携演習Ⅲ １ 

応用科学基礎セミナー １ 

原子核・量子線工学実験Ａ ２ 

原子核・量子線工学実験Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学実験Ａ ２ 
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核エネルギーシステム学実験Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学実験Ｃ ２ 

エネルギー物質科学実験Ａ ２ 

エネルギー物質科学実験Ｂ ２ 

エネルギー物質科学実験Ｃ ２ 

応用物理学実験Ａ ２ 

応用物理学実験Ｂ ２ 

応用物理学実験Ｃ ２ 

原子核・量子線工学発表演習Ａ ２ 

原子核・量子線工学発表演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ａ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ｂ ２ 

核エネルギーシステム学発表演習Ｃ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ａ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ｂ ２ 

エネルギー物質科学発表演習Ｃ ２ 

応用物理学発表演習Ａ ２ 

応用物理学発表演習Ｂ ２ 

応用物理学発表演習Ｃ ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 
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化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

核エネルギーシステム学講究Ａ ４ 

核エネルギーシステム学講究Ｂ ４ 

核エネルギーシステム学講究Ｃ ４ 

エネルギー物質科学講究Ａ ４ 

エネルギー物質科学講究Ｂ ４ 

エネルギー物質科学講究Ｃ ４ 

原子核・量子線工学講究Ａ ４ 
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原子核・量子線工学講究Ｂ ４ 

応用物理学講究Ａ ４ 

応用物理学講究Ｂ ４ 

応用物理学講究Ｃ ４ 

産学連携実習 ４ 

エネルギー量子工学研究企画演習               ２ 

エネルギー量子工学指導演習              ２ 

エネルギー量子工学特論              ２ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画        ２ 
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別表第８ 

 船舶海洋工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができる 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

  。 

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

溶接設計第一 ２ 

溶接設計第二 ２ 

連続体力学 ２ 

応用数理学 ２ 

海洋浮体工学特論 ２ 

船舶運動特論第一 ２ 

船舶基本設計特論 ２ 

船舶抵抗推進特論第一 ２ 

船舶海洋流体力学特論 ２ 

船舶海洋構造力学特論 ２ 
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海洋構造工学 ２ 

艤装設計工学 ２ 

国際海洋開発連携講義第一 ４ 

（先  端  科  目） 

破壊管理工学特論 ２ 

数値構造解析学特論 ２ 

応用リスク解析学 ２ 

船舶運動特論第二 ２ 

システム最適化特論 ２ 

制御工学特論 ２ 

船舶抵抗推進特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第三 ２ 

船舶コンピュータ支援設計製図 ２ 

船舶海洋振動学特論 ２ 

船舶海洋計測工学 ２ 

船舶海洋情報学 ２ 

荷重評価学 ２ 

船舶用エンジン工学特論 ２ 

国際プロジェクトマネジメント ２ 

交通・輸送システム工学 ２ 

国際海洋開発連携講義第二 ４ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

船舶海洋工学特論第一 ２ 

船舶海洋工学特論第二 ２ 
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船舶海洋工学特論第三 ２ 

船舶海洋工学演習第一 ２ 

船舶海洋工学演習第二 ２ 

船舶海洋工学演習第三 ２ 

地球環境工学研究企画 ２ 

船舶海洋工学産学連携演習第一 １ 

船舶海洋工学産学連携演習第二 １ 

産学連携研究 ２ 

国際海洋開発フィールド演習 ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 
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地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 

沿岸海洋工学講究Ａ ４ 

沿岸海洋工学講究Ｂ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ａ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ｂ ４ 

船舶海洋性能工学講究Ｃ ４ 

船舶海洋構造工学講究Ａ ４ 

船舶海洋構造工学講究Ｂ ４ 

地球環境工学研究企画演習 ４ 

地球環境工学指導演習 ２ 

地球環境工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第９ 

 地球資源システム工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を、関連授業科目とし

て単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができ

る。 

１ 講究科目から４単位以上 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

 

 二 授業科目 

修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

溶接設計第一 ２ 

溶接設計第二 ２ 

地震工学特論 ２ 

空間情報学 ２ 

連続体力学 ２ 

応用数理学 ２ 

海洋浮体工学特論 ２ 

船舶基本設計特論 ２ 

船舶海洋構造力学特論 ２ 

海洋構造工学 ２ 
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資源地質学第一 ２ 

鉱物工学実験第一 １ 

鉱物工学実験第二 １ 

地球情報学第一 ２ 

地球情報学実験第一 １ 

地球情報学実験第二 １ 

地球熱学特論 ２ 

地熱工学特論実験第一 １ 

地熱工学特論実験第二 １ 

資源開発工学特論 ２ 

資源開発工学特論実験 １ 

資源生産システム学実験 １ 

岩盤工学特論第一 ２ 

岩盤工学特論実験第一 １ 

岩盤工学特論実験第二 １ 

資源処理・環境修復工学特論第一 ２ 

資源処理・環境修復工学特論実験第一 １ 

資源処理・環境修復工学特論実験第二 １ 

エネルギー資源工学特論 ２ 

エネルギー資源工学特論実験第一 １ 

エネルギー資源工学特論実験第二 １ 

研究計画法 ２ 

プレゼンテーションデザイン                ２ 

合意形成論演習 ２ 
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数値解析学 ２ 

野外調査法 ２ 

プレゼンテーション演習 ２ 

都市工学・経済学 ２ 

艤装設計工学 ２ 

船舶運動特論第一 ２ 

船舶抵抗推進特論第一 ２ 

船舶海洋流体力学特論 ２ 

実践データ解析学 ２ 

（先   端   科   目） 

破壊管理工学特論 ２ 

地盤環境システム工学 ２ 

社会基盤財政論 ２ 

実践景観デザイン論 ２ 

数値構造解析学特論 ２ 

廃棄物資源循環学 ２ 

環境水理学 ２ 

沿岸・海洋工学特論 ２ 

システム最適化特論 ２ 

制御工学特論 ２ 

船舶海洋振動学特論 ２ 

船舶海洋計測工学 ２ 

船舶海洋情報学 ２ 

船舶用エンジン工学特論 ２ 
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荷重評価学 ２ 

資源地質学第二 ２ 

鉱物工学 ２ 

地球情報学第二 ２ 

地球情報学第三 ２ 

地熱工学特論 ２ 

地熱系モデリング ２ 

環境安全特論 ２ 

資源生産システム学 ２ 

岩盤工学特論第二 ２ 

開発機械システム工学特論 ２ 

資源処理・環境修復工学特論第二 ２ 

資源処理・環境修復工学特論第三 ２ 

石油貯留層工学 ２ 

物質移動工学特論 ２ 

地球システム工学特別講義第一 １ 

地球システム工学特別講義第二 １ 

地球システム工学特別講義第三 １ 

応用リスク解析学 ２ 

地球資源システム工学基礎第一 ２ 

地球資源システム工学基礎第二 ２ 

国際プロジェクトマネジメント ２ 

免震制振工学 ２ 

水質変換工学 ２ 
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コンクリート工学特論 ２ 

構造解析学特論 ２ 

地盤解析学 ２ 

建設基礎対策学 ２ 

災害リスク学 ２ 

防災地盤学 ２ 

地盤材料力学 ２ 

都市総合交通計画 ２ 

鋼構造特論 ２ 

河川工学特論 ２ 

応用生態工学 ２ 

環境計画論 ２ 

地下水環境システム論 ２ 

交通・輸送システム工学 ２ 

国土開発・災害リスクマネジメント ２ 

船舶運動特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第二 ２ 

船舶抵抗推進特論第三 ２ 

船舶コンピュータ支援設計製図 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

建設システム工学演習第一 ２ 

建設システム工学演習第二 ２ 

建設システム工学演習第三 ２ 

建設システム工学演習第四 ２ 
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都市環境システム工学演習第一 ２ 

都市環境システム工学演習第二 ２ 

都市環境システム工学演習第三 ２ 

都市環境システム工学演習第四 ２ 

海洋システム工学演習第一 ２ 

海洋システム工学演習第二 ２ 

海洋システム工学演習第三 ２ 

地球資源システム工学演習第一 ２ 

地球資源システム工学演習第二 ２ 

地球資源システム工学演習第三 ２ 

地球工学国際連携特論 ２ 

エネルギー資源工学国際連携特論 ２ 

地球環境工学研究企画 ２ 

地球資源システム工学国際連携演習 ２ 

建設システム工学特論第一 ２ 

建設システム工学特論第二 ２ 

建設システム工学特論第三 ２ 

建設システム工学特論第四 ２ 

都市環境システム工学特論第一 ２ 

都市環境システム工学特論第二 ２ 

都市環境システム工学特論第三 ２ 

都市環境システム工学特論第四 ２ 

海洋システム工学特論第一 ２ 

海洋システム工学特論第二 ２ 
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海洋システム工学特論第三 ２ 

地球資源システム工学特論第一 ２ 

地球資源システム工学特論第二 ２ 

地球資源システム工学特論第三 ２ 

課題解決セミナー第一 
                 

      ２ 

課題解決セミナー第二 
                 

     ２ 

実践維持管理工学 ２ 

環境学実習 ２ 

産学連携研究 ２ 

海洋システム工学産学連携演習第一 １ 

海洋システム工学産学連携演習第二 １ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 
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量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

土木工学Ａ １ 

土木工学Ｂ １ 

 

   博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講  究  科  目） 

地球システム科学 ４ 

地球情報工学 ４ 

地球熱システム学 ４ 

資源開発システム工学 ４ 

岩盤・開発機械システム工学 ４ 

資源処理・環境修復システム工学 ４ 

エネルギー資源工学 ４ 

地球資源システム工学研究企画 ２ 

地球環境工学指導演習 ２ 

地球環境工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第１０ 

 共同資源工学専攻 

一 履修方法 

次に掲げる単位を合わせて３０単位以上修得しなければならない。当該専攻以外の授業

科目を修得した場合は、専門科目Ｂとして取り扱う。共通科目の選択科目は、専門科目Ｂ

に振り替えることができる。 

   １ 共通科目から６単位以上 

   ２ 九州大学が開講する専門科目Ａ及び専門科目Ｂから１２単位以上 

   ３ 北海道大学が開講する専門科目Ａから１０単位以上 

   ４ 「共同資源工学特別演習」２単位 

 

二 授業科目 

授 業 科 目 単  位 

（
共 

通 

科 

目
） 

資源マネージメントⅠ ２ 

資源マネージメントⅡ １ 

国際人材交流セミナー ２ 

国際フィールド調査 ２ 

共同資源工学特別講義Ⅰ １ 

共同資源工学特別講義Ⅱ １ 

共同資源工学特別講義Ⅲ １ 

（ 

専 

門 

科 

目 

Ａ 

） 

環境地質学Ⅱ ２ 

金属製錬工学 ２ 

選鉱・リサイクル工学 ２ 

資源サステナビリティ ２ 

資源生物工学 ２ 

地下水保全工学 ２ 

資源システム特別講義Ⅰ ２ 

鉱床学 ２ 

地球熱学概論 ２ 

資源開発工学 ２ 
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資源採掘システム工学 ２ 

地球環境修復工学 ２ 

石油貯留層工学 ２ 

資源システム特別講義II ２ 

資源生産システム ２ 

海洋探査工学 ２ 

（ 

専 

門 

科 

目 

Ｂ 
） 

資源情報処理 ２ 

地圏計測工学 ２ 

環境地質学Ⅰ                ２ 

環境プロセス鉱物学 ２ 

連続体・不連続体力学 ２ 

岩盤力学 ２ 

資源地質学 ２ 

地熱システム学 ２ 

エンジニアリング経済学              ２ 

固体資源採掘法              ２ 

資源分離精製工学              ２ 

地熱生産工学               ２ 

物理探査工学 ２ 

 共同資源工学特別演習             ２ 
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別表第１１ 

 土木工学専攻 

 一 履修方法 

  修士課程 

次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及び異分野科目についての単位

を合わせて３０単位以上修得しなければならない。なお、４単位を上限として、大学院基

幹教育科目及び他学府が開講する科目を、異分野科目の単位として認定することができ

る。 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から６単位以上 

４ 異分野科目から４単位以上 

   

  博士後期課程 

次に掲げる講究科目、博士共通科目及びその他の関連授業科目（指導教員の指導により

履修した他学府等の授業科目）についての単位を合わせて１０単位以上修得しなければな

らない。なお、指導教員の指導により履修した他学府等の授業科目を関連授業科目として

単位認定し、第８条第３項に基づき課程修了の要件となる単位に充当することができる。 

   １ 講究科目から、以下を含む４単位以上 

社会基盤工学コースにおいては「建設材料工学講究Ａ」、「建設材料工学講究

Ｂ」、「建設設計工学講究Ａ」、「建設設計工学講究Ｂ」、「防災地盤工学講究

Ａ」、「防災地盤工学講究Ｂ」、及び「環境地盤工学講究」から選択した４単

位、都市環境工学コースにおいては「都市システム計画学講究Ａ」、「都市シス

テム計画学講究Ｂ」、「環境デザイン工学講究Ａ」、「都市環境工学講究Ａ」、

「都市環境工学講究Ｂ」、「環境システム工学講究Ａ」、「環境水理学講究」、

及び「沿岸海洋工学講究」から選択した４単位 

   ２ 博士共通科目の「工学研究企画」２単位 

    

 二 授業科目 

  修士課程 

授   業   科   目 単   位 

（高  等  専  門  科  目） 

実践データ解析学 ２ 

野外調査法 ２ 

研究計画法 ２ 

数値解析学 ２ 

空間情報学 ２ 

地震工学特論 ２ 

都市工学・経済学 ２ 
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（先  端  科  目） 

構造解析学特論 ２ 

免震制振工学 ２ 

コンクリート工学特論 ２ 

鋼構造特論 ２ 

地盤材料力学 ２ 

建設基礎対策学 ２ 

災害リスク学 ２ 

地盤解析学 ２ 

防災地盤学 ２ 

河川工学特論 ２ 

環境水理学 ２ 

沿岸・海洋工学特論 ２ 

都市総合交通計画 ２ 

実践景観デザイン論 ２ 

社会基盤財政論 ２ 

廃棄物資源循環学 ２ 

環境計画論 ２ 

水質変換工学 ２ 

国土開発・災害リスクマネジメント ２ 

地下水環境システム論 ２ 

応用生態工学 ２ 

地盤環境システム工学 ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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課題解決セミナーＡ ２ 

課題解決セミナーＢ ２ 

プレゼンテーション演習 ２ 

プレゼンテーションデザイン ２ 

合意形成論演習 ２ 

環境学実習 ２ 

実践維持管理工学 ２ 

産学連携研究 ２ 

社会基盤工学特論第一 ２ 

社会基盤工学特論第二 ２ 

社会基盤工学特論第三 ２ 

社会基盤工学特論第四 ２ 

社会基盤工学演習第一 ２ 

社会基盤工学演習第二 ２ 

社会基盤工学演習第三 ２ 

社会基盤工学演習第四 ２ 

都市環境工学特論第一 ２ 

都市環境工学特論第二 ２ 

都市環境工学特論第三 ２ 

都市環境工学特論第四 ２ 

都市環境工学特論第五 ２ 

都市環境工学演習第一 ２ 

都市環境工学演習第二 ２ 

都市環境工学演習第三 ２ 
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都市環境工学演習第四 ２ 

都市環境工学演習第五 ２ 

（異  分  野  科  目） 

材料工学Ａ １ 

材料工学Ｂ １ 

応用化学Ａ １ 

応用化学Ｂ １ 

化学工学Ａ １ 

化学工学Ｂ １ 

機械工学Ａ １ 

機械工学Ｂ １ 

水素エネルギーシステムＡ １ 

水素エネルギーシステムＢ １ 

航空宇宙工学Ａ １ 

航空宇宙工学Ｂ １ 

量子物理工学Ａ １ 

量子物理工学Ｂ １ 

船舶海洋工学Ａ １ 

船舶海洋工学Ｂ １ 

地球資源システム工学Ａ １ 

地球資源システム工学Ｂ １ 

 

  博士後期課程 

授   業   科   目 単   位 

（講   究   科   目） 
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建設材料工学講究Ａ ４ 

建設材料工学講究Ｂ ４ 

建設設計工学講究Ａ ４ 

建設設計工学講究Ｂ ４ 

防災地盤工学講究Ａ ４ 

防災地盤工学講究Ｂ ４ 

環境地盤工学講究 ４ 

都市システム計画学講究Ａ ４ 

都市システム計画学講究Ｂ ４ 

環境デザイン工学講究Ａ ４ 

都市環境工学講究Ａ ４ 

都市環境工学講究Ｂ ４ 

環境システム工学講究Ａ ４ 

環境水理学講究 ４ 

沿岸海洋工学講究 ４ 

土木工学研究企画演習 ４ 

土木工学指導演習 ２ 

土木工学特別演習 ２ 

産学連携実習 ４ 

（博  士  共  通  科  目） 

工学研究企画 ２ 
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別表第１２ 

 一 履修方法 

  修士課程 

コースごとに、次に掲げる高等専門科目、先端科目、能力開発特別科目及びその他の関

連授業科目から、下表に定める条件を満たして３０単位以上修得しなければならない。 

各コースが属する修士課程において英語で開講する授業科目をコース授業科目といい、

その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（外国人留学生に共通の授業科目を含

む。）を関連授業科目という。 

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位 

材料工学グローバルコース 

 

１ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

   

応用化学グローバルコース 

 

１ 高等専門科目の「Exercises in Reference Sea

rch（物質科学情報集約演習）」、「Communicati

on Training in Materials Science Ⅰ（物質科

学コミュニケーション第一）」及び「Student Se

minar in Materials Science Ⅰ（物質科学セミ

ナー第一）」のうちから選択した４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

   

化学工学グローバルコース １ 高等専門科目から４単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

 

機械工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目の７分野のうち少な

くとも５分野から各１科目ずつ、１０単位以上 

２ 能力開発特別科目から６単位以上 

水素エネルギーシステムグローバルコ

ース 

１ 高等専門科目から１０単位以上 

２ 先端科目から２単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

４ 外国人留学生に共通の授業科目の「Advanced 

Japanese Industries（日本産業特論）」、 

「Advanced Engineering Analysis and Measurement

 I（工学解析・計測特論第一）」及び「Advanced 

Engineering Analysis and Measurement II（工学

解析・計測特論第二）」のうちから選択した２単

位以上 

 

航空宇宙工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目から１６単位以上 

２ 能力開発特別科目から４単位以上 
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量子物理工学グローバルコース １ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から４単位以上 

 

船舶海洋工学グローバルコース 

土木工学グローバルコース 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

 

地球資源システム工学グローバルコー

ス 

１ 高等専門科目から６単位以上 

２ 先端科目から６単位以上 

３ 能力開発特別科目から２単位以上 

 

   

博士後期課程 

コースごとに、博士後期課程に３年以上在籍し、コース授業科目及び関連授業科目から

合わせて１０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び

最終審査に合格しなければならない。また、修得する１０単位は、下表に定める条件を満

たさなければならない。 

各コースが属する博士後期課程において英語で開講する授業科目をコース授業科目とい

い、その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目を関連授業科目という。この場合に

おいて、コース授業科目のうち、指導教員が開講するものを主分野科目という。 

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位 

材料工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

応用化学グローバルコース １ 講究科目から、「Materials Science, Researc

h Planning Exercise（物質科学研究企画演習）

」２単位を含む４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

化学工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

機械工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研企

画）」２単位 
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水素エネルギーシステム工学グローバル

コース 

１ 「Advanced Hydrogen Energy Engineering（

水素エネルギー工学特論）」２単位 

２ 「Project Analysis（プロジェクト演習）」

２単位 

３ 「International Internship I（国際連携イ

ンターンシップⅠ）」、「International Inter

nship II（国際連携インターンシップⅡ）」及

び「Internship（産学連携インターンシップ）

」のうちから２単位 

４ 「Training as Supervisor（水素エネルギー

システム指導演習）」２単位 

５ 「Engineering Research Planning（工学研究企

画）」２単位 

 

航空宇宙工学グローバルコース １ 主分野科目のうち講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

量子物理工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

船舶海洋工学グローバルコース 

土木工学グローバルコース 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

地球資源システム工学グローバルコース 

 

１ 講究科目から４単位以上 

２ 「Engineering Research Planning（工学研究

企画）」２単位 

 

 

 二 授業科目 

  修士課程 

   材料工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Fracture of Materials（金属破壊学）               ２ 

Control of Materials（材料制御学）               ２ 

Deformation and Manufacturing（材料変形および加工学）               ２ 

Engineering of Structural Materials（構造材料工学）               ２ 

Electronic Devices（電子デバイス材料特論）               ２ 
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Reaction Control in Metallurgical Processing（材料反応制御学）               ２ 

Electrolytic Reactions（電解反応工学）               ２ 

Physical Chemistry of High Temperature Melts（融体物理化学）               ２ 

（先  端  科  目） 

Semiconductor Devices（半導体デバイス）        ２ 

Theory of Heat Treatments （熱処理論）               ２ 

Materials Characterization（材料解析学）               ２ 

Control of Crystal Growth（結晶成長制御学）               ２ 

High-Temperature Reactions（高温反応工学）               ２ 

Physico-chemical Properties of High Temperature Melts 

（高温融体物性） 
          ２ 

Advanced Materials Science（機能材料学）               ２ 

Thin Film Processing (薄膜工学)               ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Material Science A（材料工学セミナーＡ）               ２ 

Seminar in Material Science B（材料工学セミナーＢ）               ２ 

Seminar in Material Science C（材料工学セミナーＣ）              ２ 

Seminar in Material Science D（材料工学セミナーＤ）              ２ 

Communication for Material Science A 

（材料工学コミュニケーションＡ） 
             ２ 

Communication for Material Science B 

（材料工学コミュニケーションＢ） 
            ２ 

Communication for Material Science C 

（材料工学コミュニケーションＣ） 
              ２ 

Communication for Material Science D 

（材料工学コミュニケーションＤ） 
              ２ 

Integration of information in Materials Science  

（物質科学工学情報集約演習） 
              ４ 

Material Science Research Planning A 

（物質科学工学研究企画演習Ａ） 
              ２ 

Material Science Research Planning B 

（物質科学工学研究企画演習Ｂ） 
              ２ 
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Material Science Research Planning C 

（物質科学工学研究企画演習Ｃ） 
              ２ 

Material Science Research Planning D 

（物質科学工学研究企画演習Ｄ） 
              ２ 

Industry-University Internship I（産学連携インターンシップⅠ）               ２ 

Industry-University Internship II（産学連携インターンシップⅡ）               ２ 

 

   応用化学グローバルコース 

授  業  科  目 単 位 

（高 等 専 門 科 目） 

Inorganic Solid State Chemistry(無機固体化学) ２ 

Materials Properties of Ceramics（セラミック材料物性学） ２ 

Organic Reaction Chemistry（有機反応化学 ） ２ 

Organic Functional Chemistry（有機機能化学） ２ 

Organic Solid State Photophysics（有機固体光電子物性） ２ 

Organic Electronics and Photonics（有機光エレクトロニクス） ２ 

Chemistry of Molecular Assemblies（分子集合論） ２ 

Polymer Synthesis and Reaction（高分子合成反応論） ２ 

Molecular Electronics（分子電子構造論） ２ 

Molecular Solid State Theory（分子固体物性論） ２ 

Physical Chemistry of Polymers（高分子物性学） ２ 

Analytical Physical Chemistry of Polymers（材料物性解析学） ２ 

Applied Surface Chemistry（応用表面化学） ２ 

Chemical Reaction Control（化学反応制御学） ２ 

Nano-Micro Science（ナノ・マイクロ科学） ２ 

Applied Laser Engineering(応用レーザー工学) ２ 

Electroanalytical Chemistry（電気分析化学） ２ 
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Theory of Ionic Equilibria（イオン平衡論） ２ 

Organocatalytic Chemistry（有機触媒化学） ２ 

Structural Coordination Chemistry（金属錯体構造論） ２ 

Bio & Molecular Systems Chemistry（生命分子素子化学） ２ 

Molecular Organization Chemistry（分子組織化学） ２ 

Chemistry of Small Molecules（小分子の化学） ２ 

Chemistry of Catalytic Materials Transformations 

（触媒的物質変換化学） 
２ 

Molecular Cell Biology I（分子細胞生物学Ⅰ） ２ 

Biomolecular Physical Chemistry（生命分子物理化学） ２ 

Chemistry for Medicine I（医用化学第一） １ 

Chemistry for Medicine II（医用化学第二） １ 

Applied Photochemistry（応用光化学） ２ 

Applied Magnetic Chemistry（応用磁気化学） ２ 

Design of Biomolecular Systems（バイオシステム設計論） ２ 

Protein Engineering（プロテインエンジニアリング） ２ 

Chemical Information System in Biological Process 

（物質情報システム論） 
２ 

Nanostructure Analysis（ナノ構造分析学特論） ２ 

Design of Surface Nanostructure（ナノ構造設計論） ２ 

Application of Molecular System I（分子システム応用学Ⅰ） ２ 

Biomaterials Design（医療材料設計学） ２ 

Biomaterials Science（バイオマテリアルサイエンス） ２ 

（先 端 科 目） 

Ceramic Engineering（セラミック工学） ２ 

Organic Structural Chemistry（有機構造化学） ２ 
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Functional Molecular Materials Engineering（機能分子材料工学） ２ 

Supramolecular Conjugate Chemistry（超分子複合材料学） ２ 

Material Design of Supramolecules（超分子材料設計学） ２ 

Advanced Physical Chemistry of Materials（材料物性化学） ２ 

Functional Materials Engineering（機能物質工学） ２ 

Bioanalytical Chemistry（バイオ分析化学） ２ 

Chemical Sensor Engineering（化学センサー工学） ２ 

Bioinorganic Chemistry（生物無機化学）  ２ 

Bio & Molecular Integration Chemistry（生命分子集積化学） ２ 

Organometallic Chemistry（有機金属化学） ２ 

Molecular Cell Biology II（分子細胞生物学Ⅱ） ２ 

Fundamentals of Chemistry for Medicine（医用化学基礎） １ 

Bioengineering（バイオエンジニアリング特論） ２ 

Nanomaterials Chemical Analysis（ナノ物質機能解析学特論） ２ 

Molecular System Science（分子システム学） ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Exercises in Reference Search（物質科学情報集約演習） 
２ 

Communication Training in Materials Science I 

（物質科学コミュニケーション第一） 
２ 

Student Seminar in Materials Science I（物質科学セミナー第一） 
２ 

Communication Training in Materials Science I 

（物質科学コミュニケーション第二） 
２ 

Student Seminar in Materials Science II（物質科学セミナー第二） 
２ 

Internship Program（企業インターンシップ） 
２ 

Scientific English（科学英語） 
２ 

Topics in Science and Technology（科学技術論）  

２ 
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Industry Academia Collaborations in Research and Development 

（産学連携特論第一） 
２ 

Advanced Chemistry for Functional Materials（機能物質化学特論） 
２ 

Advanced Chemistry for Molecular Systems 

（分子システム化学特論） 
２ 

 

   化学工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Advanced Chemical Reaction Engineering（反応工学特論）            ２ 

Engineering Rheology（レオロジー工学）              ２ 

Phase Equilibria（相平衡論）              ２ 

Cell & Tissue Engineering（細胞・組織工学）              ２ 

Engineering of Biomimetic Functional Materials  

（生体模倣機能材料工学） 
             ２ 

Thermal System Engineering（システム熱工学）              ２ 

Advanced Process Control Engineering（プロセスシステム制御学）              ２ 

Electrochemical Systems Engineering（電気化学システム工学）            ２ 

（先  端  科  目） 

Functional Surface Chemistry（機能表面化学）       ２ 

Introduction to Soft Matter Processing（高分子プロセス工学）              ２ 

Biomaterials Engineering（生命材料工学）              ２ 

Biological Systems Engineering（生物・生体システム工学）              ２ 

Environmental Fluid Transport Phenomena（環境流体輸送現象論）              ２ 

Combustion System Engineering（燃焼システム工学）              ２ 

Advanced Process Design Engineering（プロセスシステム設計学）              ２ 

Bio-resource Materials Engineering（生体由来材料工学）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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Communication in Chemical Engineering I 

（化学工学コミュニケーションⅠ） 
             ２ 

Communication in Chemical Engineering II 

（化学工学コミュニケーションⅡ） 
             ２ 

Student Seminar in Chemical Engineering I 

（化学工学学生セミナーⅠ） 
             ２ 

Student Seminar in Chemical Engineering II 

（化学工学学生セミナーⅡ） 
             ２ 

Chemical Engineering Research Planning（化学工学情報集約演習）              ２ 

Internship（化学工学インターンシップ）             ２ 

Material Science and Engineering I（物質科学工学Ⅰ）            ２ 

Material Science and Engineering II（物質科学工学Ⅱ）             ２ 

 

   機械工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】            ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】            ２ 

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】            ２ 

Robotics（ロボット工学）【分野５】         ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】             ２ 

（先  端  科  目） 

Theory of Plasticity（塑性変形論）【分野６】              ２ 

Gas Dynamics（気体力学）【分野３】              ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学）【分野１】              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Mechanical Engineering I（機械工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar in Mechanical Engineering II（機械工学セミナーⅡ）              １ 
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Mechanical Engineering Internship I（機械工学インターンシップⅠ）              １ 

Mechanical Engineering Internship II（機械工学インターンシップⅡ）              １ 

Communication for Mechanical Engineer I 

（機械工学コミュニケーションⅠ） 
           １ 

Communication for Mechanical Engineer II 

（機械工学コミュニケーションⅡ） 
           １ 

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約）             ２ 

 

   水素エネルギーシステムグローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学）              ２ 

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論）              ２ 

Tribology（トライボロジー）              ２ 

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）             ２ 

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）             ２ 

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）             ２ 

Computational Intelligence（計算知能）              ２ 

High Pressure Gas Safety Engineering（高圧ガス安全工学） ２ 

Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２ 

Hydrogen Production and Storage（水素製造・貯蔵） ２ 

（先  端  科  目） 

Advanced Energy Engineering I（先端エネルギー特論Ⅰ）              ２ 

Advanced Energy Engineering II（先端エネルギー特論Ⅱ）              ２ 

Fracture Mechanics（破壊力学）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 
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Seminar on Hydrogen Engineering I（水素工学セミナーⅠ）              １ 

Seminar on Hydrogen Engineering II（水素工学セミナーⅡ）              １ 

Internship for Hydrogen Engineering I 

（水素工学インターンシップⅠ） 
             １ 

Internship for Hydrogen Engineering II 

（水素工学インターンシップⅡ） 
             ２ 

Communication for Hydrogen Engineer I 

（水素工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Hydrogen Engineer II 

（水素工学コミュニケーションⅡ） 
            １ 

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約）             ２ 

 

   航空宇宙工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Internal Flow（内部流れ）       ２ 

Aeroelasticity（空力弾性学）             ２ 

Mechanics of Composite Laminates（複合材料力学）             ２ 

Advanced Guidance and Control I（誘導制御特論Ⅰ）              ２ 

Flight Dynamics and Control（応用飛行力学）              ２ 

Spacecraft Dynamics（宇宙機動力学）              ２ 

Reusable Launch Vehicle Engineering（宇宙往還機工学）              ２ 

Re-Entry Dynamics（再突入力学）              ２ 

Advanced Aircraft Design（航空機設計特論）              ２ 

Space Utilization（宇宙利用システム工学）              ２ 

Wind Engineering（大気流体力学）              ２ 

Strength and Fracture of Composite Materials（複合材料強度学）              ２ 

Analysis of Nanostructural Materials （ナノ構造解析学）              ２ 

Functional Material Engineering（機能材料工学）              ２ 
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Computational Structural Mechanics（数値構造力学）       ２ 

Power Electronics（電気エネルギー変換工学）              ２ 

（先  端  科  目） 

Applied Fluid Dynamics（応用流体力学）              ２ 

Applied Thermophysical Engineering （応用熱物理学）              ２ 

Instrumentation （機器学特論）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Seminar in Aeronautics and Astronautics I（航空宇宙工学演習Ⅰ）              ２ 

Seminar in Aeronautics and Astronautics II（航空宇宙工学演習Ⅱ）              ２ 

Laboratory Experiments on Aeronautics and Astronautics 

（航空宇宙工学研究実験） 
            ２ 

Internship in Aerospace Engineering I 

（航空宇宙工学インターンシップⅠ） 
            １ 

Internship in Aerospace Engineering II 

（航空宇宙工学インターンシップⅡ） 
            １ 

Communication for Aerospace Engineers I 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Aerospace Engineers II 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Aerospace Engineering Project I（航空宇宙工学プロジェクトⅠ）              ２ 

Aerospace Engineering Project II（航空宇宙工学プロジェクトⅡ）             ２ 

 

   量子物理工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

High-Energy Nuclear Reaction（高エネルギー核反応論）       ２ 

Nuclear Fuel Engineering（核燃料工学）        ２ 

Environmental Sciences and Engineering (環境科学・工学)            ２ 

Nuclear Physics and Measurement（原子核物理計測学）        ２ 
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Radiation Physics and Measurement（放射線物理計測学）      ２ 

Sciences and Engineering of Organic Materials Property  

（有機物性工学）  
       ２ 

Experimental Practice on Nuclear Engineering（原子力工学基礎実験）        ２ 

Numerical Simulation for Radiation Engineering 

（放射線数値シミュレーション） 
２ 

（先  端  科  目） 

Nuclear Reaction and Accelerator（原子核反応及び加速器学）    ２ 

Lattice Defects in Materials（格子欠陥学）        ２ 

Environment-Improving Material Engineering（環境機能材料工学）        ２ 

Fusion Plasma Science（核融合プラズマ科学）        ２ 

Thin Film and Surface Physics（薄膜表面物理学）        ２ 

Radiation Effects in Nuclear Materials（原子力材料物性学）        ２ 

Fudamental Aspects of Nuclear Fuel Cycle（核燃料サイクル工学）        ２ 

Multiphase Flow Science in Energy Engineering 

（エネルギー混相流体工学） 
      ２ 

Nuclear Reactor System Engineering（原子炉システム工学）        ２ 

Applied Low Temperature Physics（応用低温物理学）        ２ 

Solid State Physics（物性物理学）        ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory I 

（原子核・量子線工学実験Ⅰ） 
       ２ 

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory II 

（原子核・量子線工学実験Ⅱ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory I 

（エネルギー物質科学実験Ⅰ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory II 

（エネルギー物質科学実験Ⅱ） 
       ２ 

Materials Science for Energy Systems Laboratory III 

（エネルギー物質科学実験Ⅲ） 
   ２ 
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Nuclear Energy Systems Laboratory I 

（核エネルギーシステム学実験Ⅰ） 
      ２ 

Nuclear Energy Systems Laboratory II 

（核エネルギーシステム学実験Ⅱ） 
２ 

Nuclear Energy Systems  Laboratory III 

（核エネルギーシステム学実験Ⅲ） 
２ 

Applied Physics Laboratory I（応用物理学実験Ⅰ）       ２ 

Applied Physics Laboratory II（応用物理学実験Ⅱ）        ２ 

Applied Physics LaboratoryIII（応用物理学実験Ⅲ）        ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering I 

（原子核・量子線工学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering II 

（原子核・量子線工学発表演習Ⅱ) 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems I 

（エネルギー物質科学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems II 

（エネルギー物質科学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems III

（エネルギー物質科学発表演習Ⅲ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems I 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems II 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems III 

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅲ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics I 

（応用物理学発表演習Ⅰ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics II 

（応用物理学発表演習Ⅱ） 
       ２ 

Laboratory and Presentation for Applied Physics III 

（応用物理学発表演習Ⅲ） 
２ 

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering I 

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering II 

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems I 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems II 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Materials Science for Energy Systems III 

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅲ） 
       ２ 
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Research Project in Nuclear Energy Systems I 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅰ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear Energy Systems II 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅱ） 
       ２ 

Research Project in Nuclear Energy Systems III 

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅲ） 
２ 

Research Project in Applied Physics I（応用物理学計画演習Ⅰ）        ２ 

Research Project in Applied Physics II（応用物理学計画演習Ⅱ）        ２ 

Research Project in Applied Physics III（応用物理学計画演習Ⅲ）        ２ 

Scientific Presentation and Communication（科学技術コミュニケーション）        １ 

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle I（核燃料サイクル実験Ⅰ）        １ 

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle II（核燃料サイクル実験Ⅱ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields I（産学連携演習Ⅰ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields II（産学連携演習Ⅱ）        １ 

Laboratory and Presentation for Industrial Fields III（産学連携演習Ⅲ）        １ 

Seminar in Quantum Physics（量子物理特別講義）        １ 

 

   船舶海洋工学グローバルコース 

   土木工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Advanced Earthquake Engineering（地震工学特論） ２ 

Biological Water Quality Control Engineering（水質変換工学）    ２ 

Advanced Ecological Engineering（応用生態工学）   ２ 

Environmental Planning（環境計画論）       ２ 

Groundwater Environmental Systems（地下水環境システム論） ２ 
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Introduction of Marine Systems Engineering I 

（海洋システム工学概論第一） 
             ２ 

Introduction of Marine Systems Engineering II 

（海洋システム工学概論第二） 
         ２ 

Advanced Theory of Resistance for Ship and Marine Structures 

（船舶海洋抵抗特論） 
      ２ 

Applied Risk Analysis（応用リスク解析学）     ２ 

Introduction to Industrial and Applied Mathematics（応用数理学）      ２ 

Advanced Course of Ship Preliminary Design（船舶基本設計特論）    ２ 

Geo-Spatial Information Science（空間情報学）      ２ 

Research Planning（研究計画法）       ２ 

Numerical Analysis（数値解析学）    ２ 

Field Survey Method（野外調査法）       ２ 

Presentation Exercise（プレゼンテーション演習） ２ 

Urban Engineering & Economics（都市工学・経済学）              ２ 

Advanced Data Analysis（実践データ解析学） ２ 

（先  端  科  目） 

Land Development and Disaster Risk Management in Japan 

（国土開発・災害リスクマネジメント） 
             ２ 

Advanced Structural Analysis（構造解析学特論）              ２ 

Geoenvironmental System Engineering（地盤環境システム工学）              ２ 

Practical Application of Aestetic Design in Civil Engineering 

（実践景観デザイン論） 
             ２ 

Material Cycles and Waste Management（廃棄物資源循環学）            ２ 

Environmental Fluid Mechanics（環境流体力学）            ２ 

Advanced Ocean and Coastal Engineering（沿岸・海洋工学特論）             ２ 

Urban Development Project （都市開発プロジェクト論）              ２ 
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Advanced Course in Fracture Control Design（破壊管理工学特論）          ２ 

Structural Stability（構造安定論）              ２ 

Advanced Course of Dynamics of Ships（船舶運動特論）              ２ 

Advanced Course of Control Engineering（制御工学特論）              ２ 

Application of Energy from the Ocean（海洋エネルギー利用計画）              ２ 

Advanced Theory of Vibration for Ship and Marine Structures 

（船舶海洋振動学特論） 
             ２ 

Advanced Course of Systems Design（システム設計特論）              ２ 

Advanced Concrete Engineering （コンクリート工学特論）              ２ 

Advanced Geotechnical Modelling and its Application（地盤解析学） ２ 

Advanced Geomechanics and Design（建設デザイン構造学）              ２ 

Risk Management in Natural Disaster Prevention（災害リスク学）              ２ 

Mechanics of Geomaterials（地盤材料力学）              ２ 

Urban Transportation Planning（都市総合交通計画）              ２ 

Advanced Steel Structure（鋼構造特論）              ２ 

River Engineering（河川工学特論）              ２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Advanced Civil and Environmental Engineering（地球環境工学特論）              ２ 

Practice in Civil and Environmental  Engineering 

（地球環境工学演習） 
             ２ 

Practice in Environmental Studies（環境学実習）              ２ 

Seminar in Marine Systems Engineering（海洋システム工学演習）         ２ 

Problem-Solution Seminar（課題解決セミナー）             ２ 

Internship Program（インターンシップ・プログラム）             ２ 
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   地球資源システム工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

（高  等  専  門  科  目） 

Resource Geology I（資源地質学第一）         ２ 

Mineral Engineering, Experiments I（鉱物工学実験第一）          １ 

Mineral Engineering, Experiments II（鉱物工学実験第二）          １ 

Engineering Geophysics I（地球情報学第一）          ２ 

Engineering Geophysics, Experiments I（地球情報学実験第一）          １ 

Engineering Geophysics, Experiments II（地球情報学実験第二）          １ 

Geothermics (Advanced)（地球熱学特論）         ２ 

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments I  

（地熱工学特論実験第一） 
         １ 

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments II 

（地熱工学特論実験第二） 
         １ 

Resources Development Engineering (Advanced)(資源開発工学特論）          ２ 

Resources Development Engineering (Advanced), Experiments 

（資源開発工学特論実験) 
         １ 

Mineral Resources Production System, Experiments  

（資源生産システム学実験） 
         １ 

Rock Engineering (Advanced) I（岩盤工学特論第一）          ２ 

Rock Engineering (Advanced), Experiments I（岩盤工学特論実験第一）          １ 

Rock Engineering (Advanced), Experiments II 

（岩盤工学特論実験第二） 
         １ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering  

（Advanced） I（資源処理・環境修復工学特論第一） 
         ２ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering 

（Advanced),  Experiments I（資源処理・環境修復工学特論実験第一） 
         １ 

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering 

（Advanced),  Experiments II（資源処理・環境修復工学特論実験第二） 
         １ 

Energy Resources Engineering (Advanced)（エネルギー資源工学特論）         ２ 
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Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments I 

（エネルギー資源工学特論実験第一） 
     １ 

Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments II 

（エネルギー資源工学特論実験第二） 
      １ 

（先  端  科  目） 

Fundamentals of Earth Resources Engineering I 

（地球資源システム工学基礎第一） 
２ 

Fundamentals of Earth Resources Engineering II 

（地球資源システム工学基礎第二） 
２ 

International Project Management（国際プロジェクトマネジメント） ２ 

Resource Geology II（資源地質学第二）    ２ 

Mineral Engineering（鉱物工学）          ２ 

Engineering Geophysics II（地球情報学第二）          ２ 

Engineering Geophysics III（地球情報学第三）          ２ 

Geothermal Engineering (Advanced)（地熱工学特論）          ２ 

Geothermal System Modeling（地熱系モデリング）          ２ 

Environment and Safety (Advanced)（環境安全特論）          ２ 

Mineral Resources Production Engineering (資源生産システム学)          ２ 

Rock Engineering (Advanced) II（岩盤工学特論第二）          ２ 

Mining Machinery System (Advanced)（開発機械システム工学特論）          ２ 

Resources Processing (Advanced) II（資源処理工学特論第二）          ２ 

Resources Processing (Advanced) III（資源処理工学特論第三）          ２ 

Petroleum Reervoir Engineering（石油貯留層工学）          ２ 

Subsurface Mass Transport Engineering (Advanced)（物質移動工学特論）          ２ 

Special Lecture on Earth Resources Engineering I 

（地球資源システム工学特別講義第一） 
２ 

Special Lecture on Earth Resources Engineering II 

（地球資源システム工学特別講義第二） 
２ 
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Special Lecture on Earth Resources Engineering III 

(地球資源システム工学特別講義第三） 
２ 

（能 力 開 発 特 別 科 目） 

Earth Resources Engineering, Seminar I (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第一） 
       ２ 

Earth Resources Engineering, Seminar II (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第二） 
     ２ 

Earth Resources Engineering, Seminar III (Research for Master Thesis) 

（地球資源システム工学演習第三） 
        ２ 

International Cooperative Study on Earth System Engineering (Advanced) 

（地球工学国際連携特論） 
      ２ 

International Cooperative Study on Mining Engineering (Advanced) 

（資源システム工学国際連携特論） 
    ２ 

International Cooperative Study on Energy Resources Engineering 

 (Advanced)（エネルギー資源工学国際連携特論） 
       ２ 

Research Planning on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学研究企画） 
    ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) I 

（地球資源システム工学特論第一） 
      ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) II 

（地球資源システム工学特論第二） 
       ２ 

Earth Resources Engineering (Advanced) III 

（地球資源システム工学特論第三） 
     ２ 

Academic and Industrial Liaison Research（産学連携研究）        ２ 

 

   外国人留学生に共通の授業科目 

授   業   科   目 単   位 

Applied IT I（IT応用第一）  ２ 

Applied IT II（IT応用第二） ２ 

Advanced Japanese Industries （日本産業特論）      ２ 

Advanced Engineering Analysis and Measurement I 

（工学解析・計測特論第一） 
    ２ 

Advanced Engineering Analysis and Measurement II 

（工学解析・計測特論第二） 
      ２ 

Business Japanese A（ビジネス日本語Ａ）              １ 

Business Japanese B（ビジネス日本語Ｂ）                １ 
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Business Japanese C（ビジネス日本語Ｃ）         １ 

Survival Japanese（サバイバル・ジャパニーズ）     １ 

Active Japanese I（アクティブ日本語Ⅰ）         １ 

Active Japanese II（アクティブ日本語Ⅱ）     １ 

Progressive Japanese I（プログレッシブ日本語Ⅰ）         １ 

Progressive Japanese II（プログレッシブ日本語Ⅱ）        １ 

 

  博士後期課程 

   材料工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Reaction Engineering for Materials A 

（材料反応プロセス工学講究Ａ） 
４ 

Advanced Reaction Engineering for Materials B 

（材料反応プロセス工学講究Ｂ） 
            ４ 

Advanced Reaction Engineering for Materials C 

（材料反応プロセス工学講究Ｃ） 
              ４ 

Advanced Materials Processing A（材料加工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Materials Processing B（材料加工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Materials Processing C（材料加工学講究Ｃ）               ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials A 

（材料組織学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials B 

（材料組織学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Microstructural Engineering of Materials C 

（材料組織学講究Ｃ） 
              ４ 

Advanced Functional Material A（機能材料工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Functional Material B（機能材料工学講究Ｂ）               ４ 

Seminars in Reaction Engineering for Materials 

（材料反応プロセス工学セミナー） 
              ２ 

Seminars in Materials Processing（材料加工学セミナー）                ２ 
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Seminars in Microstructural Engineering of Materials 

（材料組織学セミナー） 
             ２ 

Seminars in Functional Materials（機能材料工学セミナー）               ２ 

Research Proposals in Materials Science and Engineering 

（物質科学工学研究企画演習） 
              ２ 

Teaching Practices on Materials Science and Engineering 

（物質科学工学指導演習） 
             ２ 

Communications for Materials Science and Engineering 

（物質科学工学コミュニケーション） 
       ２ 

Integrations of Information on Materials Science and Engineering 

（物質科学工学情報集約演習） 
   ２ 

Industry-University Internship I（産学連携インターンシップⅠ）    ４ 

Industry-University Internship （産学連携インターンシップⅡ）              ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）      ２ 

 

   応用化学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Applied Chemistry A（応用化学講究Ａ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry B（応用化学講究Ｂ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry C（応用化学講究Ｃ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry D（応用化学講究Ｄ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry E（応用化学講究Ｅ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry F（応用化学講究Ｆ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry G（応用化学講究Ｇ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry H（応用化学講究Ｈ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry I（応用化学講究Ｉ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry J（応用化学講究Ｊ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry K（応用化学講究Ｋ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry L（応用化学講究Ｌ）              ４ 
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Advanced Applied Chemistry M（応用化学講究Ｍ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry N（応用化学講究Ｎ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry O（応用化学講究Ｏ）              ４ 

Advanced Applied Chemistry P（応用化学講究Ｐ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry Q（応用化学講究Ｑ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry R（応用化学講究Ｒ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry S（応用化学講究Ｓ）             ４ 

Advanced Applied Chemistry T（応用化学講究Ｔ）              ４ 

Materials Science, Research Planning Exercise 

（物質科学研究企画演習） 
             ４ 

Materials Science, Advanced Instructing Practice 

（物質科学指導演習） 
             ２ 

Materials Science, Advanced Exercise I（物質科学特別演習第一）              ２ 

Materials Science, Advanced Exercise II（物質科学特別演習第二）              ２ 

Materials Science, Internship I（産学連携実習第一）              ４ 

Materials Science, Internship II （産学連携実習第二）             ４ 

Materials Science, Internship III （産学連携実習第三）             ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   化学工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Material Chemical Engineering A（材料化学工学講究Ａ）              ４ 

Advanced Material Chemical Engineering B（材料化学工学講究Ｂ）              ４ 

Advanced Material Chemical Engineering C（材料化学工学講究Ｃ）              ４ 

Advanced Molecular System Chemistry（分子システム化学講究）              ４ 

Advanced Biochemical Engineering（生物化学工学講究）              ４ 
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Advanced Biological Interface Engineering（生体界面工学講究）              ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic A 

（環境調和システム工学講究Ａ） 
           ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic B 

（環境調和システム工学講究Ｂ） 
           ４ 

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic C 

（環境調和システム工学講究Ｃ） 
            ４ 

Chemical Engineering Research Planning（化学工学研究企画演習）             ４ 

Advanced Communication in Chemical Engineering 

（化学工学コミュニケーション） 
             ２ 

Internship in Chemical Engineering（化学工学インターンシップ）              ２ 

Research Planning in Material Science（物質科学研究企画演習）              ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

    

機械工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Material Strength（材料力学講究）              ４ 

Advanced Design Engineering（設計工学講究）              ４ 

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究）              ４ 

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究）              ４ 

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究）              ４ 

Advanced Control Systems（制御システム講究）               ４ 

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究）              ４ 

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究）              ４ 

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー）              ２ 

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー）              ２ 

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー）              ２ 

Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー）              ２ 



 

- 85 - 

 

Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー）              ２ 

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー）             ２ 

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー）             ２ 

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering 

（生体工学セミナー） 
           ２ 

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習）              ２ 

Internship（機械工学インターンシップ）              ４ 

International Internship（機械工学国際インターンシップ）              ４ 

Communication for Mechanical Engineers 

（機械工学コミュニケーション） 
            ２ 

Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習）             １ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   水素エネルギーシステムグローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Tutorials on Hydrogen System A（水素システム講究Ａ）              ４ 

Tutorials on Hydrogen System B（水素システム講究Ｂ）              ４ 

Tutorials on Hydrogen System C（水素システム講究Ｃ）              ４ 

Tutorials on Material and Design A（水素材料・設計学講究Ａ）              ４ 

Tutorials on Material and Design B（水素材料・設計学講究Ｂ）              ４ 

Tutorials on Material and Design C（水素材料・設計学講究Ｃ）              ４ 

Tutorials on Material and Design D（水素材料・設計学講究Ｄ）              ４ 

Tutorials on Thermofluid Engineering（水素熱流体工学講究）              ４ 

Advanced Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学特論）              ２ 

Advanced Energy Technologies（先端エネルギー技術論）              ２ 

Seminar in Hydrogen System A（水素システムセミナーＡ）              ２ 
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Seminar in Hydrogen System B（水素システムセミナーＢ）             ２ 

Seminar in Hydrogen System C（水素システムセミナーＣ）            ２ 

Seminar in Material and Design A（水素材料・設計学セミナーＡ）             ２ 

Seminar in Material and Design B（水素材料・設計学セミナーＢ）             ２ 

Seminar in Material and Design C（水素材料・設計学セミナーＣ）              ２ 

Seminar in Material and Design D（水素材料・設計学セミナーＤ）              ２ 

Seminar in Thermofluid Engineering（水素熱流体工学セミナー）              ２ 

Project Analysis（プロジェクト演習）              ２ 

International Internship I（国際連携インターンシップⅠ）              ２ 

International Internship II（国際連携インターンシップⅡ）              ２ 

Internship（産学連携インターンシップ）              ２ 

Research Planning（水素エネルギーシステム研究企画演習）             ２ 

Training as Supervisor（水素エネルギーシステム指導演習）             ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   航空宇宙工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Aerospace Propulsion（推進工学講究）              ４ 

Advanced Fluid Dynamics（流体力学講究）              ４ 

Advanced Thermophysical Engineering（熱物理学講究）              ４ 

Advanced Strength and Vibration（強度振動学講究）              ４ 

Advanced Aerospace Structural Systems Engineering 

（軽構造システム工学講究） 
             ４ 

Advanced Guidance and Control（誘導制御講究）              ４ 

Advanced Flight Dynamics（飛行力学講究）              ４ 
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Advanced Space Systems Engineering（宇宙システム工学講究）             ４ 

Advanced Space Transportation Systems Engineering 

（宇宙輸送システム工学講究） 
            ４ 

Advanced Orbital Systems Engineering（軌道上システム工学講究）             ４ 

Advanced Atmospheric Flow Engineering（大気流体工学講究）             ４ 

Advanced Materials Strength for Aeronautics and Space 

（航空宇宙材料強度学講究） 
             ４ 

Advanced Aerospace Structural Dynamics（航空宇宙構造動力学講究）              ４ 

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅰ 

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅰ） 
             ２ 

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅱ 

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅱ） 
             ２ 

Aerospace Engineering Research Planning（航空宇宙工学研究企画演習）              ２ 

Internship in Aerospace Engineering（航空宇宙工学インターンシップ）              ２ 

International Internship in Aerospace Engineering 

（航空宇宙工学国際インターンシップ） 
             ２ 

Communication for Aerospace Engineers I 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ） 
             １ 

Communication for Aerospace Engineers II 

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ） 
             １ 

Aeronautics and Astronautics Project A 

（航空宇宙工学プロジェクトＡ） 
             ２ 

Aeronautics and Astronautics Project B 

（航空宇宙工学プロジェクトＢ） 
            ２ 

Teaching Practice on Aeronautics and Astronautics Engineering 

（航空宇宙工学指導演習） 
            ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）             ２ 

 

   量子物理工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering A 

（原子核・量子線工学講究Ａ） 

           

４ 

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering B 

（原子核・量子線工学講究Ｂ） 
   ４ 

Colloquium on Nuclear Energy Systems A 

（核エネルギーシステム学講究Ａ） 
４ 
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Colloquium on Nuclear Energy Systems B 

（核エネルギーシステム学講究Ｂ） 
          ４ 

Colloquium on Nuclear Energy Systems C 

（核エネルギーシステム学講究Ｃ） 
      ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems A 

（エネルギー物質科学講究Ａ） 
        ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems B 

（エネルギー物質科学講究Ｂ） 
    ４ 

Colloquium on Materials Science for Energy Systems C 

（エネルギー物質科学講究Ｃ） 
４ 

Colloquium on Applied Physics A（応用物理学講究Ａ）       ４ 

Colloquium on Applied Physics B（応用物理学講究Ｂ）     ４ 

Colloquium on Applied Physics C（応用物理学講究Ｃ）       ４ 

Research Study in Industrial Fields（産学連携実習）      ４ 

Research Planning on Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学研究企画演習） 
     ２ 

Teaching Practice in Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学指導演習） 
  ２ 

Advanced Topics of Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

（エネルギー量子工学特論） 
      ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）        ２ 

 

  船舶海洋工学グローバルコース 

  土木工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Advanced Civil Engineering Materials A（建設材料工学講究Ａ）         ４ 

Welding and Fracture Mechanics（Seminar）（建設材料工学講究Ｂ）         ４ 

Advanced Civil Engineering Design A（建設設計工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Civil Engineering Design B（建設設計工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Geotechnical Disaster Preventation A 

（防災地盤工学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Geotechnical Disaster Preventation B 

（防災地盤工学講究Ｂ） 
              ４ 
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Advanced Environmental Geotechnology（環境地盤工学講究）               ４ 

Advanced City Planning A（都市システム計画学講究Ａ）               ４ 

Advanced City Planning B（都市システム計画学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Environmental Design A（環境デザイン工学講究Ａ）               ４ 

Functional Design of Artificial Environment （Seminar） 

（環境デザイン工学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Urban Environmental Engineering A（都市環境工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Urban Environmental Engineering B（都市環境工学講究Ｂ）               ４ 

Advanced Environmental System Engineering A 

（環境システム工学講究Ａ） 
              ４ 

Advanced Environmental System Engineering B 

（環境システム工学講究Ｂ） 
              ４ 

Advanced Costal Engineering A（沿岸海洋工学講究Ａ）               ４ 

Advanced Costal Engineering B（沿岸海洋工学講究Ｂ）               ４ 

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures B 

（船舶海洋性能工学講究Ｂ） 
              ４ 

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures C 

（船舶海洋性能工学講究Ｃ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures A 

（船舶海洋構造工学講究Ａ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures B 

（船舶海洋構造工学講究Ｂ） 
             ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures C 

（船舶海洋構造工学講究Ｃ） 
              ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures D 

（船舶海洋構造工学講究Ｄ） 
              ４ 

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures E 

（船舶海洋構造工学講究Ｅ） 
              ４ 

Research Planning on Civil Engineering（地球環境工学研究企画演習）               ４ 

Teaching Practice on Civil Engineering（地球環境工学指導演習）               ２ 

Special Practice on Civil Engineering（地球環境工学特別演習）               ２ 

Internship（産学連携実習）               ４ 
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Seminar in Performance of Ships and Marine Structures B 

（船舶海洋性能工学演習Ｂ） 
              ２ 

Seminar in Performance of Ships and Marine Structures C 

（船舶海洋性能工学演習Ｃ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures A 

（船舶海洋構造工学演習Ａ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures B 

（船舶海洋構造工学演習Ｂ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures C 

（船舶海洋構造工学演習Ｃ） 
              ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures D 

（船舶海洋構造工学演習Ｄ） 
             ２ 

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures E 

（船舶海洋構造工学演習Ｅ） 
             ２ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）              ２ 

 

   地球資源システム工学グローバルコース 

授   業   科   目 単  位 

Earth System Science（地球システム科学）        ４ 

Environmental Geophysics（地球情報工学）    ４ 

Geothermal Science and Engineering（地球熱システム学）         ４ 

Mining Technology（資源開発システム工学）   ４ 

Rock Engineering and Mining Machinery 

（岩盤・開発機械システム工学） 
       ４ 

Resources Processing and Environmental Remediation System Engineering 

（資源処理・環境修復システム工学） 
   ４ 

Energy Resources Engineering（エネルギー資源工学）      ４ 

Individual Work on Research Planning on Earth Resources Engineering

（地球資源システム工学研究企画演習） 
    ２ 

Supervised Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学指導演習） 
      ２ 

Special Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering 

（地球環境工学特別演習） 
          ２ 

Academic and Industrial Liaison Seminar（産学連携演習）        ４ 

Engineering Research Planning（工学研究企画）         ２ 
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旧

別表第１

一 履修方法

修士課程

各専攻ごとに、次に掲げる先端科目、高等専門科目、能力開発特別スクーリング科目、広

域専門科目及び指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目及び外国人留学生に共

通の授業科目を含む。）についての単位をあわせて３０単位以上修得しなければならない。

１ 高等専門科目、先端科目及び広域専門科目について２０単位以上（ただし、高等専門科

目を６単位及び先端科目を４単位含む。）

２ 能力開発特別スクーリング科目について４単位以上

３ 広域専門科目及び指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目及び外国人留学

生に共通の授業科目を含む。）について６単位以上

博士後期課程

各専攻ごとに専攻授業科目４単位以上、工学研究企画２単位及びその他の関連授業科目に

ついての単位をあわせて１０単位以上修得しなければならない。なお、社会人特別選抜試験

で入学した者に関する工学研究企画については、指導教員の指示に従うものとする。

当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科目

で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授業科目という。

二 授業科目

修士課程

物質創造工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

セラミック工学 ２

有機構造化学 ２

生物無機化学 ２

有機金属化学 ２

分子細胞生物学Ⅱ ２

超分子複合材料学 ２

超分子材料設計学 ２

生命分子集積化学 ２

機能分子材料工学 ２

（高 等 専 門 科 目）

無機個体化学 ２

セラミック材料物性学 ２

有機反応化学 ２
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有機機能化学 ２

有機固体光電子物性 ２

有機触媒化学 ２

金属錯体構造論 ２

分子組織化学 ２

小分子の化学 ２

分子細胞生物学Ⅰ ２

生命分子物理化学 ２

分子集合論 ２

高分子合成反応論 ２

分子電子構造論 ２

分子固体物性論 ２

バイオマテリアルサイエンス ２

再生医工材料学 ２

有機光エレクトロニクス ２

触媒的物質変換化学 ２

生命分子素子化学 ２

ナノ構造設計論 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学コミュニケーション第一 ２

物質科学コミュニケーション第二 ２

物質科学学生セミナー第一 ２

物質科学学生セミナー第二 ２

物質科学情報集約演習 ４

（広 域 専 門 科 目）
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物質創造工学特論第一 ２

物質創造工学特論第二Ａ ２

物質創造工学特論第二Ｂ ２

物質創造工学特論第三Ａ ２

物質創造工学特論第三Ｂ ２

物質創造工学特論第四 ２

物質創造工学特論第五Ａ ２

物質創造工学特論第五Ｂ ２

物質創造工学特論第五Ｃ ２

物質創造工学特論第五Ｄ ２

物質創造工学特論第六Ａ ２

物質創造工学特論第六Ｂ ２

物質創造工学演習第一 ２

物質創造工学演習第二Ａ ２

物質創造工学演習第二Ｂ ２

物質創造工学演習第三Ａ ２

物質創造工学演習第三Ｂ ２

物質創造工学演習第四 ２

物質創造工学演習第五Ａ ２

物質創造工学演習第五Ｂ ２

物質創造工学演習第五Ｃ ２

物質創造工学演習第五Ｄ ２

科学技術論 ２

エネルギー科学 ２

環境科学 ２

分子情報科学 ２
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企業インターンシップ ２

国際連携化学 ２

科学英語 ２

先端生命科学特論 ２

生体分子解析学演習 ２

産学連携特論第一 ２

産学連携特論第二 ２

産学連携特論第三 ２

産学連携特論第四 ２

産学連携特論第五 ２

産学連携特論第六 ２

分子システム化学Ⅰ ２

分子システム化学Ⅱ ２

分子システム化学Ⅲ ２

物質プロセス工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

材料反応制御学 ２

結晶成長制御学 ２

金属破壊学 ２

電解反応工学 ２

高分子プロセス工学 ２

生命材料工学 ２

機能表面化学 ２

反応工学特論 ２
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（高 等 専 門 科 目）

高温反応速度論 ２

高温物性工学 ２

融体物理化学 ２

複合材料学 ２

材料変形および加工学 ２

物質移動プロセス工学 ２

レオロジー工学 ２

生体触媒工学 ２

不均一反応工学 ２

結晶塑性学 ２

化学機能材料工学 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学コミュニケーション第一 ２

物質科学コミュニケーション第二 ２

物質科学学生セミナー第一 ２

物質科学学生セミナー第二 ２

物質科学情報集約演習 ４

（広 域 専 門 科 目）

物質プロセス工学特論第一Ａ ２

物質プロセス工学特論第一Ｂ ２

物質プロセス工学特論第一Ｃ ２

物質プロセス工学特論第二Ａ ２

物質プロセス工学特論第二Ｂ ２

物質プロセス工学特論第二Ｃ ２
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物質プロセス工学特論第三Ａ ２

物質プロセス工学特論第三Ｂ ２

物質プロセス工学特論第三Ｃ ２

物質プロセス工学演習第一Ａ ２

物質プロセス工学演習第一Ｂ ２

物質プロセス工学演習第一Ｃ ２

物質プロセス工学演習第二Ａ ２

物質プロセス工学演習第二Ｂ ２

物質プロセス工学演習第二Ｃ ２

物質プロセス工学演習第三Ａ ２

物質プロセス工学演習第三Ｂ ２

物質プロセス工学演習第三Ｃ ２

科学技術論 ２

エネルギー科学 ２

環境科学 ２

産学連携インターンシップ第一 ２

産学連携インターンシップ第二 ２

産学連携講義 ２

材料物性工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

医用化学基礎 １

材料物性化学 ２

光電気化学 ２

機能物質工学 ２
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材料組織解析学 ２

構造材料工学 ２

半導体材料制御学 ２

表面機能制御学 ２

電子デバイス材料特論 ２

（高 等 専 門 科 目）

医用化学第一 １

医用化学第二 １

高分子物性学 ２

材料物性解析学 ２

応用光化学 ２

応用磁気化学 ２

応用表面化学 ２

化学反応制御学 ２

材料制御学 ２

電子線解析学 ２

熱処理論 ２

半導体デバイス特論 ２

応用薄膜工学 ２

材料機能評価学 ２

実用金属材料設計学 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学コミュニケーション第一 ２

物質科学コミュニケーション第二 ２

物質科学学生セミナー第一 ２

物質科学学生セミナー第二 ２
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物質科学情報集約演習 ４

（広 域 専 門 科 目）

材料物性工学特論第一Ａ ２

材料物性工学特論第一Ｂ ２

材料物性工学特論第二Ａ ２

材料物性工学特論第二Ｂ ２

材料物性工学特論第三Ａ ２

材料物性工学特論第三Ｂ ２

材料物性工学特論第四Ａ ２

材料物性工学特論第四Ｂ ２

材料物性工学特論第四Ｃ ２

材料物性工学演習第一Ａ ２

材料物性工学演習第一Ｂ ２

材料物性工学演習第二Ａ ２

材料物性工学演習第二Ｂ ２

材料物性工学演習第三Ａ ２

材料物性工学演習第三Ｂ ２

材料物性工学演習第四Ａ ２

材料物性工学演習第四Ｂ ２

材料物性工学演習第四Ｃ ２

科学技術論 ２

エネルギー科学 ２

環境科学 ２

産学連携インターンシップ第一 ２

産学連携インターンシップ第二 ２
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産学連携講義 ２

化学システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

バイオ分析化学 ２

化学センサー工学 ２

ナノ物質機能解析学特論 ２

生物機能システム工学 ２

環境流体輸送現象論 ２

省エネルギー工学 ２

プロセスシステム設計学 ２

生体由来材料工学 ２

バイオエンジニアリング特論 ２

燃焼システム工学 ２

（高 等 専 門 科 目）

生体模倣機能材料工学 ２

相平衡論 ２

ナノ・マイクロ科学 ２

電気分析化学 ２

イオン平衡論 ２

バイオシステム設計論 ２

物質情報システム論 ２

ナノ構造分析学特論 ２

生命プロセス工学 ２

細胞・組織工学 ２
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システム流体工学 ２

数値流体工学 ２

システム熱工学 ２

プロセスシステム制御学 ２

電気化学システム工学 ２

プロテインエンジニアリング ２

応用レーザー工学 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学コミュニケーション第一 ２

物質科学コミュニケーション第二 ２

物質科学学生セミナー第一 ２

物質科学学生セミナー第二 ２

物質科学情報集約演習 ４

（広 域 専 門 科 目）

化学システム工学特論第一 ２

化学システム工学特論第二Ａ ２

化学システム工学特論第二Ｂ ２

化学システム工学特論第三Ａ ２

化学システム工学特論第三Ｂ ２

化学システム工学特論第四Ａ ２

化学システム工学特論第四Ｂ ２

化学システム工学特論第五Ａ ２

化学システム工学特論第五Ｂ ２

化学システム工学特論第五Ｃ ２

化学システム工学演習第一 ２

化学システム工学演習第二Ａ ２
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化学システム工学演習第二Ｂ ２

化学システム工学演習第三Ａ ２

化学システム工学演習第三Ｂ ２

化学システム工学演習第四Ａ ２

化学システム工学演習第四Ｂ ２

化学システム工学演習第五Ａ ２

化学システム工学演習第五Ｂ ２

化学システム工学演習第五Ｃ ２

科学技術論 ２

エネルギー科学 ２

環境科学 ２

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

応用数学Ａ ２

応用数学Ｂ ２

応用数学Ｃ ２

応用数学Ｄ ２

ルベーグ積分 ２

関数解析 ２

国際イノベーション特論 ４

国際オープンマインド特論 ４

グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４

ものづくり科学：粉末冶金原論 １

ものづくり科学：粉末冶金先端加工技術 １
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ものづくり科学：セラミックス概論 ２

ものづくり科学：セラミックス解析特論 ２

外国人留学生に共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

ＩＴ応用第一 ２

ＩＴ応用第二 ２

日本産業特論 ２

工学解析・計測特論第一 ２

工学解析・計測特論第二 ２

ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

サバイバル・ジャパニーズ １

アクティブ日本語Ⅰ １

アクティブ日本語Ⅱ １

プログレッシブ日本語Ⅰ １

プログレッシブ日本語Ⅱ １

博士後期課程

物質創造工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

応用無機化学講究 ４

機能設計化学講究Ａ ４

機能設計化学講究Ｂ ４
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機能設計化学講究Ｃ ４

生体機能化学講究Ａ ４

生体機能化学講究Ｂ ４

生体機能化学講究Ｃ ４

バイオミメティクス講究 ４

超分子化学講究Ａ ４

超分子化学講究Ｂ ４

超分子化学講究Ｃ ４

超分子化学講究D ４

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学研究企画演習 ２

物質科学指導演習 ２

物質科学特別演習第一 ２

物質科学特別演習第二 ２

（産 学 連 携 科 目）

産学連携実習第一 ４

産学連携実習第二 ４

産学連携実習第三 ４

物質プロセス工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

材料反応プロセス工学講究Ａ ４

材料反応プロセス工学講究Ｂ ４

材料加工学講究Ａ ４

材料加工学講究Ｂ ４
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材料加工学講究Ｃ ４

材料化学工学講究Ａ ４

材料化学工学講究Ｂ ４

材料化学工学講究Ｃ ４

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学研究企画演習 ２

化学工学研究企画演習 ４

材料工学研究企画演習 ４

物質科学指導演習 ２

物質科学特別演習第一 ２

物質科学特別演習第二 ２

（産 学 連 携 科 目）

産学連携実習第一 ４

産学連携実習第二 ４

産学連携実習第三 ４

材料物性工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

分子組織化学講究Ａ ４

分子組織化学講究Ｂ ４

分子組織化学講究Ｃ ４

機能物性化学講究Ａ ４

機能物性化学講究Ｂ ４

材料組織学講究Ａ ４

材料組織学講究Ｂ ４
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材料機能工学講究Ａ ４

材料機能工学講究Ｂ ４

材料機能工学講究Ｃ ４

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学研究企画演習 ２

材料工学研究企画演習 ４

物質科学指導演習 ２

物質科学特別演習第一 ２

物質科学特別演習第二 ２

（産 学 連 携 科 目）

産学連携実習第一 ４

産学連携実習第二 ４

産学連携実習第三 ４

化学システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

分子システム化学講究 ４

分子情報化学講究Ａ ４

分子情報化学講究Ｂ ４

バイオプロセス化学講究Ａ ４

バイオプロセス化学講究Ｂ ４

生物化学工学講究Ａ ４

生物化学工学講究Ｂ ４

環境調和システム工学講究Ａ ４

環境調和システム工学講究Ｂ ４
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環境調和システム工学講究Ｃ ４

（能力開発特別スクーリング科目）

物質科学研究企画演習 ２

化学工学研究企画演習 ４

物質科学指導演習 ２

物質科学特別演習第一 ２

物質科学特別演習第二 ２

（産 学 連 携 科 目）

産学連携実習第一 ４

産学連携実習第二 ４

産学連携実習第三 ４

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

工学研究企画 ２

異分野特論Ⅰ ２

異分野特論Ⅱ ２

キャリア・デザイン ２

アントレプレナーシップ・セミナー ２

グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４
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別表第２

一 履修方法

修士課程

各専攻ごとに、専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位を

あわせて３０単位以上修得しなければならない。

当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科目で指

導教員が指定する授業科目（各専攻に共通の授業科目及び外国人留学生に共通の授業科目を

含む。）を関連授業科目という。

専 攻 名 専攻授業科目と関連授業科目の単位

建設システム工学専攻 １ 先端科目６単位以上

２ 高等専門科目６単位以上

都市環境システム工学専攻 ３ 能力開発特別スクーリング科目、広域専門

科目及び産学連携科目２単位以上

海洋システム工学専攻

地球資源システム工学専攻

エネルギー量子工学専攻 １ 先端科目から６単位以上

２ 高等専門科目から６単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目４単位以上

４ 広域専門科目及び関連授業科目４単位以上

博士後期課程

各専攻ごとに専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位をあ

わせて１０単位以上修得しなければならない。

当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科目

で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授業科目という。

専 攻 名 専攻授業科目と関連授業科目の単位

建設システム工学専攻 １ 専攻授業科目４単位以上

２ 工学研究企画２単位

都市環境システム工学専攻 ただし、社会人特別選抜試験で入学した者

については、工学研究企画を必修としない。

海洋システム工学専攻

地球資源システム工学専攻 １ 専攻授業科目４単位以上

２ 工学研究企画２単位

ただし、社会人特別選抜試験で入学した者

については、工学研究企画を専攻授業科目

（２単位以上）に替えることができる。

エネルギー量子工学専攻 １ 専攻授業科目４単位以上

２ 工学研究企画２単位

ただし、社会人特別選抜試験で入学した者

については、工学研究企画を必修としない。

二 授業科目
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修士課程

建設システム工学専攻

都市環境システム工学専攻

海洋システム工学専攻

地球資源システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

破壊管理工学特論 ２

地盤環境システム工学 ２

社会基盤財政論 ２

実践景観デザイン論 ２

数値構造解析学特論 ２

廃棄物資源循環学 ２

環境水理学 ２

沿岸・海洋工学特論 ２

システム最適化特論 ２

制御工学特論 ２

船舶海洋振動学特論 ２

船舶海洋計測工学 ２

船舶海洋情報学 ２

船舶用エンジン工学特論 ２

荷重評価学 ２

資源地質学第二 ２

鉱物工学 ２

地球情報学第二 ２

地球情報学第三 ２

地熱工学特論 ２

地熱系モデリング ２
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環境安全特論 ２

資源生産システム学 ２

岩盤工学特論第二 ２

開発機械システム工学特論 ２

資源処理・環境修復工学特論第二 ２

資源処理・環境修復工学特論第三 ２

石油貯留層工学 ２

物質移動工学特論 ２

地球システム工学特別講義第一 １

地球システム工学特別講義第二 １

地球システム工学特別講義第三 １

応用リスク解析学 ２

地球資源システム工学基礎第一 ２

地球資源システム工学基礎第二 ２

国際プロジェクトマネジメント ２

免震制振工学 ２

水質変換工学 ２

コンクリート工学特論 ２

構造解析学特論 ２

地盤解析学 ２

建設基礎対策学 ２

災害リスク学 ２

防災地盤学 ２

地盤材料力学 ２

都市総合交通計画 ２



- 110 -

鋼構造特論 ２

河川工学特論 ２

応用生態工学 ２

環境計画論 ２

地下水環境システム論 ２

交通・輸送システム工学 ２

国土開発・災害リスクマネジメント ２

船舶運動特論第二 ２

船舶抵抗推進特論第二 ２

船舶抵抗推進特論第三 ２

船舶コンピュータ支援設計製図 ２

（高 等 専 門 科 目）

溶接設計第一 ２

溶接設計第二 ２

地震工学特論 ２

空間情報学 ２

連続体力学 ２

応用数理学 ２

海洋浮体工学特論 ２

船舶基本設計特論 ２

船舶海洋構造力学特論 ２

海洋構造工学 ２

資源地質学第一 ２

鉱物工学実験第一 １

鉱物工学実験第二 １

地球情報学第一 ２
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地球情報学実験第一 １

地球情報学実験第二 １

地球熱学特論 ２

地熱工学特論実験第一 １

地熱工学特論実験第二 １

資源開発工学特論 ２

資源開発工学特論実験 １

資源生産システム学実験 １

岩盤工学特論第一 ２

岩盤工学特論実験第一 １

岩盤工学特論実験第二 １

資源処理・環境修復工学特論第一 ２

資源処理・環境修復工学特論実験第一 １

資源処理・環境修復工学特論実験第二 １

エネルギー資源工学特論 ２

エネルギー資源工学特論実験第一 １

エネルギー資源工学特論実験第二 １

研究計画法 ２

プレゼンテーションデザイン ２

合意形成論演習 ２

数値解析学 ２

野外調査法 ２

プレゼンテーション演習 ２

都市工学・経済学 ２

艤装設計工学 ２
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船舶運動特論第一 ２

船舶抵抗推進特論第一 ２

船舶海洋流体力学特論 ２

実践データ解析学 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

建設システム工学演習第一 ２

建設システム工学演習第二 ２

建設システム工学演習第三 ２

建設システム工学演習第四 ２

都市環境システム工学演習第一 ２

都市環境システム工学演習第二 ２

都市環境システム工学演習第三 ２

都市環境システム工学演習第四 ２

海洋システム工学演習第一 ２

海洋システム工学演習第二 ２

海洋システム工学演習第三 ２

地球資源システム工学演習第一 ２

地球資源システム工学演習第二 ２

地球資源システム工学演習第三 ２

地球工学国際連携特論 ２

エネルギー資源工学国際連携特論 ２

地球環境工学研究企画 ２

地球資源システム工学国際連携演習 ２

（広 域 専 門 科 目）

建設システム工学特論第一 ２

建設システム工学特論第二 ２
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建設システム工学特論第三 ２

建設システム工学特論第四 ２

都市環境システム工学特論第一 ２

都市環境システム工学特論第二 ２

都市環境システム工学特論第三 ２

都市環境システム工学特論第四 ２

海洋システム工学特論第一 ２

海洋システム工学特論第二 ２

海洋システム工学特論第三 ２

地球資源システム工学特論第一 ２

地球資源システム工学特論第二 ２

地球資源システム工学特論第三 ２

課題解決セミナー第一 ２

課題解決セミナー第二 ２

（産 学 連 携 科 目）

実践維持管理工学 ２

環境学実習 ２

産学連携研究 ２

海洋システム工学産学連携演習第一 １

海洋システム工学産学連携演習第二 １

エネルギー量子工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

原子核反応論 ２

加速器工学 ２
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量子線分光学 ２

核融合プラズマ科学 ２

原子炉物理学特論および実験 ２

核燃料サイクル工学 ２

量子線応用物性学 ２

量子線構造解析学 ２

量子線安全工学 ２

エネルギー混相流体工学 ２

複雑系科学 ２

統計物理学 ２

応用物性論 ２

Nuclear Energy Systems and Safety ２

超分子システム学 ２

（高 等 専 門 科 目）

応用原子核物理学 １

粒子線情報分析学 ２

原子炉システム工学Ⅰ １

原子炉システム工学Ⅱ １

核融合炉基礎工学 ２

原子力化学工学 ２

核燃料工学Ⅰ １

核燃料工学Ⅱ １

エネルギー環境素材工学 ２

エネルギーシステム材料科学Ⅰ １

エネルギーシステム材料科学Ⅱ １
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量子線計測学Ⅰ １

量子線計測学Ⅱ １

高エネルギー核反応論 ２

固体電子論Ⅰ １

固体電子論Ⅱ １

量子物理学 ２

原子力工学基礎実験 ２

原子核エネルギー変換基礎 ２

有機物理工学Ⅰ １

有機物理工学Ⅱ １

放射線数値シミュレーション １

（能力開発特別スクーリング科目）

原子核・量子線工学実験Ａ ２

原子核・量子線工学実験Ｂ ２

核エネルギーシステム学実験Ａ ２

核エネルギーシステム学実験Ｂ ２

核エネルギーシステム学実験Ｃ ２

エネルギー物質科学実験Ａ ２

エネルギー物質科学実験Ｂ ２

エネルギー物質科学実験Ｃ ２

応用物理学実験Ａ ２

応用物理学実験Ｂ ２

応用物理学実験Ｃ ２

原子核・量子線工学発表演習Ａ ２

原子核・量子線工学発表演習Ｂ ２

核エネルギーシステム学発表演習Ａ ２
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核エネルギーシステム学発表演習Ｂ ２

核エネルギーシステム学発表演習Ｃ ２

エネルギー物質科学発表演習Ａ ２

エネルギー物質科学発表演習Ｂ ２

エネルギー物質科学発表演習Ｃ ２

応用物理学発表演習Ａ ２

応用物理学発表演習Ｂ ２

応用物理学発表演習Ｃ ２

（広 域 専 門 科 目）

量子ビーム科学 ２

原子力安全工学 ２

核燃料サイクル実験Ⅰ １

核燃料サイクル実験Ⅱ １

産学連携演習Ⅰ １

産学連携演習Ⅱ １

産学連携演習Ⅲ １

電磁解析演習 １

有機物性工学 ２

物性実験物理学Ⅰ １

物性実験物理学Ⅱ １

量子線医療応用 １

科学技術コミュニケーション １

エネルギー量子工学基礎 ２

エネルギー量子工学特別演習 １

原子核・量子線工学特別講義Ⅰ １
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原子核・量子線工学特別講義Ⅱ １

原子核・量子線工学特別講義Ⅲ １

原子核・量子線工学特別講義Ⅳ １

核エネルギーシステム学特別講義Ⅰ １

核エネルギーシステム学特別講義Ⅱ １

核エネルギーシステム学特別講義Ⅲ １

核エネルギーシステム学特別講義Ⅳ １

応用物理学特別講義Ⅰ １

応用物理学特別講義Ⅱ １

応用物理学特別講義Ⅲ １

応用物理学特別講義Ⅳ １

エネルギー物質科学特別講義Ⅰ １

エネルギー物質科学特別講義Ⅱ １

エネルギー物質科学特別講義Ⅲ １

エネルギー物質科学特別講義Ⅳ １

原子核・量子線工学研究計画演習Ａ ２

原子核・量子線工学研究計画演習Ｂ ２

核エネルギーシステム学研究計画演習Ａ ２

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｂ ２

核エネルギーシステム学研究計画演習Ｃ ２

エネルギー物質科学研究計画演習Ａ ２

エネルギー物質科学研究計画演習Ｂ ２

エネルギー物質科学研究計画演習Ｃ ２

応用物理学研究計画演習Ａ ２

応用物理学研究計画演習Ｂ ２

応用物理学研究計画演習Ｃ ２



- 118 -

原子力数値シミュレーション １

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

応用数学Ａ ２

応用数学Ｂ ２

応用数学Ｃ ２

応用数学Ｄ ２

ルベーグ積分 ２

関数解析 ２

国際イノベーション特論 ４

国際オープンマインド特論 ４

グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４

ものづくり科学：粉末冶金原論 １

ものづくり科学：粉末冶金先端加工技術 １

ものづくり科学：セラミックス概論 ２

ものづくり科学：セラミックス解析特論 ２

外国人留学生に共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

ＩＴ応用第一 ２

ＩＴ応用第二 ２

日本産業特論 ２

工学解析・計測特論第一 ２

工学解析・計測特論第二 ２
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ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

サバイバル・ジャパニーズ １

アクティブ日本語Ⅰ １

アクティブ日本語Ⅱ １

プログレッシブ日本語Ⅰ １

プログレッシブ日本語Ⅱ １

博士後期課程

建設システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

建設材料工学講究Ａ ４

建設材料工学講究Ｂ ４

建設設計工学講究Ａ ４

建設設計工学講究Ｂ ４

防災地盤工学講究Ａ ４

防災地盤工学講究Ｂ ４

環境地盤工学講究 ４

地球環境工学研究企画演習 ４

地球環境工学指導演習 ２

地球環境工学特別演習 ２

産学連携実習 ４

都市環境システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

都市システム計画学講究Ａ ４
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都市システム計画学講究Ｂ ４

環境デザイン工学講究Ａ ４

環境デザイン工学講究Ｂ ４

都市環境工学講究Ａ ４

都市環境工学講究Ｂ ４

環境システム工学講究Ａ ４

環境システム工学講究Ｂ ４

地球環境工学研究企画演習 ４

地球環境工学指導演習 ２

地球環境工学特別演習 ２

産学連携実習 ４

海洋システム工学専攻

授 業 科 目 単 位

沿岸海洋工学講究Ａ ４

沿岸海洋工学講究Ｂ ４

船舶海洋性能工学講究Ａ ４

船舶海洋性能工学講究Ｂ ４

船舶海洋性能工学講究Ｃ ４

船舶海洋構造工学講究Ａ ４

船舶海洋構造工学講究Ｂ ４

地球環境工学研究企画演習 ４

地球環境工学指導演習 ２

地球環境工学特別演習 ２

産学連携実習 ４

地球資源システム工学専攻
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授 業 科 目 単 位

地球システム科学 ４

地球情報工学 ４

地球熱システム学 ４

資源開発システム工学 ４

岩盤・開発機械システム工学 ４

資源処理・環境修復システム工学 ４

エネルギー資源工学 ４

地球資源システム工学研究企画 ２

地球環境工学指導演習 ２

地球環境工学特別演習 ２

産学連携実習 ４

エネルギー量子工学専攻

授 業 科 目 単 位

核エネルギーシステム学講究Ａ ４

核エネルギーシステム学講究Ｂ ４

核エネルギーシステム学講究Ｃ ４

エネルギー物質科学講究Ａ ４

エネルギー物質科学講究Ｂ ４

エネルギー物質科学講究Ｃ ４

原子核・量子線工学講究Ａ ４

原子核・量子線工学講究Ｂ ４

応用物理学講究Ａ ４

応用物理学講究Ｂ ４

応用物理学講究Ｃ ４
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産学連携実習 ４

エネルギー量子工学研究企画演習 ２

エネルギー量子工学指導演習 ２

エネルギー量子工学特論 ２

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

工学研究企画 ２

異分野特論Ⅰ ２

異分野特論Ⅱ ２

キャリア・デザイン ２

アントレプレナーシップ・セミナー ２

グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４
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別表第３

一 履修方法

修士課程

各専攻ごとに、専攻授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位を

あわせて３０単位以上修得しなければならない。

当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科目で指

導教員が指定する授業科目（各専攻に共通の授業科目及び外国人留学生に共通の授業科目を

含む。）を関連授業科目という。

専 攻 名 専攻授業科目と関連授業科目の単位

機械工学専攻 １ 高等専門科目７分野の選択必修科目のうち少なくと

（機械工学コース） も６分野から各１科目ずつ、１２単位以上

２ 先端科目４単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目２単位以上

水素エネルギーシステム専攻 １ 高等専門科目１２単位以上（「水素工学概論」及び

（水素エネルギーシステムコース） 「高圧ガス安全工学」を含む。）

２ 先端科目４単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目２単位以上

航空宇宙工学専攻 １ 高等専門科目及び先端科目２０単位以上

２ 広域専門科目３単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目４単位以上

博士後期課程

各専攻ごとに、専攻授業科目4単位以上、工学研究企画２単位及びその他の関連授業科目に

ついての単位をあわせて１０単位以上修得しなければならない。ただし、社会人特別選抜試

験で入学した者については、工学研究企画を必修としない。

当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、その他の授業科目

で指導教員が指名する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授業科目という。

二 授業科目

修士課程

機械工学専攻 機械工学コース

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

Theory of Plasticity（塑性変形論） ２

Gas Dynamics（気体力学） ２

材料強度学 ２

燃焼工学特論 ２

先端熱工学特論 ２
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エンジンシステム ２

内部流れ学 ２

能動音響制御 ２

構造動力学特論 ２

知的システム工学 ２

加工プロセス演習 １

生体工学特論 ２

ソフトマター工学 ２

Fracture Mechanics（破壊力学） ２

（高 等 専 門 科 目）

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】 ２

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】 ２

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】 ２

Robotics（ロボット工学）【分野５】 ２

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】 ２

構造材料評価学【分野１】 ２

設計工学特論【分野１】 ２

二相流動現象学【分野２】 ２

流体物理【分野３】 ２

応用流体力学【分野３】 ２

流体工学演習 １

機械振動学特論【分野４】 ２

材料加工学【分野６】 ２

精密加工学【分野６】 ２

生体機械工学【分野７】 ２

構造材料評価学【分野１】 ２
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（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar in Mechanical EngineeringⅠ（機械工学セミナーⅠ） １

Seminar in Mechanical EngineeringⅡ（機械工学セミナーⅡ） １

Mechanical Engineering InternshipⅠ（機械工学インターンシップⅠ） １

Mechanical Engineering InternshipⅡ（機械工学インターンシップⅡ） １

Communication for Mechanical EngineerⅠ １

（機械工学コミュニケーションⅠ）

Communication for Mechanical EnhineerⅡ １

（機械工学コミュニケーションⅡ）

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約） ２

水素エネルギーシステム専攻 水素エネルギーシステムコース

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

Advanced Energy Engineering Ⅰ（先端エネルギー特論Ⅰ） ２

Advanced Energy Engineering Ⅱ（先端エネルギー特論Ⅱ） ２

水素エネルギー構造材料学 ２

水素エネルギー機能材料学 ２

水素エネルギー電気化学 ２

燃料電池システム ２

トライボロジー特論 ２

先端熱工学特論 ２

エネルギー政策論 ２

技術マネジメント ２

ソフトマター工学 ２

Fracture Mechanics（破壊力学） ２

材料強度学 ２
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（高 等 専 門 科 目）

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学） ２

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論） ２

Tribology（トライボロシー） ２

Heat and Mass Transfer （熱物質移動論） ２

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学） ２

Mechanical Vibation and Acoustics（振動音響工学） ２

Computational Intelligence（計算知能） ２

Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２

水素工学概論 ２

水素製造システム ２

水素貯蔵システム ２

水素利用プロセス ２

水素利用システム ２

水素エネルギー社会システム ２

高圧ガス安全工学 ２

流体物理 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar on Hydrogen EngineeringⅠ（水素工学セミナーⅠ） １

Seminar on Hydrogen EngineeringⅡ（水素工学セミナーⅡ） １

Internship for Hydrogen Engineering Ⅰ（水素工学インターンシップⅠ） １

Internship for Hydrogen EngineeringⅡ（水素工学インターンシップⅡ） ２

Communication for Hydrogen EngineerⅠ（水素工学コミュニケーションⅠ） １

Communication for Hydrogen EngineerⅡ（水素工学コミュニケーションⅡ） １

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約） ２
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（基 礎 科 目）

Fundamental Mechanical EngineeringⅠ（機械工学基礎第一） ２

Fundamental Mechanical EngineeringⅡ（機械工学基礎第二） ２

Fundamental Mechanical EngineeringⅢ（機械工学基礎第三） ２

航空宇宙工学専攻

授 業 科 目 単 位

（先 端 科 目）

反応性気体力学 ２

応用流体力学 ２

極限エネルギー工学 ２

ミクロ流動物理学 ２

非定常空気力学 ２

最適構造システム学 ２

機器学特論 ２

航空機空力性能特論 ２

宇宙機計装工学 ２

宇宙ミッションの解析・設計 ２

宇宙輸送経済論 ２

大気モデリング学 ２

耐熱材料強度学 ２

衝撃工学 ２

（高 等 専 門 科 目）

推進工学特論Ⅰ ２

推進工学特論Ⅱ ２

気体力学特論 ２
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高速空気力学 ２

熱物理学 ２

空力弾性学 ２

ロケット設計論 ２

熱弾性解析 ２

数値構造力学 ２

複合材料力学 ２

誘導制御特論Ⅰ ２

誘導制御特論Ⅱ ２

応用飛行力学 ２

特殊航空機力学 ２

宇宙機動力学 ２

軌道摂動論 ２

宇宙往還機工学 ２

再突入力学 ２

航空機設計特論 ２

宇宙利用システム工学 ２

宇宙環境工学 ２

大気流体力学 ２

大気境界層気象学 ２

材料損傷学 ２

ナノ構造解析学 ２

機能材料工学 ２

電気エネルギー変換工学 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

航空宇宙工学プロジェクト研究 １
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航空宇宙工学演習Ⅰ ２

航空宇宙工学演習Ⅱ ２

航空宇宙工学実験 ２

（広 域 専 門 科 目）

推進工学特別講義 １

流体力学特別講義 １

熱物理学特別講義 １

強度振動学特別講義 １

軽構造システム工学特別講義 １

誘導制御特別講義 １

飛行力学特別講義 １

宇宙航行システム工学特別講義 １

宇宙輸送システム工学特別講義 １

宇宙利用システム工学特別講義 １

大気流体工学特別講義 １

複合連続体力学特別講義 １

機能材料工学特別講義 １

宇宙航空研究開発特別講義 １

（産 学 連 携 科 目）

航空宇宙工学インターンシップⅠ １

航空宇宙工学インターンシップⅡ １

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

応用数学Ａ ２

応用数学Ｂ ２
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応用数学Ｃ ２

応用数学Ｄ ２

ルベーグ積分 ２

関数解析 ２

国際イノベーション特論 ４

国際オープンマインド特論 ４

グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４

ものづくり科学：粉末冶金原論 １

ものづくり科学：粉末冶金先端加工技術 １

ものづくり科学：セラミックス概論 ２

ものづくり科学：セラミックス解析特論 ２

外国人留学生に共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

ＩＴ応用第一 ２

ＩＴ応用第二 ２

日本産業特論 ２

工学解析・計測特論第一 ２

工学解析・計測特論第二 ２

ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

サバイバル・ジャパニーズ １

アクティブ日本語Ⅰ １

アクティブ日本語Ⅱ １
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プログレッシブ日本語Ⅰ １

プログレッシブ日本語Ⅱ １

博士後期課程

機械工学専攻 機械工学コース

授 業 科 目 単 位

Advanced Material Strength（材料力学講究） ４

Advanced Design Engineering（設計工学講究） ４

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究） ４

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究） ４

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究） ４

Advanced Control Systems（制御システム講究） ４

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究） ４

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究） ４

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー） ２

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー） ２

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー） ２

Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー） ２

Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー） ２

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー） ２

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー） ２

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学セミナー） ２

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習） ２

Internship（機械工学インターンシップ） ４

Intenational Internship（機械工学国際インターンシップ） ４

Communication for Mechanical Engineers（機械工学コミュニケーション） ２
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Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習） １

航空宇宙工学専攻

授 業 科 目 単 位

推進工学講究 ４

流体力学講究 ４

熱物理学講究 ４

強度振動学講究 ４

軽構造システム工学講究 ４

誘導制御講究 ４

飛行力学講究 ４

宇宙システム工学講究 ４

宇宙輸送システム工学講究 ４

軌道上システム工学講究 ４

大気流体工学講究 ４

航空宇宙材料強度学講究 ４

航空宇宙構造動力学講究 ４

航空宇宙工学プロジェクトＡ ２

航空宇宙工学プロジェクトＢ ２

各専攻共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

工学研究企画 ２

異分野特論Ⅰ ２

異分野特論Ⅱ ２

キャリア・デザイン ２

アントレプレナーシップ・セミナー ２
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グローバルリサーチ特論 １

国際コラボレーション特論 ４
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別表第４

一 履修方法

次に掲げる単位をあわせて３０単位以上修得しなければならない。当該専攻以外の授業科

目を修得した場合は、専門科目Ｂとして取り扱う。共通科目の選択科目は、専門科目Ｂに振り

替えることができる。

１ 共通科目から６単位以上

２ 九州大学が開講する専門科目Ａ及び専門科目Ｂから１２単位以上

３ 北海道大学が開講する専門科目Ａから１０単位以上

４ 「共同資源工学特別演習」２単位

二 授業科目

授 業 科 目 単 位

（

資源マネージメントⅠ ２

共

資源マネージメントⅡ １

通

国際人材交流セミナー ２

科

国際フィールド調査 ２

目

) 共同資源工学特別講義I １

共同資源工学特別講義Ⅱ １

共同資源工学特別講義Ⅲ １

環境地質学Ⅱ ２

金属製錬工学 ２

選鉱・リサイクル工学 ２

資源サステナビリティ ２（

専 資源生物工学 ２

門 地下水保全工学 ２

科 資源システム特別講義Ⅰ ２

目 鉱床学 ２

Ａ 地球熱学概論 ２）

資源開発工学 ２

資源採掘システム工学 ２

地球環境修復工学 ２
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石油貯留層工学 ２

資源システム特別講義II ２

資源生産システム ２

海洋探査工学 ２

（

資源情報処理 ２

専

地圏計測工学 ２

門

環境地質学Ⅰ ２

科

環境プロセス鉱物学 ２

目

連続体・不連続体力学 ２

Ｂ）

岩盤力学 ２

資源地質学 ２

地熱システム学 ２

エンジニアリング経済学 ２

固体資源採掘法 ２

資源分離精製工学 ２

地熱生産工学 ２

物理探査工学 ２

共同資源工学特別演習 ２
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別表第５

分子システム化学国際コース

博士後期課程

物質創造工学専攻

物質プロセス工学専攻

材料物性工学専攻

化学システム工学専攻

一 履修方法

博士後期課程

各専攻ごとに、必修科目２単位と選択科目、専攻授業科目及びその他の関連授業科目につ

いて８単位以上のあわせて１０単位以上を修得しなければならない。

別表第１に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、

その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連

授業科目という。

二 授業科目

博士後期課程

授 業 科 目 単 位

（必 修 科 目）

Research Planning on Molecular Systems ２

（分子システム化学研究企画演習）

（選 択 科 目）

Project Creation in Molecular Systems ２

（分子システムプロジェクト創成）

Advanced Molecular Systems Lectures ２

（国際連携特論）

International Internship Program ２

（国際連携インターンシップ）

Industrial Job Training ２

（産学連携インターンシップ ）

Advanced English Training ２

(国際科学英語)

Japanese Training for Business Communication ２

（ビジネス日本語）

Advanced Life Science Lectures ２

（先端生命科学特論）

Advanced Technology on Molecular Systems ２

（分子システム化学）
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別表第６

産業工学コース

一 履修方法

(1) 修士課程

① 物質創造工学専攻

物質プロセス工学専攻

材料物性工学専攻

化学システム工学専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満た

す３０単位以上を履修しなければならない。

なお、別表第１二に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科

目という。

１ 専攻授業科目のうち、高等専門科目、先端科目及び広域専門科目について２０単位

以上（高等専門科目６単位、先端科目４単位を含む。また、広域専門科目については

４単位までとする。）

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

② 建設システム工学専攻

都市環境システム工学専攻

海洋システム工学専攻

地球資源システム工学専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目、関連授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下

記の要件を満たす３０単位以上を履修しなければならない。

なお、別表第２二に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科

目といい、その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目、

外国人留学生に共通の授業科目及び産業工学コースの授業科目を含む。）を関連授業科

目という。

１ 専攻授業科目のうち、高等専門科目６単位以上、先端科目６単位以上、能力開発特

別スクーリング科目、広域専門科目及び産学連携科目から２単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

③エネルギー量子工学専攻

専攻授業科目、関連授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満た

す３０単位以上を履修しなければならない。

なお、別表第２二に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科

目といい、その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目、

外国人留学生に共通の授業科目及び産業工学コースの授業科目を含む。）を関連授業科

目という。

１ 専攻授業科目のうち、高等専門科目６単位以上、先端科目６単位以上、能力開発特

別スクーリング科目４単位以上、広域専門科目及び関連授業科目から４単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

④ 機械工学専攻

水素エネルギーシステム専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目、関連授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下

記の要件を満たす３０単位以上を履修しなければならない。

なお、別表第３二に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科

目といい、その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目、

外国人留学生に共通の授業科目及び産業工学コースの授業科目を含む。）を関連授業科

目という。

１ 専攻授業科目のうち、高等専門科目及び先端科目から１４単位以上、能力開発特別

スクーリング科目４単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

⑤ 航空宇宙工学専攻
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専攻授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満たす３０単位以上

を履修しなければならない。

なお、別表第３二に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科

目という。

１ 専攻授業科目のうち、高等専門科目及び先端科目から２０単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

(2) 博士後期課程

① 物質創造工学専攻

物質プロセス工学専攻

材料物性工学専攻

化学システム工学専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満た

すよう履修しなければならない。

なお、別表第１二に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授

業科目という。

１ 専攻授業科目から４単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

② 建設システム工学専攻

都市環境システム工学専攻

海洋システム工学専攻

地球資源システム工学専攻

エネルギー量子工学専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満た

すよう履修しなければならない。

なお、別表第２二に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授

業科目という。

１ 専攻授業科目から４単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

③ 機械工学専攻

水素エネルギーシステム専攻

航空宇宙工学専攻

各専攻ごとに、専攻授業科目及び産業工学コースの授業科目から、下記の要件を満た

すよう履修しなければならない。

なお、別表第３二に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授

業科目という。

１ 専攻授業科目から４単位以上

２ 産業工学コースの授業科目から、１０単位以上

二 授業科目

修士課程・博士後期課程

授 業 科 目 単 位

（選 択 科 目）

Advanced Engineering Analysis and Measurement I ２

(工学解析・計測特論第一)

Advanced Engineering Analysis and Measurement II ２

(工学解析・計測特論第二)

Advanced Japanese Industries ２
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(日本産業特論)

ＩＴ応用第一 ２

ＩＴ応用第二 ２

エネルギー・環境・情報工学特論 ２

ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

企業連携インターンシップ ２
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別表第７

先端ナノ材料工学コース

博士後期課程

物質創造工学専攻

材料物性工学専攻

一 履修方法

博士後期課程

各専攻ごとに、必修科目２単位及び選択必修科目について４単位と選択科目、専攻授業科目

及びその他の関連授業科目について２単位以上のあわせて１０単位以上を履修しなければなら

ない。

別表第１に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、

その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目を含む。）を関連授

業科目という。

二 授業科目

博士後期課程

授 業 科 目 単 位

（必 修 科 目）

物質科学研究企画演習 ２

（ 選 択 必 修 科 目 ）

先端ナノ材料工学講究Ａ ４

先端ナノ材料工学講究Ｂ ４

先端ナノ材料工学講究Ｃ ４

先端ナノ材料工学講究Ｄ ４

（選 択 科 目）

ナノ材料工学概論 ２

ナノ材料創製プロセス ２

分離材料工学 ２

先端電子顕微鏡 ２

先端光学計測 ２

材料有機化学概論 ２

高温材料設計工学 ２

局所力学挙動解析特論 ２
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別表第８

アジア保全生態学コース

博士後期課程

建設システム工学専攻

都市環境システム工学専攻

海洋システム工学専攻

一 履修方法

博士後期課程

各専攻ごとに、専攻授業科目及びアジア保全生態学コースの授業科目から、下記の要件を満

たすよう履修しなければならない。

なお、別表第２二に規定する当該専攻の博士後期課程で定められた授業科目のうち、別表第

９に規定する授業科目を専攻授業科目という。

１ アジア保全生態学コースの授業科目の必修科目１４単位

２ アジア保全生態学コースの授業科目の選択必修科目から２単位

３ アジア保全生態学コースの授業科目の選択科目又は専攻授業科目から４単位以上

二 授業科目

博士後期課程

授 業 科 目 単 位

（必 修 科 目）

アジア保全生態学コース特別研究 ４

論文作成法 ２

プレゼンテーション法 ２

リサーチプロポーザルⅠ １

リサーチプロポーザルⅡ １

国際セミナーⅠ ２

国際セミナーⅡ ２

（選 択 必 修 科 目）

グローバルフィールド実習Ⅰ ２

自然再生フィールド実習Ⅰ ２

（選 択 科 目）

グローバルフィールド実習Ⅱ ２

自然再生フィールド実習Ⅱ ２

リサーチプロポーザルⅢ １

国際セミナーⅢ ２
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大学間連携セミナー １

保全生態学研究法演習 １

保全生態学特別講義 １
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別表第９

授 業 科 目 単 位

（専 攻 授 業 科 目）

地球環境工学研究企画演習 ４

地球環境工学指導演習 ２

地球環境工学特別演習 ２

産学連携実習 ４



- 144 -

別表第１０

グリーンアジア国際戦略コース

地球資源システム工学専攻

一 履修方法

イ 次の要件を満たす７７単位以上を修得しなければならない。

１ 実践英語科目 ４単位

２ 実践産業科目 ４単位

３ インターンシップ科目 ５単位

４ 国際演習科目 １６単位

５ 研究科目 １８単位

６ 社会・環境・経済システム学科目から １２単位

７ 主専門・拡張専門科目から １８単位

ロ 第１２条の規定に基づき、修士課程（グリーンアジア国際戦略コース）の修了要件を満

たすためには次の要件を満たす４０単位以上を修得しなければならない。

１ 実践英語科目 ３単位

２ 実践産業科目 ３単位

３ インターンシップ科目 ２単位

４ 研究科目 ６単位

５ 社会・環境・経済システム学科目から １０単位

６ 主専門・拡張専門科目から １６単位

二 授業科目

授 業 科 目 単 位

（ 実 践 英 語 科 目 ）

実践英語(Ⅰ)（Practical English (Ⅰ)） １

実践英語(Ⅱ)（Practical English (Ⅱ)） １

実践英語(Ⅲ)（Practical English (Ⅲ)） １

実践英語(Ⅳ)（Practical English (Ⅳ)） １

（ 実 践 産 業 科 目 ）

実践産業(Ⅰ)（Industrial Systems (Ⅰ)） １

実践産業(Ⅱ)（Industrial Systems (Ⅱ)） １

実践産業(Ⅲ)（Industrial Systems (Ⅲ)） １

実践産業(Ⅳ)（Industrial Systems (Ⅳ)） １

（ イ ン タ ー ン シ ッ プ 科 目 ）

プラクティススクール（Practice School） ２

国際インターンシップ （International Internship） ２

国内インターンシップ （Domestic Internship） １
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（ 国 際 演 習 科 目 ）

国際演習A1（International Exercise A1） ２

国際演習A2（International Exercise A2） ２

国際演習A3（International Exercise A3） ２

国際演習A4（International Exercise A4） ２

国際演習B1（International Exercise B1） １

国際演習B2（International Exercise B2） ２

国際演習B3（International Exercise B3） １

研究指導演習(Ⅰ)（Research Guidance Exercises (Ⅰ)） ２

研究指導演習(Ⅱ)（Research Guidance Exercises (Ⅱ)） ２

（ 研 究 科 目 ）

講究(Ⅰ)（Fundamental Research (Ⅰ)） ２

講究(Ⅱ)（Fundamental Research (Ⅱ)） ２

講究(Ⅲ)（Fundamental Research (Ⅲ)） ２

博士研究(Ⅰ)（Doctoral Research (Ⅰ)） ２

博士研究(Ⅱ)（Doctoral Research (Ⅱ)） ４

博士研究(Ⅲ)（Doctoral Research (Ⅲ)） ６

（ 社 会 ・ 環 境 ・ 経 済 シ ス テ ム 学 科 目 ）

社会システム学(Ⅰ)（Social Systems (Ⅰ)） ２

社会システム学(Ⅱ)（Social Systems (Ⅱ)） ２

社会システム学(Ⅲ)（Social Systems (Ⅲ)） ２

環境システム学(Ⅰ)（Environmental Systems (Ⅰ)） ２

環境システム学(Ⅱ)（Environmental Systems (Ⅱ)） ２

環境システム学(Ⅲ)（Environmental Systems (Ⅲ)） ２

環境システム学(Ⅳ)（Environmental Systems (Ⅳ)） ２
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経済システム学(Ⅰ)（Economic Systems (Ⅰ)） ２

経済システム学(Ⅱ)（Economic Systems (Ⅱ)） ２

経済システム学(Ⅲ)（Economic Systems (Ⅲ)） ２

（ 主 専 門 ・ 拡 張 専 門 科 目 ）

電離反応工学基礎（Fundamentals of Ionized Gas Dynamics） ２

電離反応工学特論（Tutorials on Ionized Gas Dynamics） ２

光エレクトロニクス基礎（Fundamentals of Opto-Electronics） ２

光エレクトロニクス特論（Tutorials on Opto-Electronics） ２

結晶物性工学基礎（Fundamentals of Crystal Physics and Engineering） ２

結晶物性工学特論（Advanced Topics of Crystal Physics and Engineering） ２

非線形物性学基礎（Fundamentals of Nonlinear Physics） ２

非線形物性学特論（Advanced Topics of Nonlinear Physics） ２

ナノマテリアル化学基礎（Fundamentals of Nanomaterials Chemistry） ２

ナノマテリアル化学特論（Advanced Topics of Nanomaterials Chemistry） ２

機能分子工学基礎（Fundamentals of Functional Molecular Engineering） ２

機能分子工学特論（Advanced Topics of Functional Molecular Engineering） ２

材料電気化学特論（Advanced Topics of Electrochemistry for Materials） ２

化学反応工学基礎（Fundamentals of Chemical Reaction Engineering） ２

化学反応工学特論（Advanced Topics of Chemical Reaction Engineering） ２

機能有機材料化学特論（Advanced Topics of Organic Materials Chemistry） ２

素子材料工学基礎（Fundamentals of Device Materials） ２

量子プロセス理工学基礎第一 ２

（Fundamentals of Applied Science for Electronics and Materials Ⅰ）

量子プロセス理工学基礎第二 ２

（Fundamentals of Applied Science for Electronics and Materials Ⅱ）

量子プロセス理工学基礎第三 ２

（Fundamentals of Applied Science for Electronics and Materials Ⅲ）
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物理化学基礎Ⅰ（Basic Physical Chemistry I） １

物理化学基礎Ⅱ（Basic Physical Chemistry II） １

物理化学基礎Ⅲ（Basic Physical Chemistry III） １

物理化学基礎Ⅳ（Basic Physical Chemistry IV） １

物理化学基礎Ⅴ（Basic Physical Chemistry V） １

物理化学基礎Ⅵ（Basic Physical Chemistry VI） １

材料科学基礎Ⅰ（Basic Materials Science I） １

材料科学基礎Ⅱ（Basic Materials Science II） １

材料科学基礎Ⅲ（Basic Materials Science III） １

材料科学基礎Ⅳ（Basic Materials Science IV） １

材料科学基礎Ⅴ（Basic Materials Science V） １

材料科学基礎Ⅵ（Basic Materials Science VI） １

有機化学基礎Ⅰ（Basic Organic Chemistry I） １

有機化学基礎Ⅱ（Basic Organic Chemistry II） １

有機化学基礎Ⅲ（Basic Organic Chemistry III） １

有機化学基礎Ⅳ（Basic Organic Chemistry IV） １

有機化学基礎Ⅴ（Basic Organic Chemistry V） １

有機化学基礎Ⅵ（Basic Organic Chemistry VI） １

材料機器分析学（Instrumental Analysis for Materials） ２

物理化学特論Ⅰ（Advanced Physical Chemistry I） ２

物理化学特論Ⅱ（Advanced Physical Chemistry II） ２

物理化学特論Ⅲ（Advanced Physical Chemistry III） ２

物理化学特論Ⅳ（Advanced Physical Chemistry IV） ２

材料科学特論Ⅰ（Advanced Materials Science I） ２

材料科学特論Ⅱ（Advanced Materials Science II） ２

材料科学特論Ⅲ（Advanced Materials Science III） ２
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材料科学特論Ⅳ（Advanced Materials Science IV） ２

有機化学特論Ⅰ（Advanced Organic Chemistry Ⅰ） ２

有機化学特論Ⅱ（Advanced Organic Chemistry Ⅱ） ２

有機化学特論Ⅲ（Advanced Organic Chemistry Ⅲ） ２

有機化学特論Ⅳ（Advanced Organic Chemistry Ⅳ） ２

物質理工学特別講義第一 ２

（Advanced Lecture on Molecular and Material Sciences Ⅰ）

物質理工学特別講義第二 ２

（Advanced Lecture on Molecular and Material Sciences Ⅱ）

物質理工学特論第一（Advanced Molecular and Material Sciences Ⅰ） １

物質理工学特論第二（Advanced Molecular and Material Sciences Ⅱ） １

物質理工学国際講義第一 １

（International Lecture on Molecular and Material Sciences Ⅰ）

物質理工学国際講義第二 １

（International Lecture on Molecular and Material Sciences Ⅱ）

物質理工学基礎第一（Fundamentals of Molecular and Material Sciences Ⅰ） ２

物質理工学基礎第二（Fundamentals of Molecular and Material Sciences Ⅱ） ２

物質理工学基礎第三（Fundamentals of Molecular and Material Sciences Ⅲ） ２

環境エネルギー工学基礎第一 ２

（Fundamentals of Energy and Environmental Engineering Ⅰ）

環境エネルギー工学基礎第二 ２

（Fundamentals of Energy and Environmental Engineering Ⅱ）

環境エネルギー工学基礎第三 ２

（Fundamentals of Energy and Environmental Engineering Ⅲ）

環境エネルギー工学特論 ２

（Advanced Topics of Energy and Environment Engineering）

エンジン工学（Thermal-Relating Engine Technology） ２

圧縮性流体力学（Compressible Fluid Dynamics） ２

乱流境界層入門（Introduction to Turbulent Boundary Layer） ２
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環境システム数理解析（Mathematical Analysis of Environmental System） ２

地域熱環境工学（Micro-Climatology） ２

エコエネルギー工学（Ecoenergy Engineering） ２

乱流工学（Turbulent Flows in Engineering） ２

熱エネルギー利用システム工学（Thermal Energy Utilization Systems） ２

先端熱工学（Advanced Engineering Thermodynamics） ２

資源地質学第一（Resource Geology Ⅰ） ２

資源地質学第二（Resource Geology Ⅱ） ２

鉱物工学（Mineral Engineering） ２

地球情報学第一（Engineering Geophysics Ⅰ） ２

地球情報学第二（Engineering Geophysics Ⅱ） ２

地球情報学第三（Engineering Geophysics Ⅲ） ２

地球熱学特論（Geothermics (Advanced)） ２

地熱工学特論（Geothermal Engineering (Advanced)） ２

地熱系モデリング（Geothermal System Modeling） ２

資源開発環境学（Resource Development and Environment Study） ２

資源生産システム学（Mineral Resources Production Engineering） ２

安全工学特論 （Safety Engineering (Advanced)） ２

岩盤工学特論第一（Rock Engineering (Advanced)Ⅰ） ２

岩盤工学特論第二（Rock Engineering (Advanced)Ⅱ） ２

開発機械システム工学特論（Mining Machinery System (Advanced)） ２

資源処理・環境修復工学特論第一（Mineral Processing, Recycling and Environme ２

ntal Remediation Engineering (Advanced) Ⅰ）

資源処理・環境修復工学特論第二（Mineral Processing, Recycling and Environme ２

ntal Remediation Engineering (Advanced) Ⅱ）

資源処理・環境修復工学特論第三（Mineral Processing, Recycling and Environme ２

ntal Remediation Engineering (Advanced) Ⅲ）



- 150 -

エネルギー資源工学特論（Energy Resources Engineering (Advanced)） ２

石油貯留層工学（Petroleum Reservoir Engineering） ２

物質移動工学特論（Subsurface Mass Transport Engineering (Advanced)） ２

地球資源システム工学特別講義第一 １

（Special Lecture on Earth Resources Engineering Ⅰ）

地球資源システム工学特別講義第二 １

（Special Lecture on Earth Resources Engineering Ⅱ）

地球資源システム工学特別講義第三 １

（Special Lecture on Earth Resources Engineering Ⅲ）

地球工学国際連携特論 ２

（International Cooperative Study on Earth System Engineering (Advanced)）

資源システム工学国際連携特論 ２

（International Cooperative Study on Mining Engineering (Advanced)）

エネルギー資源工学国際連携特論 ２

（International Cooperative Study on Energy Resources Engineering (Advanced)）

地球資源システム工学基礎第一 ２

（Fundamentals of Earth Resources Engineering Ⅰ）

地球資源システム工学基礎第二 ２

（Fundamentals of Earth Resources Engineering Ⅱ）

鉱物工学実験第一（Mineral Engineering, Experiments I） １

鉱物工学実験第二（Mineral Engineering, Experiments II） １

地球情報学実験第一（Engineering Geophysics, Experiments I） １

地球情報学実験第二（Engineering Geophysics, Experiments II） １

地熱工学特論実験第一（Geothermal Engineering (Advanced), Experiments I） １

地熱工学特論実験第二（Geothermal Engineering (Advanced), Experiments II） １

安全工学特論実験（Safety Engineering (Advanced), Experiments） １

資源生産システム学実験（Mineral Resources Production System, Experiments） １

岩盤工学特論実験第一（Rock Engineering (Advanced), Experiments I） １

岩盤工学特論実験第二（Rock Engineering (Advanced), Experiments II） １
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資源処理・環境修復工学特論実験第一（Mineral Processing, Recycling and Envir １

onmental Remediation Engineering (Advanced), Experiments Ⅰ）

資源処理・環境修復工学特論実験第二（Mineral Processing, Recycling and Envir １

onmental Remediation Engineering (Advanced), Experiments Ⅱ）

エネルギー資源工学特論実験第一 １

（Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments I）

エネルギー資源工学特論実験第二 １

（Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments II）

地球資源システム工学特論第一（Earth Resources Engineering (Advanced) I） ２

地球資源システム工学特論第二（Earth Resources Engineering (Advanced) II） ２

地球資源システム工学特論第三（Earth Resources Engineering (Advanced) III） ２

国際プロジェクトマネジメント（International Project Management） ２

地球環境工学研究企画 ２

（Research Planning on Earth Resources, Marine and Civil Engineering）

産学連携研究（Academic and Industrial Liaison Research） ２
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別表第１１

分子システムデバイス ダ・ヴィンチコース

物質創造工学専攻

物質プロセス工学専攻

材料物性工学専攻

化学システム工学専攻

機械工学専攻

水素エネルギーシステム専攻

一 履修方法

イ 次の要件を満たす４０単位（必修科目の単位を含む。）以上を修得しなければならない。

なお、別表第１二及び別表第３二に規定する当該専攻で定められた専攻授業科目を、上

記修了要件の単位に含めることができる。

１ 研究企画・情報集約演習科目 ６単位

２ 研究科目 ２単位

３ 経営学群科目 ４単位以上

４ トランスリテラシー科目 ２単位以上

ロ 第１２条の規定に基づき、修士課程（分子システムデバイス ダ･ヴィンチコース）の修

了要件を満たすためには次の要件を満たす３０単位（必修科目の単位を含む。）以上を修

得しなければならない。

なお、別表第１二及び別表第３二に規定する当該専攻で定められた専攻授業科目を、上

記修了要件の単位に含めることができる。

１ 研究企画・情報集約演習科目 ４単位以上（「研究企画発表」２単位及び「グループ

リサーチプロポーザルⅠ」２単位は必修）

２ 経営学群科目 ２単位以上

３ トランスリテラシー科目 ２単位以上

二 授業科目

授 業 科 目 単 位

（ リ ー ダ ー 育 成 科 目 ）

実践科学英語 ２

インターンシップ ２

海外研修 ２

リーダー学 ２

（ 研 究 企 画 ・ 情 報 集 約 演 習 科 目 ）

研究企画発表 ２

グループリサーチプロポーザルⅠ ２

グループリサーチプロポーザルⅡ ２

（ 研 究 科 目 ）

分子システムデバイス講究 ２
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（ 経 営 学 群 科 目 ）

起業価値評価 ２

先端技術分析 ２

産学連携マネジメント ２

知的財産特論 ２

（ ト ラ ン ス リ テ ラ シ ー 科 目 ）

有機光エレクトロニクス ２

有機構造化学 ２

有機反応化学 ２

医用化学基礎 １

分子組織化学 ２

超分子材料設計学 ２

分子固体物性論 ２

生体由来材料工学 ２

有機化学特論Ⅱ ２

有機化学特論Ⅲ ２

ナノ界面物性特論Ⅰ ２

分子システム基礎 ２

分子システム学 ２

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学） ２

Computational Intelligence （計算知能） ２

Robotics （ロボット工学） ２

Heat and Mass Transfer （熱物質移動論） ２

ソフトマター工学 ２

生体機械工学 ２

Theory of Plasticity （塑性変形論） ２



- 154 -

データサイエンス概論第一 ２

データサイエンス概論第二 ２

有機エレクトロニクス特論 ２

LSIデバイス物理特論 ２

デバイス基礎 ２

デバイス科学 ２

（ 拡 張 専 門 科 目 ）

分子システム応用学I ２

分子システム応用学II ２

デバイス応用学I ２

デバイス応用学II ２

医療データサイエンス概論 １

疫学データサイエンス特論 １
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別表第１２

海洋開発人材育成コース

修士課程

海洋システム工学専攻

建設システム工学専攻

都市環境システム工学専攻

一 履修方法

専攻授業科目、関連授業科目及び海洋開発人材育成コースの授業科目から、次の要件を満た

す３０単位以上を履修しなければならない。

なお、別表第２に規定する当該専攻の修士課程で定められた授業科目を専攻授業科目といい、

その他の授業科目で指導教員が指定する授業科目（各専攻共通の授業科目、外国人留学生に共

通の授業科目及び産業工学コースの授業科目を含む。）を関連授業科目という。

１ 高等専門科目 ６単位以上

２ 先端科目 ６単位以上

３ 産学連携科目「国際海洋開発フィールド演習」 ２単位

二 授業科目

授 業 科 目 単 位

（ 高 等 専 門 科 目 ）

造船工作論 ４

（ 先 端 科 目 ）

海洋再生可能エネルギー ４

ライザーとパイプライン ４

海洋計測工学 ４

（ 産 学 連 携 科 目 ）

国際海洋開発フィールド演習 ２
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別表第１３

一 履修方法

修士課程

各コースごとに、コース授業科目について次の単位とその他の関連授業科目についての単位

をあわせて３０単位以上修得しなければならない。

当該コースの修士課程で定められた授業科目をコース授業科目といい、その他の授業科目で

指導教員が指定する授業科目（外国人留学生に共通の授業科目を含む。）を関連授業科目とい

う。

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位

応用化学グローバルコース １ 高等専門科目４単位以上

材料工学グローバルコース ２ 先端科目２単位以上

化学工学グローバルコース ３ 能力開発特別スクーリング科目４単位以上

この場合において、応用化学グローバルコース

にあっては、「Exercises in Reference Search（物質

科学情報集約演習）」、「Communication Training
in Materials Science Ⅰ（物質科学コミュニケーシ

ョン第一）」及び「Student Seminar in Materials Sc
ience Ⅰ（物質科学セミナー第一）」のうちから４

単位以上修得しなければならない。

建設システム工学グローバルコース １ 高等専門科目６単位以上

都市環境システム工学グローバルコース ２ 先端科目６単位以上

海洋システム工学グローバルコース ３ 能力開発特別スクーリング科目２単位以上

地球資源システム工学グローバルコース １ 高等専門科目６単位以上

２ 先端科目６単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目、広域専門科目

及び産学連携科目のうちから２単位以上

エネルギー量子工学グローバルコース １ 高等専門科目６単位以上

２ 先端科目６単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目４単位以上

４ 広域専門科目及び関連授業科目のうちから４単

位以上

機械工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目７分野のうち少なく

とも５分野から各１科目ずつ、１０単位以上

２ 能力開発特別スクーリング科目６単位以上

水素エネルギーシステムグローバルコー １ 高等専門科目１０単位以上

ス ２ 先端科目２単位以上

３ 能力開発特別スクーリング科目２単位以上

４ 外国人留学生に共通の授業科目において、「Ad
vanced Japanese Industries（日本産業特論）」、

「Advanced Engineering Analysis and Measurement I
（工学解析・計測特論第一）」及び「Advanced En
gineering Analysis and Measurement II（工学解析・
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計測特論第二）」のうちから２単位以上

航空宇宙工学グローバルコース １ 高等専門科目及び先端科目のうちから１６単位

以上

２ 能力開発特別スクーリング科目４単位以上

博士後期課程

各コースごとに、博士後期課程に３年以上在籍し、コース授業科目及び関連授業科目からあ

わせて１０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終審

査に合格すること。修得する１０単位は以下の条件を満たさなければならない。

当該コースの博士後期課程で定められた授業科目をコース授業科目といい、その他の授業科

目で指導教員が指定する授業科目を関連授業科目という。この場合において、コース授業科目

のうち、指導教員が開講するものを主分野科目という。

コ ー ス コース授業科目と関連授業科目の単位

応用化学グローバルコース １ 主分野科目のうち講究科目４単位以上

２ 「Materials Science, Research Planning Exercise
（物質科学研究企画演習）」２単位

３ 「Engineering Research Planning（工学研究企

画）」２単位

材料工学グローバルコース １ 主分野科目のうち講究科目４単位以上

化学工学グローバルコース ２ 「Engineering Research Planning（工学研究企

建設システム工学グローバルコース 画）」２単位

都市環境システム工学グローバルコース

海洋システム工学グローバルコース

地球資源システム工学グローバルコース

エネルギー量子工学グローバルコース

機械工学グローバルコース

水素エネルギーシステムグローバルコー １ 「Advanced Hydrogen Energy Engineering（水素

ス エネルギー工学特論）」２単位

２ 「Project Analysis（プロジェクト演習）」２単位

３ 「International InternshipⅠ（国際連携インターン

シップⅠ）」、「International InternshipⅡ（国際連

携インターンシップⅡ）」及び「Internship（産学

連携インターンシップ）」のうちから２単位

４ 「Training as Supervisor（水素エネルギーシステ

ム指導演習）」２単位

５ 「Engineering Research Planning（工学研究企画）」２単

位

ただし、社会人特別選抜試験で入学した者につ

いては、工学研究企画を必修としない。

航空宇宙工学グローバルコース １ 主分野科目のうち講究科目４単位以上

２ 「Engineering Research Planning（工学研究企

画）」２単位
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二 授業科目

修士課程

応用化学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（ 高 等 専 門 科 目 ）

Inorganic Solid State Chemistry(無機固体化学) ２

Materials Properties of Ceramics（セラミック材料物性学） ２

Organic Reaction Chemistry（有機反応化学 ） ２

Organic Functional Chemistry（有機機能化学） ２

Organic Solid State Photophysics（有機固体光電子物性） ２

Organic Electronics and Photonics（有機光エレクトロニクス） ２

Chemistry of Molecular Assemblies（分子集合論） ２

Polymer Synthesis and Reaction（高分子合成反応論） ２

Molecular Electronics（分子電子構造論） ２

Molecular Solid State Theory（分子固体物性論） ２

Physical Chemistry of Polymers（高分子物性学） ２

Analytical Physical Chemistry of Polymers（材料物性解析学） ２

Applied Surface Chemistry（応用表面化学） ２

Chemical Reaction Control（化学反応制御学） ２

Nano-Micro Science（ナノ・マイクロ科学） ２

Applied Laser Engineering(応用レーザー工学) ２

Electroanalytical Chemistry（電気分析化学） ２

Theory of Ionic Equilibria（イオン平衡論） ２

Organocatalytic Chemistry（有機触媒化学） ２

Structural Coordination Chemistry（金属錯体構造論） ２

Bio & Molecular Systems Chemistry（生命分子素子化学） ２
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Molecular Organization Chemistry（分子組織化学） ２

Chemistry of Small Molecules（小分子の化学） ２

Chemistry of Catalytic Materials Transformations（触媒的物質変換化学） ２

Molecular Cell Biology I（分子細胞生物学Ⅰ） ２

Biomolecular Physical Chemistry（生命分子物理化学） ２

Chemistry for Medicine １（医用化学第一） １

Chemistry for Medicine ２（医用化学第二） １

Applied Photochemistry（応用光化学） ２

Applied Magnetic Chemistry（応用磁気化学） ２

Design of Biomolecular Systems（バイオシステム設計論） ２

Protein Engineering（プロテインエンジニアリング） ２

Chemical Information System in Biological Process（物質情報システム論） ２

Nanostructure Analysis（ナノ構造分析学特論） ２

Design of Surface Nanostructure（ナノ構造設計論） ２

Application of Molecular System I（分子システム応用学Ⅰ） ２

Biomaterials Design（医療材料設計学） ２

Biomaterials Science（バイオマテリアルサイエンス） ２

（ 先 端 科 目 ）

Ceramic Engineering（セラミック工学） ２

Organic Structural Chemistry（有機構造化学） ２

Functional Molecular Materials Engineering（機能分子材料工学） ２

Supramolecular Conjugate Chemistry（超分子複合材料学） ２

Material Design of Supramolecules（超分子材料設計学） ２

Advanced Physical Chemistry of Materials（材料物性化学） ２

Functional Materials Engineering（機能物質工学） ２

Bioanalytical Chemistry（バイオ分析化学） ２
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Chemical Sensor Engineering（化学センサー工学） ２

Bioinorganic Chemistry（生物無機化学） ２

Bio & Molecular Integration Chemistry（生命分子集積化学） ２

Organometallic Chemistry（有機金属化学） ２

Molecular Cell Biology II（分子細胞生物学Ⅱ） ２

Fundamentals of Chemistry for Medicine（医用化学基礎） １

Bioengineering（バイオエンジニアリング特論） ２

Nanomaterials Chemical Analysis（ナノ物質機能解析学特論） ２

Molecular System Science（分子システム学） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Exercises in Reference Search（物質科学情報集約演習） ２

Communication Training in Materials Science Ⅰ（物質科学コミュニケーション第一） ２

Student Seminar in Materials Science Ⅰ（物質科学セミナー第一） ２

Communication Training in Materials Science Ⅱ（物質科学コミュニケーション第二） ２

Student Seminar in Materials Science Ⅱ（物質科学セミナー第二） ２

（広 域 専 門 科 目）

Internship Program（企業インターンシップ） ２

Scientific English（科学英語） ２

Topics in Science and Technology（科学技術論） ２

Industry Academia Collaborations in Research and Development（産学連携特論第一） ２

Advanced Chemistry for Functional Materials（機能物質化学特論） ２

Advanced Chemistry for Molecular Systems（分子システム化学特論） ２

材料工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）
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Fracture of Materials（金属破壊学） ２

Control of Materials（材料制御学） ２

Deformation and Manufacturing（材料変形および加工学） ２

Engineering of Structural Materials（構造材料工学） ２

Electronic Devices（電子デバイス材料特論） ２

Reaction Control in Metallurgical Processing（材料反応制御学） ２

Electrolytic Reactions（電解反応工学） ２

Physical Chemistry of High Temperature Melts（融体物理化学） ２

（先 端 科 目）

Semiconductor Devices（半導体デバイス） ２

Theory of Heat Treatments （熱処理論） ２

Materials Characterization（材料解析学） ２

Control of Crystal Growth（結晶成長制御学） ２

High-Temperature Reactions（高温反応工学） ２

Physico-chemical Properties of High Temperature Melts（高温融体物性） ２

Advanced Materials Science（機能材料学） ２

Thin Film Processing (薄膜工学) ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar in Material Science A（材料工学セミナーA） ２

Seminar in Material Science B（材料工学セミナーB） ２

Seminar in Material Science C（材料工学セミナーC） ２

Seminar in Material Science D（材料工学セミナーD） ２

Communication for Material Science A（材料工学コミュニケーションA） ２

Communication for Material Science B（材料工学コミュニケーションB） ２

Communication for Material Science C（材料工学コミュニケーションC） ２
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Communication for Material Science D（材料工学コミュニケーションD） ２

Integration of information in Materials Science （物質科学工学情報集約演習） ４

（広 域 専 門 科 目）

Material Science Research Planning A（物質科学工学研究企画演習A） ２

Material Science Research Planning B（物質科学工学研究企画演習B） ２

Material Science Research Planning C（物質科学工学研究企画演習C） ２

Material Science Research Planning D（物質科学工学研究企画演習D） ２

Industry-University Internship Ⅰ（産学連携インターンシップⅠ） ２

Industry-University Internship Ⅱ（産学連携インターンシップⅡ） ２

化学工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Advanced Chemical Reaction Engineering（反応工学特論） ２

Engineering Rheology（レオロジー工学） ２

Phase Equilibria（相平衡論） ２

Cell & Tissue Engineering（細胞・組織工学） ２

Engineering of Biomimetic Functional Materials （生体模倣機能材料工学） ２

Thermal System Engineering（システム熱工学） ２

Advanced Process Control Engineering（プロセスシステム制御学） ２

Electrochemical Systems Engineering（電気化学システム工学） ２

（先 端 科 目）

Functional Surface Chemistry（機能表面化学） ２

Introduction to Soft Matter Processing（高分子プロセス工学） ２

Biomaterials Engineering（生命材料工学） ２

Biological Systems Engineering（生物・生体システム工学） ２
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Environmental Fluid Transport Phenomena（環境流体輸送現象論） ２

Combustion System Engineering（燃焼システム工学） ２

Advanced Process Design Engineering（プロセスシステム設計学） ２

Bio-resource Materials Engineering（生体由来材料工学） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Communication in Chemical Engineering Ⅰ ２

（化学工学コミュニケーションⅠ）

Communication in Chemical EngineeringⅡ ２

（化学工学コミュニケーションⅡ）

Student Seminar in Chemical Engineering Ⅰ（化学工学学生セミナーⅠ） ２

Student Seminar in Chemical Engineering Ⅱ（化学工学学生セミナーⅡ） ２

Chemical Engineering Research Planning（化学工学情報集約演習） ２

Internship（化学工学インターンシップ） ２

（広 域 専 門 科 目）

Material Science and Engineering Ⅰ（物質科学工学Ⅰ） ２

Material Science and Engineering Ⅱ（物質科学工学Ⅱ） ２

建設システム工学グローバルコース

都市環境システム工学グローバルコース

海洋システム工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Advanced Earthquake Engineering（地震工学特論） ２

Biological Water Quality Control Engineering（水質変換工学） ２

Advanced Ecological Engineering（応用生態工学） ２

Environmental Planning（環境計画論） ２
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Groundwater Environmental Systems（地下水環境システム論） ２

Introduction of Marine Systems Engineering Ⅰ（海洋システム工学概論第一） ２

Introduction of Marine Systems Engineering Ⅱ（海洋システム工学概論第二） ２

Advanced Theory of Resistance for Ship and Marine Structures ２

（船舶海洋抵抗特論）

Applied Risk Analysis（応用リスク解析学） ２

Introduction to Industrial and Applied Mathematics（応用数理学） ２

Advanced Course of Ship Preliminary Design（船舶基本設計特論） ２

Geo-Spatial Information Science（空間情報学） ２

Research Planning（研究計画法） ２

Numerical Analysis（数値解析学） ２

Field Survey Method（野外調査法） ２

Presentation Exercise（プレゼンテーション演習） ２

Urban Engineering & Economics（都市工学・経済学） ２

Advanced Data Analysis（実践データ解析学） ２

（先 端 科 目）

Land Development and Disaster Risk Management in Japan（国土開発・災害リ ２

スクマネジメント）

Advanced Structural Analysis（構造解析学特論） ２

Geoenvironmental System Engineering（地盤環境システム工学） ２

Practical Application of Aestetic Design in Civil Engineering ２

（実践景観デザイン論）

Material Cycles and Waste Management（廃棄物資源循環学） ２

Environmental Fluid Mechanics（環境流体力学） ２

Advanced Ocean and Coastal Engineering（沿岸・海洋工学特論） ２

Urban Development Project （都市開発プロジェクト論） ２

Advanced Course in Fracture Control Design（破壊管理工学特論） ２
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Structural Stability（構造安定論） ２

Advanced Course of Dynamics of Ships（船舶運動特論） ２

Advanced Course of Control Engineering（制御工学特論） ２

Application of Energy from the Ocean（海洋エネルギー利用計画） ２

Advanced Theory of Vibration for Ship and Marine Structures ２

（船舶海洋振動学特論）

Advanced Course of Systems Design（システム設計特論） ２

Advanced Concrete Engineering （コンクリート工学特論） ２

Advanced Geotechnical Modelling and its Application（地盤解析学） ２

Advanced Geomechanics and Design（建設デザイン構造学） ２

Risk Management in Natural Disaster Prevention（災害リスク学） ２

Mechanics of Geomaterials（地盤材料力学） ２

Urban Transportation Planning（都市総合交通計画） ２

Advanced Steel Structure（鋼構造特論） ２

River Engineering（河川工学特論） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Advanced Civil and Environmental Engineering（地球環境工学特論） ２

Practice in Civil and Environmental Engineering（地球環境工学演習） ２

Practice in Environmental Studies（環境学実習） ２

Seminar in Marine Systems Engineering（海洋システム工学演習） ２

Problem-Solution Seminar（課題解決セミナー） ２

Internship Program（インターンシップ・プログラム） ２

地球資源システム工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Resource Geology I（資源地質学第一） ２
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Mineral Engineering, Experiments Ⅰ（鉱物工学実験第一） １

Mineral Engineering, Experiments Ⅱ（鉱物工学実験第二） １

Engineering Geophysics I（地球情報学第一） ２

Engineering Geophysics, Experiments Ⅰ（地球情報学実験第一） １

Engineering Geophysics, Experiments Ⅱ（地球情報学実験第二） １

Geothermics (Advanced)（地球熱学特論） ２

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments Ⅰ １

（地熱工学特論実験第一）

Geothermal Engineering (Advanced), Experiments Ⅱ １

（地熱工学特論実験第二）

Resources Development Engineering (Advanced)(資源開発工学特論） ２

Resources Development Engineering (Advanced), Experiments (資源開発工学特 １

論実験)

Mineral Resources Production System, Experiments １

（資源生産システム学実験）

Rock Engineering (Advanced) I（岩盤工学特論第一） ２

Rock Engineering (Advanced), Experiments I（岩盤工学特論実験第一） １

Rock Engineering (Advanced), Experiments Ⅱ（岩盤工学特論実験第二） １

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering ２

（Advanced） I（資源処理・環境修復工学特論第一）

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering １

（Advanced), Experiments I（資源処理・環境修復工学特論実験第一）

Mineral Processing, Recycling and Environmental Remediation Engineering １

（Advanced), Experiments Ⅱ（資源処理・環境修復工学特論実験第二）

Energy Resources Engineering (Advanced)（エネルギー資源工学特論） ２

Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments I １

（エネルギー資源工学特論実験第一）

Energy Resources Engineering (Advanced), Experiments Ⅱ １

（エネルギー資源工学特論実験第二）

（先 端 科 目）
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Fundamentals of Earth Resources Engineering Ⅰ ２

（地球資源システム工学基礎第一）

Fundamentals of Earth Resources Engineering Ⅱ ２

（地球資源システム工学基礎第二）

International Project Management（国際プロジェクトマネジメント） ２

Resource Geology Ⅱ（資源地質学第二） ２

Mineral Engineering（鉱物工学） ２

Engineering Geophysics Ⅱ（地球情報学第二） ２

Engineering Geophysics Ⅲ（地球情報学第三） ２

Geothermal Engineering (Advanced)（地熱工学特論） ２

Geothermal System Modeling（地熱系モデリング） ２

Environment and Safety (Advanced)（環境安全特論） ２

Mineral Resources Production Engineering (資源生産システム学) ２

Rock Engineering (Advanced) Ⅱ（岩盤工学特論第二） ２

Mining Machinery System (Advanced)（開発機械システム工学特論） ２

Resources Processing (Advanced) Ⅱ（資源処理工学特論第二） ２

Resources Processing (Advanced) Ⅲ（資源処理工学特論第三） ２

Petroleum Reervoir Engineering（石油貯留層工学） ２

Subsurface Mass Transport Engineering (Advanced)（物質移動工学特論） ２

Special Lecture on Earth Resources Engineering I
（地球資源システム工学特別講義第一）

Special Lecture on Earth Resources Engineering Ⅱ

（地球資源システム工学特別講義第二）

Special Lecture on Earth Resources Engineering Ⅲ

(地球資源システム工学特別講義第三）

（能力開発特別スクーリング科目）

Earth Resources Engineering, Seminar Ⅰ (Research for Master Thesis) ２

（地球資源システム工学演習第一）
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Earth Resources Engineering, Seminar Ⅱ (Research for Master Thesis) ２

（地球資源システム工学演習第二）

Earth Resources Engineering, Seminar Ⅲ (Research for Master Thesis) ２

（地球資源システム工学演習第三）

International Cooperative Study on Earth System Engineering (Advanced) ２

（地球工学国際連携特論）

International Cooperative Study on Mining Engineering (Advanced) ２

（資源システム工学国際連携特論）

International Cooperative Study on Energy Resources Engineering (Advanced) ２

（エネルギー資源工学国際連携特論）

Research Planning on Earth Resources, Marine and Civil Engineering ２

（地球環境工学研究企画）

（広 域 専 門 科 目）

Earth Resources Engineering (Advanced) Ⅰ ２

（地球資源システム工学特論第一）

Earth Resources Engineering (Advanced) Ⅱ ２

（地球資源システム工学特論第二）

Earth Resources Engineering (Advanced) Ⅲ ２

（地球資源システム工学特論第三）

（産 学 連 携 科 目）

Academic and Industrial Liaison Research（産学連携研究） ２

エネルギー量子工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

High-Energy Nuclear Reaction（高エネルギー核反応論） ２

Nuclear Fuel Engineering（核燃料工学） ２

Environmental Sciences and Engineering (環境科学・工学) ２

Nuclear Physics and Measurement（原子核物理計測学） ２

Radiation Physics and Measurement（放射線物理計測学） ２

Sciences and Engineering of Organic Materials Property （有機物性工学） ２
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Experimental Practice on Nuclear Engineering（原子力工学基礎実験） ２

Numerical Simulation for Radiation Engineering（放射線数値シミュレーション） ２

（先 端 科 目）

Nuclear Reaction and Accelerator（原子核反応及び加速器学） ２

Lattice Defects in Materials（格子欠陥学） ２

Environment-Improving Material Engineering（環境機能材料工学） ２

Fusion Plasma Science（核融合プラズマ科学） ２

Thin Film and Surface Physics（薄膜表面物理学） ２

Radiation Effects in Nuclear Materials（原子力材料物性学） ２

Fudamental Aspects of Nuclear Fuel Cycle（核燃料サイクル工学） ２

Multiphase Flow Science in Energy Engineering（エネルギー混相流体工学） ２

Nuclear Reactor System Engineering（原子炉システム工学） ２

Applied Low Temperature Physics（応用低温物理学） ２

Solid State Physics（物性物理学） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory Ⅰ ２

（原子核・量子線工学実験Ⅰ）

Nuclear and Radiation Engineering Laboratory Ⅱ ２

（原子核・量子線工学実験Ⅱ）

Materials Science for Energy Systems Laboratory Ⅰ ２

（エネルギー物質科学実験Ⅰ）

Materials Science for Energy Systems Laboratory Ⅱ ２

（エネルギー物質科学実験Ⅱ）

Materials Science for Energy Systems Laboratory Ⅲ ２

（エネルギー物質科学実験Ⅲ）

Nuclear Energy Systems Laboratory Ⅰ（核エネルギーシステム学実験Ⅰ） ２

Nuclear Energy Systems Laboratory Ⅱ（核エネルギーシステム学実験Ⅱ） ２

Nuclear Energy Systems Laboratory Ⅲ（核エネルギーシステム学実験Ⅲ） ２
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Applied Physics Laboratory Ⅰ（応用物理学実験Ⅰ） ２

Applied Physics Laboratory Ⅱ（応用物理学実験Ⅱ） ２

Applied Physics Laboratory Ⅲ（応用物理学実験Ⅲ） ２

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering Ⅰ ２

（原子核・量子線工学発表演習Ⅰ）

Laboratory and Presentation for Nuclear and Radiation Engineering Ⅱ ２

（原子核・量子線工学発表演習Ⅱ)

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems Ⅰ ２

（エネルギー物質科学発表演習Ⅰ）

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems Ⅱ ２

（エネルギー物質科学発表演習Ⅱ）

Laboratory and Presentation for Materials Science for Energy Systems Ⅲ ２

（エネルギー物質科学発表演習Ⅲ）

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems Ⅰ ２

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅰ）

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems Ⅱ ２

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅱ）

Laboratory and Presentation for Nuclear Energy Systems Ⅲ ２

（核エネルギーシステム学発表演習Ⅲ）

Laboratory and Presentation for Applied PhysicsⅠ（応用物理学発表演習Ⅰ） ２

Laboratory and Presentation for Applied Physics Ⅱ（応用物理学発表演習Ⅱ） ２

Laboratory and Presentation for Applied Physics Ⅲ（応用物理学発表演習Ⅲ） ２

（広 域 専 門 科 目）

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering Ⅰ ２

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅰ）

Research Project in Nuclear and Radiation Engineering Ⅱ ２

（原子核・量子線工学研究計画演習Ⅱ）

Research Project in Materials Science for Energy Systems Ⅰ ２

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅰ）

Research Project in Materials Science for Energy Systems Ⅱ ２

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅱ）
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Research Project in Materials Science for Energy Systems Ⅲ ２

（エネルギー物質科学研究計画演習Ⅲ）

Research Project in Nuclear Energy Systems Ⅰ ２

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅰ）

Research Project in Nuclear Energy Systems Ⅱ ２

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅱ）

Research Project in Nuclear Energy Systems Ⅲ ２

（核エネルギーシステム学研究計画演習Ⅲ）

Research Project in Applied Physics Ⅰ（応用物理学計画演習Ⅰ） ２

Research Project in Applied Physics Ⅱ（応用物理学計画演習Ⅱ） ２

Research Project in Applied Physics Ⅲ（応用物理学計画演習Ⅲ） ２

Scientific Presentation and Communication（科学技術コミュニケーション） １

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle Ⅰ（核燃料サイクル実験Ⅰ） １

Experimental Practice on Nuclear Fuel Cycle Ⅱ（核燃料サイクル実験Ⅱ） １

Laboratory and Presentation for Industrial Fields Ⅰ（産学連携演習Ⅰ） １

Laboratory and Presentation for Industrial Fields Ⅱ（産学連携演習Ⅱ） １

Laboratory and Presentation for Industrial Fields Ⅲ（産学連携演習Ⅲ） １

Seminar in Quantum Physics（量子物理特別講義） １

機械工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学）【分野２】 ２

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学）【分野４】 ２

Computational Intelligence（計算知能）【分野５】 ２

Robotics（ロボット工学）【分野５】 ２

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論）【分野７】 ２

（先 端 科 目）
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Theory of Plasticity（塑性変形論）【分野６】 ２

Gas Dynamics（気体力学）【分野３】 ２

Fracture Mechanics（破壊力学）【分野１】 ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar in Mechanical Engineering Ⅰ（機械工学セミナーⅠ） １

Seminar in Mechanical EngineeringⅡ（機械工学セミナーⅡ） １

Mechanical Engineering Internship Ⅰ（機械工学インターンシップⅠ） １

Mechanical Engineering Internship Ⅱ（機械工学インターンシップⅡ） １

Communication for Mechanical Engineer Ⅰ １

（機械工学コミュニケーションⅠ）

Communication for Mechanical Engineer Ⅱ １

（機械工学コミュニケーションⅡ）

Investigation on Mechanical Engineering（機械工学情報集約） ２

水素エネルギーシステムグローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学） ２

Clean Energy Technologies（クリーンエネルギー技術特論） ２

Tribology（トライボロジー） ２

Heat and Mass Transfer（熱物質移動論） ２

Reactive Gas Dynamics（反応性ガス力学） ２

Mechanical Vibration and Acoustics（振動音響工学） ２

Computational Intelligence（計算知能） ２

High Pressure Gas Safety Engineering（高圧ガス安全工学） ２

Fuel Cell Engineering（燃料電池工学） ２

Hydrogen Production and Storage（水素製造・貯蔵） ２
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（先 端 科 目）

Advanced Energy Engineering Ⅰ（先端エネルギー特論Ⅰ） ２

Advanced Energy Engineering Ⅱ（先端エネルギー特論Ⅱ） ２

Fracture Mechanics（破壊力学） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar on Hydrogen Engineering Ⅰ（水素工学セミナーⅠ） １

Seminar on Hydrogen Engineering Ⅱ（水素工学セミナーⅡ） １

Internship for Hydrogen Engineering Ⅰ（水素工学インターンシップⅠ） １

Internship for Hydrogen Engineering Ⅱ（水素工学インターンシップⅡ） ２

Communication for Hydrogen Engineer Ⅰ（水素工学コミュニケーションⅠ） １

Communication for Hydrogen Engineer Ⅱ（水素工学コミュニケーションⅡ） １

Investigation Study on Hydrogen Engineering（水素工学情報集約） ２

（基 礎 科 目）

Fundamental Mechanical Engineering Ⅰ（機械工学基礎第一） ２

Fundamental Mechanical Engineering Ⅱ（機械工学基礎第二） ２

Fundamental Mechanical Engineering Ⅲ（機械工学基礎第三） ２

航空宇宙工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

（高 等 専 門 科 目）

Internal Flow（内部流れ） ２

Aeroelasticity（空力弾性学） ２

Mechanics of Composite Laminates（複合材料力学） ２

Advanced Guidance and Control Ⅰ（誘導制御特論Ⅰ） ２

Flight Dynamics and Control（応用飛行力学） ２

Spacecraft Dynamics（宇宙機動力学） ２
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Reusable Launch Vehicle Engineering（宇宙往還機工学） ２

Re-Entry Dynamics（再突入力学） ２

Advanced Aircraft Design（航空機設計特論） ２

Space Utilization（宇宙利用システム工学） ２

Wind Engineering（大気流体力学） ２

Strength and Fracture of Composite Materials（複合材料強度学） ２

Analysis of Nanostructural Materials （ナノ構造解析学） ２

Functional Material Engineering（機能材料工学） ２

Computational Structural Mechanics（数値構造力学） ２

Power Electronics（電気エネルギー変換工学） ２

（先 端 科 目）

Applied Fluid Dynamics（応用流体力学） ２

Applied Thermophysical Engineering （応用熱物理学） ２

Instrumentation （機器学特論） ２

（能力開発特別スクーリング科目）

Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅰ（航空宇宙工学演習Ⅰ） ２

Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅱ（航空宇宙工学演習Ⅱ） ２

Laboratory Experiments on Aeronautics and Astronautics ２

（航空宇宙工学研究実験）

Internship in Aerospace Engineering Ⅰ（航空宇宙工学インターンシップⅠ） １

Internship in Aerospace Engineering Ⅱ（航空宇宙工学インターンシップⅡ） １

Communication for Aerospace Engineers Ⅰ １

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ）

Communication for Aerospace Engineers Ⅱ １

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ）

Aerospace Engineering Project Ⅰ（航空宇宙工学プロジェクトⅠ） ２

Aerospace Engineering Project Ⅱ（航空宇宙工学プロジェクトⅡ） ２
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外国人留学生に共通の授業科目

授 業 科 目 単 位

Applied IT Ⅰ（IT応用第一） ２

Applied IT Ⅱ（IT応用第二） ２

Advanced Japanese Industries （日本産業特論） ２

Advanced Engineering Analysis and Measurement I ２

（工学解析・計測特論第一）

Advanced Engineering Analysis and Measurement II ２

（工学解析・計測特論第二）

Business Japanese A（ビジネス日本語Ａ） １

Business Japanese B（ビジネス日本語Ｂ） １

Business Japanese C（ビジネス日本語Ｃ） １

Survival Japanese（サバイバル・ジャパニーズ） １

Active Japanese I（アクティブ日本語Ⅰ） １

Active Japanese II（アクティブ日本語Ⅱ） １

Progressive Japanese I（プログレッシブ日本語Ⅰ） １

Progressive Japanese II（プログレッシブ日本語Ⅱ） １

博士後期課程

応用化学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Applied Chemistry A（応用化学講究A） ４

Advanced Applied Chemistry B（応用化学講究B） ４

Advanced Applied Chemistry C（応用化学講究C） ４

Advanced Applied Chemistry D（応用化学講究D） ４

Advanced Applied Chemistry E（応用化学講究E） ４

Advanced Applied Chemistry F（応用化学講究F） ４
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Advanced Applied Chemistry G（応用化学講究G） ４

Advanced Applied Chemistry H（応用化学講究H） ４

Advanced Applied Chemistry I（応用化学講究I） ４

Advanced Applied Chemistry J（応用化学講究J） ４

Advanced Applied Chemistry K（応用化学講究K） ４

Advanced Applied Chemistry L（応用化学講究L） ４

Advanced Applied Chemistry M（応用化学講究M） ４

Advanced Applied Chemistry N（応用化学講究N） ４

Advanced Applied Chemistry O（応用化学講究O） ４

Advanced Applied Chemistry P（応用化学講究P） ４

Advanced Applied Chemistry Q（応用化学講究Q） ４

Advanced Applied Chemistry R（応用化学講究R） ４

Advanced Applied Chemistry S（応用化学講究S） ４

Advanced Applied Chemistry T（応用化学講究T） ４

Materials Science, Research Planning Exercise（物質科学研究企画演習） ４

Materials Science, Advanced Instructing Practice（物質科学指導演習） ２

Materials Science, Advanced Exercise I（物質科学特別演習第一） ２

Materials Science, Advanced Exercise II（物質科学特別演習第二） ２

Materials Science, Internship I（産学連携実習第一） ４

Materials Science, Internship II （産学連携実習第二） ４

Materials Science, Internship III （産学連携実習第三） ４

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

材料工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Reaction Engineering for Materials A ４

（材料反応プロセス工学講究A）
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Advanced Reaction Engineering for Materials B ４

（材料反応プロセス工学講究B）

Advanced Reaction Engineering for Materials C ４

（材料反応プロセス工学講究C）

Advanced Materials Processing A（材料加工学講究A） ４

Advanced Materials Processing B（材料加工学講究B） ４

Advanced Materials Processing C（材料加工学講究C） ４

Advanced Microstructural Engineering of Materials A（材料組織学講究A） ４

Advanced Microstructural Engineering of Materials B（材料組織学講究B） ４

Advanced Microstructural Engineering of Materials C（材料組織学講究C） ４

Advanced Functional Material A（機能材料工学講究A） ４

Advanced Functional Material B（機能材料工学講究B） ４

Seminars in Reaction Engineering for Materials ２

（材料反応プロセス工学セミナー）

Seminars in Materials Processing（材料加工学セミナー） ２

Seminars in Microstructural Engineering of Materials（材料組織学セミナー） ２

Seminars in Functional Materials（機能材料工学セミナー） ２

Research Proposals in Materials Science and Engineering ２

（物質科学工学研究企画演習）

Teaching Practices on Materials Science and Engineering ２

（物質科学工学指導演習）

Communications for Materials Science and Engineering ２

（物質科学工学コミュニケーション）

Integrations of Information on Materials Science and Engineering ２

（物質科学工学情報集約演習）

Industry-University Internship Ⅰ（産学連携インターンシップⅠ） ４

Industry-University Internship Ⅱ（産学連携インターンシップⅡ） ４

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２
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化学工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Material Chemical Engineering A（材料化学工学講究A） ４

Advanced Material Chemical Engineering B（材料化学工学講究B） ４

Advanced Material Chemical Engineering C（材料化学工学講究C） ４

Advanced Molecular System Chemistry（分子システム化学講究） ４

Advanced Biochemical Engineering（生物化学工学講究） ４

Advanced Biological Interface Engineering（生体界面工学講究） ４

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic A ４

（環境調和システム工学講究Ａ）

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic B ４

（環境調和システム工学講究Ｂ）

Environment-Benign Systems Engineering, Advanced Topic C ４

（環境調和システム工学講究Ｃ）

Chemical Engineering Research Planning（化学工学研究企画演習） ４

Advanced Communication in Chemical Engineering ２

（化学工学コミュニケーション）

Internship in Chemical Engineering（化学工学インターンシップ） ２

Research Planning in Material Science（物質科学研究企画演習） ２

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

建設都市工学グローバルコース

都市環境システム工学グローバルコース

海洋システム工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Civil Engineering Materials A（建設材料工学講究A） ４

Welding and Fracture Mechanics（Seminar）（建設材料工学講究B） ４

Advanced Civil Engineering Design A（建設設計工学講究A） ４

Advanced Civil Engineering Design B（建設設計工学講究B） ４
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Advanced Geotechnical Disaster Preventation A（防災地盤工学講究A） ４

Advanced Geotechnical Disaster Preventation B（防災地盤工学講究B） ４

Advanced Environmental Geotechnology（環境地盤工学講究） ４

Advanced City Planning A（都市システム計画学講究A） ４

Advanced City Planning B（都市システム計画学講究B） ４

Advanced Environmental Design A（環境デザイン工学講究A） ４

Functional Design of Artificial Environment （Seminar） ４

（環境デザイン工学講究B）

Advanced Urban Environmental Engineering A（都市環境工学講究A） ４

Advanced Urban Environmental Engineering B（都市環境工学講究B） ４

Advanced Environmental System Engineering A（環境システム工学講究A） ４

Advanced Environmental System Engineering B（環境システム工学講究B） ４

Advanced Costal Engineering A（沿岸海洋工学講究A） ４

Advanced Costal Engineering B（沿岸海洋工学講究B） ４

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures B ４

（船舶海洋性能工学講究Ｂ）

Investigation of Performance of Ships and Marine Structures C ４

（船舶海洋性能工学講究Ｃ）

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures A ４

（船舶海洋構造工学講究Ａ）

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures B ４

（船舶海洋構造工学講究Ｂ）

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures C ４

（船舶海洋構造工学講究Ｃ）

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures D ４

（船舶海洋構造工学講究Ｄ）

Investigation of Structural Engineering on Marine Structures E ４

（船舶海洋構造工学講究Ｅ）

Research Planning on Civil Engineering（地球環境工学研究企画演習） ４

Teaching Practice on Civil Engineering（地球環境工学指導演習） ２



- 180 -

Special Practice on Civil Engineering（地球環境工学特別演習） ２

Internship（産学連携実習） ４

Seminar in Performance of Ships and Marine Structures B ２

（船舶海洋性能工学演習Ｂ）

Seminar in Performance of Ships and Marine Structures C ２

（船舶海洋性能工学演習Ｃ）

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures A ２

（船舶海洋構造工学演習Ａ）

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures B ２

（船舶海洋構造工学演習Ｂ）

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures C ２

（船舶海洋構造工学演習Ｃ）

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures D ２

（船舶海洋構造工学演習Ｄ）

Seminar in Structural Engineering on Marine Structures E ２

（船舶海洋構造工学演習Ｅ）

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

地球資源システム工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Earth System Science（地球システム科学） ４

Environmental Geophysics（地球情報工学） ４

Geothermal Science and Engineering（地球熱システム学） ４

Mining Technology（資源開発システム工学） ４

Rock Engineering and Mining Machinery（岩盤・開発機械システム工学） ４

Resources Processing and Environmental Remediation System Engineering ４

（資源処理・環境修復システム工学）

Energy Resources Engineering（エネルギー資源工学） ４

Individual Work on Research Planning on Earth Resources Engineering（地球資 ２

源システム工学研究企画演習）
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Supervised Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering ２

（地球環境工学指導演習）

Special Seminar on Earth Resources, Marine and Civil Engineering ２

（地球環境工学特別演習）

Academic and Industrial Liaison Seminar（産学連携演習） ４

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

エネルギー量子工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering A ４

（原子核・量子線工学講究A）

Colloquium on Nuclear and Radiation Engineering B ４

（原子核・量子線工学講究B）

Colloquium on Nuclear Energy Systems A ４

（核エネルギーシステム学講究A）

Colloquium on Nuclear Energy Systems B ４

（核エネルギーシステム学講究B）

Colloquium on Nuclear Energy Systems C ４

（核エネルギーシステム学講究C）

Colloquium on Materials Science for Energy Systems A ４

（エネルギー物質科学講究A）

Colloquium on Materials Science for Energy Systems B ４

（エネルギー物質科学講究B）

Colloquium on Materials Science for Energy Systems C ４

（エネルギー物質科学講究C）

Colloquium on Applied Physics A（応用物理学講究A） ４

Colloquium on Applied Physics B（応用物理学講究B） ４

Colloquium on Applied Physics C（応用物理学講究C） ４

Research Study in Industrial Fields（産学連携実習） ４

Research Planning on Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering ２

（エネルギー量子工学研究企画演習）

Teaching Practice in Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering ２
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（エネルギー量子工学指導演習）

Advanced Topics of Applied Quantum Physics and Nuclear Engineerin ２

（エネルギー量子工学特論）

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

機械工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Material Strength（材料力学講究） ４

Advanced Design Engineering（設計工学講究） ４

Advanced Thermal Engineering（熱工学講究） ４

Advanced Fluids Engineering（流体工学講究） ４

Advanced Dynamics of Machinery（機械力学講究） ４

Advanced Control Systems（制御システム講究） ４

Advanced Manufacturing Process（加工プロセス講究） ４

Advanced Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学講究） ４

Seminar in Material Strength（材料力学セミナー） ２

Seminar in Design Engineering（設計工学セミナー） ２

Seminar in Thermal Engineering（熱工学セミナー） ２

Seminar in Fluids Engineering（流体工学セミナー） ２

Seminar in Dynamics of Machinery（機械力学セミナー） ２

Seminar in Control Systems（制御システムセミナー） ２

Seminar in Manufacturing Process（加工プロセスセミナー） ２

Seminar in Biomechanical and Biothermal Engineering（生体工学セミナー） ２

Mechanical Engineering Research Planning（機械工学研究企画演習） ２

Internship（機械工学インターンシップ） ４

International Internship（機械工学国際インターンシップ） ４

Communication for Mechanical Engineers（機械工学コミュニケーション） ２
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Teaching Practice on Mechanical Engineering（機械工学指導演習） １

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

水素エネルギーシステムグローバルコース

授 業 科 目 単 位

Tutorials on Hydrogen System A（水素システム講究A） ４

Tutorials on Hydrogen System B（水素システム講究B） ４

Tutorials on Hydrogen System C（水素システム講究C） ４

Tutorials on Material and Design A（水素材料・設計学講究A） ４

Tutorials on Material and Design B（水素材料・設計学講究B） ４

Tutorials on Material and Design C（水素材料・設計学講究C） ４

Tutorials on Material and Design D（水素材料・設計学講究D） ４

Tutorials on Thermofluid Engineering（水素熱流体工学講究） ４

Advanced Hydrogen Energy Engineering（水素エネルギー工学特論） ２

Advanced Energy Technologies（先端エネルギー技術論） ２

Seminar in Hydrogen System A（水素システムセミナーA） ２

Seminar in Hydrogen System B（水素システムセミナーB） ２

Seminar in Hydrogen System C（水素システムセミナーC） ２

Seminar in Material and Design A（水素材料・設計学セミナーA） ２

Seminar in Material and Design B（水素材料・設計学セミナーB） ２

Seminar in Material and Design C（水素材料・設計学セミナーC） ２

Seminar in Material and Design D（水素材料・設計学セミナーD） ２

Seminar in Thermofluid Engineering（水素熱流体工学セミナー） ２

Project Analysis（プロジェクト演習） ２

International Internship Ⅰ（国際連携インターンシップⅠ） ２

International Internship Ⅱ（国際連携インターンシップⅡ） ２
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Internship（産学連携インターンシップ） ２

Research Planning（水素エネルギーシステム研究企画演習） ２

Training as Supervisor（水素エネルギーシステム指導演習） ２

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

航空宇宙工学グローバルコース

授 業 科 目 単 位

Advanced Aerospace Propulsion（推進工学講究） ４

Advanced Fluid Dynamics（流体力学講究） ４

Advanced Thermophysical Engineering（熱物理学講究） ４

Advanced Strength and Vibration（強度振動学講究） ４

Advanced Aerospace Structural Systems Engineering ４

（軽構造システム工学講究）

Advanced Guidance and Control（誘導制御講究） ４

Advanced Flight Dynamics（飛行力学講究） ４

Advanced Space Systems Engineering（宇宙システム工学講究） ４

Advanced Space Transportation Systems Engineering ４

（宇宙輸送システム工学講究）

Advanced Orbital Systems Engineering（軌道上システム工学講究） ４

Advanced Atmospheric Flow Engineering（大気流体工学講究） ４

Advanced Materials Strength for Aeronautics and Space ４

（航空宇宙材料強度学講究）

Advanced Aerospace Structural Dynamics（航空宇宙構造動力学講究） ４

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅰ ２

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅰ）

Advanced Seminar in Aeronautics and Astronautics Ⅱ ２

（航空宇宙工学高等セミナー Ⅱ）

Aerospace Engineering Research Planning（航空宇宙工学研究企画演習） ２



- 185 -

Internship in Aerospace Engineering（航空宇宙工学インターンシップ） ２

International Internship in Aerospace Engineering ２

（航空宇宙工学国際インターンシップ）

Communication for Aerospace Engineers Ⅰ １

（航空宇宙工学コミュニケーションⅠ）

Communication for Aerospace Engineers Ⅱ １

（航空宇宙工学コミュニケーションⅡ）

Aeronautics and Astronautics Project A（航空宇宙工学プロジェクトA） ２

Aeronautics and Astronautics Project B（航空宇宙工学プロジェクトB） ２

Teaching Practice on Aeronautics and Astronautics Engineering ２

（航空宇宙工学指導演習）

Engineering Research Planning（工学研究企画） ２

別表第１４

国際環境システム工学特別コース

一 履修方法

博士後期課程

各専攻ごとに国際環境システム工学特別コースの授業科目から６単位以上修得しなければ

ならない。

二 授業科目

博士後期課程

授 業 科 目 単 位

International Environmental System Engineering Ⅰ ２

（国際環境システム工学第一）

International Environmental System Engineering Ⅱ ２

（国際環境システム工学第二）

International Environmental System Engineering Ⅲ ２

（国際環境システム工学第三）

International Environmental System Engineering Ⅳ ２

（国際環境システム工学第四）

International Environmental System Engineering Ⅴ ２

（国際環境システム工学第五）

International Environmental System Engineering Ⅵ ２

（国際環境システム工学第六）
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International Environmental System Engineering Ⅶ ２

（国際環境システム工学第七）

International Field Work（国際フィールドワーク） ２
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九州大学教授会通則

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ８ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：平成２７年 ２月２４日

（平成２６年度九大規則第８３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３８条第２項の規定に基

づき、教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項を定めるものとする。

（構成員）

第２条 各学部の教授会の構成員は、次に掲げる者とする。

(1) 研究院の所属で当該学部の教育研究又は附属教育研究施設を担当する教授

(2) 病院の所属で学部の教育研究を担当する教授

２ 各学府の教授会の構成員は、当該学府の教育研究を担当する教授とする。

３ 各研究院の教授会の構成員は、当該研究院所属の教授とする。

４ 基幹教育院の教授会の構成員は、基幹教育院所属の教授とする。

５ 各附置研究所の教授会の構成員は、当該附置研究所所属の教授とする。

６ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（以下「国際研究所」という。）の教授会の

構成員は、国際研究所所属の教授とする。

７ 情報基盤研究開発センター（以下「センター」という。）の教授会の構成員は、センター所

属の教授とする。

８ 教授会には、准教授その他の職員を加えることができる。

（教授会の審議事項等）

第３条 教授会は、総長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして総長が定めるもの

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、総長及び教授会が置かれる部局の長（以下この項に

おいて「総長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び総長等

の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）

第４条 教授会に議長を置き、当該部局の長をもって充てる。

２ 議長は、教授会を主宰する。

（議事）

第５条 教授会は、構成員の２分の１以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。

２ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

３ 前２項の規定にかかわらず、特に重要な事項の審議については、別段の定めをすることがで

きる。

（構成員以外の者の出席）

第６条 教授会が必要であると認めた場合は、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。

（代議員会等）

第７条 教授会は、その定めるところにより、教授会の構成員のうちの一部の者をもって構成さ

れる代議員会、専門委員会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすること

ができる。

（補則）
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第８条 この規則に定めるもののほか、教授会の議事の手続その他その運営に関し必要な事項は、

各教授会の議を経て当該部局長が定める。

附 則

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年度九大規則第２４６号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第４０号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３２号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４１号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

 ア．定員充足の見込み 

九州大学大学院工学府土木工学専攻の入学定員は、修士課程 52 名、博士後期課程 16 名

とする。 

 これまで、本学府土木系専攻では、主として構造物の設計・施工・維持管理といった社会

基盤システムの構築にフォーカスした建設システム工学専攻と、都市問題・環境問題・自然

災害・気候変動の現象解明や影響予測を踏まえた調和した自然環境と人間環境の構築にフ

ォーカスした都市環境システム工学専攻において、それぞれ教育研究を展開してきた。これ

は、幅広い学問領域を有する土木工学分野では、学問領域を区分して専門教育を行うことが

世界的な潮流となっているからでもある。 

しかし、今回の改組により、学士・修士６年一貫型教育を実現させるため、従来の学問領

域ごとの専攻構成を見直し、「土木工学」という専門分野の下に学問領域ごとのコースを置

く専攻構成へと再編する。これにより、いずれかの学問領域に軸足を置きながら他の学問領

域にも明るい土木系ハイブリッド型の研究者・技術者を育成する。 

このため、従来の２専攻の入学定員を改組後の専攻の入学定員として設定する（表 1-1）。 

 

表 1-1 土木系専攻の入学定員 

専攻 修士課程 博士後期課程 
 

 

専攻 修士課程 博士後期課程 

建設ｼｽﾃﾑ工学専攻 24 名 8 名 
土木工学専攻 52 名 16 名 

都市環境ｼｽﾃﾑ工学専攻 28 名 8 名 

合計 52 名 16 名 合計 52 名 16 名 

 

 

〈修士課程〉 

現在、土木系２専攻においては、一般選抜に加え、募集人員を若干名とする学部３年次生

対象特別選抜試験、外国人特別選抜試験、グローバルコース試験を実施するなど、様々な入

学試験により多様な学生の獲得に努めている。 

これまで、図 1-1 に示すとおり、建設システム工学専攻及び都市環境システム工学専攻に

おいては、入学定員合計 52 名に対し、100 名前後の志願者を集めている。入学試験を経て

実際に入学する者は毎年度合計約 70 名であり、各専攻において十分に定員を満たしている

状況にある。また、今回の改組により、６年一貫型教育を実現することで、工学部土木工学

科から工学府土木工学専攻へのスムーズな接続を可能としている。 

以上のことから、改組後においても志願者数は同等の水準を保つことができると考えら

れるため、学生確保は十分に見込まれる。 
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図 1-1 修士課程における志願者・入学者の状況 

 

 

〈博士後期課程〉 

現在、土木系２専攻においては、一般選抜に加え、募集人員を若干名とする社会人特別選

抜、グローバルコース試験等、様々な入学試験を実施している。いずれの入試区分において

も、４月入学と 10月入学の入学者選抜を実施することで、多様な学生の獲得に努めている。 

これまで、図 1-2 に示すとおり、建設システム工学専攻及び都市環境システム工学専攻に

おいては、入学定員合計 16 名に対し、これを超える志願者を集めている。また、入学試験

を経て実際に入学する者は５ヵ年において、２専攻の合計で平均約 20 名となっている。 

改組後においても志願者数は同等の水準を保つことができると考えられるため、学生確

保は十分に見込まれる。 

 

 

図 1-2 博士後期課程における志願者・入学者の状況 

 

 

 

 

人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率

建設システム工学 24 40 166.7% 31 129.2% 41 170.8% 31 129.2% 45 187.5% 30 125.0%

都市環境システム工学 28 41 146.4% 33 117.9% 63 225.0% 42 150.0% 47 167.9% 34 121.4%

合　　計 52 81 155.8% 64 123.1% 104 200.0% 73 140.4% 92 176.9% 64 123.1%

人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率

建設システム工学 24 43 179.2% 32 133.3% 39 104.2% 33 137.5%

都市環境システム工学 28 58 207.1% 51 182.1% 51 121.4% 40 142.9%

合　　計 52 101 194.2% 83 159.6% 90 173.1% 73 140.4%

専攻 志願者数

志願者数 入学者数 志願者数専攻

H27年度入学 H28年度入学

入学定員

入学定員

H29年度入学

H30年度入学 H31年度／令和元年度入学

入学者数

入学者数入学者数 志願者数 入学者数 志願者数

人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率

建設システム工学 8 8 100.0% 7 87.5% 15 187.5% 15 187.5% 12 150.0% 12 150.0%

都市環境システム工学 8 11 137.5% 10 125.0% 9 112.5% 7 87.5% 17 212.5% 15 187.5%

合　　計 16 19 118.8% 17 106.3% 24 150.0% 22 137.5% 29 181.3% 27 168.8%

人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率

建設システム工学 8 12 150.0% 12 150.0% 12 150.0% 8 100.0%

都市環境システム工学 8 15 187.5% 11 137.5% 7 87.5% 7 87.5%

合　　計 16 27 168.8% 23 143.8% 19 118.8% 15 93.8%

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数専攻 入学定員

H30年度入学 H31年度入学

専攻 入学定員

H27年度入学 H28年度入学 H29年度入学

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数 志願者数 入学者数
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 イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

前述ア．で示したとおり、過去５ヵ年の修士課程及び博士後期課程への志願者数の状況か

ら、改組後の学生確保は充分に見込まれる。 

 

 

ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は 817,800 円（入学料 282,000 円、授業料年額 535,800 円）であり、

「国立大学等の授業料その他費用に関する省令」第二条に定める標準額と同額に設定して

いる。 

 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

①修士課程における学生確保に向けた取組状況 

 土木系２専攻においては、工学部４年次に研究室に配属された学生に対し、指導教員等が

個別に修士課程への進学案内や進学相談等の対応を行っている。この結果、毎年、本学部地

球環境工学科建設都市工学コースを卒業した学生のうち約 60名が土木系専攻への進学を希

望するに至っている。今後もこれまでどおり、研究室における個別指導により入学者を確保

していく。 

また、国内外で開催される学会等に参加し、本学で行う最先端の研究活動を発表すること

で本学の存在感を高め、学会等に関する他大学や他国籍の学生との交流を通じて入学者獲

得に向けたリクルート活動を引き続き行っていく。 

その他、国際協力機構（JICA）が行う ABE イニシアティブ等、将来のアジア・アフリカ

諸国の高度人材の育成を目的とした各種プログラムに協力し、海外留学生を受け入れる努

力を継続的に行っていく。 

 

②博士後期課程における学生確保に向けた取組状況 

 修士課程に入学し研究室に配属された学生に対し、指導教員等が個別に博士後期課程へ

の進学案内や進学相談等の対応を行っている。また、一般選抜や社会人特別選抜において 10

月入学の日本人学生を受け入れる等、ユニークな取り組みを行うことで定員充足に向けた

多様な学生の受け入れを目指している。 

 また、産業構造が激変する予測困難な時代においては、科学技術のさらなる進展を通して

諸課題の解決を図ることができる博士号を有した最先端の高度な技術開発を担う工学系研

究者や技術者が求められている。しかし、修士課程修了後さらに博士後期課程において３年

間の学修を継続することに対し、経済的理由等から保護者の理解が得られず博士後期課程

への進学を断念する者も見受けられる。このため、工学部が開催している在学生保護者を対

象としたオープンキャンパスにおいて、保護者に対して博士後期課程進学の重要性や経済

的支援制度についても説明し理解を得ることで、現在の学部生が将来的に博士後期課程に

進学できるよう取り組んでいる。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

九州大学工学部・大学院工学系学府は、これまで、日本の発展を牽引してきた「ものづく

り」の中核を担う専門性・学際性・国際性・先導性を合わせ持つ人材の育成を目指してきた。

特に工学部では専門性の基盤となる基礎教育に注力し、大学院工学府では専門分野の最先

端技術を開発する人材の育成を目指して専門性と学際性の両方を極めることに挑んできた。

さらに、学部・大学院教育を通して、丁寧かつ厳格な研究指導を重視することで、日本の基

幹大学の卒業生に期待される、自ら課題を発見して仮説を構築・検証する構想力、自らの力

で新しい領域を切り開くチャレンジ精神、社会に対する責任感、先導力（リーダーシップ）

を育むことにも注力してきた。 

近年、人類社会が直面する諸課題が多様化・複雑化している中、工学系人材には、予測困

難な時代を最先端の技術開発により切り拓き先導していくことが期待されるようになって

きた。このような工学のプロフェッショナルには、社会における工学の価値を理解し、異分

野の他者と協働しながら、工学分野共通の知識・能力・ものの考え方、及び専攻する専門分

野の知識・能力・ものの考え方を基礎に、自ら考え行動し、新しい価値を創造していくこと

が求められている。その一方で、本学を始めとする我が国の基幹大学工学部においては、卒

業生の約 85%が修士課程に進学しており、企業から本学への技術系人材の求人も大学院生

が大部分を占めるなど、６年間の工学教育が既に一般的になっている現実もある。 

このような状況を踏まえ、本学工学部及び工学系学府では、学士・修士６年一貫型教育を

導入し、工学部及び工学府修士課程の６年間にわたるカリキュラムの体系性・連続性を確保

する。これにより、専門分野を主体とした様々な学問領域の基礎教育を基盤に高度な専門知

識を段階的に獲得していきながらも、一つの技術を様々な専門分野の考え方や技術的要素

から捉えることができる異分野の知識をもあわせ持つ工学系プロフェッショナル人材を養

成する。 

しかし、これを実現するには、工学部の各学科と工学府の各専とをシームレスに接続させ

る必要がある。このため、これまで建設システム工学専攻と都市環境システム工学専攻の２

専攻体制で教育を行ってきた土木系専攻の教育組織を再編し、新たに土木工学専攻を置く。 

土木工学は、構造物の設計・施工に関する高度な技術体系への展開と深刻化する環境・防

災問題に対する新技術をベースとした社会基盤システムの再構築や都市問題から環境問題、

自然災害および気候変動に至るまでの現象解明や影響予測、新システムの創造に関する広

範かつ高度な技術体系への展開を行う学問である。 

土木工学専攻では、安全・安心な社会や、豊かな自然を保全し、持続性のある社会環境を

実現するため、高度専門知識を集積した技術力と柔軟な研究能力を備え、社会の指導的地位

で活躍できる素養を有する研究者・技術者を組織的に養成するために、以下を教育目標とし

ている。 

〈修士課程〉 

・社会基盤施設の設計・建設・維持管理の分野や、地球、地域および都市の環境の分野

において基礎知識および十分な専門的知識を身に付けること。 

・責任感・倫理観を持ち、我が国の安全・安心な社会の構築に向けて、リーダーシップ

を発揮できる人材になり得ること。 
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〈博士後期課程〉 

・社会基盤施設の設計・建設・維持管理の分野や、地球、地域および都市の環境の分野

において高度な専門的知識を身に付け、国際社会において競争力のある人材になり

得ること。 

・責任感・倫理観と自身の卓越した知識と技術に基づき、人類社会の安全・安心な社会

や、自然環境と人間環境の調和した社会の構築に向けて、リーダーシップを発揮でき

る人材になり得ること。 

 

 

（２）社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえた客観的な根拠 

今回、新たに土木工学専攻を設置する目的は、優れた工学系人材を育成し産業界等に輩出

するために、学部・修士６年一貫型教育を可能とする教育組織を再構築することにある。 

本学での改組の検討開始とほぼ同時期に、文部科学省では「大学における工学系教育の在

り方に関する検討委員会」を設置し、工学教育の在り方について議論を進め、次の審議結果

を公表している。 

・工学系教育の在り方に関する検討委員会「大学における工学系教育の在り方について

（中間まとめ）」（2017 年６月） 

・工学系教育改革制度設計等に関する懇談会「工学系教育改革制度設計等に関する懇談

会取りまとめ」（2018 年３月） 

この審議結果の中でともに、「学士・修士の６年一貫制など教育年限の柔軟化」が謳われ

ているが、６年一貫型教育を実現するために描いた本学府の改組構想は、そこで審議された

重要項目について示された考え方と概ね一致している（表 1-2）。 

 

また、中央教育審議会における高等教育に関する審議について、次の審議結果として公表

されている事項の趣旨も踏まえながら、教育体制及び教育内容を検討したものでもある。 

・中央教育審議会『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』 

（2018 年 11 月） 

・中央教育審議会大学分科会『2040 年を見据えた大学院教育の在るべき姿～社会を扇動

する人材の育成に向けた体質改善の方策～（審議まとめ）』（2019 年 1 月） 

・中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会『教学マネジメント指針（案）』

（2019 年 11 月）（大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017 年） 
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表 1-2 「大学における工学系教育改革の在り方について（中間まとめ）」 

に対する九州大学工学部・工学系学府の対応 
大学における工学

計教育の在り方に

ついて（中間まとめ） 

～具体的施策～ 

施策に対する認識 現状分析 課題 対応方針 

① 学科ごとの縦割

り構造の抜本的見

直し 

時代とともに変わる教育

ニーズに柔軟に対応でき

るシステムづくりが目的。 

最終とりまとめ（2018 年 3

月）において、学科・専攻

定員設定の柔軟化と学

位プログラムの積極的導

入と記載。 

 

 

工学では、各分野の基礎知

識のみならず、専門分野の

礎となる物事の捉え方、考

え方を身に付けることが学

部レベルでは最も重要であ

る。長年、企業が工学系の

採用を専門分野ごとに行っ

ており、今後も変更される予

定がない点からも重要であ

ると言える。 

  学生が自身の専門分野の基礎

を築きアイデンティティを確立す

るとともに、社会からも可視化で

きるような学科構成を基本とする

一方、専門分野に加えて、学際

的な要素を導入した学科も設置

する。また、レイトスペシャライゼ

ーションの導入、学科群制の導

入、全学科共通必修科目の導入

などを行い、学生の視野をできる

だけ拡げるシステムを構築する。 

② 学士・修士の６

年一貫制など教育

年限の柔軟化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

本学をはじめ我が国の基幹

大学工学部卒業生の約

85%が大学院修士課程に進

学しており、企業から本学

への技術系人材の求人も

大学院生が大部分である。 

既に 6 年間の工学教育が

一般的になっていることを考

慮すると、工学教育を最初

から 6 年間で設計した方

が、今後、さらに必要となっ

てくる多様な知識と能力を

身につけた人材の育成が行

いやすい。 

6 年間の工学教育を実現するた

め、現在の学科・専攻の構成や

カリキュラムの見直しを行う。な

お、学部卒業後に企業へ就職す

る者、あるいは 5 年一貫の大学

院へ進学する者など、多様なキ

ャリアパスそれぞれの人材像を

考慮したカリキュラムとする。 

③ 主たる専門に加

えた副専門分野の

修得 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。自分と専門を異にす

る者との協働がますます

重要になってくる中で、

自分の狭い専門分野の

枠を超えて視野を拡げ、

他分野の者と意思の疎通

ができるようになることを

目的としたもの。 

工学部では、学科配属後の

専攻教育において、専門外

の科目を履修するカリキュラ

ムにはなっていない。大学

院においては、システム情

報科学府及び総合理工学

府の修士課程では専門外

科目の履修が求められてい

るが、工学府では求められ

ていない。 

自身の専門とは異なる分野

の物事の捉え方や考え方を

知ること、そして、自分の分

野との違いを感じることは極

めて重要である。ただし、限

られた時間の中で専門分野

の確立と分野外の学びの両

方を行うためには、分野外

の学びの割合と時期を慎重

に考えてカリキュラムを設計

する必要がある。 

学部教育では、専門分野を越え

て、工学系人材として必要な広

い知識をすべての工学部生が学

ぶとともに、専門分野に近い科

目も幅広く学ぶカリキュラムを導

入する。また、学部から大学院修

士課程の 6 年間のうちに専門外

の学びも必ず行うカリキュラムと

する。 

④ 工学基礎教育

の強化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

学科ごとに必修科目を設定

しているので、工学部全体

の共通基礎教育を行ってい

るわけではない。 

専門分野だけに特化するの

ではなく、工学系人材に求

められる基礎的な知識や考

え方を学ぶ科目を精査し、

すべての学科で共通化する

必要がある。 

工学系エンジニアあるいは研究

者として備えておくべき知識や考

え方を学ぶ科目を、工学部共通

科目として全学科必修とするカリ

キュラムを構築する。 

⑤ 情報科学技術

の工学共通基礎教

育化と先端情報人

材教育強化 

ビッグデータ解析、IoT、

AI などの急速な進歩によ

って情報科学と様々な工

学分野の融合技術の創

出が重要となっているに

もかかわらず、我が国で

はそれを担う人材が質的

にも量的にも全く不足し

ているという産業界の大

きな危惧から発せられた

もの。 

工学部全体では、現在はプ

ログラミングを中心とした情

報教育のみを行っている。 

工学系のどの分野でも、将

来、データを活用した研究

開発ができるようになるた

め、最低限のデータサイエ

ンスの基礎教育を行うととも

に、実際の経験を積める環

境を整える必要がある。 

情報科学技術の基礎教育科目

をすべての学科で工学部必修

科目として導入するとともに、専

攻教育でも、各学科に特化した

データサイエンス科目を取り入れ

る。 

また、現在の学問分野の枠組み

の中で、従来よりデータを活用で

きる人材を育成するため融合基

礎工学科を新設する。 

さらに、電気情報工学科および

情報理工学専攻で AI、数理デ

ータサイエンス分野の専門家（エ

キスパート人材）の養成を強化す

る。 

⑥ 産学共同教育

体制の構築 

既に大学院リーディング

プログラムや卓越大学院

プログラムでも重視されて

いるとおり、大学・産業界

の人材交流、産学連携

協働プログラムの開発・

提供、教育的効果の高い

インターンシップ等の促

進の重要性を指摘したも

の。 

工学部および工学系学府

では、ものづくりの現場の情

報が極めて重要であるた

め、各学科、専攻で、従来

から多数の非常勤講師を企

業から招いてきた。また、リ

ーディング大学院では PBL

や少人数教育にも企業から

多くの教員の協力をいただ

いている。さらに、工学部で

も民間企業の協力のもと、

既に「実践データ分析入

門」を開講するなど産学共

同教育体制を築いてきた。 

  今後も企業との協力体制を維持

するとともに、段階的に協力を強

化していく。 
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氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
ｸﾎﾞ　ﾁﾊﾙ

久保　千春
＜平成26年10月＞

医学博士
九州大学学長

（平26.10～令和2.9）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｸﾊﾞ ﾀｶﾋﾛ
久場 隆広

<令和3年4月>
博士（工学）

研究計画法 ※
水質変換工学
都市環境工学特論第三
都市環境工学演習第三

1前①
2後③～④

2後④
2後④

0.1
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成8年4月）

5日

2 専 教授
ｼﾏｵｶ ﾀｶﾕｷ
島岡 隆行

<令和3年4月>
工学博士

研究計画法 ※
廃棄物資源循環学
都市環境工学特論第四
都市環境工学演習第四

1前①
2後③～④

2後④
2後④

0.2
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成13年4月）

5日

3 専 教授
ｿﾉﾀﾞ ﾖｼﾐ
園田 佳巨

<令和3年4月>
博士（工学）

研究計画法 ※
構造解析学特論【隔年】
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
社会基盤工学特論第二
社会基盤工学演習第二

1前①
2前①～②
1後③～④

2後④
2後④

0.1
2
2

2
2

1
1
1

1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

4 専 教授
ﾁﾝ ｺｳｻｲ
陳 光斉

<令和3年4月>
博士（理学）

災害リスク学
社会基盤工学特論第三
社会基盤工学演習第三

1前①～②
2後④
2後④

2
2
2

1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
(平成12年4月)

5日

5 専 教授

ﾂｶﾊﾗ ｹﾝｲﾁ
塚原 健一

<令和3年4月>

Philosophiae
doctoris
(ｱﾒﾘｶ)

研究計画法 ※
社会基盤財政論
都市環境工学特論第一
都市環境工学演習第一

1前①
1後③～④

2後④
2後④

0.1
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成23年4月）

5日

6 専 教授
ﾊｻﾞﾘｶ  ﾍﾏﾝﾀ

HAZARIKA HEMANTA
<令和3年4月>

博士（工学）

研究計画法 ※
建設基礎対策学
防災地盤学
社会基盤工学特論第三
社会基盤工学演習第三

1前①
2後③～④
1後③～④

2後④
2後④

0.4
2
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成22年3月）

5日

7 専 教授
ﾊｼﾓﾄ ﾉﾘｱｷ
橋本 典明

<令和3年4月>
工学博士

研究計画法 ※
沿岸・海洋工学特論
国土開発・災害リスクマネジメ
ント

1前①
1後③～④
1後③～④

0.1
2
2

1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

8 専 教授
ﾊﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞﾉﾘ
濵田 秀則

<令和3年4月>
博士（工学）

研究計画法 ※
コンクリート工学特論
社会基盤工学特論第一
社会基盤工学演習第一

1前①
1前①～②

2後④
2後④

0.1
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

9 専 教授
ﾏﾂﾀﾞ ﾀｲｼﾞ
松田 泰治

<令和3年4月>
博士（工学）

研究計画法 ※
地震工学特論
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
社会基盤工学特論第二
社会基盤工学演習第二

1前①
2前①～②
1後③～④

2後④
2後④

0.1
2
2

2
2

1
1
1

1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成29年5月）

5日

10 専 教授
ﾏﾅｷﾞ ｼｭﾝｽｹ
馬奈木 俊介
<令和3年4月>

Doctor of
Philosophy

(ｱﾒﾘｶ)

研究計画法 ※
都市工学・経済学【隔年】
都市環境工学特論第一
都市環境工学演習第一

1前①
2前①
2後④
2後④

0.2
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成27年4月）

5日

11 専 教授
ﾐﾀﾆ ﾔｽﾋﾛ
三谷 泰浩

<令和3年4月>
博士（工学）

研究計画法 ※
空間情報学
地盤環境システム工学
実践維持管理工学
社会基盤工学特論第四
社会基盤工学演習第四

1前①
1前①

2前①～②
1前①～②

2後④
2後④

0.1
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成9年10月）

5日

12 専 教授
ﾔｽﾌｸ ﾉﾘﾕｷ
安福 規之

<令和3年4月>
工学博士

研究計画法 ※
地盤解析学
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
社会基盤工学特論第三
社会基盤工学演習第三

1前①
1後③～④
1後③～④

2後④
2後④

0.1
2
2

2
2

1
1
1

1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成6年10月）

5日

13 専 教授
ﾔﾉ ｼﾝｲﾁﾛｳ

矢野 真一郎
<令和3年4月>

博士（工学）

研究計画法 ※
環境水理学
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
都市環境工学特論第五
都市環境工学演習第五

1前①
2後③～④
1後③～④

2後④
2後④

0.4
2
2

2
2

1
1
1

1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成16年11月）

5日

14 専 准教授
ｱｻｲ ﾐﾂﾃﾙ
浅井 光輝

<令和3年4月>
博士（工学）

数値解析学
産学連携研究
社会基盤工学特論第二
社会基盤工学演習第二

1前①
2通

2後④
2後④

2
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成19年10月）

5日
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フリガナ
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15 専 准教授
ｲｼｸﾗ ﾘｮｳﾍｲ
石藏 良平

<令和3年4月>
博士（工学）

地盤材料力学
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
課題解決セミナーA
産学連携研究
社会基盤工学特論第三
社会基盤工学演習第三

2前①～②
1後③～④

1後③
2通

2後④
2後④

2
2

0.5
2
2
2

1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年8月）

5日

16 専 准教授
ｶｲﾇﾏ ｼｹﾞﾉﾌﾞ
貝沼 重信

<令和3年4月>
博士（工学）

鋼構造特論
課題解決セミナーB
産学連携研究
社会基盤工学特論第一
社会基盤工学演習第一

1後③～④
1後④
2通

2後④
2後④

2
0.7
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成6年11月）

5日

17 専 准教授
ｶｼﾞﾀ ﾕｷﾋﾃﾞ
梶田 幸秀

<令和3年4月>
博士（工学）

免震制振工学
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
課題解決セミナーA
産学連携研究
社会基盤工学特論第二
社会基盤工学演習第二

2後③～④
1後③～④

1後③
2通

2後④
2後④

2
2

0.5
2
2
2

1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成17年4月）

5日

18 専 准教授
ｻｶﾞﾜ ﾔｽﾀｶ
佐川 康貴

<令和3年4月>
博士（工学）

コンクリート工学特論
プレゼンテーションデザイン
実践維持管理工学
産学連携研究
社会基盤工学特論第一
社会基盤工学演習第一

1前①～②
1後④

1前①～②
2通

2後④
2後④

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成12年4月）

5日

19 専 准教授
ｾｲﾉ ｻﾄｺ

清野 聡子
<令和3年4月>

博士（工学）

野外調査法
応用生態工学
環境学実習
産学連携研究
都市環境工学特論第三
都市環境工学演習第三

1前①
2後③～④
2前①～②

2通
2後④
2後④

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成22年2月）

5日

20 専 准教授
ﾀｲ ｱｷﾗ
田井 明

<令和3年4月>
博士（工学）

実践データ解析学
野外調査法
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
課題解決セミナーA
産学連携研究
都市環境工学特論第五
都市環境工学演習第五

1前①
1前①

1後③～④

1後③
2通

2後④
2後④

2
2
2

0.5
2
2
2

1
1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年2月）

5日

21 専 准教授
ﾅｶﾔﾏ ﾋﾛﾌﾐ
中山 裕文

<令和3年4月>
博士（工学）

環境計画論
課題解決セミナーB
産学連携研究
都市環境工学特論第四
都市環境工学演習第四

1前①～②
1後④
2通

2後④
2後④

2
0.7
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成12年3月）

5日

22 専 准教授
ﾋﾛｼﾛ ﾖｼﾅﾘ
広城 吉成

<令和3年4月>
博士（工学）

地下水環境システム論
課題解決セミナーA
産学連携研究
都市環境工学特論第四
都市環境工学演習第四

1前①～②
1後③
2通

2後④
2後④

2
0.5
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成1年4月）

5日

23 専 准教授
ﾔﾏｼﾛ ﾏｻﾙ
山城 賢

<令和3年4月>
博士（工学）

沿岸・海洋工学特論
国土開発・災害リスクマネジメ
ント
課題解決セミナーB
産学連携研究
都市環境工学特論第五
都市環境工学演習第五

1後③～④
1後③～④

1後④
2通

2後④
2後④

2
2

0.7
2
2
2

1
1

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成13年4月）

5日

24 兼担 教授

ｱﾀﾞﾁ ﾁﾊﾔ
安達 千波矢
<令和3年4月>

工学博士 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成22年4月）

25 兼担 教授
ｱﾍﾞ ｹﾝｲﾁ
安倍 賢一

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学A ※ 1前① 0.3 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成11年4月）

26 兼担 教授
ｱﾝﾄﾞｳ ｼﾞｭﾝ
安東 潤

<令和3年4月>
工学博士 船舶海洋工学A ※ 1後③ 0.3 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成2年4月）
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27 兼担 教授

ｲｼﾊﾗ ﾀﾂﾐ
石原 達己

<令和3年4月>
博士（工学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成15年5月）

28 兼担 教授
ｲｼﾞﾏ ﾋﾛﾕｷ
井嶋 博之

<令和3年4月>
博士（工学） 化学工学B ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成7年7月）

29 兼担 教授
ｲﾄｳ ｺｳﾍｲ
伊藤 衡平

<令和3年4月>
博士（工学）

水素エネルギーシステムA
水素エネルギーシステムB

1後③・④
1後③・④

1
1

1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成15年7月）

30 兼担 教授
ｲﾏｲ ｱｷﾗ
今井 亮

<令和3年4月>
博士（理学） 地球資源システム工学A 1後③ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成29年10月）

31 兼担 教授
ｵｺﾞｳ ｾｲｼﾞ
小江 誠司

<令和3年4月>
博士（理学） 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成17年10月）

32 兼担 教授
ｶｼﾞ ﾉﾘﾀﾀﾞ
加地 範匡

<令和3年4月>
博士（薬学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成30年1月）

33 兼担 教授
ｶｼﾞﾜﾗ ﾄｼﾋｻ
梶原  稔尚

<令和3年4月>
工学博士 化学工学B ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成14年4月）

34 兼担 教授

ｶﾀﾔﾏ ﾖｼｷ
片山 佳樹

<令和3年4月>
工学博士 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成18年4月）

35 兼担 教授
ｶﾐﾋﾗ ﾏｻﾐﾁ
上平 正道

<令和3年4月>
工学博士 化学工学B ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成17年4月）

36 兼担 教授

ｶﾐﾔ ﾉﾘﾎ
神谷 典穂

<令和3年4月>
博士（工学） 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成14年10月）

37 兼担 教授
ｷｼﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
岸田 昌浩

<令和3年4月>
博士（工学） 化学工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成4年4月）

38 兼担 教授
ｷｼﾞﾓﾄ ｼﾝﾔ
雉本 信哉

<令和3年4月>
博士（工学） 機械工学A 1後③・④ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成8年4月）

39 兼担 教授
ｷﾄﾞｱｷ ｻﾄﾙ
木戸秋 悟

<令和3年4月>
博士（学術） 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学
先導物質化学研究所

教授
（平成13年6月）

40 兼担 教授

ｷﾐﾂﾞｶ ﾉﾌﾞｵ
君塚 信夫

<令和3年4月>
工学博士 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（昭和60年11月）

41 兼担 教授

ｺﾞﾄｳ ﾏｻﾋﾛ
後藤 雅宏

<令和3年4月>
工学博士 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成2年6月）

42 兼担 教授
ｺﾞﾄｳ(ﾁｮｳ) ｺｳｼﾞ
後藤(長) 浩二
<令和3年4月>

博士（工学） 船舶海洋工学B ※ 1後④ 0.5 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成7年4月）

43 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞｷ
島田 英樹

<令和3年4月>
博士（工学） 地球資源システム工学B 1後④ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成5年4月）

44 兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｺｳｼﾞ
髙橋 厚史

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学A ※ 1前① 0.3 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成4年8月）

45 兼担 教授
ﾀﾅｶ ｹｲｼﾞ
田中 敬二

 <令和3年4月>
博士（工学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成12年4月）



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
月額

基本給
（千円）

保有
学位等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

46 兼担 教授
ﾀﾅｶ ﾏｻﾙ
田中 賢

<令和3年4月>
博士（理学） 応用化学B ※ 2後③・④ 0.1 1

九州大学
先導物質化学研究所

教授
(平成27年3月)

47 兼担 教授
ﾂｹﾞ ﾖｼﾌﾐ
柘植 義文

<令和3年4月>
工学博士 化学工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（昭和60年4月）

48 兼担 教授
ﾊﾅﾀﾞ ﾄｼﾔ
花田 俊也

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学B ※ 1前② 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成6年4月）

49 兼担 教授
ﾊﾔｼ ｶﾂﾛｳ
林 克郎

<令和3年4月>
博士（工学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.4 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成26年4月）

50 兼担 教授
ﾌｶｲ ｼﾞｭﾝ
深井 潤

<令和3年4月>
工学博士 化学工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（昭和63年7月）

51 兼担 教授
ﾌｼﾞｶﾞﾔ ﾂﾖﾋｺ
藤ヶ谷 剛彦
<令和3年4月>

博士（工学） 応用化学B ※ 2後③・④ 0.3 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成23年4月）

52 兼担 教授
ﾌｼﾞﾓﾄ ﾉｿﾞﾑ
藤本 望

<令和3年4月>
博士(工学） 量子物理工学A 1後③ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成27年4月）

53 兼担 教授
ﾌﾙｶﾜ ﾖｼﾀｶ
古川 芳孝

<令和3年4月>
博士（工学） 船舶海洋工学A ※ 1後③ 0.3 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成5年4月）

54 兼担 教授
ﾎｶﾓﾄ ｼﾝｼﾞ
外本 伸治

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学B ※ 1前② 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成8年4月）

55 兼担 教授
ﾐｳﾗ ﾖｼｺ

三浦 佳子
<令和3年4月>

博士（工学） 化学工学B ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成22年2月）

56 兼担 教授
ﾓﾘ ｼｮｳｼﾞ
森 昌司

<令和3年4月>
博士（工学） 機械工学B 1後③・④ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成31年1月）

57 兼担 教授
ﾔｼﾛ ｼｹﾞｷ
矢代 茂樹

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学A ※ 1前① 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成29年4月）

58 兼担 教授
ﾔｽﾀﾞ ﾀｸﾏ
安田 琢麿

<令和3年4月>
博士（工学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学
稲盛フロンティア研究

センター
教授

（平成22年4月）

59 兼担 教授
ﾔﾅｷﾞﾊﾗ ﾀﾞｲｽｹ
柳原 大輔

<令和3年4月>
博士（工学） 船舶海洋工学B ※ 1後④ 0.5 1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成29年9月）

60 兼担 教授
ﾔﾏｻﾞｷ ﾖｼﾋﾛ
山崎 仁丈

<令和3年4月>
博士（工学）

材料工学A

材料工学B

1前①・2前
①

1前①・2前
①

1

1

1

1

九州大学
エネルギー研究教育機

構
教授

（平成26年8月）

61 兼担 教授
ﾖｼｻﾞﾜ ｶｽﾞﾅﾘ
吉澤 一成

<令和3年4月>
博士（工学） 応用化学A ※ 1後③・④ 0.1 1

九州大学
先導物質化学研究所

教授
（平成13年4月）

62 兼担 准教授
ｲﾉｳｴ ﾁﾋﾛ
井上 智博

<令和3年4月>
博士（工学） 航空宇宙工学A ※ 1前① 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成30年4月）

63 兼担 准教授
ｲﾜｲ ﾖｼｵ

岩井 芳夫
<令和3年4月>

工学博士 化学工学A ※ 1後③ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（昭和60年4月）

64 兼担 准教授
ｵｵｴﾀﾞ ﾖｼﾅｵ
大枝 良直

<令和3年4月>
博士（工学）

都市総合交通計画
産学連携研究
都市環境工学特論第一
都市環境工学演習第一

2前①～②
2通

2後④
2後④

2
2
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成5年5月）
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65 兼担 准教授
ｵｶﾞﾜ ﾋﾃﾞｱｷ
小川 秀朗

<令和3年4月>

Doctor of
Philosophy
(ｲｷﾞﾘｽ)

航空宇宙工学B ※ 1前② 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成31年4月）

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成11年4月）

東京工業大学
環境・社会理工学院

准教授
（平成30年4月）

67 兼担 准教授
ｶﾈﾏﾙ ﾀｶｼ
金丸 崇

<令和3年4月>
博士（工学） 船舶海洋工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成23年4月）

68 兼担 准教授
ﾅｶﾔﾏ ﾔｽﾔ

名嘉山 祥也
<令和3年4月>

博士（情報学） 化学工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成17年11月）

69 兼担 准教授
ﾊﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
林 博德

<令和3年4月>
博士（工学）

河川工学特論
プレゼンテーションデザイン
合意形成論演習
産学連携研究
都市環境工学特論第三
都市環境工学演習第三

2前②
1後④
1前①
2通

2後④
2後④

2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年1月）

70 兼担 准教授
ﾊﾞﾝﾄﾞｳ(ｷﾀﾉ) ﾏｲ
坂東(北野) 麻衣
<令和3年4月>

博士（工学） 航空宇宙工学B ※ 1前② 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年11月）

71 兼担 准教授
ﾋｶﾞｼﾉ ｼﾝｲﾁﾛｳ
東野 伸一郎
<令和3年4月>

博士（工学） 航空宇宙工学B ※ 1前② 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成4年4月）

72 兼担 准教授
ﾋｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ
樋口 明彦

<令和3年4月>

Doctor of Design
(ｱﾒﾘｶ)

実践景観デザイン論
プレゼンテーション演習
産学連携研究
都市環境工学特論第二
都市環境工学演習第二

1前①～②
1後③
2通

2後④
2後④

2
2
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成11年4月）

73 兼担 准教授
ﾎｼﾉ ﾕｳ
星野 友

<令和3年4月>
博士（工学） 化学工学B ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成22年9月）

74 兼担 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ｻﾄﾙ
山口 悟

<令和3年4月>
博士（工学） 船舶海洋工学A ※ 1後③ 0.2 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成5年4月）

75 兼担 准教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾂﾖｼ
山本 剛

<令和3年4月>
博士（工学） 化学工学A ※ 1後③ 0.1 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成15年8月）

76 兼担 助教
ｲﾅｶﾞｷ ﾕｳｼﾞ
稲垣 祐次

<令和3年4月>
博士（理学） 量子物理工学B 1後④ 1 1

九州大学大学院
工学研究院

助教
（平成18年4月）

66 兼担 准教授

1後③～④
2通

2後④
2後④

2
2
2
2

1
1
1
1

ｶｻﾏ ｷﾖﾉﾌﾞ
笠間 清伸

<令和3年4月>
博士（工学）

防災地盤学
産学連携研究

社会基盤工学特論第三
社会基盤工学演習第三



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｸﾊﾞ ﾀｶﾋﾛ
久場 隆広

<令和3年4月>
博士（工学）

都市環境工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成8年4月）

5日

2 専 教授
ｼﾏｵｶ ﾀｶﾕｷ
島岡 隆行

<令和3年4月>
工学博士

環境システム工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成13年4月）

5日

3 専 教授
ｿﾉﾀﾞ ﾖｼﾐ
園田 佳巨

<令和3年4月>
博士（工学）

建設設計工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成10年4月）

5日

4 専 教授
ﾁﾝ ｺｳｻｲ
陳 光斉

<令和3年4月>
博士（理学）

防災地盤工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学
基幹教育院

教授
(平成12年4月)

5日

5 専 教授

ﾂｶﾊﾗ ｹﾝｲﾁ
塚原 健一

<令和3年4月>

Philosophiae
doctoris
(ｱﾒﾘｶ)

都市システム計画学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成23年4月）

5日

6 専 教授
ﾊｻﾞﾘｶ  ﾍﾏﾝﾀ

HAZARIKA HEMANTA
<令和3年4月>

博士（工学）

防災地盤工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成22年3月）

5日

7 専 教授
ﾊｼﾓﾄ ﾉﾘｱｷ
橋本 典明

<令和3年4月>
工学博士

沿岸海洋工学講究
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

8 専 教授
ﾊﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞﾉﾘ
濵田 秀則

<令和3年4月>
博士（工学）

建設材料工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
工学研究企画

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
2

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成18年4月）

5日

9 専 教授
ﾏﾂﾀﾞ ﾀｲｼﾞ
松田 泰治

<令和3年4月>
博士（工学）

建設設計工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成6年3月）

5日

10 専 教授
ﾏﾅｷﾞ ｼｭﾝｽｹ
馬奈木 俊介
<令和3年4月>

Doctor of
Philosophy

(ｱﾒﾘｶ)

都市システム計画学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成27年4月）

5日

11 専 教授
ﾐﾀﾆ ﾔｽﾋﾛ
三谷 泰浩

<令和3年4月>
博士（工学）

環境地盤工学講究
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成9年10月）

5日

12 専 教授
ﾔｽﾌｸ ﾉﾘﾕｷ
安福 規之

<令和3年4月>
工学博士

防災地盤工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成6年10月）

5日

13 専 教授
ﾔﾉ  ｼﾝｲﾁﾛｳ
矢野 真一郎
<令和3年4月>

博士（工学）

環境水理学講究
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2

1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

教授
（平成16年11月）

5日

14 専 准教授
ｱｻｲ ﾐﾂﾃﾙ
浅井 光輝

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成19年10月）

5日

15 専 准教授
ｲｼｸﾗ ﾘｮｳﾍｲ
石藏 良平

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年8月）

5日

16 専 准教授
ｶｲﾇﾏ ｼｹﾞﾉﾌﾞ
貝沼 重信

<令和3年4月>
博士（工学）

建設材料工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成16年11月）

5日

17 専 准教授
ｶｼﾞﾀ ﾕｷﾋﾃﾞ
梶田 幸秀

<令和3年4月>
博士（工学）

建設設計工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成17年4月）

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（工学府　土木工学専攻　博士後期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
月額

基本給
（千円）

教　　　　　　　　員　　　　　　　　の　　　　　　　　氏　　　　　　　　名　　　　　　　　等

保有
学位等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
月額

基本給
（千円）

保有
学位等

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大学等の職
務 に 従 事 す る
週 当 た り 平 均 日 数

18 専 准教授
ｻｶﾞﾜ ﾔｽﾀｶ
佐川 康貴

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成12年4月）

5日

19 専 准教授
ｾｲﾉ ｻﾄｺ

清野 聡子
<令和3年4月>

博士（工学）

都市環境工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成22年2月）

5日

20 専 准教授
ﾀｲ ｱｷﾗ
田井 明

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年2月）

5日

21 専 准教授
ﾅｶﾔﾏ ﾋﾛﾌﾐ
中山 裕文

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成12年3月）

5日

22 専 准教授
ﾊﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
林 博德

<令和3年4月>
博士（工学） 産学連携実習 1～3通 4 1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成24年1月）

5日

23 専 准教授
ﾋｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ
樋口 明彦

<令和3年4月>

Doctor of Design
(ｱﾒﾘｶ)

環境デザイン工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成11年4月）

5日

24 専 准教授
ﾋﾛｼﾛ ﾖｼﾅﾘ
広城 吉成

<令和3年4月>
博士（工学）

環境システム工学講究A
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成1年4月）

5日

25 専 准教授
ﾔﾏｼﾛ ﾏｻﾙ
山城 賢

<令和3年4月>
博士（工学）

沿岸海洋工学講究
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成13年4月）

5日

26 兼担 准教授
ｵｵｴﾀﾞ ﾖｼﾅｵ
大枝 良直

<令和3年4月>

博士（工学）

都市システム計画学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成5年5月）

九州大学大学院
工学研究院

准教授
（平成11年4月）

東京工業大学
環境・社会
理工学院
准教授

（平成30年4月）

27 兼担 准教授
ｶｻﾏ ｷﾖﾉﾌﾞ
笠間 清伸

<令和3年4月>
博士（工学）

防災地盤工学講究B
土木工学研究企画演習
土木工学指導演習
土木工学特別演習
産学連携実習

1～3通
1～3通
1～3通
1～3通
1～3通

4
4
2
2
4

1
1
1
1
1



工学府　土木工学専攻　修士課程

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1人 4人 7人 人 人 12人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 4人 5人 1人 人 人 10人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6人 10人 7人 人 人 23人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

1



工学府　土木工学専攻　博士後期課程

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1人 3人 7人 人 人 11人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5人 5人 2人 人 人 12人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6人 8人 9人 人 人 23人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授
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